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論文要旨 

 

医療的ケアを必要とする子どもと家族へのケアとキュアを融合した 

小児看護専門看護師の実践 

 

染谷奈々子 

 

〔研究目的〕医療的ケアを必要とする子どもと家族に対して、小児看護専門看護師が行う

ケアとキュアを融合した実践とはどのようなものであるかを明らかにすることである。 

〔研究方法〕研究デザインは質的記述的研究である。データ収集は最小限に構成したイン

タビューガイドを用いて 2018年 3月から 2019年 2月の期間に同意の得られた研究協力者

に 2回のインタビューを行い、分析方法は Benner（1994／2006)を参考にした。倫理的配慮

について高知県立大学看護研究倫理審査委員会の承認を得た。 

〔結果〕研究協力者は、小児看護専門看護師（認定後 1年～15年、平均 8.3年）16人で

あった。インタビュー1回あたりの平均時間は 1時間 36分であった。インタビュー内容

を分析した結果、医療的ケアを必要とする子どもと家族へのケアとキュアを融合した小児

看護専門看護師の実践には、23のサブテーマの共通性から生成された 7つのテーマ（1）

【多様なエビデンスを活用してケアの必要性を弁別し、子どもを護る】（2）【状況を全体

的に捉えながら、医療的ケアを行う子どもの主体性の発揮と可能性を開く】（3）【子ども

の特性や発達段階、治療と生活の兼ね合いを考慮しながら、最適な療養生活に導く】（4）

【治療や療養方法を説明し、子ども・家族・医療者の意向を調整して、状況を改善する】

（5）【治療の効能を手がかりに、子どもの意向を読み取りながらその子に合った独自のケ

アを創る】（6）【治療や療養生活を見通しながら、母親の力の育成や自分らしさを保つこ

とを後押しする】（7）【治療を見通して、子どもと家族の意向を確かめながら、子どもの

生活を守る地域ネットワークにつなげる】がみられた。 

〔考察〕小児看護専門看護師の融合的ケアには（1）全体的、総合的、俯瞰的な捉えに根差

す、（2）多様なエビデンスを活用したケアの実施、（3）「無害の原則」を重視した倫理的実

践、（4）子どもを護り、子どもの生きる力の発揮を支える、（5）医療的ケアを生活の中に

組み込み学校生活に繋げる、（6）治療や療養法の子ども・家族・医療チームへの説明と異

なる意見の調整、（7）協力体制を形成してオーダーメイドのケアを創造する、（8）子ども

だけでなく、母親・家族の力も育む、（9）母親・家族が自分たちの時間や生活を持てるよ

うに支援する、（10）地域へ視点を拡げて地域ネットワークづくりに取り組む、という特徴

が顕れた。ケアリングに根ざした小児看護専門看護師の融合的ケアは、子どもと家族を気

づかい、実践を通して情報を把握しつつ総合的に思考を拡大しながら行うものであると考

えられた。小児看護専門看護師は子どもと家族に関心をもつ力を高めて繋がり、スタッフ

と協働する関係を築く実践知を獲得していることが示唆された。 

 

 

 

 

 



 

Abstract 
 

Integrating Care and Cure for Children and Families Requiring Medical Care:  

Insights from Certified Nurse Specialists in Child Health Nursing 

 

SOMEYA Nanako 

 

Purpose: This study aimed to clarify what kind of practice certified nurse specialists (CNSs) in child 

health nursing (CHN) were using to integrate care and cure for children and families requiring medical 

care. Method: This was a qualitative descriptive study. Data were collected through two interviews 

with research collaborators who gave consent using a minimally structured interview guide. The data 

were collected between March 2018 and February 2019. The analysis method was performed 

with reference to Benner’s approach (1994/2006). The University of Kochi Nursing Research 

Ethics Review Committee approved the ethical considerations. Results: The study involved 16 CNSs 

in CHN, with certification ranging from 1 to 15 years, averaging 8.3 years. Each interview lasted an 

average of 1h and 36 min. Analysis of the interviews revealed seven themes derived from 

commonalities among 23 sub-themes, characterizing the practice of CNSs in CHN. The themes 

included : (1) Utilizing diverse evidence to discern care needs and implementing protective measures 

for children. (2) Adopting a holistic perspective to promote children's independence and unlock their 

potential. (3) Guiding children toward an optimal treatment journey, considering individual 

characteristics and developmental stages, and maintaining a balance between treatment and daily life. 

(4) Enhancing situations by explaining treatment and recuperation methods and coordinating the 

preferences of the child, family members, and medical staff. (5) Creating unique care aligned with 

the child's preferences based on treatment effectiveness. (6) Supporting mothers in developing their 

strengths and maintaining individuality while anticipating treatment and future life. (7) Establishing 

connections within the local network to safeguard the child's life, foreseeing treatment outcomes, and 

confirming the child's and family's intentions. Discussion: In the integrated care of CNSs in CHN, 

the following characteristics appeared: (1) Rooted in a holistic, comprehensive, and bird's-eye view. 

(2) Implementation of care using diverse evidence. (3) Ethical practice emphasizing the "principle 

of harmlessness." (4) Protecting children and supporting their ability to live life. (5) Incorporating 

medical care into daily life and linking it to school life. (6) Explain treatment and recuperation to 

children, families, and the medical team and coordinate different opinions. (7) Forming a cooperative 

system to create tailor-made care. (8) Develop the power of children, mothers, and families. (9) 

Supporting mothers and families to have their own time and lives. (10) Expand the perspective of the 

region and work on building a regional network. The integrated care of CNSs in CHN, rooted in 

caring, is performed while caring for children and their families. Notably, they grasp data through 

practice and expand their thinking comprehensively. This study suggests that the practical knowledge 

of CNSs in CHN is connected with children and families and that thinking and practice to seek better 

support in cooperation with staff are integrated. 
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第 １ 章  序 論  

 

Ⅰ .研 究 の 背 景   

今 日 の 医 療 技 術 の 進 歩 を 背 景 と し て 、N I C U（ N e o n a t a l  I n t e n s i v e  

C a r e  U n i t；新 生 児 集 中 治 療 室 ，以 下 N I C U）や IC U（ I n t e ns i v e  C a r e  

U n i t； 集 中 治 療 室 ）で の 治 療 を 経 て か ら 退 院 し 、医 療 的 ケ ア を 行 い

な が ら 在 宅 で 生 活 し て い る 子 ど も は 年 々 増 加 し て 、2005 年 か ら の 15

年 で 倍 増 し て ２ 万 人 を 超 え て い る と 推 計 さ れ て い る （ 厚 生 労 働 省 ，

2022； 厚 生 労 働 省 ， 2023）。 ま た 、 全 国 の 特 別 支 援 学 校 及 び 幼 稚 園 、

小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 に 在 籍 す る 医 療 的 ケ ア が 必 要 な 幼 児 児 童 生 徒 の 総

人 数 は 、少 子 化 の 進 行 す る 中 で も 増 加 し 続 け 、2022 年 度 は 10,490 人

（ 前 年 比 222 人 増 ） で あ る （ 文 部 科 学 省 ， 2023）。  

2021 年 9 月 に 施 行 さ れ た「 医 療 的 ケ ア 児 及 び そ の 家 族 に 対 す る 支

援 に 関 す る 法 律 」 に お い て 「 医 療 的 ケ ア 」 と は 、 人 工 呼 吸 器 に よ る

呼 吸 管 理 、喀 痰 吸 引 そ の 他 の 医 療 行 為 を い い 、「 医 療 的 ケ ア 児 」は 日

常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 営 む た め に 恒 常 的 に 医 療 的 ケ ア を 受 け る こ と

が 不 可 欠 で あ る 児 童 と 定 義 さ れ た 。 こ れ ま で 、 改 正 「 障 害 者 の 日 常

生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 及 び 児 童 福 祉 法 の

一 部 を 改 正 す る 法 律 」 で 努 力 義 務 と さ れ て き た 国 や 地 方 自 治 体 の 医

療 的 ケ ア 児 の 支 援 は 責 務 規 定 に 変 わ り 、 各 自 治 体 に 地 方 交 付 税 と し

て 医 療 的 ケ ア 児 支 援 の 予 算 配 分 に よ り 医 療 的 ケ ア 児 支 援 事 業 を 進 め

ら れ 、地 域 格 差 の な い 支 援 体 制 も 期 待 さ れ て い る（ 厚 生 労 働 省 ，2022）。 

2001 年 に 世 界 保 健 機 関 は 全 て の 人 を 対 象 と す る I C F ( I n t e r n a t i o -  

n a l  C l a s s i f i c a t i o n  o f  F u n c t i o n i n g  , D i s a b i l i t y  &  H e a l t h； 国 際 生 活

機 能 分 類 ,以 下 I C F）を 採 択 し た（ 厚 生 労 働 省 ， 2002）。 I C F  に お い

て は 「 心 身 機 能 ・ 身 体 構 造 」「 活 動 」「 参 加 」 の 統 合 モ デ ル に 社 会 的

観 点 を 加 え 、 障 害 は 生 活 機 能 の 障 害 で あ り 、個 人 の 側 の 要 因 だ け で

は な く 社 会 の あ り 方 に よ っ て も 決 ま る と す る 。 さ ら に 、 人 生 の 最 初

の 20 年 間 に お け る 急 激 な 成 長 と 変 化 を 十 分 把 握 す る 観 点 か ら 、 乳

幼 児 か ら 思 春 期 ま で の 発 達 過 程 に あ る 人（ 18 歳 未 満 ）を 対 象 と す る

I C F - C Y（ I C F - C h i ld r e n  &  Yo u t h  Ve r s i o n； 国 際 生 活 機 能 分 類 ・ 児

童 版 ,以 下 I C F - C Y） が 2006 年 に 発 表 さ れ た （ 厚 生 労 働 省 ， 2007）。

I C F と I C F - C Y は 整 合 性 が あ り 、 生 命 レ ベ ル の 「 心 身 機 能 ・ 身 体 構

造 」、 生 活 レ ベ ル の 「 活 動 」、 人 生 レ ベ ル の 「 参 加 」 の 3 つ の 次 元 を

合 わ せ た 包 括 概 念 の 「 生 活 機 能 」 を 中 心 概 念 と し て い る 。 健 康 状 態

や 環 境 因 子 及 び 個 人 因 子 が 互 い に 影 響 し 合 う 生 活 機 能 モ デ ル は 、 医

学 モ デ ル と 社 会 モ デ ル の ど ち ら で も な く 、 そ れ ら を 統 合 し た 「 生 き

る こ と の 全 体 像 」 を 把 握 す る 理 念 に 基 づ い て い る 。  

日 本 の 診 療 報 酬 及 び 介 護 報 酬 制 度 に お い て 生 命 レ ベ ル ・ 生 活 レ ベ
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ル ・ 人 生 レ ベ ル の 次 元 を 含 む 包 括 概 念 で あ る 生 活 機 能 モ デ ル の 活 用

は 有 用 で あ る 。201 8 年 度 診 療 報 酬 改 定 で 新 設 さ れ た「 入 退 院 支 援 加

算 3」 で は N I C U に 入 院 時 早 期 か ら 行 う 退 院 支 援 は 、 看 護 師 な ら び

に 社 会 福 祉 士 等 の 関 係 職 種 が カ ン フ ァ レ ン ス を 行 い 実 施 し 、 退 院 時

に は 家 族 等 に 24 時 間 連 絡 が と れ る 連 絡 先 を 提 供 す る 体 制 を と る 。

2020 年 度 に は 医 療 的 ケ ア 児 の 主 治 医 か ら 学 校 医 等 へ の 診 療 情 報 提

供 料 が 新 た に 追 加 さ れ 、 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン か ら 自 治 体 へ の 情 報

提 供 の 算 定 対 象 に 15 歳 未 満 の 小 児 の 利 用 者 が 追 加 と な り 、 学 校 へ

の 情 報 提 供 の 算 定 回 数 の 拡 大 と 情 報 提 供 先 に 保 育 所 等 及 び 幼 稚 園 が

追 加 さ れ て い る 。20 22 年 度 に は 診 療 情 報 提 供 に お け る 情 報 提 供 先 に

児 童 相 談 所 、 保 育 所 、 認 定 こ ど も 園 等 、 幼 稚 園 、 高 等 学 校 等 が 追 加

さ れ 、関 係 機 関 の 連 携 の 強 化 が 求 め ら れ て い る（ 厚 生 労 働 省 ，2022；

杉 本 ， 2022）。 障 害 福 祉 の 分 野 に お い て は 、 2021 年 か ら 障 害 福 祉 サ

ー ビ ス 等 報 酬 が 改 定 さ れ 、 障 害 児 通 所 支 援 に お け る 医 療 的 ケ ア 児 の

基 本 報 酬 の 創 設 、 障 害 児 通 所 支 援 等 に お け る 医 療 連 携 体 制 加 算 の 見

直 し 、 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に お け る 看 護 職 員 配 置 加 算 の 要 件 の 緩

和 が 行 わ れ た （ 厚 生 労 働 省 ， 2022）。  

医 療 に お い て 治 癒 し な い 病 気 、 複 雑 に こ こ ろ や 社 会 の 状 況 を 反 映

す る 病 気 と と も に 生 活 す る 人 に は 「 治 療 （ キ ュ ア ） と い う コ ン セ プ

ト だ け で は 対 応 困 難 で あ り 、 患 者 自 身 が 生 活 習 慣 を 調 整 し 、 自 分 の

心 身 の 状 態 と 折 り 合 い を つ け て 生 活 し て い け る よ う な 専 門 的 支 援

（ ケ ア ） が 必 要 と な る 。」（ 日 本 学 術 会 議 ， 2008， p.1）。 日 本 学 術 会

議 健 康・生 活 科 学 委 員 会  看 護 学 分 科 会（ 2011）の「 提 言  高 度 実 践

看 護 師 制 度 の 確 立 に 向 け て  グ ロ ー バ ル ス タ ン ダ ー ド か ら の 提 言 」

に お い て 、日 本 の 高 度 実 践 看 護 師（ A d v a n c e d  P r a c t i c e  N u r s e；A P N）

は 「 個 人 、 家 族 及 び 集 団 に 対 し て 、 ケ ア と キ ュ ア の 融 合 に よ る 高 度

な 看 護 学 の 知 識 、技 術 を 駆 使 し て 、対 象 の 治 療 ･療 養 過 程 の 全 般 を 管

理 ･実 践 す る こ と が で き る 看 護 師 」 と 定 義 さ れ 、「 特 定 の 専 門 領 域 に

お い て 、 自 律 し て ケ ア と キ ュ ア を 融 合 で き る 能 力 を 持 つ 看 護 師 」 で

あ る と 記 さ れ て い る （ 日 本 学 術 会 議 ， 2011， p.12）。  

日 本 の 専 門 看 護 師 制 度 は 修 士 課 程 に 教 育 課 程 を 位 置 付 け 1995 年

に 発 足 し て い る 。 日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 総 会 が 2011 年 に 提 示 し た

修 士 課 程 の 新 た な 専 門 看 護 師 教 育 課 程 は 、 強 固 な 看 護 学 の 基 盤 の 上

に キ ュ ア の 知 識 を 医 学 と い う 他 の 学 問 領 域 か ら 受 け 取 り 、 看 護 と し

て 発 展 さ せ る こ と が で き る 系 統 的 な 3 8 単 位 で 構 成 さ れ た 。H a r m i c，

H a n s o n， Tr a c y， 他 （ 2014） の 考 え 方 を 基 盤 と す る 高 度 実 践 看 護 師

の 役 割 機 能 （ コ ア コ ン ピ テ ン シ ー ） は 個 人 、 家 族 及 び 集 団 を 対 象 と

し た「 卓 越 し た 看 護 実 践 」「 教 育 、相 談 、調 整 、研 究 、倫 理 調 整 の 役

割 」で あ り 、「 将 来 的 に 見 直 し が 行 わ れ る 予 定 で 、特 に リ ー ダ ー シ ッ
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プ に 関 す る 科 目 が 必 要 と 考 え ら れ る 」（ 田 中 ，2014，p.68）と さ れ た 。

2015 年 に は 既 存 の 専 門 看 護 師 教 育 課 程 と 合 わ せ て「 高 度 実 践 看 護 師

教 育 課 程 」 と な っ た 。 現 在 、 高 度 実 践 看 護 師 と は 、 高 い 専 門 性 と 優

れ た 看 護 実 践 能 力 を も つ 看 護 職 者 の 専 門 看 護 師 （ C e r t i f i e d  N u r s e  

S p e c i a l i s t： C N S） と ナ ー ス プ ラ ク テ ィ シ ョ ナ ー （ C e r t i f i e d  N u r s e  

P r a c t i t i o n e r： C N P） を さ す （ 日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 a， 2023）。  

2024 年 1 月 現 在 、 小 児 看 護 分 野 の 教 育 課 程 は 38 課 程 あ り 、 日 本

看 護 協 会 の 認 定 を 受 け た 14 専 門 看 護 分 野 の 専 門 看 護 師 3 ,245 人 の

内 小 児 看 護 専 門 看 護 師（ 以 下 、小 児 看 護 C N S と 略 す ） 304 人 が 、個

人 、 家 族 、 集 団 を 対 象 と し た 看 護 実 践 、 看 護 管 理 及 び 看 護 教 育 に 携

わ っ て い る （ 日 本 看 護 協 会 ,2024;日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 ， 2023b）。  

現 在 の 教 育 理 念 に お い て 高 度 実 践 看 護 師 は 「 対 象 の ク オ リ テ ィ ・

オ ブ・ラ イ フ の 向 上 を 目 的 と し て 、個 人 、家 族 、及 び 集 団 に 対 し て 、

キ ュ ア と ケ ア の 統 合 に よ る 高 度 な 看 護 学 の 知 識 ・ 技 術 を 駆 使 し て 、

疾 病 の 予 防 及 び 治 療 ・ 療 養 ・ 生 活 過 程 の 全 般 を 統 合 ・ 管 理 し 、 卓 越

し た 看 護 ケ ア を 提 供 す る 者 」 で 、 高 度 実 践 看 護 師 の 共 通 目 的 （ 共 通

能 力 水 準 ）は 、あ る 特 定 の 看 護 分 野 に お い て 、「 ケ ア と キ ュ ア を 統 合

し た 高 度 な 看 護 実 践 能 力 を 有 す る 」 と 明 示 さ れ て い る （ 日 本 看 護 系

大 学 協 議 会 ,202 3c， p.10)。  

 研 究 の 動 向 を 見 て み る と 、 日 本 の 「 ケ ア と キ ュ ア の 融 合 ま た は 統

合 」 と い う 概 念 に つ い て の 研 究 は 、 荒 川 ， 井 上 （ 2015） に よ る 日 本

に お け る キ ュ ア と ケ ア の 融 合 に 関 す る 看 護 実 践 の 内 的 構 造 に つ い て

の 質 的 研 究 が あ る 。 ま た 、 慢 性 看 護 専 門 看 護 師 の 実 践 報 告 （ 馬 場 ，

2013） や 高 度 実 践 看 護 師 の 教 育 課 程 （ 法 橋 ,西 元 ， 2012）、 看 護 師 の

役 割 拡 大 （ 内 布 ， 2 014） に お い て ケ ア と キ ュ ア が 論 じ ら れ て い る 。

こ れ ら の 論 文 で は ケ ア と キ ュ ア に 関 す る 看 護 に お い て 共 通 認 識 す る

為 の 明 確 な 定 義 は な く 様 々 な 意 味 で 用 い ら れ て い る 。  

看 護 師 の 行 う ケ ア リ ン グ を 測 定 す る 測 定 用 具 は こ れ ま で に 開 発 さ

れ 、量 的 な 研 究 も 行 わ れ て き た（ Wa t s o n , 2001／ 2003）。Wa t s o n の

著 書 で 紹 介 さ れ て い る ケ ア リ ン グ の 測 定 用 具（ Wa t s o n，2001／ 2003）

の 内 、 C A R E - Q を 使 用 し た 研 究 は 日 本 に お い て 希 少 で あ る （ 水 野 ，

小 沢 ，E v a n s，他 ，20 05）。子 ど も の ク オ リ テ ィ・オ ブ・ラ イ フ（ Q u a l i t y  

o f  L i f e，以 下 Q O L）の 研 究 は Va r n i , J . W.が 開 発 し た 尺 度「 P e d i a t r i c  

Q u a l i t y  o f  L i f e  I n v e n t o r y ;  P e d s Q LT M」 が あ り 、 信 頼 性 と 妥 当 性 を

検 証 し た 日 本 語 版 P e d s Q LT M（ K o b a y a s h i， K a m i b e p p u， 2010） を

用 い た 進 行 性 慢 性 疾 患 に 罹 患 し た 3 歳 の 子 ど も 1 例 を 対 象 に し た 研

究 が あ る （ 中 島 ， 菅 原 ， 山 本 ， 他 ， 2 014）。 子 ど も の Q O L に ど の よ

う に 看 護 が 貢 献 し て い る か に つ い て の 研 究 は ま だ 十 分 に 蓄 積 さ れ て

い な い 。  
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ま た 、 小 児 看 護 C N S に 関 す る 研 究 は ま だ 十 分 に 蓄 積 さ れ て お ら

ず 、 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 に 関 す る 研 究 に お い て 、

小 児 看 護 C N S の 看 護 実 践 が 詳 細 に 記 述 さ れ て い る 研 究 は 少 な い 。

つ ま り 、「 ケ ア と キ ュ ア の 統 合 ま た は 融 合 」は 現 段 階 で は 明 確 な 概 念

と し て 発 展 し て い な い と 考 え ら れ る こ と が 文 献 検 討 の 結 果 で 明 ら か

に な っ た 。 優 れ た 看 護 実 践 に 豊 富 に 内 在 す る ま だ 明 確 に な っ て い な

い 知 を 帰 納 的 に 記 述 し て 解 釈 す る こ と は 看 護 の 実 践 の 質 を 高 め 、 理

論 を 開 発 す る 上 で 必 要 で あ る 。 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家

族 へ ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 小 児 看 護 C N S の 高 度 実 践 看 護 に つ い

て 質 的 に 解 明 し て い く 研 究 は 重 要 で あ る と 考 え る 。  

 

Ⅱ ． 研 究 の 目 的  

本 研 究 の 目 的 は 、医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 に 対 し て 、

小 児 看 護 C N S が 行 う ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実 践 と は ど の よ う な

も の で あ る か を 明 ら か に す る こ と で あ る 。  

 

Ⅲ .研 究 の 意 義  

本 研 究 で は 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 を 中 心 に 位 置 づ

け た 小 児 看 護 C N S に よ る ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実 践 と は ど の よ

う な も の で あ る か 、 ど の よ う に 子 ど も と 家 族 及 び 集 団 の ウ エ ル ビ ー

イ ン グ に 関 与 し て い る の か に つ い て 、 小 児 看 護 C N S の 見 方 か ら 記

述 し て 解 釈 す る 。  

2006 年 に 国 際 連 合 総 会 で 採 択 さ れ 、 日 本 が 2014 年 に 批 准 し た 障

害 者 の 権 利 に 関 す る 条 約 で は 、「 障 害 」は 発 展 す る 概 念 で あ る こ と を

認 め て 、「 機 能 障 害 を 有 す る 者 と こ れ ら の 者 に 対 す る 態 度 及 び 環 境 と

の 障 壁 と の 間 の 相 互 作 用 」 で あ り 、 他 者 と の 「 平 等 を 基 礎 と し て 社

会 に 完 全 か つ 効 果 的 に 参 加 す る こ と を 妨 げ る も の に よ っ て 生 じ る 」

と し て い る (外 務 省 ,2014)。 近 年 、‘ 障 害 は そ の 人 の 中 に あ る ’ と 捉

え る 医 学 モ デ ル の 考 え 方 を も っ て ス タ ー ト し た 「 療 育 」 に 代 わ り 、

障 害 の 確 定 し て い な い 子 ど も も 支 援 の 対 象 と な る 「 発 達 支 援 」 と い

う 考 え 方 が 提 唱 さ れ て い る 。小 児 看 護 C N S が 、医 療 支 援 を 基 盤 と し

な が ら 、 医 療 的 ケ ア が 必 要 な 子 ど も と そ の 家 族 に 行 う ケ ア と キ ュ ア

を 融 合 し た 高 度 実 践 看 護 は 、 子 ど も の 発 達 支 援 、 家 族 支 援 に お い て

す べ て の 子 ど も が 健 や か に 育 ち 、 豊 か に 暮 ら す た め の 変 革 を 含 有 す

る も の で は な い だ ろ う か 。  

今 日 、 環 境 の 変 化 や 人 々 の 生 活 の 多 様 化 、 医 療 技 術 の 進 歩 に よ り

疾 病 構 造 は 変 容 し 、 子 ど も の 健 康 問 題 は 複 雑 化 し て い る 。 少 子 高 齢

化 社 会 に お い て 増 加 し 続 け て い る 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も が

健 や か に 成 長 発 達 す る た め の 子 ど も と 家 族 の 支 援 に つ い て の 社 会 的
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支 援 体 制 づ く り は 重 要 な 課 題 で あ る 。  

 

１ ． 看 護 実 践 へ の 意 義  

 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 へ の 小 児 看 護 C N S に よ る

ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実 践 に つ い て 記 述 し 解 釈 す る こ と で 、 子 ど

も と 家 族 を 対 象 と し た 質 の 高 い 看 護 に つ い て の 実 践 知 を 見 出 す こ と

が で き る 。 本 研 究 で 明 ら か に な る 小 児 看 護 C N S が 行 う ケ ア と キ ュ

ア を 融 合 し た 実 践 に お け る 新 た な 知 は 、 す べ て の 子 ど も が 健 や か に

育 ち 、 豊 か に 暮 ら す た め の 変 革 、 子 ど も の 権 利 を 保 障 す る 子 ど も と

家 族 、 集 団 へ の 看 護 の 質 の 向 上 を 考 え て い く 上 で の 貴 重 な 知 見 と な

る と 考 え る 。  

 

２ ． 看 護 教 育 へ の 意 義  

子 ど も 、 家 族 、 集 団 に 小 児 看 護 CNS が 関 与 す る 状 況 に お け る ケ ア

と キ ュ ア を 融 合 し た 高 度 実 践 看 護 を 説 明 す る 新 し い 知 を 得 る こ と で 、

看 護 基 礎 教 育 は も ち ろ ん の こ と 、 大 学 院 に お け る 高 度 実 践 看 護 師 教

育 、現 任 教 育 、C N S の 研 修 会 等 の 研 鑽 の 機 会 に も 活 か し て い く こ と

が 可 能 と な る 示 唆 が 得 ら れ る と 考 え る 。さ ら に 、こ の 新 た な 知 見 は 、

看 護 学 の 立 場 か ら 医 学 基 礎 教 育 等 、 将 来 、 チ ー ム で 協 働 す る 各 医 療

専 門 職 の 基 礎 教 育 課 程 に お い て 高 度 実 践 看 護 師 教 育 の 内 容 を 伝 授 し

て 共 有 す る 機 会 に も 活 用 し て い く こ と が 可 能 に な る 。  

 

３ ． 看 護 研 究 へ の 意 義   

本 研 究 に よ り 、 小 児 看 護 C N S に よ る ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実

践 と 、 そ の 人 が 身 を 置 く 状 況 及 び 取 り 組 ん で い る 諸 関 係 の 中 で 子 ど

も と 家 族 、 集 団 の ウ エ ル ビ ー イ ン グ に つ い て 新 た な 知 見 が 生 み 出 さ

れ る 。 今 後 、 質 的 研 究 及 び 量 的 研 究 が 活 発 に 行 わ れ る こ と で 、 日 本

の 子 ど も の ウ エ ル ビ ー イ ン グ の 特 徴 が 見 え て く る 可 能 性 に 期 待 す る

こ と が で き る 。ま た 、高 度 実 践 看 護 師 と し て の 小 児 看 護 C N S の 実 践

の 質 を 高 め る 教 育 プ ロ グ ラ ム や ケ ア ガ イ ド ラ イ ン 、 指 標 を 作 成 す る

研 究 、 す べ て の 子 ど も が 地 域 で 安 心 し て 健 や か に 育 ち 、 豊 か に 暮 ら

す 生 活 で き る 未 来 へ の 変 革 を 推 進 す る た め の モ デ ル 構 築 等 の 礎 に な

る こ と も 期 待 さ れ る 。  

高 度 実 践 看 護 師 教 育 に 携 わ る 教 育 研 究 者 、 異 分 野 の 学 術 者 及 び 社

会 の 人 々 と 看 護 職 の あ り 方 の 共 有 と 発 展 に つ な げ て い く こ と が で き

る と 考 え る 。 本 研 究 を 発 展 さ せ て い く こ と で 、 子 ど も と 家 族 の 関 心

事 と 文 化 に 根 ざ し た ケ ア と キ ュ ア の 融 合 の 定 義 が で き る 形 を 浮 き 彫

り に し て 社 会 政 策 に 反 映 す る た め の 礎 と な る こ と も 目 指 す 。  
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第 2 章  文 献 の 検 討  

  

本 章 で は 、 ま ず 、 ケ ア と キ ュ ア の 概 念 に つ い て 概 観 し 、 次 に 、 専

門 看 護 師 の 教 育 と 活 動 の 実 際 に 関 す る 文 献 等 か ら 高 度 実 践 看 護 師 と

し て の ケ ア と キ ュ ア の 位 置 づ け 、 役 割 機 能 に つ い て 検 討 す る 。 最 後

に 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 親 ・ 家 族 に 関 す る 研 究 及 び 看 護

に つ い て の 研 究 を 検 討 す る 。  

文 献 の 検 索 は 、 高 度 実 践 看 護 師 、 ケ ア と キ ュ ア の 融 合 及 び 小 児 看

護 C N S に 関 す る 知 見 を 得 る た め に 、国 内 文 献 に つ い て は 、医 学 中 央

雑 誌  We b で「 高 度 実 践 看 護 師 」「 専 門 看 護 師 」「 小 児 看 護 C N S」「 ケ

ア と キ ュ ア 」を キ ー ワ ー ド に 行 っ た 。海 外 文 献 に つ い て は 、C I N A H L 

U l t i m a t e  及 び  M E D L I N E  E B S C O を 用 い て 、「 C a r e 」「 C u r e 」

「 N u r s i n g 」「 A d va n c e d  P r a c t i c e  N u r s e 」「 A d v a n c e d  P r a c t i c e  

N u r s i n g」「 N u r s e  Pr a c t i t i o n e r」「 P e d i a t r i c」「 C h i l d r e n」を キ ー ワ

ー ド に A c a d e m i c  J o u r n a i、 E n g l i sh の 条 件 で 検 索 し た 。ま た 、日 本

の 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も の 看 護 に 関 す る 知 見 を 得 る た め に 、

医 学 中 央 雑 誌  Web  で 「 医 療 的 ケ ア 」「 小 児 」 を キ ー ワ ー ド に 文 献 を

検 索 し た 。  

 

Ⅰ .文 献 レ ビ ュ ー  

１ ． ケ ア に つ い て  

「“ c a r e” の 語 源 は 、 古 英 語 の “ c a r u” と い う 語 に 由 来 す る と さ

れ て い る が 、 そ の 意 味 は ‘ 心 配 す る ’」「 将 来 起 こ っ て く る こ と に 対

し て 予 測 的 に 配 慮 す る こ と を 意 味 す る 」（ 岩 田 ， 2010， p.83）。 広 井

（ 2005）は「 ケ ア 」を「 さ ま ざ ま な‘ 関 係（ つ な が り ）’を 開 い て 作

っ て い く こ と 」（ p. 2 54）「 個 人 を‘ コ ミ ュ ニ テ ィ － 自 然 － ス ピ リ チ ュ

ア リ テ ィ ’ の 層 へ と も う 一 度 つ な ぎ 、 他 方 で 独 立 し た 異 な る 個 人 が

か か わ る 場 と し て の‘ 公 共 性 ’の 方 へ と ひ ら き 、つ な い で い く こ と 」

（ p.255）と し 、日 本 社 会 で の「 関 係 と し て の ケ ア 」は「 集 団 が 内 側

に 向 か っ て 閉 じ る 」 特 質 が あ る と す る （ p.209）。  

ケ ア は 看 護 学 の み で な く 、他 領 域 の 学 問 に お い て も 用 い ら れ る 用 語

で あ る 。古 在（ 201 2）は 、「 看 護 学 は も と よ り 、介 護 学 、福 祉 学 等 も

ケ ア 学 の 範 疇 に 入 る 」（ p.17）と し て い る 。日 本 学 術 会 議（ 2 014）は 、

「 現 代 の 医 療 に は 、人 々 の 生 活 や 環 境 を 包 括 的 に 捉 え 、医 療 や 介 護 、

生 活 支 援 や 環 境 改 善 等 を 含 め た 多 元 的 な ケ ア へ と 、 そ の 領 域 を 広 げ

て い く こ と が 必 要 と さ れ て い る 。 多 元 的 な ケ ア に は 、 治 療 継 続 や 療

養 生 活 を 支 え る 看 護 技 術 、 患 者 教 育 や リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に よ り 生

活 と 療 養 を 支 援 す る セ ル フ ケ ア 、 地 域 の リ ソ ー ス を 動 員 し 暮 ら し を

支 え る 在 宅 ケ ア 、 地 域 の ス ト レ ン グ ス （ 強 さ ） や レ ジ リ エ ン ス （ 回
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復 力 ・ 強 靭 性 ） を 促 進 す る た め の コ ミ ュ ニ テ ィ ケ ア 、 多 様 な 医 療 ・  

ケ ア を シ ス テ ム と し て 繋 ぎ 効 率 的 に 提 供 す る た め の ケ ア シ ス テ ム 開

発 等 、 看 護 学 の ほ か 、 異 分 野 と の 融 合 に よ る 戦 略 ・ 萌 芽 的 な 理 論 や

方 法 論 の 開 発 が 不 可 欠 で あ る 。」(p.1 )、「 今 求 め ら れ て い る の は 、救

命 や 高 度 な 医 療 技 術 に よ る 治 癒 を 目 指 す こ と の み な ら ず 、 ＜ い の ち

＞ を 守 り 、癒 し 、回 復 す る た め の ケ ア で あ り 、心 身 の 健 康 に 向 け た 、

適 切 で 具 体 的 な 援 助 に よ り 、 誰 に で も 約 束 さ れ る べ き 日 常 と い う 営

み が 将 来 に 渡 っ て 守 ら れ る こ と で あ る 。」 (p.3)と 示 し て い る 。  

看 護 実 践 に お い て 、 モ ー ニ ン グ ・ ケ ア や ベ ッ ド サ イ ド ・ ケ ア 等 の

か た ち で 使 わ れ て い た「 ケ ア 」が 、 19 70 年 代 以 降 、ケ ア 、ケ ア リ ン

グ こ そ が 看 護 の 本 質 と な る 概 念 で あ る と 考 え ら れ る よ う に な っ た 。

看 護 実 践 に お け る 考 え 方 に 大 き な 影 響 を 与 え た M a y e r r o f f（ 197 1／

2002） は 著 書 の 中 で 「 一 人 の 人 格 を ケ ア す る と は 、 も っ と も 深 い 意

味 で 、 そ の 人 が 成 長 す る こ と 、 自 己 実 現 す る こ と を た す け る こ と で

あ る 。」(p.1 3）「 比 較 的 長 い 過 程 を 経 て 発 展 し て い く よ う な 他 者 と の

か か わ り 方 」(p.18 4）「 ケ ア す る 人 、ケ ア さ れ る 人 に 生 じ る 変 化 と と

も に 成 長 発 展 を と げ る 関 係 を 指 し て い る 。」（ p.185）と し 、相 手 を ケ

ア す る こ と に よ っ て ケ ア す る 者 自 身 も 自 己 実 現 す る こ と が で き る と

述 べ て い る 。  

1980 年 代 以 降 の 海 外 の 看 護 学 領 域 で は Wa t o s o n、 L e i nn i n g e r、

B e n n e r、 S w a n s on、 E r i k s o n、 等 に よ り ケ ア リ ン グ の 定 義 、 理 論 的

基 盤 が 明 記 さ れ て き た（ 山 内 ，筒 井 ， 2016）。多 く の 定 義 に は「 個 人

ま た は 集 団 の 生 活 上 の ニ ー ド に 応 じ て 専 門 職 と し て か か わ る 」 こ と

が 含 ま れ て い る （ 和 田 ， 南 ， 小 峰 ， 2 010， p.852）。  

B e n n e r  と Wr u b e l（ 1989／ 1999）は 、看 護 実 践 は 科 学 に 依 拠 す る

が 科 学 以 上 の も の を 必 要 と し て い る「 道 徳 的 な ア ー ト（ m o r a l  a r t）」

（ p.24）と い う 実 践 観 の 前 提 に 立 ち 、「 気 づ か い（ caring）と い う 語

は 、 人 が 何 ら か の 出 来 事 や 他 者 、 計 画 、 物 事 を 大 事 に 思 う と い う こ

と を 意 味 す る 」（ p. 1） と 述 べ 、 現 象 学 的 な 見 方 で 看 護 論 を 展 開 し て

い る 。 そ し て 、 関 心 は 「 患 者 の 看 護 を 可 能 に す る よ う な 、 患 者 へ の

気 づ か い の 一 つ の あ り 方 」 (p.110 )で 、 看 護 師 は 関 心 を も つ こ と で

「 患 者 の お か れ た 状 況 が 解 釈 で き る 」「 患 者 の 関 心 を 理 解 し 、さ ら な

る 介 入 が 辛 く 無 意 味 で あ る と わ か れ ば 、 患 者 の 擁 護 者 に な る こ と が

で き る 」(p.110）と し て い る 。さ ら に 、「 心 と 身 体 と 精 神 を 統 合 的 に

捉 え る 見 方 」 (p.17 6）を 基 に し て 、安 ら ぎ
． ． ．

（ w e l l - b e i n g）は 、「 人 の
． ．

持 つ 可 能 性 と 実 際 の 実 践 と 生 き て い る 意 味
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

、 こ の 三 つ の 間 の 適 合 と
． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

し て 定 義 さ れ
． ． ． ． ． ．

、 そ の 人 が 他 者 や 何 ら か の 事 柄 を 気 づ か う と と も に
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

、

自 ら 人 に 気 づ か わ れ て い る と 感 じ る こ と か ら 生 み 出 さ れ る
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

。」（ p.177）

と し て い る 。  
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B e n n e r（ 2001／ 200 5）は 、「 思 い や り（ c a r i n g）は 相 関 的 な も の で

あ る か ら 、 前 後 関 係 を 含 め る こ と で 思 い や り の 質 も 論 じ る こ と が で

き る（ p.147）」「 思 い や り は 個 人 的 で 文 化 的 な 意 味 と 、責 任 あ る か か

わ り の な か に 含 有 さ れ て い る 」（ p.14 8）」「 思 い や り は 看 護 の 中 心 的

な も の（ p.177）」と し て い る 。そ し て 、 B e n n e r（ 2001／ 200 5）は 看

護 の エ ク セ レ ン ス は「 責 任 あ る か か わ り（ c o m m i t m e n t）と 深 い か か

わ り（ i n v o l v e m e n t）」（ p.177）で あ る と 同 時 に 、ケ ア リ ン グ に 関 連

す る パ ワ ー の 本 質 「 変 容 さ せ る （ t r a n s f o r m a t i v e ）」「 統 合 的 な

（ i n t e g r a t i v e）」「 代 弁 す る （ a d v o c a c y）」「 治 癒 を 促 す （ h e a l i n g）」

「 関 与 と 肯 定 を す る（ p a r t i c i p a t i v e / a f f i r m a t i v e）」「 問 題 解 決 を す る

(p r o b l e m  s o l v i n g）」の 6 つ を 特 定 し て 記 述 し て い る  (p .1 80-189) 。

す な わ ち 、 Benner は ケ ア リ ン グ （ car ing） を 看 護 の 中 心 概 念 と し 、

看 護 師 の 責 任 あ る か か わ り の 中 に あ る と し て い る 。  

日 本 看 護 科 学 学 会 （ 2011） は 「 ケ ア リ ン グ 」 の 用 語 の 解 説 に お い

て 「 ケ ア リ ン グ は 、 ケ ア （ c a r e） と 同 義 と し て 用 い ら れ る こ と も あ

る が 、 ケ ア の 対 象 と の 関 係 性 を よ り 意 識 し た 概 念 と い え る 。 人 と 人

と が 通 じ 合 お う と す る こ と で あ り 、 そ の 人 の 成 長 ・ 発 達 を 助 け る も

の で あ り 、 そ し て 、 そ れ は 相 手 を 人 間 と し て 尊 重 し 、 誠 意 と 希 望 を

も っ て 信 頼 関 係 を 発 展 さ せ る こ と で あ っ て 、 単 に 「 世 話 」 を 意 味 す

る も の で は な い 。 す な わ ち 、 そ の 人 を あ る が ま ま に 受 容 す る だ け で

な く 、成 長・発 達 の 可 能 性 を も つ 人 と し て 尊 重 す る こ と で あ る 。」（ 日

本 看 護 科 学 学 会 看 護 学 学 術 用 語 検 討 委 員 会 （ 第 9・ 10 期 ） ,2011，

p.21） と し て い る 。 看 護 学 の 学 術 的 な 立 場 か ら 西 村 ， 太 田 ， 数 間 ，

他 （ 2017） は 、 現 代 社 会 に お け る ケ ア サ イ エ ン ス の 構 築 に つ い て 論

じ る 中 で 「 ケ ア は 、 あ ら ゆ る 生 活 ・ 社 会 、 自 然 環 境 に お い て 生 活 の

質 を 支 え る 行 為 か つ 関 係 で あ り 、 そ の 営 み は 、 人 と 人 、 物 、 植 物 、

動 物 、 環 境 等 ど の 関 係 に お い て 発 生 し 、 同 時 に そ れ を 自 ら の 中 に も

み る 、 生 き て い る こ と そ の も の に 関 わ る 営 み 」（ p.68） と し 、「 研 究

の 取 り 組 み に 社 会 の 人 々 も 関 わ り 、 そ の プ ロ セ ス の 中 で ケ ア が 生 ま

れ 、 実 現 さ れ る 」（ p.70） こ と が 特 徴 で あ る と 述 べ て い る 。  

以 上 の よ う に 、 ケ ア と ケ ア リ ン グ の 定 義 や 訳 語 は 多 様 で あ り 、 相

互 作 用 、 社 会 文 化 的 な 視 点 を 含 め た 全 体 論 的 な 考 え 方 に 基 づ い た 医

療 や 看 護 、 関 係 を 表 す 言 葉 と し て 用 い ら れ 、 発 展 し て き て い る 。  

現 代 社 会 で 生 き て い る 子 ど も と 家 族 を 中 心 と し た 小 児 看 護 C N S

の ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実 践 を 探 求 す る 本 研 究 に お い て 、 子 ど も

と 家 族 へ 直 接 関 わ り を も ち 、 子 ど も と 家 族 が 生 き て い る こ と そ の も

の に 関 わ る 実 践 を し て い る 小 児 看 護 C N S に 研 究 協 力 を 得 る こ と は

適 切 で あ る と 考 え る 。 ま た 、 研 究 の 取 り 組 み に 子 ど も と 家 族 が 関 わ

り 、 状 況 や 意 見 、 意 向 が 反 映 さ れ て 子 ど も と 家 族 の 命 の 質 、 生 活 の
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質 が よ り 一 層 高 ま る よ う な プ ロ セ ス を 経 る こ と の 重 要 性 が 示 唆 さ れ

た 。  

 

２ ． キ ュ ア に つ い て  

岩 田（ 2010）は「“ c u r e”の 語 源 と な っ た ラ テ ン 語 の 動 詞“ c u r o”

の 本 来 の 意 味 は 、‘ 世 話 を す る ’」で 、「 現 在 の 状 況 に 対 し て 直 接 的 に

対 処 す る こ と 」（ p.8 3）で 、「 現 在 に お い て キ ュ ア は‘ 魂 の 救 済 ’‘ 治

癒 ’‘ 治 療 ’の 意 味 を も ち 、キ ュ ア と は ケ ア の 基 盤 の 上 で 時 に 実 現 さ

れ る 幸 運 な 事 態 で あ る と 考 え る こ と が で き る 」（ p.84）と 述 べ て い る 。 

江 藤 （ 2007） は 、 c u r e と し て 英 語 に 入 っ て き た の は 130 0 年 頃 で

あ る と 述 べ て い る 。 そ の 後 の 変 遷 と し て 、「 ラ テ ン 語 系 の c u r e が 元

来 も っ て い た ‘ 注 意 ’‘ 気 遣 い ’ と い う 意 味 が ゲ ル マ ン 語 系 の care

へ 流 れ る こ と で 、cu re か ら そ の 意 味 が 消 失 し て 、‘ 魂 の 救 済 、治 癒 、

治 療 ’の 意 味 だ け が 残 っ た 」（ 江 藤 ， 200 7， p.48）。 B e n n e r（ 2001／

2005） は 、「‘ 治 療 的 ’ と い う 用 語 に は 、 援 助 者 は 専 門 家 と し て の か

か わ り 方 の 一 部 と し て 患 者 と の 間 に 一 定 の ‘ 距 離 ’ を 置 く 存 在 で あ

る と す る 意 味 が あ る 」（ p.141） と し て い る 。 キ ュ ア の 語 源 に は ケ ア

に 近 い 意 味 合 い が あ る 中 で 、 現 在 は ケ ア に 比 べ て 客 観 性 を 帯 び た 用

語 と し て 用 い ら れ て い る と い え る 。  

日 本 の 看 護 師 の 行 う キ ュ ア に 焦 点 を あ て た 日 本 の 研 究 は 少 な い 。

米 国 の キ ュ ア と ケ ア の 交 差 点 に 焦 点 を 当 て る 医 療 従 事 者 の ナ ー ス プ

ラ ク テ ィ シ ョ ナ ー の 大 学 院 論 文 で は 、 I C F を 使 用 し て 、 キ ュ ア 、 ケ

ア 、 キ ュ ア と ケ ア に 焦 点 を あ て て 分 析 し た 結 果 、 キ ュ ア に 最 も 焦 点

が あ た っ て い た（ S t a l l i n g a，J a n s e n，Ka s t e r m a n s，e t  a l ., 2016)。

ま た 、 I C F の 使 用 を カ リ キ ュ ラ ム に 組 み 込 ん だ 大 学 院 生 を 対 象 と し

た ラ ン ダ ム 化 比 較 研 究 に お い て 、 IC F に 関 連 す る 態 度 及 び 知 識 は ト

レ ー ニ ン グ 後 の 介 入 群 で 有 意 に 増 加 し た が 、 3 か 月 後 に は 有 意 差 は

な く な っ て い た と い う (S t a l l i n g a，D i j k s t r a b，N a p e l，e t  a l .，2018）。  

今 日 の 日 本 の 看 護 の 現 場 に お い て は 、 キ ュ ア が 単 独 で あ る の で は

な く 、 看 護 師 や 医 師 に よ る ケ ア が と も に あ る 状 況 で ケ ア に 近 い キ ュ

ア ま た は そ の 逆 の 状 況 が み ら れ る 。 日 本 の 看 護 師 が 行 う キ ュ ア の 要

素 を も つ 看 護 実 践 及 び 医 行 為 は 、 保 健 師 助 産 師 看 護 師 法 の 「 療 養 上

の 世 話 」と「 診 療 の 補 助 」（ 第 五 条 ）に ま た が る か た ち で 医 師 の 指 示

の も と に 行 う と い う 法 解 釈 の 範 囲 で 位 置 付 け ら れ て い る と 捉 え る こ

と が で き る 。 小 児 看 護 C N S の 看 護 実 践 に お け る キ ュ ア の 要 素 が 研

究 か ら 見 出 さ れ る こ と で 、 子 ど も の 権 利 を 擁 護 す る 子 ど も と 家 族 中

心 の 看 護 実 践 の 展 望 を 検 討 す る た め の 示 唆 が 得 ら れ る と 考 え る 。  
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３ ． ケ ア と キ ュ ア の 位 置 づ け に つ い て  

言 語 学 分 野 の 英 語 に お け る c a r e と c u r e の 意 味 す る と こ ろ の 関 連

に つ い て 言 語 学 で 詳 細 に 述 べ た 文 献 は 見 つ か ら な い と さ れ る（ 江 藤 ，

2007）。村 田（ 1998）は 、キ ュ ア（ 治 療 ）は「 生 の 原 状 回 復（ 客 観 的

状 況 を 変 え る ）」、 ケ ア は 「 意 味 あ る 生 の 完 成 （ 想 い ・ 願 い ・ 価 値 観

が 変 わ る ）」を 目 的 と し（ p.59）、対 人 援 助 職 は「‘ 苦 し み の 構 造 ’に

援 助 の 焦 点 を あ て つ づ け る こ と に よ っ て 」「 キ ュ ア と ケ ア の 適 切 な バ

ラ ン ス の も と で 援 助 を 構 成 す る こ と が で き る 」（ p100）と し 、終 末 期

医 療 や 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム で の ケ ア 概 念 の 適 用 を 検 討 し た 。 岩 田

（ 2010）は ケ ア と キ ュ ア の 2 つ の 用 語 は 、「 互 い に 補 完 的 な 意 味 を 持

つ 医 療 の 基 本 概 念 で あ る と い う こ と が で き る 。」（ p.84） と 述 べ て い

る 。医 師 と 看 護 師 の 関 係 に お い て 、城 ケ 端（ 2007）は 、「 医 師 は 第 一

義 的 に キ ュ ア し な が ら 、 同 時 に 第 二 義 的 に ケ ア も し て 対 象 に か か わ

り 、 看 護 者 ・ 介 護 者 も 第 一 義 的 に ケ ア を し な が ら 状 況 や 対 象 者 の 状

態 に 応 じ て キ ュ ア を 実 施 し て 患 者 の 安 楽 や 苦 痛 の 緩 和 を は か る 」

（ p.19-20） と す る 。  

ア メ リ カ の 看 護 界 に お い て H a l l（ 1 9 64） は 患 者 に は 「 人 格 」「 身

体 」「 病 気 」の 3 側 面 が あ り 、看 護 を 提 供 す る 3 つ の 相 互 作 用 す る 場

を「 コ ア（ c o r e）」「 ケ ア（ c a r e）」「 キ ュ ア（ c u r e）」の 相 互 に 関 連 す

る 環 境 を「 サ ー ク ル 」と し た モ デ ル を 紹 介 し た (H a l l，1964，p.150-

154)。Hall は 看 護 の 独 自 性 を「 身 体 的 ケ ア を 心 得 て い る こ と だ け に

あ る の で は な く 、 病 気 及 び 治 療 と 調 和 さ せ な が ら ケ ア の プ ロ セ ス を

調 整 し 、 ま た 、 患 者 の パ ー ソ ナ リ テ ィ に 合 わ せ て 、 そ れ を 修 正 し て

い く 」と し た（ F u k o u r i， 2002／ 2010， p.145)。 H a l l の モ デ ル は 16

歳 以 上 の 回 復 期 の 人 々 に 限 定 さ れ (城 ケ 端 ，2007，p.108 )、子 ど も と

家 族 を 対 象 と し た 実 践 、 教 育 、 研 究 に 活 用 さ れ て は い な い 。 医 療 技

術 が 進 歩 し た 今 日 、 ケ ア と キ ュ ア が 不 可 分 の 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す

る 子 ど も の 成 長 発 達 を 考 慮 し た ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 看 護 実 践 へ

の 基 盤 と な る 示 唆 が 得 ら れ る モ デ ル で あ る と 考 え る 。  

B e n n e r（ 2001／ 200 5）は 、「 看 護 師 の 深 い 思 い や り（ c a r i n g）が 患

者 教 育 と も 、 い わ ゆ る ‘ 治 療 的 ’ と 表 現 さ れ る も の と も 明 ら か に 異

な っ て い た 」（ p.14 1） と 述 べ て い る 。 看 護 師 の 実 践 に お け る ケ ア と

キ ュ ア の 位 置 づ け に つ い て 、 対 比 す る の で も な く 、 相 互 に 補 完 す る

と い う こ と で も な い 、 ま だ 言 語 化 し き れ い な い 現 象 が あ る と い う こ

と が 伺 え る 。し か し 、B e n n e r に よ る 看 護 実 践 の 卓 越 性 の 範 例（ パ ラ

ダ イ ム ケ ー ス ） は 、 急 性 期 病 棟 の ク リ テ ィ カ ル 状 況 の 記 述 が ほ と ん

ど で あ り 、子 ど も と 家 族 を 対 象 と し た 状 況 の 記 述 は 少 な い（ B e n n e r，

2001／ 2005，p.71-7 2；B e n n e r，Wr u b e l，1989／ 1999，p. 32 7-340）。  

 日 本 に お け る 看 護 師 が 実 践 す る ケ ア と キ ュ ア の 例 と し て 、 内 布
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（ 2014）は 診 療 補 助 業 務 の 一 つ で あ る「 採 血 」を 例 に 挙 げ て 、「 看 護

師 は 実 際 の 行 為 と し て は 診 療 補 助 業 務 を 単 な る 医 師 の 補 助 と し て 行

っ て い る の で は な く 、 看 護 と い う 枠 組 み で 行 お う と す る 。」「 看 護 師

の 一 連 の 行 為 は 単 な る 補 助 （ キ ュ ア の 一 部 ） で は な く 、 患 者 が 健 康

や 病 気 に 取 り 組 む こ と を 支 援 す る と い う 積 極 的 な ‘ ケ ア ’ と し て 成

り 立 っ て い る 。」（ p .64） と し て 、 看 護 は 法 律 に 矛 盾 せ ず に 「 数 多 い

医 療 処 置 を 単 な る 診 療 補 助 で な く 、 矛 盾 な く 看 護 の 仕 事 と し て 社 会

的 な 仕 組 み で 受 け て き た 歴 史 を も っ て い る 」（ p.64）と 指 摘 し た 。そ

し て 、「 諸 外 国 の よ う に 看 護 師 が 一 定 の 範 囲 の 医 療 サ ー ビ ス 提 供 の 裁

量 権 を も つ こ と が で き れ ば 、 個 人 の 価 値 観 を 尊 重 し 、 患 者 の 健 康 問

題 に 直 面 す る 力 を 支 え 、 セ ル フ ケ ア 能 力 を 向 上 さ せ る と い う ケ ア が

よ り 強 化 し て 提 供 さ れ 、 患 者 の ク オ リ テ ィ ・ オ ブ ・ ラ イ フ や 医 療 経

済 の 点 で 大 き な 貢 献 を す る こ と に な る だ ろ う 」（ p.64）と 述 べ て い る 。  

日 本 学 術 会 議 健 康・生 活 科 学 委 員 会 看 護 学 分 科 会（ 2014）は 、「 看

護 学 は 、＜ い の ち ＞ を c u r e（ 救 う 、助 け る 、治 す 、キ ュ ア ）す る 行

為 と ＜ い の ち ＞ を  c a r e（ 守 る 、癒 す 、回 復 す る 、育 む 、ケ ア ）す る

行 為 を 融 合 す る こ と に よ り 心 身 の 健 康 を 向 上 さ せ 、 日 常 の 営 み を 意

義 あ る も の と で き る よ う 専 門 的 知 識・技 術 を 発 展 さ せ て き た 。」（ p.3)

と し 、 看 護 実 践 に お い て キ ュ ア と ケ ア が 融 合 す る こ と に つ い て 言 及

し て  「 看 護 学 は 、人 々 の 健 康 を 全 人 的 に 捉 え 、人 々 が 最 良 の 健 康 状

態 を 目 指 し 潜 在 力 を 最 大 限 に 発 揮 で き る よ う キ ュ ア と ケ ア を 融 合 し

た 看 護 実 践 を 科 学 的 に 探 求 す る 学 問 で あ る 。」(p.5)と 明 示 し て い る 。

そ し て 、「 健 康 を 多 元 的 に 捉 え る 視 座 の も と 、科 学 的 な 知 識 体 系 と 身

体 と 心 に 働 き か け る 実 践 科 学 を 基 盤 と し て 、 看 護 学 が さ ら に 異 分 野

の 学 術 と 融 合 す る こ と で 、 閉 塞 感 や 不 確 実 性 を 抱 え た 現 代 の 健 康 課

題 に 取 り 組 む こ と が 期 待 さ れ て い る 」(p.5)と し て い る 。学 問 と そ の

専 門 性 に 基 づ く 多 職 種 と の 連 携 と 協 働 に よ り 、 人 々 を 中 心 と し て ケ

ア と キ ュ ア を 融 合 し た 医 療 、 保 健 、 福 祉 等 の 場 に お い て 、 看 護 の 専

門 性 を 発 揮 し た 高 度 な 看 護 実 践 が 期 待 さ れ て い る と 考 え る 。  

野 嶋 （ 2012） は 高 度 実 践 看 護 師 に 求 め ら れ る ケ ア と キ ュ ア の 融 合

に つ い て 、「 ケ ア と キ ュ ア を 分 離 し て 機 能 す る の で は な く 、ケ ア の 知

と キ ュ ア の 知 と を 統 合 し 、 キ ュ ア を 内 包 す る ケ ア を 実 践 す る こ と に

よ っ て 、 よ り 質 の 高 い ケ ア （ 看 護 ） が 実 現 す る こ と 」 ( p .76)と し て

い る 。 小 江 （ 2018） は 、 日 本 の 専 門 看 護 師 の 実 践 に お い て 病 気 と 疾

患 の 両 者 を 理 解 し て 患 者 の 意 味 付 け を 変 化 さ せ 、 患 者 を 巻 き 込 み な

が ら 生 活 の 再 調 整 に 導 く こ と が で き る と し て い る 。荒 川 ，井 上（ 2015）

は 、 日 本 に お け る キ ュ ア と ケ ア の 融 合 に 関 す る 看 護 実 践 の 内 的 構 造

に つ い て 質 的 研 究 を 行 い 、「 キ ュ ア を 看 護 の 視 点 で 見 つ め ケ ア と 合 わ

せ る こ と で 、 従 来 と は 異 な る 療 養 生 活 の 形 を 生 み 出 し て い た 」
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(p.72 )こ と を 明 ら か に し て い る 。荒 川 ，井 上（ 20 15）の 研 究 対 象 者

の 専 門 看 護 師 は 、 9 領 域 12 人 で 、 領 域 別 人 数 は 「 急 性 ・ 重 症 患 者 」

「 精 神 」「 が ん 」領 域 か ら 2 人 、「 慢 性 疾 患 」「 感 染 症 」「 地 域 」「 老 人 」

「 小 児 」「 在 宅 」 領 域 か ら 各 1 人 で あ り 、 小 児 看 護 C N S１ 人 が 含 ま

れ て い る 。 調 査 期 間 で あ る 2012 年 11 月 か ら 2013 年 9 月 時 点 の 小

児 看 護 C N S 認 定 者 96 人 の 内 の 1 人 で あ る 。つ ま り 、小 児 看 護 C N S

の 実 践 に お け る 現 象 は ま だ 十 分 に 明 ら か に さ れ て い な い と 考 え ら れ 、

ケ ア と キ ュ ア の 融 合 の 現 象 の 初 歩 的 な 記 述 を す る こ と で 、 こ の 現 象

に つ い て の 理 解 を 促 す こ と が で き る 。  

 

４ ． 小 児 看 護 C N S の ケ ア と キ ュ ア に 関 す る 研 究  

1989 年 に 日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 の 「 看 護 の 専 門 分 化 を 考 え る 会

（ の ち に『 専 門 分 化 検 討 委 員 会 』）で 専 門 看 護 師 の 教 育 内 容 が 検 討 さ

れ て い た 中 で 、 小 児 看 護 領 域 は 「 小 児 看 護 を よ り 細 分 化 し た 形 で 、

専 攻 分 野 専 門 （ 科 目 ） を お く か ど う か 」 が 議 論 さ れ た 結 果 、 共 通 科

目 の 充 実 を 図 り 「 小 児 看 護 の 質 を 高 め る こ と 、 組 織 に 働 き か け る 変

革 者 を 育 て る こ と 」 と し 、 専 門 科 目 に は 各 課 程 の 独 自 性 を 尊 重 す る

こ と に な っ た 経 緯 が あ る（ 及 川 ，2012，p.1693)。日 本 の 医 療 の 診 療

体 制 は 、 医 学 モ デ ル に 基 づ い て 細 分 化 さ れ た 診 療 科 が 存 在 す る 。 つ

ま り 、小 児 看 護 の 対 象 範 囲 は 幅 広 く 、小 児 看 護 C N S は 子 ど も 個 人 、

家 族 ま た は 集 団 の 多 様 性 に 応 じ た 高 度 実 践 看 護 を 展 開 す る 。  

2002 年 以 降 、 日 本 の 小 児 看 護 C N S は 役 割 機 能 を 通 し て 看 護 の 質

向 上 及 び 看 護 学 の 発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 に し た 活 動 を 展 開 し て

き て お り 、 そ の 成 果 は 蓄 積 さ れ て き て い る 。 現 在 、 日 本 看 護 協 会 の

ホ ー ム ペ ー ジ 上 に 氏 名 と 所 属 を 公 開 し て い る 小 児 看 護 C N S を 、 医

学 中 央 雑 誌 Web で 、「 筆 頭 著 者 名 」「 看 護 文 献 」 で 絞 り 込 み 検 索 を 行

い 、 記 載 さ れ た 所 属 先 と 小 児 看 護 C N S の 公 開 情 報 を 一 致 す る 文 献

を 検 索 す る と 、 研 究 で は な く と も 小 児 看 護 C N S の 実 践 内 容 が 記 述

さ れ た 文 献 を 検 索 す る こ と が で き る 。 市 原 （ 2008） は 縦 断 的 デ ザ イ

ン の 事 例 研 究 に お い て 重 度 の 障 害 を も つ 乳 幼 児 の 睡 眠 － 覚 醒 パ タ ー

ン を ア セ ス メ ン ト す る 枠 組 み を 開 発 し 、 子 ど も と 家 族 へ の 看 護 介 入

を 通 し て 有 用 性 を 検 討 し た 結 果 、「 客 観 的 デ ー タ を 用 い た 援 助 は 病 態

理 解 に 直 結 し た 効 果 を も た ら し た 」(p .1)こ と を 明 ら か に し て 、家 族

に よ る 子 ど も へ の ケ ア を 可 能 に し た こ と を 報 告 し 、 個 別 性 の 高 い ケ

ー ス へ の 高 度 実 践 看 護 の 方 向 性 と 可 能 性 を 実 証 す る 一 つ の モ デ ル に

な る こ と を 期 待 し て い る 。 し か し 、 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も

と 家 族 へ の ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 小 児 看 護 C N S の 高 度 実 践 看 護

と は 何 か を み て と れ る 研 究 は ま だ 少 な い 。  

太 田 （ 2009） は 医 師 と 看 護 師 の 連 携 ・ 協 働 が 進 ん で い る 先 行 事 例
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の 調 査 を 急 性 期 看 護 、慢 性 期 看 護 、が ん 看 護 、小 児 看 護 、精 神 看 護 、

在 宅 看 護 、 医 療 過 疎 地 域 看 護 、 看 護 管 理 の 8 つ の 専 門 領 域 毎 に ワ ー

キ ン グ グ ル ー プ を 組 織 し 、 医 師 と 看 護 師 の 役 割 分 担 ・ 先 行 事 例 に つ

い て ヒ ア リ ン グ 調 査 を 行 っ た 。 太 田 の 研 究 に お け る ヒ ア リ ン グ 調 査

に お い て 小 児 看 護 分 野 は 9 事 例 が 提 示 さ れ て お り 、 他 分 野 を 含 め た

計 53 事 例 い ず れ に お い て も 病 院 組 織 内 で の 合 意 、 役 割 分 担 に か か

わ る ガ イ ド ラ イ ン や 実 施 プ ロ ト コ ー ル の 作 成 、 事 故 発 生 時 の 責 任 の

所 在 の 明 確 化 、 組 織 内 で の 研 修 ・ 教 育 を 行 っ て い た 。 ま た 、 役 割 分

担 と 連 携 の 成 果 と し て「 診 療 等 の 効 率 が 高 ま っ た 」「 医 師 が 診 療 等 の

本 来 業 務 を 行 う 時 間 が 増 え た 」「 医 療 施 設 の 経 営 に 貢 献 し た 」「 看 護

師 の 専 門 性 が い か さ れ た 」「 患 者 に 対 す る 医 療 サ ー ビ ス の 質 が 高 ま っ

た 」「 患 者 の 満 足 度 が 高 ま っ た 」 等 （ p .313） が 明 ら か に さ れ た 。  

太 田 （ 2009） の 研 究 に お い て 小 児 看 護 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ が 小 児

看 護 C N S を 対 象 に し た 調 査 結 果 か ら は 、 形 式 上 の 看 護 師 の 役 割 拡

大 は 行 わ れ て い な い が 、 実 質 な 実 践 と し て 「 小 児 看 護 外 来 ・ 専 門 外

来 の 運 営（ 独 立 型・協 働 型 ）、事 前 指 示 に よ る 薬 剤 投 与 、病 院 と 地 域

と の 連 携 、小 児 救 急 に お け る 初 期 対 応 」（ p.142）「 対 象 者 の ケ ア の 質

の 向 上 や 満 足 、 医 師 の 診 療 時 間 の 短 縮 や 満 足 に つ な が っ て い る 」

（ p.143） こ と が 明 ら か に な っ て い る 。 小 児 看 護 C N S の 役 割 拡 大 に

お け る 課 題 と し て 、「 看 護 師 の 役 割 分 担 を 支 援 、保 証 す る シ ス テ ム 整

備 の 必 要 性 」「 看 護 師 が 役 割 分 担 で き る 根 拠 の 提 示 の 必 要 性 」「 看 護

師 の 役 割 分 担 の き っ か け づ く り の 困 難 性 」 が 示 さ れ て い る (太 田 ，

2009， p.143- 144)。  

片 田 （ 2009） の t r a n s l a t i o n a l  r e s e a r c h の 手 法 を 用 い た 小 児 看 護

C N S を 臨 床 の 場 に 研 究 で 開 発 し た ツ ー ル を 導 入 す る フ ァ シ リ テ ー

タ ー と し て 位 置 づ け た 研 究 報 告 に お い て 、 研 究 プ ロ セ ス に お け る 専

門 看 護 師 の 役 割 ・ 技 術 と 意 図 的 行 動 が 明 ら か に な っ て い る 。 こ の 研

究 の 一 部 で あ る 濱 田 ， 有 田 ， 笹 木 ， 他 （ 2009） の 「 小 児 の 痛 み 緩 和

ケ ア ツ ー ル 導 入 過 程  に お け る 専 門 看 護 師 の 技 術 と 役 割 の 明 確 化 」は

専 門 看 護 師 を ト ラ ン ス レ ー タ ー か つ フ ァ シ リ テ ー タ ー と し て 研 究 成

果 を 臨 床 に 根 付 か せ る こ と を 目 的 と し て 実 施 さ れ 、 ケ ア ツ ー ル を 導

入 す る 上 で の 専 門 看 護 師 の 技 術 と 役 割 は 、 9 つ の カ テ ゴ リ ー に 分 類

さ れ て い る 。同 様 に 、「 研 究 成 果 を 実 践 に 根 付 か せ る た め の 専 門 看 護

師 を 活 用 し た 臨 床 ‐ 研 究 連 携 シ ス テ ム の 構 築 -」に お け る‘ 家 族 看 護

エ ン パ ワ メ ン ト ガ イ ド ラ イ ン ’ の 小 児 看 護 実 践 へ の 導 入 と 効 果 の 検

証 に お い て は 、 ツ ー ル 導 入 に お い て 用 い た 小 児 看 護 CN S の 共 通 し た

技 術・役 割 が 解 釈 さ れ 、 15 の 目 的・意 図 を も つ 技 術 が 使 わ れ て い た

こ と が 明 ら か に さ れ て い る（ 片 田 ，20 0 8，田 村 ，小 山 ，佐 東 他 ，2009）。

さ ら に 、 及 川 （ 200 8） の 「 研 究 成 果 を 実 践 に 根 付 か せ る た め の 専 門
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看 護 師 を 活 用 し た 臨 床 -研 究 連 携 シ ス テ ム の 構 築 ～ 気 管 切 開 を 受 け

た 子 ど も と 家 族 の 退 院 調 整 ケ ア を 通 し て -」 に お い て も 小 児 看 護

C N S が ケ ア ツ ー ル を 臨 床 に 導 入 し 、根 付 か せ る プ ロ セ ス に お け る 23

の 役 割 技 術 、 47 の 意 図 的 行 動 が 明 ら か に さ れ て い る 。  

日 本 の 専 門 看 護 師 の 看 護 実 践 に お い て 荒 木 ， 井 上 （ 201 5） は 、 キ

ュ ア と ケ ア の 融 合 を 進 め る「 中 核 要 素 」と し て 4 つ の カ テ ゴ リ ー【 患

者 に 合 わ せ た 治 療 を 作 り 出 す 】【 治 療 と 生 活 を 結 び つ け る 】【 キ ュ ア

を 起 点 と し た 新 た な ケ ア を 生 む 】【 従 来 の キ ュ ア の 形 を 変 化 さ せ る 】

（ p.76-77)を 抽 出 し た 。 井 部 ， 大 生 （ 2015） は 、 専 門 看 護 師 の 思 考

と 実 践 を で き る だ け 精 緻 に 記 述 し た 事 例 を ま と め 、 専 門 看 護 師 の 実

践 の 6 つ の 能 力 「 俯 瞰 的 視 点 」「 専 門 的 な 臨 床 判 断 と 実 践 力 の 融 合 」

「 実 践 に リ フ レ ク シ ョ ン 」「 患 者 と の 治 療 的 パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 形 成 」

「 実 践 の 方 向 性 を 決 め る エ ビ デ ン ス と 研 究 結 果 を 状 況 に 投 入 」「 多 様

な 健 康・疾 病 マ ネ ジ メ ン ト 」(p.2-10)を 抽 出 し た 。そ の 中 で 井 部（ 2015）

は 、「 物 事 を き わ め て 単 純 化 し て 論 じ る こ と 、専 門 看 護 師 が 行 っ て い

る 臨 床 推 論 は ‘ 動 画 ’ 的 推 論 で あ り 、 医 師 が 行 う 臨 床 推 論 は ‘ ス ナ

ッ プ 写 真 ’的 推 論 で あ る と 仮 説 を お く こ と が で き る 。」(p .ⅳ )と 述 べ

て い る 。 渡 辺 （ 201 5） に よ る 子 ど も が 退 院 す る 時 が ’ 死 ‘ を 意 味 す

る 事 例 に お け る 小 児 看 護 C N S の 実 践 の 記 述 に つ い て 、大 生（ 2015）

は 子 ど も の「 魂 の Q OL（ 生 命 の 質 ）と 周 囲 の 人 々 の Q O L（ 生 活 の 質 ）

の 向 上 を 成 し 遂 げ た 」（ p.30）と コ メ ン ト し て い る 。ア ウ ト カ ム と し

て 、 子 ど も の 生 命 の 質 と 人 々 の 生 活 の 質 が 実 践 の 向 上 が 導 か れ る ケ

ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実 践 で あ る と 考 え る 。  

市 原 ，宇 佐 美 ，笠 谷 ，他（ 2015）の 報 告 で は 、小 児 看 護 C N S に 関

す る 9 文 献 を も と に 実 践 の 特 徴 、専 門 看 護 師 が 関 わ っ た 状 況 、介 入 、

帰 結 を 抽 出 し 、 必 要 な 能 力 ・ 介 入 技 法 と し て 「 ① 子 ど も の 病 気 に 対

す る 反 応 の 特 徴 の ア セ ス メ ン ト 」「 ② 子 ど も と の 信 頼 関 係 の 構 築 」「 ③

子 ど も の 発 達 に 応 じ た 生 理 機 能 、身 体 機 能 の ア セ ス メ ン ト 」「 ④ 子 ど

も の 病 気 、治 療 経 過 の ア セ ス メ ン ト 」「 ⑤ 病 気 や 治 療 の 経 過 と 発 達 と

の 関 連 の 洞 察 」「 ⑥ 病 気 や 障 が い の 子 ど も を も つ 家 族 を ア セ ス メ ン ト

し て 家 族 機 能 の 向 上 支 援 」「 ⑦ 病 気 や 障 が い が あ っ て も よ り 健 康 的 な

子 ど も の 生 活 の 促 進 」「 ⑧ 子 ど も の 発 達 や 生 活 を 考 え た 教 育 、福 祉 と

の 連 携 」「 ⑨ 対 象 と な る 子 ど も に 関 わ る 医 療・福 祉・教 育・地 域 住 民

へ の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン 」(p.57 )を 示 し て い る 。染 谷 ，中 野（ 2020）

は 小 児 看 護 C N S に 関 す る 研 究 論 文 13 件 の 文 献 検 討 の 結 果 か ら 、 小

児 看 護 C N S の 実 践 は 「 そ の 子 ら し く 家 族 ら し く 生 活 す る こ と を 支

え る 」10 カ テ ゴ リ ー 、「 組 織 に ケ ア ツ ー ル を 導 入 し 根 付 け せ て い く 」

9 カ テ ゴ リ ー を 見 い だ し 、そ れ ら の 効 果【 子 ど も の 最 善 の 利 益 】【 子

ど も が 主 体 的 に 参 加 す る 経 験 と 感 覚 の 維 持 】【 親 の 健 康 状 態 の 安 定 と
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育 児 力 の 獲 得 】【 チ ー ム の 支 援 力 の 向 上 】【 看 護 師 の 実 践 力 の 向 上 】

（ p.110） 及 び 【 ケ ア の 有 効 性 の 顕 在 化 】【 専 門 看 護 師 の 役 割 と チ ー

ム 医 療 に お け る 看 護 の 立 ち 位 置 の 明 確 化 】【 看 護 師 の 成 長 】 (p.112)

を 抽 出 し て い る 。  

こ の よ う に 、小 児 看 護 C N S に 関 す る 研 究 は 少 な く 分 析 方 法 も 様 々

で あ り 、 そ の 知 見 の 抽 象 度 レ ベ ル も 異 な る が 、 先 行 研 究 か ら 小 児 看

護 C N S の 間 で 何 か 気 づ か れ て い る が ま だ は っ き り と は み て と れ な

い 現 象 、 ま た は 意 識 や 言 語 化 が さ れ て い な い 看 護 実 践 の 知 が あ る と

考 え ら れ る 。 こ の よ う に 、 ま だ は っ き り と み て と れ な い 小 児 看 護

C N S の キ ュ ア と ケ ア を 融 合 し た 高 度 実 践 看 護 に つ い て 包 括 的 に 捉

え て 記 述 す る こ と は 新 し い 研 究 と し て の 取 り 組 み と な る 。 今 後 、 看

護 実 践 の 提 供 に よ る 効 果 が 可 視 化 さ れ る こ と は 市 民 の 信 頼 を 得 て い

く 為 に も 意 義 深 い 。  

  

５ ． 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 に 関 す る 研 究  

1992 年 の 医 療 法 改 正 で 、「 施 設 」と な ら ん で「 居 宅 」が 医 療 提 供 の

場 と 明 記 さ れ て か ら 今 日 ま で 、 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家

族 に 関 す る 法 制 度 や 社 会 背 景 は 刻 々 と 変 化 し て き て い る 。2004 年 に

厚 生 労 働 省 と 文 部 科 学 省 に よ る 「 盲 ・ 聾 ・ 養 護 学 校 に お け る た ん の

吸 引 等 の 取 り 扱 い に つ い て 」 の 合 意 が 出 さ れ た こ と に よ り 、 医 療 的

ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も に と っ て も 学 校 が 生 活 の 一 つ の 場 と し て 明

解 に 位 置 づ い た 。そ の 後 、「 盲・聾・養 護 学 校 に お け る 医 療 的 ケ ア 実

施 マ ニ ュ ア ル 」（ 日 本 看 護 協 会 ，2005)、 「 特 別 支 援 学 校 看 護 師 の た

め の ガ イ ド ラ イ ン 」（ 日 本 小 児 看 護 学 会 ，2008）が 出 さ れ た 。文 部 科

学 省 の 令 和 元 （ 201 9） 年 度 の 学 校 に お け る 医 療 的 ケ ア 実 施 体 制 構 築

事 業 と し て 、「 学 校 に お け る 教 職 員 に よ る た ん の 吸 引 等（ 特 定 の 対 象

者 ） 研 修 テ キ ス ト 」 と 「 学 校 に お け る 医 療 的 ケ ア 実 施 対 応 マ ニ ュ ア

ル 」 が 作 成 さ れ た （ 日 本 訪 問 看 護 財 団 ， 2020）。  

医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 へ の 小 児 看 護 C N S の 看 護

実 践 に つ い て は 萩 原（ 2006）、市 原（ 200 8）、黒 田（ 2 018）、鍬 田（ 2021）

ら の 報 告 が あ る 。 こ れ ら の 文 献 に お い て 小 児 看 護 C N S の 看 護 実 践

の 対 象 で あ る 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も は N I C U に お け る 新 生

児 か ら 思 春 期 、 成 人 期 に 移 行 し た 成 人 患 者 ま で 成 長 発 達 段 階 の 範 囲

は 広 い 。 先 天 性 の 疾 患 で 乳 幼 児 期 か ら 医 療 的 ケ ア を 生 活 に 取 り 入 れ

て き た 高 校 生 、 慢 性 疾 患 の 子 ど も 、 障 害 者 福 祉 制 度 の 対 象 と な る 大

島 の 分 類 に よ る 「 重 症 心 身 障 害 児 」 の 定 義 に 入 る 子 ど も 、 大 島 分 類

に 医 療 ケ ア を 加 味 し た 超 重 症 児 ス コ ア に よ る 医 療 的 ケ ア が な い と 生

き る こ と が で き な い 「 超 重 症 心 身 障 害 児 」 と 「 準 重 症 心 身 障 害 児 」

の 定 義 に 入 る 子 ど も 等 、 対 象 と 状 況 も 変 化 に 富 み 、 実 に 多 様 で あ る
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こ と が 特 徴 で あ る 。 こ れ ま で は 福 祉 制 度 と 社 会 制 度 に 組 み 込 ま れ て

い な か っ た 、 歩 け て 、 話 す こ と が で き る が 日 常 的 に 医 療 的 ケ ア が 必

要 な 子 ど も も 含 め 、2021 年 9 月 施 行 の 医 療 的 ケ ア 児 及 び そ の 家 族 に

対 す る 支 援 に 関 す る 法 律 に お い て 「 医 療 的 ケ ア 児 」 と は 「 日 常 生 活

及 び 社 会 生 活 を 営 む た め に 恒 常 的 に 医 療 的 ケ ア を 受 け る こ と が 不 可

欠 で あ る 児 童 」（ 第 二 条 ２ ） と 定 義 さ れ た 。  

1） 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も を 対 象 と し た 研 究  

通 常 学 校 に 通 う 医 療 的 ケ ア を 必 要 と し て い る 3 事 例 の 子 ど も を オ

レ ム 理 論 の 援 助 シ ス テ ム を 参 考 に し て 分 析 し た 事 例 研 究 （ 津 島 ，

2000）、タ ー ミ ナ ル 期 の 親 の 意 思 決 定 、在 宅 療 養 へ の 移 行 か ら タ ー ミ

ナ ル ケ ア に お い て 最 期 ま で そ の 家 族 ら し い 生 活 が 送 れ る よ う に 支 援

し た 2 事 例 の 事 例 研 究 （ 坂 野 ， 福 田 ， 稲 垣 ， 他 ， 2016） が あ る が 、

看 護 実 践 の 記 述 は 詳 細 で は な い 。  

医 療 的 ケ ア の あ る 子 ど も を 訪 問 し て い る 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン は

全 体 の ２ 割 か ら ４ 割 程 と 調 査 し た 自 治 体 に よ る 差 が あ る が 、 漸 増 傾

向 に あ る 実 態 調 査 が あ る（ 草 野 ，高 野 ,下 迫 ，他 ， 2015；松 崎 ，阿 久

澤 ， 久 保 ， 他 ,2016； 沢 口 ， 山 路 野 ， 太 田 ， 他 ， 2019）。 訪 問 看 護 利

用 者 の う ち 医 療 的 ケ ア 児 の 内 、 運 動 機 能 が 座 位 ま で の 子 ど も が 多 数

で 、歩 行 可 能 な 子 ど も が 1 割 程 い る（ 沢 口 ，山 路 野 ，太 田 ，他 ，2019）。

全 国 の 実 態 調 査 は み あ た ら な い が 、 子 ど も 一 人 ひ と り に 応 じ て 家 の

外 の 地 域 で 過 ご す 時 間 と 生 活 の 場 を 広 げ る こ と の で き る 支 援 が 必 須

で あ る と い え る 。  

保 育 施 設 の 調 査 で は 、 過 去 5 年 間 で 医 療 的 ケ ア 児 を 受 け 入 れ た 施

設 は 5％ に 満 た ず 、 看 護 師 の 在 園 率 は 1 0％ に 及 ば な い と い う 報 告 が

あ る（ 清 水 ，荒 木 ，宗 内 ，他 ， 2020）。子 ど も の 学 校 へ の 復 学 支 援 の

現 状 の 調 査 か ら 、 病 院 と 学 校 を つ な ぐ コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 配 置 や 連

携 モ デ ル 事 業 の 必 要 性 が 述 べ ら れ て い る（ 森 口 ，大 見 ，2 017；木 村 ，

月 野 木 ，遠 藤 ，他 ， 2019）。新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 流 行 に よ る

影 響 と し て 休 校 期 間 に 特 別 支 援 学 校 の 児 童 生 徒 と 家 族 の 心 身 の 不 調

に 相 関 を 認 め 、 受 診 控 え 、 シ ョ ー ト ス テ イ や 訓 練 が 休 止 等 、 子 ど も

と 家 族 の サ ポ ー ト 体 制 が 脆 弱 化 し て い た （ 山 田 ， 西 本 ， 安 原 ， 他 ，

2022）。子 ど も の 日 常 ま た は 救 急 の 外 来 受 診 、治 療 、使 用 薬 剤 数 、医

療 機 器 数 、 補 助 機 器 数 の 調 査 か ら 、 特 別 な ヘ ル ス ケ ア ニ ー ズ を も ち

医 療 機 器 を 必 要 と す る 子 ど も へ の 高 度 実 践 看 護 師 の ケ ア コ ー デ ィ ネ

ー タ ー と し て の 役 割 が 重 要 で あ る こ と が 示 さ れ て い る （ C a i c e d o，

2016）。  

こ れ ら の 先 行 研 究 か ら も 就 園 前 、 就 学 前 の 子 ど も も 含 め た 幅 広 い

成 長 発 達 段 階 に あ る 子 ど も が 成 長 発 達 す る こ と と 家 族 へ の 支 援 の 想

定 が 必 要 で あ る 。 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も が ど の 地 域 で 暮 ら
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し て い て も 、 安 心 し て 安 全 が 護 ら れ る よ う な 取 り 組 み が 求 め ら れ て

い る 。 チ ー ム で 協 働 す る 際 の 看 護 の 役 割 の 可 視 化 や 看 護 師 の リ ー ダ

ー シ ッ プ の 必 要 性 、 シ ス テ ム づ く り 、 退 院 前 後 の 家 族 の 生 活 、 子 ど

も の 成 長 発 達 を 見 通 し た 支 援 、 病 院 と 学 校 を つ な ぐ コ ー デ ィ ネ ー タ

ー を 担 う 人 材 や 、 病 院 と 学 校 が 連 携 す る モ デ ル 事 業 等 の 必 要 性 が 課

題 と し て 提 示 さ れ て い る と い え る 。 地 域 の 中 で 子 ど も が 保 育 や 教 育

を 受 け る こ と に つ い て ニ ー ズ が あ り 、 小 児 看 護 の 知 識 と 技 術 と 看 護

職 の 人 員 強 化 は 有 効 な 手 立 て に な る と 考 え る 。 子 ど も と 家 族 が 生 活

す る 地 域 に お け る 途 切 れ な い サ ポ ー ト 体 制 の 構 築 、 充 実 に 、 看 護 職

が 貢 献 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。  

 

２ ） 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も の 親 ・ 家 族 に 関 す る 研 究  

親 の ニ ー ズ は 情 緒 的 サ ポ ー ト 、 医 療 的 ケ ア の 実 施 だ け で な く 、 子

ど も の 健 康 と 安 全 、社 会 性 の 育 み 、教 育 活 動 の サ ポ ー ト 、社 会 資 源 、

入 院 等 つ い て で あ り 、家 族 は 看 護 相 談 や 援 助 を 期 待 し て い る（ 高 橋 ，

1999； 内 ， 村 田 ， 小 野 ， 2003； 西 野 ， 石 川 ， 堂 前 ， 201 3； 大 久 保 ，

北 村 ，山 田 ，他 ， 20 16； 西 原 ，野 秋 ，桑 田 ，他 ， 2016）。医 療 的 ケ ア

を 必 要 と す る 子 ど も の 家 族 の 期 待 と 各 専 門 職 と の ず れ が あ る と す る

報 告 も あ る （ 古 屋 ， 小 島 ， 鳥 居 ， 他 ， 2013）。  

養 育 者 が 子 ど も へ の 医 療 的 ケ ア の 実 施 に 参 加 す る こ と で 在 宅 療 養

の 覚 悟 を 決 め て い く プ ロ セ ス （ 馬 場 ， 泊 ， 古 株 ,2013）、 母 親 が 医 療

的 ケ ア を 実 践 す る プ ロ セ ス（ 草 野 ，高 野 ，2016）、母 親 が 子 育 て の 喜

び を 感 じ る ま で の プ ロ セ ス （ 草 野 ， 2 017） が 研 究 さ れ て い る 。 母 親

に よ る 子 ど も の 体 調 に 関 す る 判 断 の 構 造 化（ 沢 口 ，201 3）、災 害 時 の

母 親 の 対 処 行 動（ 松 下 ， 2017）に 関 す る 質 的 研 究 、 NICU 入 院 中 の 医

療 的 ケ ア を 必 要 と す る 乳 児 の 親 の 「 自 信 の 強 化 」 に は 圧 倒 的 に 看 護

師 の 関 わ り が 寄 与 す る こ と（ 堤 ，前 田 ， 2015， p. 38-40)、 NICU に お

け る 母 親 へ の 必 要 な 支 援 は 家 族 の 協 力 を 促 す 支 援 、 家 族 員 に 対 す る

説 明 や 指 導 で あ る こ と（ 井 上 ,中 山 ，岡 本 ，2016）が 先 行 研 究 か ら 示

さ れ 、 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も の 体 調 管 理 、 生 命 に 直 結 す る

体 調 の 悪 化 管 や 多 様 性 の あ る 成 長 ・ 発 達 と 生 活 に 応 じ た ケ ア と キ ュ

ア を 融 合 し た 支 援 が 求 め ら れ て い る 。  

子 ど も が 退 院 す る 前 の 親 の 悩 み や 不 安 （ 西 原 ， 野 秋 ， 桑 田 ， 他 ，

2016）、 在 宅 療 養 に お い て 母 親 が 体 験 す る 困 り ご と （ 大 久 保 ， 北 村 ，

山 田 ，他 ,2016；辻 井 ，高 野 ，刈 谷 ，他 ， 2017）を 明 ら か に し た 研 究

が あ る 。 こ れ ら の 研 究 か ら 、 子 ど も の 健 康 、 社 会 性 の 育 み 、 育 児 へ

の 支 援 体 制 を 親 が 必 要 と し て い る こ と も 示 さ れ て い る 。  

母 親 の 健 康 状 態 （ 木 村 ， 月 見 ， 遠 藤 ， 他 ， 2019） に 関 す る 研 究 、

レ ス パ イ ト 利 用 の 地 域 格 差 、 困 難 、 子 ど も の 体 調 の 不 安 定 さ の 報 告
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（ 西 垣 ，201 0）、支 援 ネ ッ ト ワ ー ク に お い て ピ ア カ ウ ン セ リ ン グ の 効

果 を 明 ら か に し た ア ク シ ョ ン リ サ ー チ の 手 法 を 参 考 に し た 研 究 （ 矢

田 ，岩 野 ，森 山 ，他 ， 2006）、母 親 は 在 宅 療 養 移 行 の 局 面 に 応 じ た 調

整 役 割 を 担 っ て い る こ と（ 井 上 ，中 山 ，岡 本 ， 2016）、親 自 ら が 主 体

の 感 覚 を も っ て い る こ と（ 上 原 ，2016）を 明 ら か に し た 研 究 も あ る 。

コ リ ー (2012)は 、 医 療 的 ケ ア は 必 要 と す る 子 ど も の 生 活 を 制 限 す る

だ け で な く 、 そ の き ょ う だ い の 生 活 を 制 限 す る こ と を 導 き 出 し て い

る 。 こ れ ら の 先 行 研 究 の 結 果 か ら 、 自 宅 以 外 で の 医 療 的 ケ ア の 提 供

と 訪 問 介 護 サ ー ビ ス ,子 ど も の 生 活 リ ズ ム に 配 慮 し た サ ー ビ ス 提 供

の 必 要 性 が 示 さ れ て い る 。 子 ど も と 家 族 へ の 継 続 的 な サ ポ ー ト 、 退

院 後 の 発 達 支 援 、 子 ど も の 成 長 や 生 活 状 況 の 変 化 に 応 じ た 内 容 の 相

談 と 支 援 に 関 わ る 看 護 は 重 要 で あ る 。  

子 ど も の 家 族 が 認 識 す る 子 ど も と 家 族 を 主 体 と し た ケ ア の 特 徴 を

明 ら か に し た 研 究（ 松 岡 ，上 原 ，茂 本 ，他 ， 2016）、在 宅 療 養 に お け

る 、 人 工 呼 吸 器 を 使 う 超 重 症 児 の 家 族 に つ い て 当 事 者 研 究 の 視 点 か

ら の 研 究 （ 大 泉 ， 雨 宮 ， 2022） も あ る 。 看 護 の 対 象 で あ る 子 ど も と

家 族 の 理 解 を 深 め る 研 究 、 子 ど も と 家 族 を 中 心 と し た ケ ア と キ ュ ア

の 融 合 し た 看 護 実 践 に つ い て 可 視 化 す る 研 究 は 、 質 の 高 い 看 護 を 提

供 す る た め に 必 要 で あ る と い え る 。   

 

３ ） 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 へ の 看 護 及 び 看 護 師  

に 関 す る 研 究  

中 下 ， 金 泉 ， 永 田 ， 他 （ 2006） は 病 院 小 児 科 と 訪 問 看 護 ス テ ー シ

ョ ン の 看 護 師 に よ る 家 族 へ の 支 援 を 構 成 す る 9 つ の カ テ ゴ リ ー 【 家

族 の 援 助 ニ ー ズ を 明 確 に す る 】【 家 族 に 対 す る 支 援 の 展 開 を イ メ ー ジ

す る 】【 家 族 の 負 担 を 軽 減 す る 】【 家 族 の 生 活 を サ ポ ー ト す る 】【 家 族

の 児 に 対 す る ケ ア 能 力 の 向 上 を 図 る 】【 他 職 種 、 他 機 関 を 巻 き 込 む 】

【 看 護 師 と し て の 役 割 を 果 た す 】【 家 族 へ の 支 援 内 容 を 評 価 す る 】【 看

護 師 と 家 族 と の 関 係 性 を 判 断 す る 】（ p .25-27)を 見 出 し た 。生 田 ，宮

里 （ 2013） は 、 在 宅 人 工 呼 吸 療 法 を 行 う 障 害 児 の 訪 問 看 護 研 修 プ ロ

グ ラ ム の 開 発 と 評 価 を 行 い 、 研 修 全 課 程 修 了 3 か 月 後 の 看 護 師 が 知

識 不 足 や 不 安 を 示 し て い た こ と を 明 ら か に し て い る 。  

通 常 学 級 に お い て 子 ど も を ケ ア す る 看 護 師 が 認 識 し て い る 教 諭 と

の 協 働（ 清 水 ，201 1）、特 別 支 援 学 級 の 看 護 師 の 役 割 遂 行 上 の 困 難 感

と そ の 対 処（ 鈴 木 ，大 見 ，坪 見 ， 2014）、特 別 支 援 学 校 で 働 く 看 護 師

が 看 護 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 回 復 す る プ ロ セ ス （ 古 株 ， 津 島 ， 泊 ，

2014） に 関 す る 研 究 が あ る 。 地 域 に お け る 小 児 看 護 の 拡 充 が 求 め ら

れ て い る 中 、 子 ど も と 家 族 と 暮 ら す 家 庭 や 地 域 で の 生 活 の 質 に 直 結

す る 看 護 の 質 を 担 保 す る 看 護 師 が 実 践 力 を 高 め る こ と が で き る よ う
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な シ ス テ ム と 支 援 は 重 要 で あ る 。  

乳 児 院 に お け る 医 療 的 ケ ア は 医 学 的 知 識 と 看 護 技 術 が 必 要 で あ る

た め 看 護 師 に 専 門 的 役 割 が あ り 質 の 向 上 に つ な が る と い う 調 査 結 果

が あ る （ 若 井 ,2009）。 小 室 （ 2011） は 、 特 別 支 援 学 校 に 通 学 す る 子

ど も の 学 校 生 活 の 適 応 に む け た 看 護 援 助 モ デ ル を 作 成 し 、 事 例 を 通

し て 子 ど も の 反 応 と 学 校 生 活 へ の 適 応 を 示 し て い る 。 医 学 的 に 複 雑

性 の あ る 慢 性 疾 患 の 子 ど も と 家 族 中 心 の ケ ア に 焦 点 を あ て た 高 度 実

践 看 護 師 が 行 う 遠 隔 医 療 調 整 モ デ ル に お い て 、 電 話 又 は 電 話 と ビ デ

オ を 使 用 し た 遠 隔 医 療 の ケ ア コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン が ニ ー ズ に 有 意 に

対 処 し て い た （ C a d y， E r i c k s o n， J u n o s， 他 ， 2015)。  

こ れ ら の 研 究 結 果 か ら 、 小 児 看 護 の 知 識 や 技 術 を 学 べ る 機 会 、 他

職 種 他 機 関 と の 連 携 の 強 化 、 ケ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー や 、 医 療 的 ケ ア

を 必 要 と す る 子 ど も の 一 時 預 か り 等 の サ ー ビ ス の 支 援 体 制 や ケ ア モ

デ ル の 必 要 性 が 示 さ れ て い る 。 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家

族 へ の 支 援 体 制 は 、 子 ど も を 中 心 と し た 医 療 支 援 を 基 盤 と す る 。 子

ど も と 家 族 の 生 活 の 質 が 向 上 す る よ う な 調 整 を 高 度 実 践 看 護 師 が 担

う こ と の 意 義 が 示 唆 さ れ る 。  

日 本 の 先 行 研 究 に お い て 小 児 看 護 C N S に よ る 総 説（ 松 岡 ，2016）

や 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 看 護 実 践 に 関 す る 報 告 の 文 献 は あ る が 、

小 児 看 護 C N S の 高 度 実 践 看 護 を 記 述 し て い る 研 究 は 少 な い 。「 ケ ア 」

と 「 キ ュ ア 」 の 概 念 を 用 い 、 看 護 師 の 看 護 実 践 が ケ ア と キ ュ ア の 融

合 で あ る か ど う か に 焦 点 を あ て た 分 析 が さ れ て い る 研 究 は み あ た ら

な か っ た 。 し か し 、 こ れ ら の 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族

に 関 す る 研 究 は 、 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 へ の 質 の 高

い 看 護 に つ い て の 「 手 が か り 」 と な る 。 高 度 実 践 看 護 に 関 す る 現 象

に つ い て 研 究 と し て の 取 り 組 み が 行 わ れ な い 場 合 は 専 門 看 護 師 に よ

る 高 度 実 践 看 護 の 知 は 可 視 化 さ れ て こ な い 。 こ れ ま で 明 ら か さ れ る

こ と の な か っ た 看 護 の 知 に つ い て 研 究 と し て 取 り 組 み 、 新 た な 知 見

を 得 る こ と は 重 要 で あ る 。  

 

Ⅱ ． 研 究 の 前 提  

 小 児 看 護 C N S の 身 体 に 根 差 し た 知 性 と し て の ケ ア と キ ュ ア を 融

合 し た 、 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 に 対 す る 高 度 実 践 看

護 を 記 述 し 解 釈 す る た め 、 以 下 の こ と を 前 提 と す る 。  

 人 間 に つ い て 、B e n n e r  と Wr u b e l（ 1989／ 1999）の ケ ア リ ン グ の

考 え 方 に お け る 「 意 味 を 帯 び た 状 況 に 反 応 す る と い う 存 在 論 的 能 力

（ o n t o l o g i c a l  c a p a c i t y ）」 (p.49) を も ち 、「 身 体 に 根 ざ し た 知 性

（ e m b o d i e d  i n t e l l i g e n c e）と し て 意 味 の 世 界 で 育 ま れ る 存 在 で あ り 、

関 心 と い う も の を も つ 存 在 と し て 状 況 を 己 に と っ て の 意 味 と い う 観
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点 か ら 直 接 的 に 把 握 し 、 そ こ に あ ら ゆ る 関 心 を 通 じ て 埋 め 込 ま れ て

い る （ つ な ぎ と め ら れ て い る ） 存 在 」（ p.124） で あ る と い う と ら え

方 を 前 提 と す る 。小 児 看 護 C N S は「 身 体 に 根 ざ し た 知 性 」（ Benner，

Wrubel，1989／ 199 9，p.48-52）に よ り ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実 践

を す る 存 在 で あ る 。 ま た 、 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も 、 家 族 の

個 々 人 も 同 様 に 、「 身 体 に 根 ざ し た 知 性 」（ Benner， Wrub el， 1989／

1999，p.48-52）と し て 意 味 の 世 界 の 中 で 育 ま れ る 存 在 で あ る と す る 。 

子 ど も と 家 族 の と ら え 方 は I C F - C Y（ 世 界 保 健 機 関 ，2007）の 観 点

を と り 入 れ る 。す な わ ち「 家 族 と い う 文 脈 の 中 で の 子 ど も 」で あ り 、

す べ て の 子 ど も の 生 活 機 能 は 孤 立 し た も の で は な く 家 族 シ ス テ ム を

背 景 と す る 。 子 ど も と 家 族 の 生 活 の と ら え 方 は 、 I C F（ 世 界 保 健 機

関 ,2001）と I C F - C Y（ 世 界 保 健 機 関 ,2 007）の 生 活 機 能 モ デ ル（ 世 界

保 健 機 関 ,2001）を 前 提 と す る 。こ の 生 活 機 能 モ デ ル は 、人 の 生 命 レ

ベ ル ・ 生 活 レ ベ ル ・ 人 生 レ ベ ル の 次 元 を 含 み 、 人 が 生 き る こ と の 全

体 像 を 把 握 す る 理 念 で 作 成 さ れ て お り 、人 の 生 活 を「 健 康 状 態 」、「 心

身 機 能 ・ 身 体 構 造 」、「 活 動 」、「 参 加 」、「 環 境 因 子 」、「 個 人 因 子 」 と

い う 要 素 が 相 互 に 作 用 し な が ら 成 り 立 つ も の と し て 捉 え る 。 こ の モ

デ ル の 哲 学 的 根 拠 （ P h i l o s o p h i c a l  r a t i o n a l e） は 、 障 害 者 の 権 利 に

関 す る 条 約（ 外 務 省 ,2014）の 前 文 に あ る 基 本 的 人 権 の 思 想 と 児 童 の

権 利 に 関 す る 条 約 （ 外 務 省 ， 1994） で あ る 。  

 

Ⅲ .研 究 の 枠 組 み  

先 行 研 究 や 看 護 実 践 に お い て 、 人 々 や 小 児 看 護 C N S の 間 で 何 か

気 づ か れ て い る が ま だ は っ き り と み て と る こ と の で き な い 小 児 看 護

C N S の 高 度 実 践 看 護 の 重 要 性 は 、そ の 日 常 的 な 実 践 活 動 の 内 に お い

て 理 解 さ れ る と い う 基 盤 に た つ 。そ し て 、本 研 究 で は 小 児 看 護 C N S

の ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実 践 を 記 述 し て 解 釈 す る こ と に 焦 点 を 絞

る 。  

本 研 究 は 、 B e n n e r  と Wr u b e l （ 198 9／ 1999） が H i d e g g e r と

M e r l e a u - P o n t y の 著 作 に 基 づ い て「 人 の 生 き 抜 く 体 験 と し て の 健 康

と 病 気 に 照 準 を 合 わ せ 」 展 開 し た 「 看 護 実 践 に 関 す る 解 釈 的 理 論

( i n t e r p r e t i v e  t h e o r y ）（ p. 9 ）」 を 基 盤 と す る 。 B e n n e r  と

Wr u b e l (1989／ 199 9 )の 解 釈 的 理 論 の 前 提 は 「（ 一 ） 看 護 実 践 は ＜ こ

の 実 践 そ の も の に 固 有 の 卓 越 性 ＞ を め ぐ る 特 定 の 考 え 方 に よ っ て 体

系 的 に 組 織 さ れ た 営 み で あ る 。（ 二 ）理 論 は 実 践 か ら 導 き 出 さ れ る 。」

で あ る (p.24)。    

B e n n e r (1994／ 2006 )の 解 釈 的 ア プ ロ ー チ （ p.53） を 参 考 に し て 、

文 化 的 な 基 盤 を な す 意 味 に お け る 共 通 性 を 探 求 す る 。「 共 通 性 探 求 の

た め の 5 つ の 道 標 」（ B e n n e r，1994／ 200 6，p.97-98；B e n n e r，Wr u b e l，
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1989／ 1999， p.429- 438)は 、「 1．状 況（ s i t u a t i o n）  歴 史 的 文 化 的

双 方 に お い て 、 ど の よ う に 人 が 根 ざ し て い る か に 関 し て の 理 解 を 含

む 」「 2．身 体 性（ e m b o d i m e n t） 熟 練 し た ふ る ま い と 知 覚 的 で 感 情

豊 か な 反 応 を 包 含 す る 、 身 体 に 染 み 付 い た 知 識 と い う 理 解 を 含 む 」

「 3． 時 間 性 ( t e m p o r a l i t y )  生 き ら れ た 時 間 の 経 験 と は 、 人 が 自 身

を 未 来 に 投 影 し た り 過 去 か ら 自 身 を 理 解 す る 方 法 で あ る 」「 4． 関 心

事（ c o n c e r n） 状 況 に お い て そ の 人 が 意 味 深 く 方 向 づ け ら れ る 、そ

の 方 向 づ け ら れ 方 の こ 」「 5． 共 通 す る 意 味 ( c o m m o n  m e a n i n g s ) 

人 々 の 間 で 何 か 気 づ か れ 、 何 か 起 こ り 得 る 問 題 、 同 意 、 不 賛 成 な の

か を 形 成 す る 言 語 的 文 化 的 か つ 当 た り 前 す ぎ て 意 識 さ れ て い な い 意

味 」（ B e n n e r， 1994／ 2006， p.97-98） で あ る 。  

 

Ⅳ .R e s e a r c h  Q u e s t i o n  

医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 へ の 小 児 看 護 C N S に よ る

ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実 践 と は ど の よ う な も の だ ろ う か ？  

 

Ⅴ .用 語 の 定 義    

 1． ケ ア と キ ュ ア の 融 合  

日 本 学 術 会 議 及 び 日 本 看 護 系 協 議 会 の 提 示 す る ケ ア と キ ュ ア の 融

合 に 関 連 す る 用 語 の 定 義 、野 嶋（ 201 2）、B e n n e r  と Wr u b e l (1989／

1999)の ケ ア リ ン グ の 考 え 方 を 参 考 に し て 、本 研 究 に お け る ケ ア と キ

ュ ア の 融 合 と は 「 小 児 看 護 C N S が 子 ど も と 家 族 ま た は 集 団 に 対 し

て ケ ア の 知 と キ ュ ア の 知 を 統 合 し た 責 任 の あ る 深 い か か わ り を 実 践

す る こ と に よ り 、よ り 質 の 高 い ケ ア（ 看 護 ）が 実 現 す る こ と 。」と 定

義 す る 。  

 

２ ． 医 療 的 ケ ア  

 「 生 命 を 維 持 し 日 常 生 活 を 送 る た め に 、 吸 入 、 吸 引 、 自 己 注 射 、

自 己 導 尿 、 経 管 栄 養 法 、 中 心 静 脈 栄 養 法 、 中 心 静 脈 点 滴 の 管 理 、 酸

素 療 法 、 人 工 呼 吸 器 療 法 、 自 己 調 節 鎮 痛 法 等 の 技 術 を 伴 う 行 為 」 と

定 義 す る 。  
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第 3 章  研 究 の 方 法 と 対 象  

 

Ⅰ .研 究 デ ザ イ ン  

医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 を 対 象 と し た 小 児 看 護

C N S の 看 護 実 践 が 詳 細 に 記 述 さ れ て い る 研 究 は 少 な く 、「 ケ ア と キ

ュ ア の 融 合 」 は 現 段 階 で は 明 確 な 概 念 と し て 発 展 し て い な い と 考 え

ら れ る 。 そ こ で 本 研 究 は 、 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 に

対 し て 、 小 児 看 護 C N S が 行 う ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実 践 と は ど

の よ う な も の で あ る か を 明 ら か に す る た め に 、 B e n n e r と Wr u b e l

（ 1989／ 1999）の 解 釈 的 理 論 に よ る B e n n e r（ 1994／ 2006）の 解 釈 的

現 象 学 の ア プ ロ ー チ を 参 考 に し た 質 的 記 述 的 研 究 デ ザ イ ン を 用 い た 。 

 

Ⅱ  研 究 協 力 者  

ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 看 護 実 践 の 経 験 が あ り 、 そ の 経 験 に つ い

て 考 え た こ と の あ る 小 児 看 護 C N S を 研 究 協 力 者 と す る た め に ネ ッ

ト ワ ー ク サ ン プ リ ン グ を 行 っ た 。 研 究 協 力 を 依 頼 す る 候 補 者 は 大 学

院 博 士 前 期 課 程 （ 修 士 課 程 ） を 修 了 し て 公 益 社 団 法 人 日 本 看 護 協 会

の 認 定 を 受 け た 小 児 看 護 C N S の 中 か ら 、 基 準 ① 公 表 し て い る 看 護

実 践 が ケ ア と キ ュ ア の 融 合 に 関 す る 内 容 を 含 む 者 、 基 準 ② ケ ア と キ

ュ ア の 融 合 に 関 す る 看 護 実 践 の 経 験 に つ い て 本 研 究 の 目 的 に お い て

語 る こ と に 関 心 を も つ 者 の い ず れ か に 該 当 す る 小 児 看 護 C N S と し

た 。  

 

Ⅲ ． デ ー タ 収 集 方 法   

１ ．  イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド の 作 成 と プ レ テ ス ト  

 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド は ① 研 究 協 力 者 の プ ロ フ ィ ー ル に つ い て 、 ②

ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 高 度 実 践 看 護 に つ い て 、 ③ 共 通 性 探 求 の た

め の 5 つ の 道 標（ B e n n e r， 1994/2006， p.  97-98）か ら な る 。 2 人 の

小 児 看 護 C N S に プ レ テ ス ト を 実 施 し て 、 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド の 洗

練 化 を 行 っ た 。  

 

２ ．  デ ー タ 収 集 方 法  

１ ）  研 究 協 力 者 へ の ア ク セ ス  

個 人 ネ ッ ト ワ ー ク と 論 文 や 著 作 物 等 に 公 表 さ れ て い る 情 報 を も と

に 小 児 看 護 C N S へ ア ク セ ス し た 。 小 児 看 護 C N S か ら 了 解 の 得 ら れ

た 電 話 ま た は メ ー ル で 、 本 研 究 の 主 旨 に 関 す る 情 報 を 提 供 し た 。 自

由 意 思 に 基 づ く 研 究 協 力 に 関 す る 意 向 を 確 認 の 上 、「 研 究 依 頼 書（ 協

力 者 用 ）」、「 同 意 書 （ 研 究 協 力 者 用 ）」、「 同 意 取 り 消 し 書 （ 研 究 協 力

者 用 ）」を 用 い た 十 分 な 説 明 と 依 頼 を す る 機 会 を 得 た 。最 終 的 に 小 児
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看 護 C N S の 自 由 意 志 を 尊 重 し 、「 同 意 書（ 協 力 者 用 ）」へ 署 名 後 、研

究 者 の 受 け 取 り を も っ て 同 意 成 立 と し た 。  

 

２ ） 本 調 査  

イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド を 用 い て イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た 。 研 究 協 力 者

が 希 望 し た 場 所 で イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た 。 イ ン タ ビ ュ ー 内 容 は 許 可

を 得 て 、 録 音 及 び メ モ を し た 。 イ ン タ ビ ュ ー 回 数 は 、 研 究 協 力 者 １

人 あ た り ２ 回 行 っ た 。 ２ 回 目 の イ ン タ ビ ュ ー で は １ 回 目 の ト ピ ッ ク

を フ ォ ロ ー ア ッ プ（ B e n n e r ,1994／ 2006， p.100）し た 。な お 、研 究

協 力 者 が 語 る 現 象 そ の も の に 即 し た 解 釈 が で き る よ う に 、 異 な る 協

力 者 の イ ン タ ビ ュ ー 日 程 が 重 な ら な い よ う に し た 。  

 

Ⅳ ． デ ー タ 収 集 期 間  

 2 0 1 8 年  3  月 か ら  2 0 1 9  年  2  月  

 

Ⅴ .分 析 方 法   

分 析 は 、ケ ー ス 毎 に ど の よ う な「 状 況 」「 身 体 性 」「 時 間 性 」「 関 心

事 」（ B e n n e r  ,1994／ 2006，p.97-98； B e n n e r，Wr u b e l，1989／ 1999 ，

p.429-438）に 基 づ い て デ ー タ が 現 れ て い る の か 考 え な が ら 他 の 読 み

手 が 分 か る ナ ラ テ ィ ブ テ ク ス ト へ 移 行（ B e n n e r , 1994／ 2006，p.93-

97;松 葉 ， 西 村 ， 20 14， p.154-155） し 、 そ こ か ら 「 テ ー マ 」 を 見 出

し 、 解 釈 を 記 述 す る こ と を 行 っ た 。 併 せ て 、 ケ ー ス 毎 の 共 通 性 、 差

異 性 に 関 心 を 寄 せ た 。  

以 下 に 、 実 際 に 行 っ た 分 析 方 法 を 記 す 。  

１ ． 分 析 の 準 備                         

録 音 し た 音 声 デ ー タ を 何 度 も 繰 り 返 し て 聴 き 、逐 語 録 を 作 成 し た 。 

最 後 に 気 が 付 い た こ と や イ ン タ ビ ュ ー 前 後 の 話 題 の メ モ を 記 し た 。

イ ン タ ビ ュ ー で 語 ら れ た 全 体 を あ り の ま ま に つ か む よ う に 逐 語 録 を

繰 り 返 し 読 み 、 語 っ て く れ た こ と は 何 か を 読 み と る こ と に 努 め 、 イ

ン タ ビ ュ ー １ 回 目 後 、２ 回 目 後 の 其 々 に 、「 こ の よ う な 看 護 」と し て

簡 略 化 し た テ キ ス ト を 作 成 し た 。  

 

２ ． 個 別 分 析  

① 語 り が 特 徴 的 に 際 立 ち 、 豊 か な 範 例 4 ケ ー ス を 選 び 、 記 述 を

で き る だ け ク リ ア に 示 す こ と 、 部 分 か ら 全 体 へ 、 全 体 か ら 部

分 へ と 繰 り 返 し 移 行 す る 解 釈 的 循 環 を 行 い 、 調 和 し な い 点 や

分 か り に く い 点 を 見 分 け た 。  

② 解 釈 を 進 め 、 ケ ー ス 毎 に 図 式 化 し 、 特 徴 的 な 看 護 の 複 数 の 現

象 に つ い て 、「 ケ ア の 要 素 」「 キ ュ ア の 要 素 」「 融 合 の 仕 方 」「 ア
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ウ ト カ ム 」 を 含 む １ 文 で 記 述 し 、 そ の 根 拠 と な る デ ー タ 、 そ

の 解 釈 を 記 述 し た 。  

③ 12 ケ ー ス に つ い て も 同 様 に 解 釈 を 行 い 、 記 述 し た 。  

④ 共 通 性 を 見 出 し 、 ケ ー ス 毎 に 整 理 し た 。  

 

３ ． 全 体 分 析  

解 釈 に お け る 共 通 性 探 求 の た め の 5 つ の 道 標 「 状 況 」「 身 体 性 」

「 時 間 性 」「 関 心 事 」「 共 通 す る 意 味 」（ B enner ,1994／ 2006，p.97-

98； B e n n e r，Wr u be l，1989／ 1999， p .429-438）を 考 え な が ら 、

全 体 分 析 を 行 っ た 。  

① ケ ー ス 間 で 比 較 を 行 い 、16 ケ ー ス の 特 徴 的 な 看 護 の 現 象 の 類

似 性 と 差 異 性 を 考 慮 し て 、 分 析 を 進 め た 。  

  ② サ ブ テ ー マ と し て 浮 か び 上 が っ て き た 特 徴 的 な 看 護 の 現 象 に  

つ い て 、 分 析 を 進 め た 。  

③ サ ブ テ ー マ の 類 似 性 と 差 異 性 を 検 討 し 、 共 通 性 を テ ー マ と し

て 整 理 し た 。  

④ テ ー マ と そ の 説 明 、 そ れ ぞ れ の テ ー マ に 含 ま れ る サ ブ テ ー マ

と そ の 説 明 、 代 表 事 例 の 記 述 を 洗 練 化 し た 。  

 

４ ． 解 釈 後 の 批 判 的 な 検 討  

研 究 者 の バ イ ヤ ス を 減 ら す た め に 指 導 者 か ら 指 導 を 受 け 、 解 釈 や

視 点 の 提 供 を 受 け て 分 析 を 進 め た 。 ま た 、 一 通 り 分 析 を 終 え た 後 に

考 察 を 書 き 、 研 究 目 的 と 結 果 の 整 合 性 を 確 認 し て 本 研 究 で 見 出 さ れ

た こ と の 意 味 を 検 討 し て 、 分 析 結 果 の 洗 練 を 繰 り 返 し た 。  

 

Ⅵ .真 実 性 ・ 妥 当 性 の 確 保  

１ ． 真 実 性  

 正 確 性 や 完 全 性 を 確 保 す る た め に 、 イ ン タ ビ ュ ー の 日 に フ ィ ー ル

ド ノ ー ト を 書 き 、 録 音 デ ー タ を 繰 り 返 し 聴 い て 、 で き る だ け 速 や か

に 正 確 な 逐 語 録 を 作 成 し た 。 文 字 に 起 こ さ れ た テ ク ス ト は 協 力 者 の

発 言 に 忠 実 で あ る こ と を 確 認 し た 。  

 

 ２ ． 明 解 性  

研 究 目 的 か ら そ れ な い よ う に 、 イ ン タ ビ ュ ー の １ 回 目 に 研 究 協 力

者 か ら 語 ら れ た 関 心 事 の 理 解 の レ ベ ル を 高 め る 一 方 で 、 先 入 観 を 持

た ず に ２ 回 目 の イ ン タ ビ ュ ー 時 に 臨 ん だ 。 分 析 の プ ロ セ ス が い つ で

も 辿 れ る よ う に 記 録 に 残 し た 。  
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３ ． 解 釈 的 妥 当 性  

① 解 釈 的 循 環 に お い て 、 イ ン タ ビ ュ ー 時 の 語 り の 文 脈 と 情 景 を

繰 り 返 し 想 起 し て 、 研 究 協 力 者 の 語 り に な い 現 象 を 解 釈 に 取

り 入 れ な い よ う に し た 。  

② 解 釈 の 記 述 が あ り き た り な 実 践 内 容 に な ら な い よ う に 、 研 究

協 力 者 の 語 り の 中 の 具 体 的 な 現 象 か ら 自 然 と 際 立 っ て く る 現

象 を 分 析 し た 。  

③ 研 究 目 的 に 沿 い 洞 察 に 富 ん だ 解 釈 が 進 め る た め に 、 指 導 教 員

に よ る 指 導 を 受 け な が ら 進 め た 。  

 

Ⅶ .倫 理 的 配 慮  

本 研 究 は「 人 を 対 象 と す る 医 学 系 研 究 に 関 す る 倫 理 指 針（ 平 成 26

年 文 部 科 学 省 ・ 厚 生 労 働 省 告 示 第 三 号 、 平 成 29 年 2 月 一 部 改 正 ）」

（ 文 部 科 学 省 ・ 厚 生 労 働 省 ， 2017） を 遵 守 し て 、 研 究 計 画 書 は 高 知

県 立 大 学 看 護 倫 理 審 査 委 員 会 の 審 査 を 受 け 承 認 を 得 た （ 承 認 番 号  

看 研 倫 17― 61）。  

研 究 の 進 行 に あ た り 「 人 を 対 象 と す る 生 命 科 学 ・ 医 学 系 研 究 に 関

す る 倫 理 指 針 （ 文 部 科 学 省 ・ 厚 生 労 働 省 ・ 経 済 産 業 省 告 示 第 一 号 、

令 和 3 年 3 月 23 日 、令 和 4 年 3 月 10 日 一 部 改 正 、令 和 5 年 3 月 27

日 一 部 改 正 ）」（ 文 部 科 学 省 ・ 厚 生 労 働 省 ・ 経 済 産 業 省 ， 2023） を 遵

守 し た 。  

研 究 協 力 者 に 対 し て 下 記 の よ う な 倫 理 的 配 慮 を 行 い 、 研 究 協 力 の

同 意 を 得 た 。  

１ ． 研 究 協 力 者 の 自 由 意 思 を 尊 重 す る た め の 配 慮  

本 研 究 で 設 定 し た 選 定 基 準 に 基 づ い て 小 児 看 護 専 門 看 護 に 研 究 の

主 旨 と 倫 理 的 配 慮 に つ い て 文 書 を 用 い て 研 究 者 が 十 分 に 説 明 し 、 研

究 協 力 の 依 頼 を 行 っ た 。 小 児 看 護 C N S が 研 究 者 か ら 説 明 を 受 け る

か ど う か の 判 断 は 自 由 意 思 が 尊 重 さ れ 、 研 究 へ の 協 力 は 自 由 で あ る

こ と 、 辞 退 し て も 不 利 益 は 被 ら な い こ と を 説 明 し た イ ン タ ビ ュ ー を

開 始 し た 後 も 、 話 し た く な い 内 容 は 話 さ な く て よ い こ と 、 イ ン タ ビ

ュ ー 終 了 後 も 研 究 協 力 者 が 本 研 究 に お い て 使 っ て ほ し く な い 内 容 は

削 除 で き る こ と を 説 明 し た 。  

 

２ ． 研 究 協 力 の 撤 回 が 自 由 に で き る こ と へ の 配 慮  

研 究 協 力 へ の 同 意 が 得 ら れ た ら 「 同 意 書 」 ２ 枚 （ 研 究 協 力 者 用 と

研 究 者 控 え ） に 署 名 を 得 た 。 同 意 書 が 成 立 し た 後 に 同 意 を 取 り 消 し

た い 意 向 が あ る 場 合 の 「 同 意 撤 回 書 （ 研 究 協 力 者 用 と 研 究 者 控 え ）」

を 用 い た 手 続 き を 説 明 し た 。  
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３ ． 研 究 協 力 者 の プ ラ イ バ シ ー の 保 護 の た め の 配 慮  

デ ー タ 分 析 の 際 に 個 人 や 組 織 が 特 定 で き な い よ う に 配 慮 し た デ ー

タ に 指 導 教 員 が 目 を 通 す こ と を 説 明 し 、 同 意 を 得 た 。 研 究 協 力 者 と

連 絡 を と り あ う メ ー ル に 添 付 フ ァ イ ル を 用 い る 場 合 は 、 暗 証 番 号 付

き に し て 個 人 情 報 漏 洩 の 対 策 を し た 。 イ ン タ ビ ュ ー 場 所 は プ ラ イ バ

シ ー が 保 た れ る 個 室 と し た 。 本 研 究 の 全 て の プ ロ セ ス で 得 る デ ー タ

に は 、 個 人 が 特 定 で き な い よ う に 固 有 名 詞 は 使 用 せ ず 、 ア ル フ ァ ベ

ッ ト と 数 字 で 記 載 し た 。 録 音 し た デ ー タ の 保 存 媒 体 及 び 逐 語 録 等 の

記 録 物 は 厳 重 に 鍵 の つ い た ロ ッ カ ー に 保 管 し 、 手 書 き で 作 成 す る 対

応 表 と デ ー タ 、 同 意 書 及 び 承 認 書 と は 別 々 に 保 管 し た 。  

 

４ ． 研 究 協 力 者 の 心 身 の 負 担 、 不 利 益 や 危 険 性 へ の 配 慮  

 イ ン タ ビ ュ ー に 伴 い 、 研 究 協 力 者 の 時 間 を 制 約 し 、 身 体 的 負 担 が

あ る こ と 、 小 児 看 護 C N S の 自 ら の 看 護 実 践 や 医 療 的 ケ ア を 必 要 と

す る 子 ど も と 家 族 で の 出 来 事 を 思 い 出 す こ と に よ り 心 理 的 動 揺 が 生

じ る 可 能 性 が あ る こ と を 説 明 し た 。 イ ン タ ビ ュ ー で 語 っ た 内 容 が 、

研 究 協 力 者 の ケ ア の 評 価 に は つ な が ら な い こ と を 説 明 し て 約 束 し た 。 

研 究 協 力 者 の 身 体 状 態 を 把 握 し て か ら イ ン タ ビ ュ ー を 行 い 、 研 究 協

力 者 の 様 子 、 反 応 に 注 意 を は ら い な が ら イ ン タ ビ ュ ー を 実 施 し た 。  

 

５ ． 研 究 協 力 者 が 受 け る 利 益 や 看 護 上 の 貢 献  

研 究 協 力 者 は 小 児 看 護 C N S と し て の 看 護 を 語 る 機 会 が リ フ レ ク

シ ョ ン や 解 放 感 を 感 じ ら れ る 機 会 と な る 可 能 性 が あ る こ と 、 ま た 、

本 研 究 で 明 ら か に な る 実 践 の 知 が 、 実 践 、 教 育 、 研 究 、 社 会 に 貢 献

で き る こ と を 説 明 し た 。  

 

６ ． 研 究 結 果 の 公 表 の 際 の 匿 名 性 保 持 の た め の 配 慮  

本 研 究 結 果 は 博 士 論 文 と し て ま と め 、 博 士 論 文 公 聴 会 、 学 術 学 会

で の 発 表 、 学 術 誌 へ の 論 文 投 稿 、 報 告 書 等 と し て 公 表 予 定 で あ る こ

と を 説 明 書 に 記 載 し て 説 明 し た 。 そ の 際 に は 個 人 が 特 定 さ れ る こ と

が な い よ う に 十 分 配 慮 す る 。  
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第 4 章  結果  

 

Ⅰ．研究協力者の 概要  

研究協力者 1 6 人は 、小児看護 C N S の 認定後 1 年～ 1 5 年 、平均

8 . 3 年の経験があり 、看護師経験 年数 は 1 4 年～ 2 9 年、平均 2 2 . 4 年

（１名不明）であっ た。協力者の内 1 5 人が所属組織で実 践し、１ 人

が大学の専任教員 としての職務と並 行して小児看護専 門看護師の実

践時間を定期的に 確保していた。  

インタビューは１ 人の協力者に 2 回 行い、インタビュ ー 1 回あた

りの平均時間は 1 時間 3 6 分であった。  

 

Ⅱ．医療的ケアを 必要とする子ども と家族への 小児看 護 C N S によ

るケアとキュアを 融合した高度実践 看護のテーマ の説 明  

医療的ケアを必要 とする子どもと家 族へ の小児看 護 C N S の実践

には、ケアとキュ アを融合した ７つ のテーマが みられ た （表１）。  

 

 

 

  

テーマ テーマの説明

多様なエビデンスを活用してケアの必
要性を弁別し、子どもを護る

子どもの病状・体力の消耗・体重増加のペース等のからだの声を
用いて評価を行い、不要なケアを取り除いたり必要な治療を医師
と交渉して早期に組み込んだりすることにより、子どもの身体に
負担をかけない治療・ケアのプランに繋げること

状況を全体的に捉えながら、医療的ケ
アを行う子どもの主体性の発揮と可能
性を開く

子どもの身体機能、生活状況、治療の進捗等の全てを見渡して、
弾力的に目標を変更しながら、子どもが主体的に医療的ケアに取
組んだり生活を楽しむことができる力を獲得できるように後押し
すること

子どもの特性や発達段階、治療と生活
の兼ね合いを考慮しながら、最適な療
養生活に導く

診断や治療、発達特性等の様々な側面を考慮して、療養法と生活
リズムのバランスを取りながら、家族との24時間の生活に合う最
善のケアを、タイミングを見極めながら実施すること

治療や療養方法を説明し、子ども・家
族・医療者の意向を調整して、状況を
改善する

子どもの意欲や意向を捉え、医学的判断や医療機器の指標に基づ
き安全な方策を見出して、他職種の協力を得て、必要なケアを選
択したり、新たなケアを見出して、善い方向に向かわせること

治療の効能を手がかりに、子どもの意
向を読み取りながらその子に合った独
自のケアを創る

子どもの生活に反映する治療の効果を拠り所に、関係者の意向を
読み取り、その子の「ケアの形」「マニュアル」等を作成し、特
定のケア、個別ケアを関係者と協力して実施すること

治療や療養生活を見通しながら、母親
の力の育成や自分らしさを保つことを
後押しする

子どもの治療状況から今後の治療や療養内容を推測し、母親の捉
え方や向き合えない気持ちを受けとめながら一緒に考えて、母親
の育児する力を育て、自分らしい時間を過ごすことができるよう
に支援すること

治療を見通して、子どもと家族の意向
を確かめながら、子どもの生活を守る
地域ネットワークにつなげる

治療の経過と先々に何が起こるかを推測し、子どもの命を守り成
長発達に応じて家族との生活が地域に広がるように、家族と話し
合い意思決定を支えて段取りながら支援ネットワークにつなげる
こと

表1．医療的ケアを必要とする子どもと家族への小児看護専門看護師のケアとキュアを融合した実践のテーマ
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【多様なエビデン スを活用してケア の必要性を弁別し 、子どもを

護る】は 、小児看 護 C N S が、子どもの病状・体力 の消耗・体重増加

のペース等のから だの声を用いて評 価を行い、不要な ケアを取り除

いたり必要な治療 を医師と交渉して 早期に組み込んだ りすることに

より、子どもの身 体に負担をかけな い治療・ケアのプ ランに繋げる

ことであった。  

【状況を全体的に 捉えながら、医療 的ケアを行う子ど もの主体性

の発揮と可能性を 開く】は、小児看護 C N S が、子どもの身体機能、

生活状況、治療の 進捗等の全てを見 渡して、弾力的に 目標を変更し

ながら、子どもが 主体的に医療的ケ アに 取り組んだり 生活を楽しむ

力を獲得できるよ うに後押しするこ と であった。  

【子どもの特性や 発達段階、治療と 生活の兼ね合いを 考慮しなが

ら、最適な療 養生活 に導く 】は 、小児看 護 C N S が、診断や治療、発

達特性等の様々な 側面を考慮して、 療養法と生活リズ ムのバランス

を取りながら、家 族との 2 4 時間の 生活に合う最善の ケアを、タイ

ミングを見ながら 実施することであ った。  

【治療や療養方法 を説明し、子ども ・家族・医療者の 意向を調整

して、状況を 改善す る 】は 、小児看護 C N S が、子どもの意 欲や意向

を捉え、医学的判 断や医療機器の指 標に基づき安全な 方策を見出し

て、他職種の協力 を得て必要なケア を選択したり、新 たなケ アを見

出して、善い報告 に向かわせる こと であった。  

【治療の効能を手 がかりに、子ども の意向を読み取り ながらその

子に合った独自の ケアを創る】は、小 児看護 C N S が、子どもの生活

に反映する治療の 効果を拠り所に、 関係者の意向を読 み取り、その

子の「ケアの形」「 マニュアル」等を作 成し、特定のケア、個別ケア

を関係者と協力し て実施することで あった。  

【治療や療養生活 を見通しながら、 母親の力の育成や 自分らしさ

を保つことを後押 しする】は、小児看 護 C N S が、子どもの治療状況

から今後の治療や 療養内容を推測し 、母親の捉え方や 向き合えな い

気持ちを受けとめ ながら一緒に考え て、母親の育児す る力を育て、

自分らしい時間を 過ごすことができ るように支援する こと であった 。 

【治療を見通して 、子どもと家族の 意向を確かめなが ら、子ども

の生活を守る地域 ネットワークにつ なげる 】は、小児看 護 C N S が、

治療の経過と先々 に何が起こるかを 推測し、子どもの 命を守り成長

発達に応じて家族 との生活が地域に 広がるように、家 族と話し合い

意思決定を支えて 段取りながら支援 ネットワークにつ なげること で

あった。  

これらのテーマは 、 23 のサブテーマ から生成された （ 表２）。  
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テーマ サブテーマ サブテーマの説明 ケース

子どものからだの声を指標に評価し
てカンファレンスの価値を上げ、子
どもに負担のないプランにつなげる

治療中の子どもの体重増加の推移や身体兆候を看護師が持
ち寄るようにカンファレンスを推進し、数値に現れる子ど
もの身体の安定性をアセスメントして、子どもの身体に負
担をかけない方向性でケアプランを検討できるように思考
過程を補い、カンファレンスの価値を高め、負担のかから
ないケアプランに繋げるように導くこと

A N

子どもを守ろうと必死な母親や医療
者の思考を読み取り、子どもの体力
の消耗を見極めて不要なケアを取り
除く

自分の生活を制約してでも子どもに一心に力を尽くす母親
の子どもの体力を奪いかねない医療的ケアや医師・看護師
の治療やケアを生理学的な指標を拠り所にして減らすよう
に導くこと

C J

子どもの力、治療、リハビリの進捗
状況等を全体的に査定して、主体的
に医療的ケアできる可能性を開く

リハビリやケアの改善が進まない状況を捉え、子どもにか
かわりながら発達や身体の査定、子どもの自分の身体の理
解を把握して全体的に判断し、子どもが主体的に導尿やカ
ニューレの装着などをする力を引き出すケアにつなげるこ
と

B L

子どもの残存機能を活かした医療的
ケアの方法を一緒に考えて、助けを
得ながら持続できる力をつける

子どもの残された機能を整えながら医療的ケアを主体的に
行う工夫を一緒に考え、困難なことは周囲の助けを得る体
制をつくり、学校に安心してその子らしく通うことができ
るように段取りをつけること

P L

子どもの症状、身体機能、セルフケ
ア等を総合的に読み取りながら、子
どものＱＯＬ(幸せ)を第一にした
ゴールにシフトして学校生活を楽し
む力をつける

子どもの応急処置を必要とする症状の予防に必要な身体の
コンディションと生活の快適さを捉え、子どもの幸せを第
一据えて、学校で楽しく過ごすことを実現すること

I C

子どもが目標を叶えるために絶対に
外せない治療を自分でする覚悟を後
押しする

子どものセルフケア能力、治療や症状で困ることや病気の
理解を捉え、やりたいことを実現するための療養方法を一
緒に考えて、自ら動き出したくなるような気づきを促し
て、できる範囲の意思決定を促すこと

G H

医学的診断と発達特性から査定し子
どもと家族の生活に即した装用具の
変更を取り入れる

身体機能の医学的診断を確認して、地域の学校に通うまで
に子どもの意向と発達特性に応じて選択した装用具を安全
に取り扱う練習を支援して、生活の中で可能な方法を家族
と相談しながら取り入れること

L G

家族の最小限のパワーで子どもの健
康と生活の質を最高に保つケアを検
証し、家族と一緒に生活時間と組み
合わせる

子どもの体調がある程度整ったと判断した段階でゴールと
スケジュールを医師と段取り、家族の最小限のパワーで効
果的に成り立つケアを看護師の力も借りて検証し、家族と
一緒にその子にとって良い・家族の生活も保てるタイミン
グにケアを計画すること

P D K

治療薬の副作用と生活リズムの関連
を母親と保育士に説明し子どもの成
長発達に応じたベストな時間にリハ
ビリや保育ができるように導く

子どもの様子から治療薬の副作用を見極めて、母親と保育
士によく理解できるように伝え、子どもの生活リズムと
ペースに合わせて休息しながらリハビリや保育の充実を図
ること

M

治療やケアを育児と結び付けて説明
し、母親の心理的ハードルを下げて
ケアの実施につなぐ

子どもの治療やケアについて家族がイメージできるように
関係づくりを行いながら子どもの世話の仕方と関連付けて
解説し、医療的ケアにより子どもが安楽になる場面で子ど
もに接する母親の受け入れにくい気持ちが軽減するように
働きかけ、母親を自然な流れでケアへと結びつけること

A C K

母親が求める治療の意味を医師と看
護師に説明して調整し、母親が医師
に話せる状況を整える

子どもの治療を希望する母親の必死さと医師の判断との不
一致を捉え、母親が求める治療に込めた考えを医師と看護
師に伝え、新たな処方・ケア内容の検討や納得できるアウ
トカム指標を調整して母親が医師と話ができるように準備
を整えること

J E

厳しい治療想定に揺らぐ中で子ども
が体調を崩さないことを基準にサー
ビスを選択する母親の力を引き出す

子どもの予後の説明を受けた母親の気持ちを受け止めなが
らタイミングを掴んで子どもの声を代弁し、母親が子ども
の体調を維持できる方法を選ぶ力を発揮することを支える
こと

E M

予後を見通して両親と対話を重ね必
要なケアを取り入れて子どもの生活
の質を高める

治療後の子どもの病気の経過を予想して、家で子どもと生
活するという現実に向き合いながら質を高めるケアを一緒
に考えて、両親が希望するリハビリを組み込むこと

F

家族の意向を紐解き、子どもの病状
を見極めて家族の選択に子どもの意
向を取り入れた早期治療を組み込む

治療に関する家族の要望には子どもを思う気持ちに始点が
あることを捉え、生命の危機を回避する治療の必要性の根
拠と子どもの持つ力を説明し、治療計画を早める意思決定
を支援すること

E

表2．医療的ケアを必要とする子どもと家族への小児看護専門看護師のケアとキュアを融合した実践のテーマを生成したサブテーマ

多様なエビデンス
を活用してケアの
必要性を弁別し、
子どもを護る

状況を全体的に捉
えながら、医療的
ケアを行う子ども
の主体性の発揮と
可能性を開く

子どもの特性や発
達段階、治療と生
活の兼ね合いを考
慮しながら、最適
な療養生活に導く

治療や療養方法を
説明し、子ども・
家族・医療者の意
向を調整して、状
況を改善する
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教員が納得するエビデンス入りの
「その子のマニュアル」を作成し呼
吸器はからだの一部と理解を得て学
習活動の幅を広げる

呼吸器のアラームが示す意味を、その子の標準値や授業に
絡めて具体例を明示したマニュアルを作成し、教員の困惑
を払拭して子どもが学校での活動を楽しめるようにするこ
と

I L

複数の人で行う「この子のケアの
形」をつくり呼吸器が必要な子ども
と家族の暮らしが成り立つように導
く

退院時の姿を想定した目標を立て、訪問看護師も絡めて複
数の人々ができるケアを増やし、呼吸器を必要とする「こ
の子のケアの形」をつくり、社会資源を取り入れる体制を
強化して、家族一人一人の生活や仕事の継続が成り立つよ
うにすること

K B F

子どもの意欲を読み取り医師の見立
てと生理学的指標を確認しながら専
門職の力を結集して安全な運動を実
現する

子どもの運動したい意気込みを捉えて、安全を保障するた
めに、医師の見立てと理学療法、作業療法時、保育時の生
理学的指標を確認して見極め、多職種協働で方法を見出し
て呼吸状態が悪化することなく楽しく運動会やプールに参
加する経験に繋ぐこと

M N

病状と成長を見据えて子どもの力を
伸ばしながら母親が自分らしく過ご
す時間を持つことを支える

1人1人異なる子どもの病状と成長を捉えながら将来を見据
え、子どもの力が伸びるように支援しながら、子どもから
離れた話題を母親に投げかけて、封印していたり、念願し
ていた事に専心する時間を過ごせるように支援すること

C F

治療の見通しが立たない子どもの傍
らで、母親と子どもの生活を振り返
り意味づけることを支援する

有効とされる治療を待つ子どもが生活を送る場に身を置い
て、その子どもらしいことができた経験をリフレクション
しながら、母親の気持ちをケアすること

F J

医療的ケアや介護からくる困難さに
理解を示しつつ、母親の育児力をつ
けていく

根治術予定が難しい経過の子どもの治療の見通しと虐待予
防の視点を持ち合わせ、排便の世話に耐えられない母親と
子どもの頑張りを認めて理解を示し、子どもを育てる力を
支えていくこと

D

治療の見通しを立て在宅生活が成り
立つ手段の検索と家族の意思決定支
援を続けながら地域の支援体制を組
み立てる

複雑な治療経過の中で病状が安定したタイミングを掴ん
で、子どもと家族が一緒に生活する究極の目標を叶えるた
めに、病態・成長発達・症状のアセスメント、必要な治療
と検査、その結果から現状を確認して見通しと目標をも
ち、家族の意思決定を支援しながら地域の支援者の連携を
調整して準備をすること

A B E

一緒に暮らしたい子どもと親の希望
を軸に親子の世界の安全確認をしな
がら子どもの命を守る地域体制を整
える

施設で長年生活した子どもと両親が一緒に生活したい意向
に揺らぎがないかを繰り返し確認して中心に置き、親との
関係により子どもに害が及ばないことを実証し、児童相談
所からの承認を得て子どもの虐待を予防する地域の体制を
つくること

L D

組織的な活動を通して専門性の高い
看護師の仲間づくりの仕組みを築く

同じ疾患群の子どもが日本国内で平等にケアを受けられる
ように学会運営の中で専門医と看護師と協働して組織的に
動き、学会が認定する看護師のスペシャリストの育成活動
を通してネットワークを広げてケアを確立していくこと

F N

治療の効能を手が
かりに、子どもの
意向を読み取りな
がらその子に合っ
た独自のケアを創
る

治療や療養生活を
見通しながら、母
親の力の育成や自
分らしさを保つこ
とを後押しする

治療を見通して、
子どもと家族の意
向を確かめなが
ら、子どもの生活
を守る地域ネット
ワークにつなげる



29 

 

1． 多 様 な エ ビ デ ン ス を 活 用 し て ケ ア の 必 要 性 を 弁 別 し 、 子 ど も を

護 る   

【 多 様 な エ ビ デ ン ス を 活 用 し て ケ ア の 必 要 性 を 弁 別 し 、 子 ど も を

護 る 】 は ２ つ の サ ブ テ ー マ か ら 生 成 さ れ た 。 す な わ ち ＜ 子 ど も の か

ら だ の 声 を 指 標 に 評 価 し て カ ン フ ァ レ ン ス の 価 値 を 上 げ 、 子 ど も に

負 担 の な い プ ラ ン に つ な げ る ＞ ＜ 子 ど も を 守 ろ う と 必 死 な 母 親 や 医

療 者 の 思 考 を 読 み 取 り 、 子 ど も の 体 力 の 消 耗 を 見 極 め て 不 要 な ケ ア

を 取 り 除 く ＞  で あ っ た 。  

 

１ ） ＜ 子 ど も の か ら だ の 声 を 指 標 に 評 価 し て カ ン フ ァ レ ン ス の

価 値 を 上 げ 、 子 ど も に 負 担 の な い プ ラ ン に つ な げ る ＞  

 小 児 看 護 C N S は 、 治 療 中 の 子 ど も の 体 重 増 加 の 推 移 や 身 体 兆 候

を 看 護 師 が 持 ち 寄 る よ う に カ ン フ ァ レ ン ス を 推 進 し 、 数 値 に 現 れ る

子 ど も の 身 体 の 安 定 性 を ア セ ス メ ン ト し て 、 子 ど も の 身 体 に 負 担 を

か け な い 方 向 性 で ケ ア プ ラ ン を 検 討 で き る よ う に 思 考 過 程 を 補 い 、

カ ン フ ァ レ ン ス の 価 値 を 高 め 、 負 担 の か か ら な い ケ ア プ ラ ン に 繋 げ

る よ う に 導 い て い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、 A 氏 、 N 氏 に 見 ら れ た 。 代 表 ケ ー ス A 氏 に つ

い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 カ ン フ ァ レ ン ス で 子 ど も と 家 族 を 中 心 と し て 、 根 拠 を も と に 話

し 合 う こ と で 、子 ど も の 身 体 に 負 担 の な い プ ラ ン の 方 向 性 が 定 ま る 。

例 え ば 、 子 ど も に 負 担 を か け な い 様 に お 風 呂 の ペ ー ス を 控 え る 大 事

な 判 断 指 標 と な る‘ 体 重 増 加 の ペ ー ス ’、カ ン フ ァ レ ン ス で 絶 対 聞 く

よ う に し て い る か ら 。」「 ス タ ッ フ は カ ン フ ァ レ ン ス に 、 子 ど も の 体

重 の 推 移 を 持 ち 寄 る よ う に な っ た 。 ち ゃ ん と 計 算 さ れ て る 。」「 ケ ア

の 方 法 、 プ ロ セ ス を 考 え る こ と の 意 識 付 け 、 ア セ ス メ ン ト を 補 い 、

意 図 的 に カ ン フ ァ レ ン ス の 価 値 を 上 げ る 。」  

「 体 重 増 加 の ペ ー ス が 順 調 で な い 時 、 入 浴 回 数 は 増 や さ な い 方 法

を 選 択 す る 。」「 N I C U で “ お 風 呂 に 入 れ る ” っ て お 母 さ ん た ち に と

っ て す ご い イ ベ ン ト 。 じ ゃ あ 『 初 め て 入 る 日 は 、 お 母 さ ん た ち と 一

緒 に 決 め ま し ょ う 』 と か 。」「 カ ン フ ァ レ ン ス を 通 し て 看 護 師 の 裁 量

範 囲 の 方 法 を 医 師 の 指 示 に ケ ア を 融 合 す る 。 子 ど も と 家 族 の 生 活 に

合 わ せ た 注 入 の 配 分 、 入 浴 方 法 や 頻 度 は 看 護 師 が 決 め る こ と が で き

る 裁 量 範 囲 だ と 思 う の で 。 O J T（ O n  t h e  J o b  Tr a i n i n g）を 重 視 で 。」  

「 看 護 師 指 示 欄 に は 小 児 看 護 C N S が 指 示 を 書 い て み ん な に 動 い

て も ら う 。」「 外 野 で ス タ ッ フ を サ ポ ー ト 、 バ ッ ク ア ッ プ す る こ と で

よ り 質 が よ く な る こ と を 目 指 し て い る 。 そ の た め の カ ン フ ァ レ ン ス
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っ て い う 、 手 段 を 使 っ て い る ん で す け ど 。」「 お 母 さ ん と 関 係 性 を 築

く か か わ り を し な が ら 、 キ ャ ラ ク タ ー を つ か み 、 タ イ ミ ン グ を み て

『 今 が チ ャ ン ス ！ 』 と い う 時 、 自 分 も 動 き 、 人 を 動 か し 5 倍 、 ２ 倍

に な る 様 に 動 き を 増 や し て 質 を よ く す る 。」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

A 氏 は 、 ケ ア の 質 を よ く す る た め に 、 カ ン フ ァ レ ン ス の 中 で 看 護

師 の ア セ ス メ ン ト を 十 分 に 行 う こ と を 積 極 的 に 取 り 入 れ て い た 。 子

ど も の 身 体 面 が 安 定 す る こ と を 考 慮 す る 意 識 づ け を 導 き 、 看 護 師 の

思 考 過 程 を 補 い 、 カ ン フ ァ レ ン ス の 価 値 を 上 げ て い た 。 医 師 の 治 療

上 の 指 示 を 確 認 し て 、 子 ど も の 入 浴 方 法 や 頻 度 、 注 入 の 時 間 配 分 の

計 画 に お い て 外 せ な い 大 事 な 指 標 の 一 つ の 体 重 増 加 の ペ ー ス の 計 算

を 基 に 評 価 を 必 ず 行 い 、 プ ラ ン の 方 向 性 を 定 め て い た 。 体 重 増 加 の

ペ ー ス が 順 調 で な い 時 の 選 択 肢 と し て 、 入 浴 頻 度 は 増 や さ な い 、 ま

た は 入 浴 し な い こ と も あ る こ と を 想 定 し て い た 。 初 め て の 入 浴 は 母

親 の 一 大 イ ベ ン ト で あ る た め 、 母 親 と 一 緒 に で き る 日 時 に 計 画 し て

い た 。 ス タ ッ フ は 子 ど も の ケ ア に 必 要 な 判 断 指 標 を カ ン フ ァ レ ン ス

に 持 ち 寄 る よ う に な り 、 小 児 看 護 C N S は 子 ど も の 身 体 と 家 族 に 負

担 の な い プ ラ ン が 定 ま る よ う に バ ッ ク ア ッ プ し て い た 。  

 

２ ）＜ 子 ど も を 守 ろ う と 必 死 な 母 親 や 医 療 者 の 思 考 を 読 み 取 り 、

子 ど も の 体 力 の 消 耗 を 見 極 め て 不 要 な ケ ア を 取 り 除 く ＞  

小 児 看 護 C N S は 、 自 分 の 生 活 を 制 約 し て で も 子 ど も に 一 心 に 力

を 尽 く す 母 親 が 行 う 子 ど も の 体 力 を 奪 い か ね な い 医 療 的 ケ ア や 医

師 ・ 護 師 の 治 療 や ケ ア を 生 理 学 的 な 指 標 を 拠 り 所 に し て 減 ら す よ う

に 導 い て い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、 Ｃ 氏 、 J 氏 に 見 ら れ た 。 代 表 ケ ー ス C 氏 に つ

い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 N I C U を 1 歳 時 に 退 院 後 ず っ と 子 ど も と 二 人 き り で お 母 さ ん が

24 時 間 看 て い た ケ ー ス 。」「『 こ の 子 が 生 き て い る 間 は 、 こ う ゆ う 生

活 っ て 覚 悟 を 決 め て い ま す 。』っ て 、レ ス パ イ ト 入 院 で も お 母 さ ん は

能 面 様 の ナ ー ス の 顔 で 15 分 お き に 体 温 測 定 、 33～ 34℃ 台 だ と 毛 布

を こ ん も り と 掛 け 、 38℃ 台 に な る と 毛 布 、 衣 服 ま で 外 し て 。」  

C 氏 は 「 深 部 体 温 が 変 わ ら な け れ ば 、 問 題 な い 、 中 枢 神 経 に は 問

題 な い 、と 思 っ た の で 、ド ク タ ー に 24 時 間 直 腸 温 測 定 の 指 示 を も ら

っ て 、 ケ ア の 調 整 の 予 定 入 院 を し て も ら っ て 。」「 そ し た ら 、 子 ど も

の 直 腸 温 、 ぜ ん ぜ ん 、 変 ら な い 、 変 ら な か っ た ん で す 。」  
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「‘ こ の 子 が も っ て い る 力 で 体 温 維 持 が で き て い る ’こ と を 、お 母

さ ん へ 測 定 値 の 経 過 を 見 せ た 。『 よ か っ た で す ね 』『 強 い で す よ ね 』

っ て 。」「 お 母 さ ん は 『 今 ま で の あ れ は 、 何 だ っ た の で す か ？ 』 と 驚

い て 絶 句 、 体 温 測 定 は 、 ２ 時 間 に １ 回 は さ れ る ん で す け ど 、 さ れ な

く な っ た 。」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

C 氏 は 、N IC U を 退 院 後 、子 ど も と 二 人 き り で 生 活 し て 2 4 時 間 看

続 け る 生 活 ス タ イ ル を 確 立 し て い た 母 親 が 、 レ ス パ イ ト 入 院 で も 能

面 様 の ナ ー ス の 顔 で 1 5 分 お き に 体 温 測 定 を 行 い 、 毛 布 や 衣 服 を 必

死 に 調 整 す る ケ ア を 捉 え て い た 。 一 般 的 な 体 温 の 基 準 値 に 合 う よ う

に 毛 布 や 衣 服 を 調 整 す る こ と は 子 ど も の 体 力 の 消 耗 に な る と と も に 、

母 親 の 大 き な 負 担 に な っ て い る と 考 え た 。 C 氏 は 、 子 ど も の 深 部 体

温 が 変 わ ら な け れ ば 中 枢 神 経 に は 問 題 な い と 考 え 、 医 師 に 2 4 時 間

直 腸 温 測 定 の 指 示 を 依 頼 し た 。 母 親 に 対 し て 、 腋 窩 温 の 変 化 に 関 わ

ら ず 直 腸 温 は 変 化 し て い な い こ と を 可 視 化 し 、 子 ど も の も つ 力 で 体

温 維 持 が で き て い る こ と を 数 値 で 示 し て 説 明 し た 。 母 親 は 、 驚 い て

絶 句 し 、 体 温 測 定 の 回 数 は 減 少 し た 。  

 

２ ． 状 況 を 全 体 的 に 捉 え な が ら 、 医 療 的 ケ ア を 行 う 子 ど も の 主 体

性 の 発 揮 と 可 能 性 を 開 く  

【 状 況 を 全 体 的 に 捉 え な が ら 、 医 療 的 ケ ア を 行 う 子 ど も の 主 体 性

の 発 揮 と 可 能 性 を 開 く 】 は ４ つ の サ ブ テ ー マ か ら 生 成 さ れ た 。 す な

わ ち ＜ 子 ど も の 力 、 治 療 、 リ ハ ビ リ の 進 捗 状 況 等 を 全 体 的 に 査 定 し

て 、 主 体 的 に 医 療 的 ケ ア で き る 可 能 性 を 開 く ＞ ＜ 子 ど も の 残 存 機 能

を 活 か し た 医 療 的 ケ ア の 方 法 を 一 緒 に 考 え て 、 助 け を 得 な が ら 持 続

で き る 力 を つ け る ＞ ＜ 子 ど も の 症 状 、 身 体 機 能 、 セ ル フ ケ ア 等 を 総

合 的 に 読 み 取 り な が ら 、子 ど も の Q O L (幸 せ )を 第 一 に し た ゴ ー ル に

シ フ ト し て 学 校 生 活 を 楽 し む 力 を つ け る ＞ ＜ 子 ど も が 目 標 を 叶 え る

た め に 絶 対 に 外 せ な い 治 療 を 自 分 で す る 覚 悟 を 後 押 し す る ＞ で あ っ

た 。  

                                                                         

１ ） ＜ 子 ど も の 力 、 治 療 、 リ ハ ビ リ の 進 捗 状 況 等 を 全 体 的 に 査

定 し て 、 主 体 的 に 医 療 的 ケ ア で き る 可 能 性 を 開 く ＞  

小 児 看 護 C N S は 、リ ハ ビ リ や ケ ア の 改 善 が 進 ま な い 状 況 を 捉 え 、

子 ど も に か か わ り な が ら 発 達 や 身 体 の 査 定 、 子 ど も の 自 分 の 身 体 の

理 解 を 把 握 し て 全 体 的 に 判 断 し 、 子 ど も が 主 体 的 に 導 尿 や カ ニ ュ ー

レ の 装 着 等 を す る 力 を 引 き 出 す ケ ア に つ な げ て い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、 Ｂ 氏 、 L 氏 に 見 ら れ た 。 代 表 ケ ー ス B 氏 に つ
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い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 今 の 状 況 は 何 故 か ？ を 思 考 し な が ら 子 ど も を 主 体 と し た ケ ア に

つ な げ る 査 定 を す る 。」「 二 分 脊 椎 の 子 ど も の 自 己 導 尿 は 、 子 ど も 本

人 が や り た く て も 足 の 変 形 が あ る か ら 、 普 通 に 座 る こ と も ‘ 結 構 大

変 ’。」「 リ ハ ビ リ が 進 ま な い 時 の 子 ど も の 身 体 の ア セ ス メ ン ト も 、発

達 を み た 中 で 、 こ の 子 の 状 態 と 繋 が る か を 査 定 す る 。」「 リ ハ ビ リ の

プ ラ ン に ど う 折 り 合 い を つ け て 行 く か 、『 ち ょ っ と 、 や ろ う 。』 と 子

ど も 自 身 が 達 成 感 を も つ よ う に か か わ る 。」「 身 体 を 持 つ 子 ど も が ど

う 思 っ て 理 解 し て い る か を 推 察 し て 、 子 ど も 自 身 が 自 分 の 身 体 を ど

う 理 解 し て い る か 、 話 を し て み て い く 。 総 合 的 に ど う か を み て い く

の が 高 度 実 践 。」「 患 者 さ ん が 主 体 で 、そ の 人 の 力 を ど う 引 き 出 す か 。」 

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

B 氏 は 、 二 分 脊 椎 の 子 ど も が 生 活 し て い く 中 で 、 主 体 と な る 子 ど

も が 普 通 の こ と と し て 導 尿 が で き る よ う に 、 子 ど も の 力 を 査 定 し て

引 き 出 し て い く こ と が 大 事 で あ る と 考 え て い た 。 導 尿 を す る 意 志 が

あ っ て も 、 足 の 変 形 が あ る た め に 座 位 の 保 持 が 困 難 な 子 ど も が 主 体

的 に 導 尿 を 実 施 が で き る よ う に す る に は ど の よ う に し た ら よ い か を

考 慮 し て い た 。 治 療 と リ ハ ビ リ の プ ラ ン の 進 捗 と 子 ど も が 自 分 の 身

体 を ど の よ う に 思 っ て い る か を 確 認 し て い た 。 子 ど も と 一 緒 に 導 尿

す る 機 会 を つ く り 、そ の 子 が 少 し 実 施 す る 部 分 を 子 ど も に 提 案 し て 、

そ の 子 自 身 が 達 成 感 を も て る よ う に 子 ど も の 力 を 引 き 出 し な が ら 査

定 を 続 け た 。 子 ど も の 可 動 域 に つ い て 理 学 療 法 士 に 相 談 し て 、 可 能

な 導 尿 の 手 技 を 見 定 め て い た 。 子 ど も の 座 位 保 持 の 困 難 を 克 服 す る

リ ハ ビ リ を 進 め た 結 果 、 子 ど も の 力 で 導 尿 の 手 技 を 実 施 し て い く こ

と が で き る 新 た な 可 能 性 が 開 け た 。  

 

２ ） ＜ 子 ど も の 残 存 機 能 を 活 か し た 医 療 的 ケ ア の 方 法 を 一 緒 に

考 え て 、 助 け を 得 な が ら 持 続 で き る 力 を つ け る ＞  

小 児 看 護 C N S は 、 子 ど も の 残 さ れ た 機 能 を 整 え な が ら 医 療 的 ケ

ア を 主 体 的 に 行 う 工 夫 を 一 緒 に 考 え 、困 難 な こ と は 周 囲 の 助 け を 得

る 体 制 を つ く り 、学 校 に 安 心 し て そ の 子 ら し く 通 う こ と が で き る よ

う に 段 取 り を つ け て い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、Ｐ 氏 、L 氏 に 見 ら れ た 。代 表 ケ ー ス P 氏 に つ

い て 以 下 で 説 明 を す る 。  
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〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 小 学 校 ４ 年 生 位 の 男 子 、 脊 髄 損 傷 後 ６ カ 月 位 で 、 杖 で 少 し 歩 け

る レ ベ ル に 復 活 し て い た 。」「 そ の 子 ら し く 過 ご せ る か 、 ど ん な 支 援

を し て も ら え た ら い い の か ‘ 想 像 力 ’ を も っ て 、 子 ど も に 尋 ね な が

ら か か わ る と 子 ど も が 学 校 に 行 く イ メ ー ジ が よ り 湧 い て く る 。」「 ど

の 機 能 が 残 っ て い て ど う い う 動 き を す れ ば 自 分 で で き る か 、 フ ィ ジ

カ ル 面 を 査 定 し な が ら 、 生 活 の 中 で 実 現 可 能 な 方 法 を 相 談 し な が ら

決 め て い く 。」  

「『（ 導 尿 に 必 要 用 品 は ） ど こ に 置 い た ら い い と 思 う ？ 』 と 、 一 緒

に 考 え な が ら 、一 人 で 練 習 す る 状 況 を つ く り 、「 大 丈 夫 。出 来 て る よ 。」

と 保 障 す る 伝 え 方 を 取 り 入 れ て か か わ る 。」「『 こ の 授 業 で 困 る こ と な

い ？ 』、『 移 動 先 は 離 れ て る ？ 』と 動 作 の 視 点 で 聴 き 、『 こ う い う と こ

ろ は 助 け が 欲 し い よ ね 』 と 子 ど も 自 身 が ‘ 困 る ’ こ と を 子 ど も と 一

緒 に 見 つ け る 。」  

「『 移 動 教 室 は‘ ゆ っ く り 後 か ら 行 き ま す ’‘ 許 可 し て く だ さ い ね ’

と 先 生 と お 話 し し よ う 』『 P T の 先 生 か ら ‘ 追 い 付 く の は 難 し い ’ と

言 っ て も ら う か ら 』 と 、 復 学 時 の 学 年 で 子 ど も が ‘ や っ て い け る か

も ’ と い う 気 持 ち で 滑 り 出 し が う ま く い く よ う に 調 整 し た 。」「 教 育

コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 先 生 も 出 席 す る 復 学 支 援 の カ ン フ ァ レ ン ス で 子

ど も の 代 弁 を す る 。」「 子 ど も の フ ィ ジ カ ル （ 身 体 ） が 整 っ て 保 ち つ

つ 、 生 活 も 潤 う ケ ア を し て い く 。」「 生 活 の 場 が 移 行 し て も 将 来 に わ

た っ て 自 分 で 導 尿 、 自 分 で 考 え な が ら 継 続 で き る よ う に 、 子 ど も が

安 心 し て 退 院 し て 地 域 に 戻 る こ と が で き る よ う に ア レ ン ジ メ ン ト す

る 。」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

P 氏 は 、 子 ど も が 医 療 的 ケ ア を 行 っ て い く に あ た り 、 身 体 の 残 存

機 能 を 保 ち 整 え な が ら 、 ケ ア を 工 夫 す る こ と で 補 え る も の が 何 か な

い か 、 段 取 り を 定 め て 準 備 を す る こ と は 看 護 の 役 目 と 捉 え て い た 。

P 氏 は 、 生 活 の 場 が 移 行 し て も 実 現 可 能 で 継 続 可 能 な 方 法 に つ い て

子 ど も に イ メ ー ジ が 湧 い て く る よ う に 関 わ り 、 子 ど も が 医 療 的 ケ ア

を 練 習 す る 状 況 を つ く っ て い た 。 そ し て 、 子 ど も の 意 見 が 反 映 さ れ

る 医 療 的 ケ ア の 方 法 を 一 緒 に 考 え て 、困 る こ と や 子 ど も 自 身 の S O S

が 必 要 な 事 柄 の 気 づ き を 確 認 し て 、 子 ど も が 自 分 で で き て い る こ と

は 言 語 化 し て 保 障 し て い た 。 復 学 支 援 の 専 門 職 連 携 カ ン フ ァ レ ン ス

で は 身 体 機 能 を 説 明 し て 、 子 ど も が 安 心 し て 元 の 学 校 に 戻 れ る よ う

に 交 渉 し て い た 。 そ の 結 果 、 学 校 で 医 療 的 ケ ア を 実 施 す る 上 で 困 難

な 部 分 は 周 囲 か ら 助 け て も ら う 体 制 で 、 で き る こ と は 子 ど も 自 身 が

す る 出 発 点 に こ ぎ 着 け て 、 子 ど も が ‘ や っ て い け る か も ’ と い う 気
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持 ち で 学 校 生 活 の 歩 を 進 め る こ と が で き た 。  

 

３ ） ＜ 子 ど も の 症 状 、 身 体 機 能 、 セ ル フ ケ ア 等 を 総 合 的 に 読 み

取 り な が ら 、 子 ど も の Q O L (幸 せ )を 第 一 に し た ゴ ー ル に シ

フ ト し て 学 校 生 活 を 楽 し む 力 を つ け る ＞                                                                                       

小 児 看 護 C N S は 、 子 ど も の 応 急 処 置 を 必 要 と す る 症 状 の 予 防 に

必 要 な 身 体 の コ ン デ ィ シ ョ ン と 生 活 の 快 適 さ を 捉 え 、 子 ど も の 幸 せ

を 第 一 据 え て 、 学 校 で 楽 し く 過 ご す こ と を 実 現 し て い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、I 氏 、C 氏 に 見 ら れ た 。代 表 ケ ー ス I 氏 に つ い

て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 ミ オ パ チ ー の 筋 疾 患 で 呼 吸 器 を 、常 に 鼻 口 マ ス ク を 装 着 、N P P V

（ N o n - i n v a s i v e  P o s i t i v e  P r e s s u r e v e n t i l a t i o n： 非 侵 襲 的 陽 圧 換 気 ））

で 、 特 別 支 援 学 校 に 通 う 小 学 校 6 年 生 、『 食 事 が 食 べ れ な い 、 痩 せ

て 、 修 学 旅 行 で 1 時 間 位 バ ス に 乗 車 後 、 低 血 糖 で 帰 っ て き た 、 ど う

し た ら 食 事 を 摂 れ る よ う に な る か ？ 』『 栄 養 を 。お 菓 子 ば か り じ ゃ だ

め 。』と い う 考 え が 支 援 学 校 の 先 生 た ち に 先 行 し て い た 。」「 家 に 帰 る

車 中 で 、 そ の 子 は 硬 い ス ナ ッ ク を 美 味 し そ う に 噛 ん で い た 。」  

「 家 庭 で の 食 事 は 3 0 分 位 か け て 、 お 母 さ ん が 呼 吸 器 の 着 脱 し て

い た 様 に 食 事 中 の 呼 吸 器 を 取 り 扱 う の も 一 案 で あ る こ と を 考 慮 し つ

つ 、 エ ビ デ ン ス と し て 血 液 デ ー タ 、 B M I（ B o d y  M a s s  I nd e x） を 出

し て 、 こ の 子 が 生 き て く た め に 必 要 な バ ラ ン ス の コ ン サ ル を ド ク タ

ー に し た 。」  

「 今 の 少 し 痩 せ て い る 体 重 が こ の 子 に と っ て 身 体 を 支 え る の も 楽 、

介 助 す る お 母 さ ん も 楽 、 お 母 さ ん の ス ト レ ス は 言 わ な い 様 に 先 生 へ

『 今 の 体 重 で 全 然 い い 』 っ て 、 伝 え た り 、 橋 渡 し す る 。」  

「 こ の 子 が 持 っ て い る 力 で 、 治 療 面 、 人 生 的 な 部 分 も 融 合 、 障 害

を 持 ち な が ら も ど の よ う に 生 き て い く こ と が 幸 せ か 考 え て 、 食 事 摂

取 量 の 増 加 で な く 、 学 校 生 活 の 一 部 分 と し て 、 食 事 の 時 間 が 、 こ の

子 な り に 楽 し め る こ と に ゴ ー ル を シ フ ト し た 時 、 全 て が ス ム ー ズ に

上 手 く い き 、 食 事 量 が 上 が り 、 呼 吸 も 安 定 し た 。」  

「 子 ど も の ‘ ど う に か し て 自 分 も 食 べ た い ’ 気 持 ち か ら 、 子 ど も

が 自 分 で も N P P V の 付 け 外 し を し て 食 べ る こ と が で き た 。」「 好 き な

大 根 だ け 食 べ て 、友 達 と の 会 話 も 弾 ん で 、小 学 生 ら し い や り 取 り が 、

給 食 の 時 間 に 繰 り 広 げ ら れ る よ う に な っ た 。」「 看 護 の 視 点 、治 療 的 、

教 育 的 な も の と か 色 ん な も の を 融 合 し て 、 今 の こ の 子 の 給 食 の 時 間

っ て い う の が 生 ま れ た 。」  

「 ケ ア と キ ュ ア の 融 合 の ド ク タ ー の 仕 方 と 、 看 護 師 の 視 点 で の 仕
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方 と か 、 色 々 あ り 、 ど ち ら の い い 所 も も っ と 合 体 さ せ る 、 ス ー パ ー

ト リ ブ ル 融 合 。」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

 I 氏 は 、 子 ど も の 命 に 関 わ る 応 急 処 置 が 必 要 な 症 状 を 経 験 し た 学

校 の 先 生 か ら 、 給 食 を ど う す れ ば 十 分 に 摂 れ る よ う に な る か ？ と い

う 問 題 提 起 を 受 け て い た 。 I 氏 は 、 子 ど も の 学 校 だ け で な く 登 下 校

の 車 内 を 含 め た 子 ど も の 生 活 場 面 に ア ン テ ナ を 拡 げ 、 こ の 子 が ど の

よ う に 生 き て い く こ と が 幸 せ か を 考 え て い た 。 子 ど も が も っ て い る

力 と 呼 吸 状 態 を 査 定 し て 、エ ビ デ ン ス と し て 血 液 デ ー タ 、B M I を 用

い て 子 ど も の 今 の 体 重 が 身 体 を 支 え る の も 楽 で 、 介 助 す る お 母 さ ん

に 負 担 が 少 な い 身 長 体 重 バ ラ ン ス で あ る こ と を 見 出 し 、 医 師 の 見 た

て を 確 認 し て い た 。問 題 解 決 の 方 向 性 を 食 事 摂 取 量 の 増 加 で は な く 、

そ の 子 な り に 食 事 の 時 間 を 楽 し む こ と が で き る よ う に す る こ と に ゴ

ー ル を シ フ ト し た 。そ の 結 果 、子 ど も は 呼 吸 器 の 着 脱 を 自 分 で 行 い 、

給 食 の 時 間 に 友 達 と の 会 話 が 弾 み 、 食 事 摂 取 量 が 増 加 し て 呼 吸 状 態

も 安 定 し た 。 学 校 の 先 生 に 適 正 体 重 の 指 標 を 提 示 す る こ と で 理 解 と

協 力 が 得 ら れ 、 母 親 の ス ト レ ス が 軽 減 す る 効 果 が 見 ら れ た 。  

 

４ ） ＜ 子 ど も が 目 標 を 叶 え る た め に 絶 対 に 外 せ な い 治 療 を 自 分

で す る 覚 悟 を 後 押 し す る  ＞  

小 児 看 護 C N S は 、 子 ど も の セ ル フ ケ ア 能 力 、 治 療 や 症 状 で 困 る

こ と や 病 気 の 理 解 を 捉 え 、や り た い こ と を 実 現 す る た め の 療 養 方 法

を 一 緒 に 考 え て 、自 ら 動 き 出 し た く な る よ う な 気 づ き を 促 し て 、で

き る 範 囲 の 意 思 決 定 を 促 し て い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、G 氏 、H 氏 に 見 ら れ た 。代 表 ケ ー ス Ｇ 氏 に つ

い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 乳 幼 児 で あ ろ う と 、 学 童 で あ ろ う と 、 そ の 人 の 、 で き る 範 囲 で

の 意 思 決 定 が で き る よ う に す る 。」「『 や り た い こ と は 何 ？ 』、 そ れ を

か な え る た め に 病 気 の ほ う を ど の よ う に 調 節 、 健 康 管 理 を す れ ば い

い の か 、『 症 状 で 困 っ て い る こ と と か っ て あ る ？ 』、 病 気 を 理 解 し て

い る か ど う か を 確 認 す る 。」「 家 庭 で の 生 活 を ベ ー ス に 、 そ こ に 治 療

が ど う 乗 っ て い く か 。」「 子 ど も 自 身 が 自 分 で 行 動 を 起 こ し て 、 自 分

で 調 べ た り 、 自 分 で 先 生 に 聞 い て 医 師 に 質 問 す る っ て こ と は 移 行 支

援 に お い て す ご く 大 事 な こ と な の で 。『（ わ か ら な い 時 は ） そ の 辺 を

自 分 で 先 生 に 聞 い て き た ら ？ 』 と 提 案 を し な が ら 、 子 ど も 本 人 自 身

が 動 き た く な る よ う な 、 目 標 に 合 わ せ て い く 。」  



36 

 

「 皮 下 注 射 を 『 痛 い 、 痛 い 』 と 言 う 、 そ の 声 を ど う や っ て キ ャ ッ

チ し て 医 療 の 形 に 変 え て い け る か 、考 え て お か な い と い け な い 。」「 子

ど も た ち が や り た い こ と 、 例 え ば 、‘ 修 学 旅 行 ’ に 医 療 を 合 わ せ る 、

治 療 や 必 要 な ケ ア を ど う 変 更 さ せ て い く か を 考 え る 。」  

「 子 ど も が 何 か バ ラ ン ス を と っ て い た ら 、 強 制 的 に 崩 し て セ ル フ

ケ ア を 推 し 進 め る よ り も 、 そ の 部 分 を き ち ん と 保 障 し た 上 で 段 階 的

に セ ル フ ケ ア を 進 め る 。」「 子 ど も 自 身 が 考 え て い け る よ う に 同 じ 目

線 で 一 緒 に 考 え る 。」「 そ の 根 拠 と な る 部 分 を 提 示 、 根 拠 と な る 情 報

を 言 語 化 、‘ 何 故 う ま く い か な い の か ’を 見 つ け る 。」「 一 歩 引 い て み

て 、真 の 問 題 は 何 ？ 一 緒 に 探 し て い く 。」「 す る と 、『 な る ほ ど ね 』と

見 え て く る 、医 師 に 返 す と『 あ あ 、そ う ゆ う こ と か 』。」「 み ん な で 模

索 し な が ら 積 み 重 ね 、つ か め な い 時 、理 由 づ け て は め 込 ま な い 、『 も

う 少 し 待 ち ま し ょ う よ 』 っ て 言 う 。」  

「 医 療 的 ケ ア を 患 者 さ ん が 自 分 で 行 う に あ た り セ ル フ ケ ア 能 力 も

あ る 、 知 識 も あ る 、 自 分 の や り た い こ と も 、 夢 も 、 目 標 も あ る 。 そ

の た め に 健 康 で い る の が 一 番 だ か ら 患 者 さ ん が 行 動 す る き っ か け を

提 案 し て 、 気 づ き を 提 供 、 患 者 さ ん 自 身 で 変 化 を 起 こ す の を 待 っ て

み る 。」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

 Ｇ 氏 は 、 移 行 支 援 に お い て 、 子 ど も が セ ル フ ケ ア 能 力 を 発 揮 し て

で き る 範 囲 で 意 思 決 定 し 、 子 ど も 自 身 が 行 動 を 起 こ し て い く こ と が

非 常 に 重 要 で あ る と 考 え て い た 。 Ｇ 氏 は 子 ど も に 問 い か け て 、 子 ど

も の 夢 や 目 標 、 症 状 で 困 っ て い る こ と を 捉 え て い た 。 子 ど も が 療 養

方 法 を 主 体 的 に 行 い た く な る よ う な き っ か け を 子 ど も の 目 標 に 合 わ

せ て 提 案 し て い た 。 ま た 、 子 ど も の 病 気 の 理 解 を 確 認 し 、 絶 対 に 必

要 な 治 療 に つ い て 、 子 ど も が 実 施 で き る 方 法 を 考 案 し て い た 。 子 ど

も の 様 子 に 変 化 が 見 ら れ な い 場 合 は 、 子 ど も 自 身 が ど の よ う に 療 養

す る と よ い の か 、 考 え て い け る よ う に 同 じ 目 線 で 一 緒 に 考 え 、 セ ル

フ ケ ア を 段 階 的 に 進 め る よ う に し て い た 。 子 ど も の 療 養 が 上 手 く い

か な い 時 は 、 真 の 問 題 は 何 か を 主 治 医 や 看 護 師 と 一 緒 に 一 歩 引 い て

考 え て 、 そ れ で も 捉 え ら れ な い 時 は 、 子 ど も が 変 化 を 起 こ す こ と を

待 っ て い た 。 子 ど も が 自 分 の 選 択 し た こ と を 実 現 す る た め に 、 自 分

で 療 養 法 を 実 施 す る し か な い と い う 気 づ き を 促 し て 、 覚 悟 を 後 押 し

て い た 。  

 

３ ． 子 ど も の 特 性 や 発 達 段 階 、 治 療 と 生 活 の 兼 ね 合 い を 考 慮 し な

が ら 、 最 適 な 療 養 生 活 に 導 く  

【 子 ど も の 特 性 や 発 達 段 階 、 治 療 と 生 活 の 兼 ね 合 い を 考 慮 し な が
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ら 、 最 適 な 療 養 生 活 に 導 く 】 は ３ つ の サ ブ テ ー マ か ら 生 成 さ れ た 。

す な わ ち ＜ 医 学 的 診 断 と 発 達 特 性 か ら 査 定 し 、 子 ど も と 家 族 の 生 活

に 即 し た 装 用 具 の 変 更 を 取 り 入 れ る ＞ ＜ 家 族 の 最 小 限 の パ ワ ー で 子

ど も の 健 康 と 生 活 の 質 を 最 高 に 保 つ ケ ア を 検 証 し 、 家 族 と 一 緒 に 生

活 時 間 と 組 み 合 わ せ る ＞ ＜ 治 療 薬 の 副 作 用 と 生 活 リ ズ ム の 関 連 を 母

親 と 保 育 士 に 説 明 し 子 ど も の 成 長 発 達 に 応 じ た ベ ス ト な 時 間 に リ ハ

ビ リ や 保 育 が で き る よ う に 導 く ＞ で あ っ た 。  

 

１ ） ＜ 医 学 的 診 断 と 発 達 特 性 か ら 査 定 し 、 子 ど も と 家 族 の 生 活

に 即 し た 装 用 具 の 変 更 を 取 り 入 れ る ＞  

小 児 看 護 C N S は 、身 体 機 能 の 医 学 的 診 断 を 確 認 し て 、地 域 の 学 校

に 通 う ま で に 子 ど も の 意 向 と 発 達 特 性 に 応 じ て 選 択 し た 装 用 具 を 安

全 に 取 り 扱 う 練 習 を 支 援 し て 、 生 活 の 中 で 可 能 な 方 法 を 家 族 と 相 談

し な が ら 取 り 入 れ て い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、 L 氏 、 G 氏 に 見 ら れ た 。 代 表 ケ ー ス L 氏 に つ

い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

 「 施 設 で 長 く 暮 ら し て い て 発 声 機 能 は 自 分 で 獲 得 し て い た 子 ど も

が 普 通 校 に 通 い 社 会 生 活 を す る Q O L を 高 め て い く 一 つ に 、 使 用 す

る 製 品 の 選 択 が 浮 上 す る 。」「 安 易 に ス ピ ー チ バ ル ブ と は 選 択 し て い

か な い で 『 彼 の 器 質 が ス ピ ー チ バ ル ブ に 本 当 に 適 応 か ど う か 査 定 さ

せ て 欲 し い 』 と 、 耳 鼻 科 医 師 の 専 門 的 な 器 質 的 見 解 、 診 断 を 受 け て

保 証 、 そ の 上 で 、 そ の 子 が 『 使 い た い 』 っ て 思 う 物 を 見 て も ら い 、

シ リ コ ン の 気 管 切 開 部 へ の 挿 入 に は コ ツ が い る カ ニ ュ ー レ に 変 え

た 。」  

「 か ら だ を 傷 つ け ず に 、 日 々 の 生 活 、 経 済 面 も 含 め た 日 々 の 生 活 に

即 し た 方 法 を 工 夫 、 編 み 出 し て 、 そ し て 、 練 習 し て い く 。」「 発 達 障

害 が あ る こ の 子 は 手 先 が 若 干 器 用 、向 き 合 う の に エ ネ ル ギ ー が 要 る 、

自 分 で や る こ と に す ご く 怖 が る こ と も 考 慮 し て 、 夏 休 み ま で 待 ち 、

こ の 子 の 練 習 導 入 の 方 法 、 装 用 具 の 挿 入 も ど う や っ た ら で き る か ？

‘ 夏 期 講 習 ’ で 行 う 。」「 そ れ ま で に マ ニ ュ ア ル 作 成 を す る 段 取 り で

進 め る 。」「 一 生 使 う 素 材 の 安 全 性 を 保 証 し て 、 生 活 に 即 し て 物 品 購

入 は お 父 さ ん に も『 100 均 な ら 買 え る ？ 』と 相 談 し て 、最 終 的 に‘ ひ

も 通 し ’ を 用 い て 、 お 父 さ ん 、 お 母 さ ん に も 実 施 し て も ら い 作 り 上

げ 、 雑 誌 に も 報 告 し た 。   

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

L 氏 は 、 気 管 切 開 部 の 装 用 具 の 選 択 は 成 長 発 達 し て い る 子 ど も の
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Q O L を 高 め て い く た め に 重 要 と い う 信 念 を 持 っ て い た 。発 声 機 能 は

自 分 で 獲 得 し て い た 子 ど も の 身 体 の 器 質 的 な 診 断 を 耳 鼻 科 医 師 に 依

頼 し て 医 学 的 見 解 と 発 達 特 性 に 合 う 用 具 の 査 定 を 進 め て い た 。 施 設

を 退 所 し て 家 庭 か ら 地 域 の 普 通 校 に 通 う 予 定 の 子 ど も 自 身 が 候 補 物

品 を 確 認 す る 機 会 を 設 け 、 子 ど も の 希 望 を 聴 い て 用 具 を 選 択 し て い

た 。 身 体 損 傷 を 予 防 す る コ ツ が い る 用 具 挿 入 の 練 習 は 、 子 ど も の 手

先 の 器 用 さ は 強 み で も 、 自 分 で や る こ と を 怖 が り 、 集 中 す る の に エ

ネ ル ギ ー が 要 る 特 性 も 考 慮 し て 夏 休 み ま で 待 ち 、 ま ず は マ ニ ュ ア ル

を 作 成 す る 段 取 り で 進 め て い た 。 装 用 具 の み で な く 必 要 物 品 の 素 材

の 安 全 性 を 確 認 し て 、 両 親 と 相 談 し て 、 購 入 可 能 な 価 格 範 囲 内 で 両

親 が 工 夫 し て 取 り 扱 い 可 能 な 物 に 辿 り 着 き 、 子 ど も の 地 域 で の 生 活

に 即 し た 方 法 で 取 り 入 れ て い た 。 地 域 の 中 学 校 に 通 う 子 ど も の 発 声

機 能 と 安 全 を 保 障 し た 装 用 具 の 変 更 に 繋 が っ た 。  

 

２ ） ＜ 家 族 の 最 小 限 の パ ワ ー で 子 ど も の 健 康 と 生 活 の 質 を 最 高

に 保 つ ケ ア を 検 証 し 、家 族 と 一 緒 に 生 活 時 間 と 組 み 合 わ せ る ＞  

小 児 看 護 C N S は 、 子 ど も の 体 調 が あ る 程 度 整 っ た と 判 断 し た 段

階 で ゴ ー ル と ス ケ ジ ュ ー ル を 医 師 と 段 取 り 、 家 族 の 最 小 限 の パ ワ ー

で 効 果 的 に 成 り 立 つ ケ ア を 看 護 師 の 力 も 借 り て 検 証 し 、 家 族 と 一 緒

に そ の 子 に と っ て 良 い ・ 家 族 の 生 活 も 保 て る タ イ ミ ン グ に ケ ア を 計

画 し て い た 。  

 こ の サ ブ テ ー マ は 、 P 氏 、 D 氏 、 K 氏 に 見 ら れ た 。 代 表 ケ ー ス P

氏 に つ い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 そ の 子 の あ る 程 度 の 全 身 状 態 が 整 っ た と こ ろ で 家 族 全 員 の 生 活 を

ふ ま え 、 ゴ ー ル と ス ケ ジ ュ ー ル を 医 師 と 段 取 り を 決 め つ つ カ ン フ ァ

レ ン ス 、 気 管 切 開 、 呼 吸 器 装 着 の そ の 子 の 生 活 、 健 康 、 ク オ リ テ ィ

ー を 保 ち 、 家 族 の 生 活 も 保 て る か 。」「 再 調 整 の 必 要 性 を 受 け 持 ち ナ

ー ス に 確 認 し な が ら 進 め 、 家 族 が 一 杯 一 杯 に な ら な い で 安 心 し て 段

階 を 経 て 病 院 か ら 離 れ て い け る 様 に 逆 算 し て 、‘ 詰 め る ’。」  

「 在 宅 用 呼 吸 器 の 加 湿 水 は 、こ こ ま で 入 れ れ ば 夜 １ 回 で 済 む 。『 次 の

体 位 交 換 の 時 間 に プ ロ ー ベ も 巻 き 替 え て 、 呼 吸 器 の 水 も 足 し て 寝 て

ね 。』そ の 子 に 応 じ て 変 わ る 時 間 、間 隔 、支 障 発 生 時 の 再 調 整 の 時 間

も 見 越 し な が ら 、 先 を 見 な が ら 逆 算 し て セ ッ ト す る と い い 。」  

「 最 小 の ケ ア で 彼 の 皮 膚 状 態 が 保 て る よ う に 、‘ 柔 ら か マ ッ ト ’な ら

3 時 間 か ？ 入 院 中 か ら 試 し 退 院 後 は 悪 く な ら な か っ た 。」「 褥 瘡 が で

き や す い 耳 は 、 ３ ～ ４ 時 間 は 赤 く な ら な い 実 証 し た 。」「 体 交 と 注 入

毎 に キ ュ ア と ケ ア を 凝 縮 す る ス ケ ジ ュ ー ル を 立 て て 記 録 と 観 察 を 呼
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び か け 、「 ケ ア の 時 間 空 け ら れ そ う 」と ス タ ッ フ の ア セ ス メ ン ト 力 も

借 り て 、 一 日 に 必 要 注 入 量 を 医 師 に 確 認 、 分 散 を 考 え る 。」  

「『 彼 が 苦 し く な け れ ば 呼 吸 器 を 少 し で も 外 し て 過 ご す と 生 活 の 質

も 変 わ っ て く る 』と 医 師 へ 相 談 し て 。‘ 大 丈 夫 ’な 時 間 を 積 み 上 げ て 、

カ ン フ ァ レ ン ス す る 。 お 風 呂 か ら 、 気 切 包 交 、 着 替 え 後 １ 時 間 位 で

経 皮 モ ニ タ ー で 二 酸 化 炭 素 の 貯 留 な し 、 採 血 結 果 も 大 丈 夫 、 時 間 を

延 長 し て 検 討 し た 。」「 一 日 位 は 平 気 で も 積 み 重 な る と 余 力 が な く な

り 二 酸 化 炭 素 が 貯 留 し て 頑 張 れ な く な る 。」「‘ 呼 吸 器 で し っ か り 換 気 、

呼 吸 を 楽 に す る 時 間 を 作 っ た 方 が “ い い ” 生 活 が 送 れ る こ と ’ が 分

か っ た 。」  

「 独 立 し て い る 技 術 、 必 要 な 複 数 の ケ ア を で き る だ け 最 小 限 の パ

ワ ー で 母 親 が そ の 子 に と っ て 良 い タ イ ミ ン グ に で き る だ け ケ ア を 集

中 、最 短 に で き る よ う に‘ 検 証 ’、応 用 、計 画 す る 。」「 子 ど も の 様 子

を 確 認 、 体 に 合 っ た 必 要 最 低 限 の 呼 吸 器 の 補 助 、 家 族 の 無 理 な い 時

間 帯 に 吸 入 、 吸 引 、 体 交 、 プ ロ ー ベ 貼 変 え 、 家 族 の 生 活 も 整 い 、 上

手 く 回 転 す る よ う 一 致 さ せ て い く 融 合 。」「 院 内 外 泊 で 『 こ の 隙 間 に

ご 飯 作 る ？ 』 と 、 段 取 り の 目 安 を 提 案 し て 一 緒 に 組 む 。」「 お 母 さ ん

は 『 こ の 子 の 一 日 を 通 し て ど う い う ふ う に 見 た ら い い か が 分 か り ま

し た 』」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

P 氏 は 、 家 庭 で の 生 活 に 移 行 す る 子 ど も と 家 族 全 員 が 最 大 限 の 健

康 を 保 ち な が ら 、 安 心 し て 生 活 が で き る よ う に 、 家 族 と 一 緒 に 段 取

り な が ら 考 え て い く こ と を 信 念 に し て い た 。 P 氏 は 、 子 ど も の 全 身

状 態 が あ る 程 度 整 っ た 局 面 を 見 計 ら い 、 子 ど も に 必 要 最 低 限 の 呼 吸

器 補 助 に つ い て 医 師 に 確 認 し て い た 。日 々 の 子 ど も の 看 護 を 通 し て 、

加 湿 水 の 時 間 あ た り の 必 要 量 、 皮 膚 状 態 が 変 化 し な い 最 大 時 間 、 必

要 注 入 量 と 消 化 力 か ら 注 入 回 数 を 算 出 し 、 検 査 結 果 も 根 拠 に し て 、

ケ ア の 実 施 時 間 や 方 法 を 詳 細 に 検 討 し て 、 最 小 限 の パ ワ ー で 家 族 が

行 う 可 能 な ケ ア を 見 出 し て い た 。 医 療 的 ケ ア に 必 要 な 技 術 、 必 要 な

複 数 の ケ ア を 子 ど も に よ い タ イ ミ ン グ に 集 中 ま た は 分 散 す る 場 合 の

時 間 と 家 事 が 行 え る タ イ ミ ン グ を 提 案 し て い た 。 予 定 通 り に で き な

い 場 合 を 想 定 し て 、 家 族 の 24 時 間 の 生 活 の 中 で 上 手 く 配 分 し た 案

を 出 し て 組 み 立 て て い た 。 そ の 結 果 、 家 族 は 子 ど も が い る １ 日 の 生

活 を 実 感 し 、 理 解 で き て い た 。 退 院 後 は 子 ど も の 呼 吸 状 態 と 皮 膚 状

態 が 良 好 に 保 持 さ れ て 、子 ど も の 体 力 消 耗 と 保 持 の バ ラ ン ス が と れ 、

子 ど も と 家 族 の 生 活 の 質 が 保 た れ る か た ち で 上 手 く 成 り 立 っ て い た 。 
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３ ） ＜ 治 療 薬 の 副 作 用 と 生 活 リ ズ ム の 関 連 を 母 親 と 保 育 士 に 説

明 し 子 ど も の 成 長 発 達 に 応 じ た ベ ス ト な 時 間 に リ ハ ビ リ や

保 育 が で き る よ う に 導 く ＞  

小 児 看 護 C N S は 、子 ど も の 様 子 か ら 治 療 薬 の 副 作 用 を 見 極 め て 、

母 親 と 保 育 士 に よ く 理 解 で き る よ う に 伝 え 、 子 ど も の 生 活 リ ズ ム と

ペ ー ス に 合 わ せ て 休 息 し な が ら リ ハ ビ リ や 保 育 の 充 実 を 図 っ て い た 。 

こ の サ ブ テ ー マ は 、M 氏 に 見 ら れ た 。M 氏 に つ い て 以 下 で 説 明 を す

る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

母 子 通 園 で 、て ん か ん の 薬 を 朝 食 後 内 服 、午 前 10 時 前 位 、血 中 濃

度 上 昇 時 間 位 に お そ ら く 眠 気 が 襲 っ て く る よ う な 感 じ で 機 嫌 が 悪 く

な る 3 歳 位 ま で の 子 、何 が 関 係 し て い る か よ く わ か ら な い け れ ど 4、

5 歳 に 無 く な っ て く る 。 内 服 し て い な い 子 ど も の 眠 気 は 昼 食 後 等 、

そ の 子 そ の 子 の 健 康 状 態 、 状 況 を 考 え る と 生 活 の リ ズ ム が あ り 、 リ

ハ ビ リ や 食 事 も あ る そ の 子 の 保 育 の 中 で 楽 し く 遊 ぶ た め に は そ の 子

に と っ て の ベ ス ト な 時 間 が あ る 。 そ こ に 合 わ せ て い く 。 そ の 子 の 中

で の 1 日 の リ ズ ム で 、 い い 時 に 遊 ぶ こ と が で き る よ う に 、 健 康 状 態

が 整 わ な け れ ば い け な い 。  

あ る 子 は 、 慣 ら し 保 育 の 日 午 前 中 の ク ラ ス の 方 に 入 る こ と が で き

た ら 全 然 違 っ た 、 張 り 切 っ て 、 遊 ん だ 。 コ ロ コ ロ 転 が っ て 横 に な り

な が ら 過 ご し て い た の が 、 お 椅 子 に 座 る こ と も で き る し 、 午 前 な ら

ば 、 座 る 遊 び を 止 め る と 怒 る ぐ ら い 。 コ ロ コ ロ し た 方 が 、 楽 と い う

こ と は 、 眠 た か っ た の か な 。  

保 育 士 と 反 省 会 や 振 り 返 り を す る 時 に 、「 ベ ス ト な 時 間 、ど こ か な 」

「 こ の 子 の こ の 日 の 生 活 っ て こ う だ か ら 、 コ ン デ ィ シ ョ ン よ く な い

だ ろ う ね 。眠 た さ 、ぐ ず り 泣 き に 関 係 し て い る か も し れ な い 。」と い

う 話 を 必 ず 伝 え る 。 お 母 さ ん へ 「 お 子 さ ん の ペ ー ス に 合 わ せ て い く

の が 大 事 」 と 伝 え る 。  

リ ハ ビ リ 、 ご 飯 、 そ し て そ の ま ま 保 育 に 入 る と 、 遊 べ ず に 寝 ち ゃ

う こ と に つ い て 、お 母 さ ん た ち は「 せ っ か く 来 て 、遊 び に 来 た の に 」、

「 色 々 教 え て も ら い に 来 た の に 」と い う 、保 育 士 さ ん に 、「 こ こ の ク

ラ ス と か 入 っ て も 大 丈 夫 か な 」 と 相 談 し て 、 Ｍ 氏 は 「 お 母 さ ん 大 変

で す け ど 、長 く 居 ら れ る の だ っ た ら 居 て も ら い 、眠 た い 時 に は 寝 て 、

起 き て 元 気 に な っ た 時 の ク ラ ス も 活 用 し て 思 い っ き り 遊 べ た ら い い

よ ね 」 と 提 案 す る 。  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

M 氏 は 、 治 療 薬 を 内 服 し て い る 子 ど も が 、 成 長 発 達 に 応 じ た ベ ス
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ト な 生 活 リ ズ ム の 中 で 健 康 状 態 を 整 え て 、（ 障 害 児 ）通 所 支 援 を 受 け

る こ と が で き る よ う に す る こ と を 信 念 に し て い た 。 M 氏 は 、 同 じ 薬

剤 で も 血 中 濃 度 上 昇 時 間 位 に 眠 気 で 機 嫌 が 悪 く な る 3 歳 位 ま で の 子

ど も が い る こ と や 、 同 じ 子 ど も で も 4 歳 か ら 5 歳 頃 に な る と そ の 症

状 は 無 く な っ て く る こ と を 捉 え て い た 。 一 人 ひ と り 違 う 子 ど も の 生

活 の リ ズ ム と ペ ー ス に 合 わ せ た ベ ス ト な 時 間 で リ ハ ビ リ や 保 育 が 設

定 で き る よ う に 調 整 し て い た 。 薬 剤 の 副 作 用 が 子 ど も に 与 え る 影 響

を 考 慮 し て 、 施 設 滞 在 時 間 に 子 ど も が 寝 た 場 合 は 無 理 に 起 こ さ ず 、

睡 眠 や 食 事 の 時 間 を 確 保 し て か ら 遊 ぶ こ と が で き る よ う に 母 親 と 保

育 士 に 提 案 し て い た 。 遊 び の ス キ ル が 高 い 保 育 士 と の 振 り 返 り の 会

で 、 必 ず 、 子 ど も の 様 子 と 治 療 の 関 係 を 話 題 提 供 し て い た 。 そ の 子

の ペ ー ス を 大 事 に し た 遊 び の 展 開 に よ り 、 子 ど も が 泣 か ず に 生 き 生

き と 楽 し く 遊 べ る よ う に な っ た こ と が 共 有 さ れ た 。  

 

４ ． 治 療 や 療 養 方 法 を 説 明 し 、 子 ど も ・ 家 族 ・ 医 療 者 の 意 向 を 調

整 し て 、 状 況 を 改 善 す る  

【 治 療 や 療 養 方 法 を 説 明 し 、 子 ど も ・ 家 族 ・ 医 療 者 の 意 向 を 調 整

し て 、 状 況 を 改 善 す る 】 は ５ つ の サ ブ テ ー マ か ら 生 成 さ れ た 。 す な

わ ち ＜ 治 療 や ケ ア を 育 児 と 結 び 付 け て 説 明 し 、 母 親 の 心 理 的 ハ ー ド

ル を 下 げ て ケ ア の 実 施 に つ な ぐ ＞ ＜ 母 親 が 求 め る 治 療 の 意 味 を 医 師

と 看 護 師 に 説 明 し て 調 整 し 、 母 親 が 医 師 に 話 せ る 状 況 を 整 え る ＞ ＜

厳 し い 治 療 想 定 に 揺 ら ぐ 中 で 子 ど も が 体 調 を 崩 さ な い こ と を 基 準 に

サ ー ビ ス を 選 択 す る 母 親 の 力 を 引 き 出 す ＞ ＜ 予 後 を 見 通 し て 両 親 と

対 話 を 重 ね 必 要 な ケ ア を 取 り 入 れ て 子 ど も の 生 活 の 質 を 高 め る ＞ ＜

家 族 の 意 向 を 紐 解 き 、 子 ど も の 病 状 を 見 極 め て 家 族 の 選 択 に 子 ど も

の 意 向 を 取 り 入 れ た 早 期 治 療 を 組 み 込 む ＞ で あ っ た 。  

 

１ ）＜ 治 療 や ケ ア を 育 児 と 結 び 付 け て 説 明 し 、母 親 の 心 理 的 ハ

ー ド ル を 下 げ て ケ ア の 実 施 に つ な ぐ ＞  

小 児 看 護 C N S は 、 子 ど も の 治 療 や ケ ア に つ い て 家 族 が イ メ ー ジ

で き る よ う に 関 係 づ く り を 行 い な が ら 子 ど も の 世 話 の 仕 方 と 関 連 付

け て 解 説 し 、 医 療 的 ケ ア に よ り 子 ど も が 安 楽 に な る 場 面 で 子 ど も に

接 す る 母 親 の 受 け 入 れ に く い 気 持 ち が 軽 減 す る よ う に 働 き か け 、 母

親 を 自 然 な 流 れ で ケ ア へ と 結 び つ け て い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、 A 氏 、 C 氏 、 K 氏 に 見 ら れ た 。 代 表 ケ ー ス A

氏 に つ い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 羊 水 検 査 を 受 け る 段 階 か ら 受 け 入 れ 態 勢 と 関 係 性 を つ く り 、 家
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族 情 報 を 意 識 的 に と り な が ら 、 家 族 中 心 の チ ー ム づ く り を 始 め る フ

ァ ミ リ ー セ ン タ ー ド ケ ア 。」「 母 性 の 小 児 看 護 C N S と 連 携 し て 検 診

時 に N I C U の 見 学 が 実 現 す る 。」  

「 入 室 が 予 定 さ れ る N I C U で の 過 ご し 方 を 予 め お 伝 え す る 。『 2 4

時 間 入 れ ま す 』『 保 育 器 は お 母 さ ん の 子 宮 の 代 わ り を す る も の で す 』

『 触 れ ま す 』『 抱 っ こ が で き ま す 』『 パ パ も 何 度 で も 』『 お う ち に 帰 る

準 備 を す る 場 所 で も あ り ま す 』『 医 療 費 は  ご 安 心 く だ さ い 。 自 己 負

担 を い た だ く の は こ こ の 部 分 で 手 続 き が 必 要 で す 』 等 、 バ ー ジ ョ ン

ア ッ プ 。」  

「 お 母 さ ん が 普 通 に 子 ど も と 接 し て い る 時 」「 子 ど も が 必 要 と し て

い る こ と に 応 え る 」「 抱 っ こ し た り 、触 れ た り 、泣 き 止 ま せ た り 、ど

の よ う に 理 解 し た り 、 ど の よ う に か か わ っ た ら よ い か 、 子 ど も か ら

サ イ ン が で た 時 に 『 お 腹 す い て る ね 』『 苦 し そ う 、 吸 引 す る ？ 』『 楽

ち ん に な っ て い る ね 』 と 子 ど も の サ イ ン を 言 語 化 し て 伝 え 、 場 面 を

共 有 す る 。」「 構 え ず 『 こ の 子 、 経 管 栄 養 が 必 要 な ん だ よ ね ！ 』 と 一

緒 に 始 め た り 、 医 療 的 ケ ア の ハ ー ド ル を あ げ な い 工 夫 、 お 母 さ ん た

ち の 心 理 的 ハ ー ド ル を い か に 下 げ る か は 腕 の み せ ど こ ろ 。」  

「『 ち ょ っ と 、 苦 し そ う だ か ら 、 吸 引 し と く ？ 』（ 明 る い 声 ）、『 お

口 で 飲 む の 、 ち ょ っ と ま 、 難 し い ん だ よ ね 』（ 静 か に 落 ち 着 い て ）、

『 し ば ら く こ れ 、必 要 か な（ ト ー ン 高 ）』と 小 出 し に 言 い 、自 然 に『 お

母 さ ん 、 や っ て み て ！ 』 と つ な げ て い く 。」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

A 氏 は 、 出 生 前 診 断 検 査 の た め の 受 診 時 か ら 家 族 中 心 の ケ ア に 基

づ い た 受 け 入 れ 体 制 の 構 築 を 始 め る こ と を 信 念 に し て い た 。 入 室 し

て 治 療 す る 可 能 性 が あ る N I C U の 見 学 を 健 診 日 に 実 現 し て 、赤 ち ゃ

ん と 家 族 が 一 緒 に 過 ご す た め に 2 4 時 間 開 か れ て い る こ と 、 退 院 後

の 家 で の 生 活 の 準 備 が で き る よ う す る た め の 場 所 で も あ る こ と や 経

済 的 負 担 を 両 親 が 具 体 的 に イ メ ー ジ で き る よ う に 対 応 し て い た 。 母

親 が 子 ど も と 接 し て い る 時 に 、 医 療 的 ケ ア の 力 を 必 要 と し て い る 子

ど も の サ イ ン を 的 確 に 捉 え て 、 子 ど も に 身 体 症 状 の 苦 し さ や ニ ー ズ

が 医 療 的 ケ ア を 通 し て 安 楽 に な る こ と を 話 し か け 、 触 れ 、 対 応 し 、

抱 く 等 の 関 わ り も 言 語 化 し て 、 子 ど も の 反 応 や 症 状 に 応 じ た 理 解 に

基 づ い て ど の よ う に 関 わ る と よ い か が 分 か る よ う な 実 践 を し て い た 。

母 親 の 心 理 的 ハ ー ド ル を い か に 下 げ る か を 勘 案 し な が ら 、 子 ど も に

手 が 出 せ な い 母 親 の 負 担 に な ら な い よ う に 誘 い か け て 、 母 親 が ケ ア

を 自 然 と 担 う こ と が で き る 様 に つ な い で い た 。  
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２ ） ＜ 母 親 が 求 め る 治 療 の 意 味 を 医 師 と 看 護 師 に 説 明 し て 調 整

し 、 母 親 が 医 師 に 話 せ る 状 況 を 整 え る ＞  

小 児 看 護 C N S は 、 子 ど も の 治 療 を 希 望 す る 母 親 の 必 死 さ と 医 師

の 判 断 と の 不 一 致 を 捉 え 、 母 親 が 求 め る 治 療 に 込 め た 考 え を 医 師 と

看 護 師 に 伝 え 、 新 た な 処 方 ・ ケ ア 内 容 の 検 討 や 納 得 で き る ア ウ ト カ

ム 指 標 を 調 整 し て 母 親 が 医 師 と 話 が で き る よ う に 準 備 を 整 え て い た 。 

こ の サ ブ テ ー マ は 、 J 氏 、 E 氏 に 見 ら れ た 。 代 表 ケ ー ス J 氏 に つ

い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 胃 ろ う の 交 換 だ け の た め に 遠 方 の 病 院 か ら 紹 介 で 診 た 1 5 歳 位

の お 子 さ ん と 、 気 管 切 開 、 自 発 呼 吸 浅 く 呼 吸 器 、 災 害 を 考 え て 加 湿

器 使 用 せ ず 、 二 分 脊 椎 で 自 己 導 尿 、 脳 性 麻 痺 が あ る 2 0 歳 超 え て い

る お 子 さ ん の 事 例 。」「 ド ク タ ー と お 母 さ ん の 話 が か み 合 わ な い 場 面

が よ く あ り 、 医 師 も そ れ が 気 に な っ て い る 。」「 大 事 に し た い の は 、

お 母 さ ん た ち が 、自 分 が 思 っ て る こ と を 医 師 に し っ か り 伝 え ら れ て 、

医 師 も そ れ を 聞 く 耳 を 持 て る よ う に な っ て ほ し い こ と 。」  

「 体 調 が 安 定 し て 入 院 な し で 、 お 母 さ ん が す ご く 頑 張 っ て い る 。

『 今 日 も 月 １ 回 の 点 滴 を し て ほ し い 』、子 ど も の 皮 膚 が 赤 く な り 褥 瘡

が 悪 化 し て 、 先 に 医 師 が 『 駄 目 じ ゃ ん 』、『 一 月 1 回 の 点 滴 で 効 く は

ず な い か ら 、指 示 は 出 さ な い 』と 言 う 状 況 」で 、 J 氏 は「‘ 子 ど も に

必 要 な キ ュ ア ’ を 裏 付 け た い 。」  

「‘ 怖 く て 何 も 言 え な く な っ た ’お 母 さ ん に し っ か り 付 く 。」「 お 母

さ ん に と っ て ど う で あ り 、 お 子 さ ん が そ う な る か 、 ダ イ レ ク ト ケ ア

で 色 々 な 知 識 を 使 い 、 整 理 す る 。」「 お 母 さ ん か ら み て 『 こ の 子 は い

つ も こ う 』、だ か ら 、調 子 い い 、 1 年 良 く も 悪 く も な ら な い 。」「 お 母

さ ん が 今 ま で 過 ご し て き た 中 で 、 家 庭 事 情 、 必 死 に 子 ど も を 守 り た

い 気 持 ち 、 態 度 が 出 ち ゃ う 理 由 を 、 ス タ ッ フ に は 伝 え る 。」「 実 際 の

ケ ア を ス タ ッ フ 自 身 が 考 え て い け る 、‘ 難 し い ’と は 感 じ な が ら も 一

部 で も 共 感 し て も ら え れ ば 新 た な ケ ア と し て 繋 が る 。」  

「 お 母 さ ん が ‘ 大 事 に し て い る こ と ’ が 見 え て き た ら 医 師 に 『 こ

う い う 方 向 で 診 れ な い か な ？ 』、訪 問 看 護 の 指 示 書‘ 先 生 の 腕 次 第 ’、

薬 の 使 い 方 を 含 め て 医 師 に 伝 え 、 調 整 す る 。」「 医 師 が 考 え る エ ビ デ

ン ス は 大 事 、 医 学 的 根 拠 が 分 か ら な い か ら 点 滴 が 必 要 な い の で は な

く 、 医 師 へ 『 褥 瘡 を 良 く す る 方 法 や 薬 を 何 か 探 し て 』 と 依 頼 す る 。」 

「 お 母 さ ん の ケ ア は 間 違 っ て な い 、 ど う 伝 え た ら い い の か 、 お 母

さ ん へ ‘ 最 近 の 気 候 が 悪 い か ら ’‘ 汗 ひ ど い か ら ’‘ ど ん な に 頑 張 っ

て も 良 く な ら な い か ら ’、『 先 生 が こ れ 塗 っ た ら ？ っ て 言 う 薬 を も ら

っ て も い い ん じ ゃ な い ？ 』 と 。 医 師 へ は 『 こ う ゆ う ふ う に 言 葉 を 選



44 

 

べ ば お 母 さ ん が 分 か る 』 と 調 整 す る 。」「 医 師 は そ の 子 が 入 院 1 年 し

て な い と い う ア ウ ト カ ム で 納 得 。 お 母 さ ん の 感 覚 は 『 こ の 1 カ 月 、

い つ も と 違 う 位 す ご く 調 子 が 良 か っ た 』『 全 然 、 い い 』 と な っ た 。」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

J 氏 は 、 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も を 在 宅 で み て い る 母 親 が

子 ど も に 必 要 と 考 え て 希 望 す る 治 療 や 処 方 に 関 す る 内 容 や 思 い を 受

診 時 に 医 師 に し っ か り と 伝 え 、 医 師 は 母 親 の 話 を 聴 い て 受 け 止 め て

欲 し い と い う 願 い を も っ て い た 。 J 氏 は 、 医 師 に 何 も 言 え な く な っ

た 母 親 と の 不 調 和 な 二 者 関 係 を 捉 え 、 母 親 に 関 わ る こ と を 任 せ て も

ら う こ と を 医 師 に 相 談 し て い た 。 治 療 適 応 と 判 断 し が た い 、 治 療 効

果 が 見 え 辛 い 子 ど も の 症 状 と 経 過 を 見 て 、 点 滴 の エ ビ デ ン ス を 確 認

し て い た 。 医 学 的 根 拠 が な い 場 合 に は 、 子 ど も に 必 要 な こ と は 何 か

に 焦 点 を あ て て 最 適 な 方 向 に 向 か う よ う に 母 親 が 大 事 に し て い る こ

と 整 理 し て い た 。 ス タ ッ フ が 母 親 に 共 感 し て 、 褥 瘡 の ケ ア 内 容 を 検

討 で き る よ う に 導 い て 、 子 ど も の コ ン デ ィ シ ョ ン を 整 え る 新 た な ケ

ア に 繋 ぐ 調 整 を し て い た 。 処 方 を す る 医 師 は 、 母 親 が 希 望 す る 治 療

の ア ウ ト カ ム と し て 、 そ の 子 が 入 院 せ ず 経 過 し て い る こ と と し て 納

得 し て い た 。 母 親 が 捉 え る 子 ど も の 良 い 状 態 が 実 現 し 、 母 親 が 外 来

受 診 時 に 医 師 と 話 す こ と が で き る 関 係 が 築 か れ た 。  

 

３ ） ＜ 厳 し い 治 療 想 定 に 揺 ら ぐ 中 で 子 ど も が 体 調 を 崩 さ な い こ

と を 基 準 に サ ー ビ ス を 選 択 す る 母 親 の 力 を 引 き 出 す ＞  

小 児 看 護 C N S は 、 子 ど も の 予 後 の 説 明 を 受 け た 母 親 の 気 持 ち を

受 け 止 め な が ら タ イ ミ ン グ を 掴 ん で 子 ど も の 声 を 代 弁 し 、 母 親 が 子

ど も の 体 調 を 維 持 で き る 方 法 を 選 ぶ 力 を 発 揮 す る こ と を 支 え て い た 。 

こ の サ ブ テ ー マ は 、E 氏 、M 氏 に 見 ら れ た 。代 表 ケ ー ス M 氏 に つ

い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 2 歳 ま で 治 療 で 入 退 院 を 繰 り 返 し た 子 、 お 母 さ ん が 最 初 、 そ の

子 を ず っ と 24 時 間 お 家 で 見 る の が と て も し ん ど か っ た 、 レ ス パ イ

ト を た く さ ん 使 え る よ う な 体 制 に 病 院 も し て く れ た 。」「 2 歳 位 の 子

ど も が 、 １ 週 間 、 お 母 さ ん と 離 れ る 、 い つ 来 て く れ る か な と 思 っ て

い る う ち に 、 し ん ど く な っ て く る 、 ず っ と 寝 た き り に な る 。 慣 れ た

場 所 で 知 っ て い る 看 護 師 、 医 療 者 が い る 場 所 で お 泊 り す る の と 意 味

が 違 う 。 色 々 な 人 の 手 、 一 人 一 人 、 ケ ア の 仕 方 、 触 り 方 、 違 う 。」  

「 も う 少 し お 母 さ ん が 頑 張 っ た ら 、上 手 く い く の で は ？ け れ ど も 、

入 院 繰 り 返 し て 慢 性 的 な 呼 吸 不 全 を 考 え た 時 、 こ の 子 は 、 ゆ く ゆ く
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は 人 工 呼 吸 器 管 理 に な る こ と を 主 治 医 か ら お 母 さ ん も 言 わ れ て い

た 。」「 ご 家 族 の 体 制 、 背 景 を 考 え た と き に 、 お 母 さ ん 、 す ご く 不 安

で 揺 ら い で 、 そ の 子 の 障 害 自 体 を 十 分 に 受 け 入 れ き れ て な い 。 お 母

さ ん へ 、 ど う 伝 え て い く か は す ご く 難 し い 。」「 レ ス パ イ ト を 利 用 す

る と 体 調 を 崩 す こ と が 頻 繁 に 起 こ っ た 時 に 、 お 母 さ ん か ら 『 ど う で

す か ね ？ 』 と 聞 か れ た の で 、 正 直 に 話 し た 。」「 多 分 、 こ の 子 は お 母

さ ん の た め に は 頑 張 っ て は い る と 思 う 、『 本 当 は お 母 さ ん の 側 に い た

い 』」と 言 葉 で 伝 え た 。」「 お 母 さ ん 、す ご く ひ ど く 落 ち 込 ん だ 。」「 お

母 さ ん へ「 無 理 し な い で ね 」「 レ ス パ イ ト は 開 け て い る よ 」と ず っ と

言 い 、伝 え 、最 終 的 に お 母 さ ん に 選 ば れ た の は『（ 子 ど も が ）体 調 崩

し た ら 嫌 な の で （ レ ス パ イ ト ） や め ま す 』 だ っ た 。」  

「 そ の 結 果 、1～ 2 か 月 レ ス パ イ ト を 使 わ な い 期 間 、子 ど も は 全 く

体 調 を 崩 さ ず に 過 ご せ た 。 通 園 に も ‘ た っ く さ ん ’ 通 う こ と が で き

て 、 元 気 に 過 ご せ た 。 リ ハ ビ リ も し っ か り 受 け る こ と が で き て 、 お

母 さ ん も 確 信 に 変 わ っ た 。」「 今 は 、 レ ス パ イ ト 使 っ て も そ こ ま で 体

調 崩 さ ず に 、 過 ご せ る よ う に な っ た 、 1 週 間 の レ ス パ イ ト 使 う こ と

は な く な っ た 。」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

 M 氏 は 、 レ ス パ イ ト 入 院 を 引 き 金 に し て 頻 繁 に 体 調 を 崩 し て 治 療

入 院 を す る 子 ど も の 立 場 で そ の 体 験 の 意 味 を 捉 え て い た 。 乳 児 期 か

ら 入 退 院 を 繰 り 返 し て 在 宅 療 養 に 移 行 し た 幼 児 期 の 子 ど も の 障 害 を

十 分 に 受 け 入 れ 切 れ て い な い 母 親 の 負 担 を 考 慮 し て 体 制 が し か れ て

い た が 、 治 療 を 必 要 と す る 体 調 不 良 に 伴 い 、 慢 性 的 な 呼 吸 不 全 と な

り 人 工 呼 吸 器 管 理 を 必 要 と す る 転 帰 と な る リ ス ク が あ り 、 家 族 で は

抱 え き れ な い 可 能 性 が あ る と 査 定 し て 回 避 し た い と 考 え た 。 体 調 不

良 が 続 い た 場 合 の 今 後 の 治 療 想 定 を 知 り 不 安 で 揺 ら ぐ 母 親 か ら 尋 ね

ら れ た タ イ ミ ン グ で 、 母 親 の ‘ し ん ど さ ’ と レ ス パ イ ト の 必 要 性 を

理 解 し て い る こ と を 伝 え て 、 本 当 は お 母 さ ん の 側 に い た い 子 ど も の

立 場 を 説 明 し た 。 他 に 受 け ら れ る 支 援 の 選 択 肢 も 提 示 し な が ら 、 母

親 が 無 理 を せ ず に 選 択 で き る よ う に 支 援 を 続 け た 。 サ ー ビ ス の 利 用

基 準 は 子 ど も が 体 調 を 崩 さ な い こ と と す る 選 択 に 母 親 は 確 信 を も ち 、

子 ど も は 元 気 に 過 ご せ る 効 果 が 見 ら れ た 。  

 

４ ） ＜ 予 後 を 見 通 し て 両 親 と 対 話 を 重 ね 必 要 な ケ ア を 取 り 入 れ

て 子 ど も の 生 活 の 質 を 高 め る ＞  

小 児 看 護 C N S が 治 療 後 の 子 ど も の 病 気 の 経 過 を 予 想 し て 、 家 で

子 ど も と 生 活 す る と い う 現 実 に 向 き 合 い な が ら 質 を 高 め る ケ ア を 一

緒 に 考 え て 、 両 親 が 希 望 す る リ ハ ビ リ を 組 み 込 む こ と で あ っ た 。  
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こ の サ ブ テ ー マ は 、 F 氏 に 見 ら れ た 。 代 表 ケ ー ス F 氏 に つ い て 以

下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 生 後 １ か 月 の 乳 児 、 入 院 翌 日 の 心 臓 手 術 の 直 前 に 脳 出 血 、 脳 浮

腫 、蘇 生 後 脳 症 。」「 お 父 さ ん は「（ 医 療 的 ケ ア の ）手 技 を 教 え 込 ま れ

て 在 宅 に 帰 り 、 そ の 結 果 亡 く な る 、 と ホ ー ム ペ ー ジ に 情 報 が あ る 、

こ の 子 を 亡 く す よ う な こ と は し た く な い 」 と 、 先 を 見 て 、 ず っ と 言

っ て い た 。」「『 考 え ら れ な い 』と お 父 さ ん 泣 い て い た り し た 。」「 自 分

た ち の せ い で 亡 く な っ て し ま っ た と 家 族 に 思 わ せ る こ と が ダ メ 。 十

分 で き な か っ た か ら 亡 く な っ ち ゃ っ て 『 ご め ん ね 』 っ て 思 い に さ せ

ち ゃ い け な い 。」  

「 お 父 さ ん た ち が お 家 に 連 れ て 帰 ろ う と 思 え る よ う に な り 、 受 け

入 れ て い っ て も ら い た か っ た 。」「 お 家 で い つ か は 過 ご し て も ら い た

い 、医 療 者 が そ う し て も ら い た い と 誘 導 す る の で は な く 、お 父 さ ん 、

家 族 に 受 け 入 れ て い っ て も ら い た か っ た 。」「『 無 理 に 帰 さ れ た 』っ て

い う 思 い に な ら な い で 、 み ん な が 過 ご せ る と い い 。」「 私 の 役 目 は 、

先 を 見 通 し て 、 リ ハ ビ リ 、 嚥 下 訓 練 、 抱 っ こ 、 起 こ す 、 バ ギ ー に の

る と か 長 期 的 な 、 時 期 に 合 わ せ た ケ ア を 一 緒 に 考 え て 、 や っ て い く

こ と 。」「 主 治 医 と 話 し な が ら 、 レ ス パ イ ト 先 病 院 、 リ ハ ビ リ 病 院 を

調 整 す る 。」「 看 護 師 も 口 腔 ケ ア は や っ て い た 、や っ て い た け れ ど も 、

病 態 か ら 口 腔 ケ ア の 目 的 を 嚥 下 と 思 え な か っ た 。」「 だ け ど ご 両 親 は

自 分 達 で 調 べ て『 も っ と 口 か ら 刺 激 を し た い 』『 リ ハ ビ リ と し て 色 々

や り た い 』、 ス タ ッ フ も そ う 思 っ て き た 。」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

F 氏 は 、 両 親 が 自 分 達 の せ い 子 ど も が 在 宅 で 体 調 が 変 化 し て 亡 く

な っ た 、 と 自 責 の 念 に か ら れ る こ と の な い 様 に 、 子 ど も の 予 後 を 含

め た 先 を 見 通 し て 、 子 ど も に 合 わ せ た ケ ア を 家 族 と 一 緒 に 考 え て い

く こ と は 重 要 な 役 目 で あ る と 捉 え て い た 。 F 氏 は 家 族 が 子 ど も を 家

に 連 れ て 帰 ろ う と い う 思 い を 持 ち 、 子 ど も と の 生 活 を 受 け 入 れ て い

け る よ う に な る こ と を 見 据 え 、 家 族 と 対 話 す る 機 会 を 重 ね て い た 。

医 療 者 が 誘 導 す る の で は な い 医 療 的 ケ ア の 手 技 習 得 と 、 体 調 が 安 定

す る 治 療 後 の リ ハ ビ リ と し て 起 こ す 、 抱 っ こ す る 、 バ ギ ー に 乗 る 等

の 生 活 の 質 を 高 め な が ら 長 期 的 に 必 要 と な る ケ ア を 家 族 と 一 緒 に 見

出 し て い た 。 主 治 医 と リ ハ ビ リ 病 院 や レ ス パ イ ト 先 を 話 し 合 い 、 入

院 中 か ら 長 期 的 な 視 点 で 調 整 し て い た 。 子 ど も の 自 宅 療 養 を 考 え ら

れ な か っ た 両 親 は 、 お 家 に 連 れ て 帰 る 前 提 で 子 ど も と 過 ご す よ う に

な る 中 で 日 常 生 活 行 動 を 拡 げ る ケ ア を 取 り 入 れ た い 要 望 を 表 出 し 、
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身 体 機 能 を 考 慮 し た 嚥 下 訓 練 の 開 始 に 繋 が っ た 。  

 

５ ） ＜ 家 族 の 意 向 を 紐 解 き 、 子 ど も の 病 状 を 見 極 め て 家 族 の 選

択 に 子 ど も の 意 向 を 取 り 入 れ た 早 期 治 療 を 組 み 込 む ＞  

小 児 看 護 C N S が 治 療 に 関 す る 家 族 の 要 望 に は 子 ど も を 思 う 気 持

ち に 始 点 が あ る こ と を 捉 え 、 生 命 の 危 機 を 回 避 す る 治 療 の 必 要 性 の

根 拠 と 子 ど も の 持 つ 力 を 説 明 し 、 治 療 計 画 を 早 め る 意 思 決 定 を 支 援

す る こ と で あ っ た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、Ｅ 氏 に 見 ら れ た 。代 表 ケ ー ス E 氏 に つ い て 以

下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 子 ど も に 能 力 が あ る 、 家 族 へ 段 取 り を 踏 ん で 説 明 す る 。 共 通 す

る 大 事 な 視 点 は 子 ど も ら し く 生 活 す る た め に 必 要 な こ と 、 ど う し た

ら い い の か 、 究 極 的 な 視 点 に 生 じ る 差 （ ギ ャ ッ プ ） を 埋 め る の が 私

た ち の ア セ ス メ ン ト 。」「『 学 校 が す ご く 好 き で 通 い た い 』、 今 す ぐ に

で も 気 管 切 開 を し て あ げ た い 位 に C O 2 が 溜 ま っ て い る 神 経 疾 患 の

高 校 生 が 気 管 切 開 を す る 意 思 決 定 を し て 、『 気 管 切 開 、 し よ う 。』 っ

て な っ た 。 外 科 医 師 は そ の 前 面 の 背 景 の 理 解 で は な く 、 家 族 が 『 稲

刈 り が 終 わ り 面 会 に 来 る こ と が で き る 時 間 を 使 え る 秋 に す る 』っ て 、

秋 に 手 術 の 予 約 を し た 。」   

E 氏 は「 先 生 、そ れ は 全 然 違 う よ 。す ぐ（ 手 術 を ）や っ て ほ し い 。」  

「 も う 一 回 ご 家 族 に 電 話 を し て 身 体 的 な ア セ ス メ ン ト も 示 し て 、

家 族 に 状 況 を 説 明 し た 。」「 緊 急 性 が あ る の か も し れ な い か ら 、 一 時

で も 早 い 方 が い い よ ね 。入 院 中 は（ 中 略 ）一 応 24 時 間 ず っ と 看 て い

る か ら 、（ 面 会 は 家 族 が ）来 る こ と が で き る 時 間 帯 で 大 丈 夫 だ よ 。も

う 17 歳 に な っ た し 大 丈 夫 だ よ 。 っ て 。 入 院 日 を 早 め た ん で す け ど

ね 。」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

Ｅ 氏 は 、 実 践 を 思 考 す る 拠 り 所 と し て ‘ 子 ど も ら し く 生 活 す る た

め に 必 要 な こ と は 何 か 、 ど う し た ら よ い の か 。 子 ど も に は 能 力 が あ

る 。’と い う 視 点 が 最 も 重 要 で あ る と 考 え て い た 。 E 氏 は 、家 族 の 意

向 に 沿 っ て 決 定 さ れ た 子 ど も の 手 術 日 に つ い て 、 子 ど も の 生 理 的 指

標 か ら 手 術 の 必 要 性 と 緊 急 性 を 判 断 し て 、 医 師 に 手 術 日 の 再 検 討 を

提 案 し て い た 。 家 族 の 意 向 を 紐 解 い て 、 入 院 中 に 付 き 添 え な い 期 間

に 手 術 を す る と 親 の 責 任 が 果 た せ な い と 考 え て い た こ と を 受 け 止 め

た 。 医 師 と 共 に 、 子 ど も の 手 術 の 必 要 性 と 緊 急 性 を 家 族 に 説 明 す る

中 で 、 子 ど も は 成 長 発 達 し て い て 力 が あ る こ と 、 入 院 中 は 看 護 師 が
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子 ど も の 対 応 が で き る こ と を 保 障 し て い た 。 学 校 に 通 い た い と い う

子 ど も の 意 向 を 家 族 に 示 し て 、 手 術 と 医 療 的 ケ ア の 早 期 実 施 に む け

て 進 め て い た 。そ の 結 果 、家 族 は 、子 ど も の 手 術 の 必 要 性 と 緊 急 性 、

子 ど も の 意 向 の 理 解 に 基 づ い て 手 術 日 を 早 め る 意 思 決 定 に 至 っ た 。  

 

５ ． 治 療 の 効 能 を 手 が か り に 、 子 ど も の 意 向 を 読 み 取 り な が ら そ

の 子 に 合 っ た 独 自 の ケ ア を 創 る  

【 治 療 の 効 能 を 手 が か り に 、 子 ど も の 意 向 を 読 み 取 り な が ら そ の

子 に 合 っ た 独 自 の ケ ア を 創 る 】は ３ つ の サ ブ テ ー マ か ら 生 成 さ れ た 。

す な わ ち ＜ 教 員 が 納 得 す る エ ビ デ ン ス 入 り の「 そ の 子 の マ ニ ュ ア ル 」

を 作 成 し 呼 吸 器 は か ら だ の 一 部 と 理 解 を 得 て 学 習 活 動 の 幅 を 広 げ る

＞ ＜ 複 数 の 人 で 行 う 「 こ の 子 の ケ ア の 形 」 を つ く り 呼 吸 器 が 必 要 な

子 ど も と 家 族 の 暮 ら し が 成 り 立 つ よ う に 導 く ＞ ＜ 子 ど も の 意 欲 を 読

み 取 り 医 師 の 見 立 て と 生 理 学 的 指 標 を 確 認 し な が ら 専 門 職 の 力 を 結

集 し て 安 全 な 運 動 を 実 現 す る ＞ で あ っ た 。  

 

１ ）＜ 教 員 が 納 得 す る エ ビ デ ン ス 入 り の「 そ の 子 の マ ニ ュ ア ル 」

を 作 成 し 呼 吸 器 は か ら だ の 一 部 と 理 解 を 得 て 学 習 活 動 の 幅 を

広 げ る ＞  

小 児 看 護 C N S は 、呼 吸 器 の ア ラ ー ム が 示 す 意 味 を 、そ の 子 の 標 準

値 や 授 業 に 絡 め て 具 体 例 を 明 示 し た マ ニ ュ ア ル を 作 成 し 、 教 員 の 困

惑 を 払 拭 し て 子 ど も が 学 校 で の 活 動 を 楽 し め る よ う に し て い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、 Ｉ 氏 、 L 氏 に 見 ら れ た 。 代 表 ケ ー ス I 氏 に つ

い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 特 別 支 援 学 校 の 先 生 達 、子 ど も の 病 態 と 呼 吸 器 に 困 惑 し て い た 。」

『 呼 吸 器 が よ く 分 か ら な い 』『 調 べ る と 正 常 と 異 常 っ て あ る け ど 』と

言 わ れ た 。」「 色 々 調 べ な が ら 写 真 を 載 せ て ‘ そ の 子 の マ ニ ュ ア ル ’

を 作 っ た 。」「 先 生 が 納 得 で き る エ ビ デ ン ス を ス イ っ と つ け て 。」  

「 ア ラ ー ム が な る っ て こ と も 全 部 授 業 に か ら め て 。」「 家 庭 科 の 授

業 で 一 生 懸 命 洗 濯 し て い た ら 換 気 量 が 上 が っ ち ゃ っ た 。」「『 彼 女 の 正

常 範 囲 は こ れ 位 で す よ 、 リ ー ク が 多 い 理 由 は こ う ゆ う こ と 、 笑 う と

リ ー ク が 増 え る ん で す 』 っ て 。」「 自 発 呼 吸 が あ る た め パ ン チ ン グ 、

呼 吸 器 の 異 常 や 本 人 が 苦 し い と か じ ゃ な い 、 呼 吸 器 が 示 し て い る の

は 本 人 の 気 持 ち と サ イ ン 。」「 呼 吸 器 は か ら だ の 一 部 っ て 認 識 を も つ

こ と が 先 生 に ヒ ッ ト す る ん だ っ て 感 じ て 。」「 写 真 掲 載 、 彼 女 の デ ー

タ の 範 囲 、 お 母 さ ん に 確 認 、 そ の 子 の マ ニ ュ ア ル と し て 出 し て 『 お

母 さ ん 、 こ れ で い い で す か ？ 』『 い い よ 』 っ て い っ て く れ た の で 。」



49 

 

「 教 育 の 人 に 橋 渡 し 」「 看 護 師 が で き る プ ッ シ ュ っ て す ご い 意 義 が あ

る こ と 。」「 そ こ か ら 、 先 生 た ち 、 グ イ グ イ グ イ グ イ 、 イ ケ イ ケ に な

っ て く れ た 。」  

「 在 宅 で 過 ご さ れ る 方 っ て そ の 場 そ の 場 で 楽 し く 過 ご し た い の に

医 療 が あ る か ら こ そ 制 限 さ れ る 、 し か も 根 拠 の な い 制 限 っ て い っ ぱ

い あ っ た り す る 。医 療 的 ケ ア が 学 習 を 妨 げ て い る も の に ア プ ロ ー チ 。」

「 ド ク タ ー は ホ ル モ ン が 乱 れ て 痙 攣 が 多 く な る 、 精 神 状 態 が ア ン バ

ラ ン ス に な っ て と か は 一 杯 伝 え ら れ る け ど 、 本 来 の 成 長 発 達 の 喜 び

み た い な こ と は 私 達 得 意 。」「 必 要 な の は 色 々 な 視 点 。 ド ク タ ー な り

の 仕 方 、 看 護 師 の ケ ア と キ ュ ア の 融 合 の 仕 方 っ て 色 々 あ る か ら 、 ど

ち ら の い い と こ ろ も も っ と 合 体 さ せ ち ゃ え 、い ろ ん な 職 種 、保 育 士 、

福 祉 士 、PT 等 の ケ ア と キ ュ ア の 融 合 を さ ら に ギ ュ ッ と 。合 体 ス ー パ

ー ト リ ブ ル 融 合 」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

I 氏 は 、そ の 子 の 病 態 、症 状 、治 療 と 成 長 発 達 し て い る 子 ど も の 生

活 の 喜 び や 尊 厳 を ま も る 看 護 の 視 点 を 、 他 職 種 の 視 点 と 合 わ せ て そ

の 子 を 中 心 と し た 個 別 性 の あ る ケ ア を 創 る こ と が 重 要 で あ る と 考 え

て い た 。 子 ど も の 呼 吸 器 の ア ラ ー ム が 鳴 る こ と を 理 解 不 能 な 異 常 事

態 と 捉 え て 不 安 を 抱 い て い た 支 援 学 級 の 教 員 に 、 授 業 内 容 に 応 じ て

子 ど も の 身 体 の 中 で 起 こ る 変 化 と そ の 理 由 を 明 快 に 示 し た 。 根 拠 の

な い 制 限 が 子 ど も に か か ら な い よ う に 、 そ の 子 の 標 準 範 囲 と 気 持 ち

と か ら だ の 中 で 起 き る 変 化 が 子 ど も の 身 体 の 一 部 で あ る 機 器 に 示 さ

れ る こ と に つ い て 説 明 し て 教 員 の 納 得 を 得 て い た 。 視 覚 的 に も 理 解

し や す い 写 真 を 取 り 入 れ た 『 そ の 子 の マ ニ ュ ア ル 』 に ア ラ ー ム は 機

器 の 異 常 や 本 人 の 苦 痛 だ け を 表 現 し て い る 訳 で は な い こ と も 盛 り 込

み 、 子 ど も に 相 応 し い 内 容 か を 母 親 に 確 認 し て 作 成 し た 。 子 ど も を

中 心 に 協 働 で き る よ う に 治 療 を 担 う 専 門 職 と 生 活 を 支 え る 専 門 職 と

家 族 を つ な ぎ 、 支 援 学 級 で の 子 ど も の 活 動 の 幅 を 広 げ て い た 。  

 

２ ） ＜ 複 数 の 人 で 行 う 「 こ の 子 の ケ ア の 形 」 を つ く り 呼 吸 器 が

必 要 な 子 ど も と 家 族 の 暮 ら し が 成 り 立 つ よ う に 導 く ＞  

小 児 看 護 C N S は 、退 院 時 の 姿 を 想 定 し た 目 標 を 立 て 、訪 問 看 護 師

も 絡 め て 複 数 の 人 々 が で き る ケ ア を 増 や し 、呼 吸 器 を 必 要 と す る「 こ

の 子 の ケ ア の 形 」を つ く り 、社 会 資 源 を 取 り 入 れ る 体 制 を 強 化 し て 、

家 族 一 人 一 人 の 生 活 や 仕 事 の 継 続 が 成 り 立 つ よ う に し て い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、 K 氏 、 B 氏 、 F 氏 に 見 ら れ た 。 代 表 ケ ー ス K

氏 に つ い て 以 下 で 説 明 を す る 。  
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〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 本 当 に 呼 吸 器 だ け は 家 族 の 負 担 も す ご く 大 き い 。NIC U の チ ー ム

の 、 こ の 子 の ゴ ー ル は ど こ ？ 目 的 を 共 有 し 、 問 題 点 を 整 理 す る 。」

「 NICU で 退 院 時 の 姿 の 見 通 し が 立 っ た 時 点 で 、『 呼 吸 器 を も っ て 帰

り ま す 。お 家 に 帰 る 練 習 を す る と い う 意 味 で 病 棟 に 移 り ま す 。』と イ

メ ー ジ を 明 示 し て ス タ ー ト 。」「 こ の 子 が 家 で 暮 ら し て い る イ メ ー ジ

っ て 何 ？ 」「 訪 問 看 護 師 を 絡 め て 家 の レ イ ア ウ ト と か 調 整 を 訪 問 看 護

師 と お 母 さ ん で 調 整 し て も ら う 役 割 を 振 る 、 関 係 性 が で き て い く 。」 

「 子 ど も が『 に こ っ 』と 笑 う 等 、‘ 社 会 性 の 芽 吹 き ’が 見 え て き た

ら 、 医 療 ケ ア が で き る 児 童 デ イ サ ー ビ ス も 含 め て 調 整 す る 。 転 居 し

て も 通 用 す る あ り 方 に 変 え て い く 。」  

「 こ の 子 の ケ ア の 形 で み ん な が で き る プ ラ ン を 立 て て 、『 こ の 期 間

ま で 強 化 週 間 に ど う で す か ？ 調 整 で き そ う で す か ？ 』『 最 初 1 カ 月

は 余 り あ ち こ ち 行 け な い 、仕 事 の 調 整 を し て く だ さ い ね 』、お 母 さ ん

に も 役 割 を 与 え 仕 事 の 調 整 を し て も ら っ た り 、 お 父 さ ん が 何 も で き

な い 状 態 で 子 ど も が 帰 る こ と が な い よ う に 、『 お 父 さ ん も 少 し 仕 事 を

調 整 し て く だ さ い ね 』 と 予 告 す る 。」「 お 父 さ ん が 来 れ る 日 の カ レ ン

ダ ー を 作 り 指 導 計 画 、お 母 さ ん が『 こ れ 位 だ っ た ら 見 れ そ う か な ？ 』

と 思 え る よ う な 期 間 、 場 面 を 作 り 、 た く さ ん 接 し て 肌 で 知 っ て 感 じ

て 、 ケ ア に 参 加 し て も ら う 。」  

「 こ の 子 の ケ ア の 形 で 、 泣 い て い る と き は お む つ を 見 ま し ょ う 、

ミ ト ン 、 泣 く こ と で チ ア ノ ー ゼ が 出 現 す る こ と の 影 響 の 見 極 め 、 経

管 栄 養 チ ュ ー ブ の 貼 り 方 等 、 お 母 さ ん だ け で な く 、 複 数 の 人 が で き

る プ ラ ン を 立 て る 。」「 経 管 栄 養 チ ュ ー ブ の 入 れ ら れ た 時 の 子 ど も の

反 応 、 取 る の が 巧 み な 子 ど も の 貼 り 方 の 工 夫 、 ミ ト ン 着 用 、 泣 い て

チ ア ノ ー ゼ 出 現 等 か ら 見 極 め て 、 複 数 の 人 が で き る 状 態 で 帰 る 。」  

「 お 母 さ ん の 中 で 『 い け る ん じ ゃ な い の ？ 』 と 気 持 ち が 絶 対 芽 生

え て く る 。」「 全 部 見 立 て を 立 て 、『 こ の ケ ア だ っ た ら で き る ね 』の パ

ー ツ を 増 や し 、『 家 に 連 れ て 帰 り 横 で 寝 か し て み た い 』と 気 持 ち が で

き る 位 の 準 備 期 間 を 持 つ 。」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

K 氏 は 、子 ど も が N I C U か ら 病 棟 へ 移 床 す る 前 に 、 呼 吸 器 が 必 要

な 子 ど も の 退 院 時 の 姿 を 想 定 し た 目 標 を 見 出 し 、 退 院 に む け た 家 族

へ の 支 援 を 始 め て い た 。 子 ど も が 家 で 暮 ら す イ メ ー ジ を 家 族 が も て

る よ う に 、 主 に ケ ア を 担 う 人 に ケ ア に 参 加 し て も ら い な が ら 、 退 院

に む け た プ ラ ン に 訪 問 看 護 師 を 絡 め て い た 。 子 ど も の 社 会 性 の 発 達

の 芽 生 え に 着 目 し て 通 所 支 援 の 導 入 を 調 整 し て い た 。 家 族 と N I C U

の チ ー ム で 家 庭 で 問 題 と な る 点 を 共 有 し て 整 理 し て い た 。 退 院 を 見
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通 し た 仕 事 の 調 整 を 家 族 に 提 案 し て 、 子 ど も の ケ ア 体 制 強 化 と 家 族

一 人 ひ と り の 生 活 や 仕 事 の 継 続 が 成 り 立 つ よ う に 導 い て い た 。 子 ど

も の 医 療 的 ケ ア の 留 意 点 や 工 夫 点 を 複 数 の 人 が 実 施 で き 、 転 居 し て

も 対 応 可 能 な よ う に 調 整 し て い た 。 家 族 に ケ ア の 参 加 を 促 し て 、 家

族 が で き る ケ ア を 増 や し 、 子 ど も と 暮 ら す 願 い や 自 信 を 持 て る よ う

に 支 援 し て い た 。 家 族 が 訪 問 看 護 師 と 関 係 性 を 築 く 準 備 期 間 を 通 し

て 、 子 ど も の 反 応 や 症 状 を み て ケ ア で き る 体 制 を 創 っ て い た 。  

 

３ ） ＜ 子 ど も の 意 欲 を 読 み 取 り 医 師 の 見 立 て と 生 理 学 的 指 標 を

確 認 し な が ら 専 門 職 の 力 を 結 集 し て 安 全 な 運 動 を 実 現 す る ＞  

小 児 看 護 C N S は 、子 ど も の 運 動 し た い 意 気 込 み を 捉 え て 、安 全 を

保 障 す る た め に 、 医 師 の 見 立 て と 理 学 療 法 、 作 業 療 法 時 、 保 育 時 の

生 理 学 的 指 標 を 確 認 し て 見 極 め 、 多 職 種 協 働 で 方 法 を 見 出 し て 呼 吸

状 態 が 悪 化 す る こ と な く 楽 し く 運 動 会 や プ ー ル に 参 加 す る 経 験 に 繋

い で い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、M 氏 、N 氏 に 見 ら れ た 。代 表 ケ ー ス M 氏 に つ

い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 気 管 切 開 が あ る 5 歳 の 子 ど も が 、リ ハ ビ リ で S R C ( S p o n t a n e o u s  

R e a c t i o n  C o n t r o l  Wa l k e r： 自 発 的 反 応 調 節 歩 行 器 )を 使 っ て い る 様

子 を 見 て 、 そ の 子 の 顔 も 真 赤 に な り 、 脈 も 上 が り 、 長 く 座 っ て い ら

れ る 状 態 じ ゃ な い こ と が 見 て 取 れ た 。」「 安 全 が 保 た れ て 運 動 会 に 楽

し く 参 加 が で き る 状 況 か ？ 」「 そ の 子 に 聞 い て い く と 、言 葉 で な く 表

情 で 『 や り た い 』 と 。」「 リ ハ ビ リ の 先 生 と 相 談 が 必 要 と 判 断 し て 相

談 、『‘ 反 対 ’ に 乗 る っ て 方 法 も あ る よ 』 と ア ド バ イ ス を も ら っ た 。」

S R C を 動 か す の は お 母 さ ん と ス タ ッ フ と し て 、い つ も の 姿 勢 に よ り

近 く て 安 定 し た 状 態 か 、 バ イ タ ル サ イ ン を 見 て 、 サ チ ュ レ ー シ ョ ン

が 落 ち な い か 確 認 し た 。」  

「 運 動 会 前 の 2 週 間 に 、理 学 療 法 が 週 2 回 、作 業 療 法 が 1 回 あ り 、

3 人 の 先 生 た ち が リ ハ の 時 間 の 度 に や っ て み て い る と こ ろ で 一 緒 に

確 認 し た 。『 こ れ だ っ た ら い け る ね 。』 と 運 動 会 で 安 全 に 参 加 で き る

方 法 で あ る こ と を 共 有 し た 。」「 そ の 子 は 運 動 会 に 来 た 時 か ら 張 り 切

っ て キ ラ キ ラ し て て 、 最 終 的 に で き た 。」「 看 護 の 視 点 は 安 全 に で き

る か 、来 年 に 向 け て 何 が で き る か 考 え て い く 。「 日 中 に 動 け て い る 時

は も う 少 し 座 る 練 習 、 日 頃 か ら し よ う か ？ と つ な が っ て い く 。」  

「 医 療 的 ケ ア を し て い る 子 ど も た ち も 気 管 切 開 し て い る 子 ど も た

ち も『 泳 げ る 』『 濡 れ な い よ う に 工 夫 す れ ば 必 ず や で き る 』と い う と 、

保 育 士 さ ん が 『 や っ て み よ う 』 と 声 を 出 し て く れ る 。 ほ ど ん ど の 先
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生 が『 や っ て み た ら 』、主 治 医 の 先 生 は『 何 か 感 染 と か 起 こ し た と き

に は 、 自 分 た ち が 責 任 を 持 っ て 全 力 で 治 す の で 。 や り た い こ と を や

ら し て あ げ て く だ さ い 』 と い う 。」「 リ ハ の 先 生 も 、 い ろ い ろ な 工 夫

を 、 生 活 の 中 で そ の 子 た ち が 動 け る よ う に 、 遊 べ る よ う に 、 手 の 動

き 、足 の 動 き に 合 わ せ て 浮 き 輪 を 工 夫 し て く れ る 。」「 遊 べ て 、‘ 楽 し

い ね ‘ と う ま く い く 。 プ ー ル で 泳 ぐ 浮 き 輪 を 持 っ て 翌 年 か ら 保 育 園

に 行 け る よ う に な っ た 子 ど も の ケ ー ス は 、 母 子 通 園 を 卒 園 し て 年 長

と し て 保 育 園 に 通 園 、 感 染 も 起 こ さ ず 筋 肉 も つ き 特 別 支 援 学 校 と い

う 選 択 肢 は 家 族 に は も う 全 く な い 。」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

 M 氏 は 、 地 域 の 運 動 会 で 子 ど も が や り た い と 希 望 す る 気 持 ち を 捉

え 、 新 し く 挑 戦 す る 運 動 が 楽 し く 呼 吸 状 態 を 悪 化 さ せ ず に 安 全 に で

き る よ う に ス テ ッ プ を ふ む 方 針 を 立 て て い た 。 リ ハ ビ リ 科 と 小 児 科

の 医 師 に 相 談 し て 医 学 的 見 解 を 確 認 し て 実 現 可 能 な 方 法 の 提 案 を 医

師 か ら 受 け て い た 。 子 ど も の 全 身 状 態 や 感 染 症 罹 患 時 の 治 療 を 考 慮

し な が ら 、 や り た い こ と を や ら せ て あ げ た い と い う 多 職 種 の 協 同 に

つ な げ て い た 。 理 学 療 法 、 作 業 療 法 、 保 育 中 の 生 理 学 的 な 指 標 を も

と に そ の 子 の 安 全 を 保 障 す る 視 点 で 注 意 深 く 見 て 確 か め て い た 。 子

ど も が 運 動 を 練 習 す る 機 会 に 見 守 り を 重 ね 、 大 人 が ど こ を 助 力 す る

と 希 望 す る 運 動 を で き る か を 見 極 め て 、 工 夫 の 共 有 を 積 み 重 ね て い

た 。 子 ど も の 生 活 状 況 や 先 の 成 長 発 達 を 見 据 え て 準 備 で き る こ と を

考 え て 、 筋 力 を つ け る た め に 日 頃 か ら 日 中 に 座 位 の 練 習 を も う 少 し

取 り 入 れ る こ と を 提 案 し た 。 子 ど も は 、 運 動 会 へ の 参 加 と 練 習 を 重

ね た 運 動 を 通 し て 安 全 に 達 成 感 の あ る 経 験 が で き た 。  

 

６ ． 治 療 や 療 養 生 活 を 見 通 し な が ら 、 母 親 の 力 の 育 成 や 自 分 ら し

さ を 保 つ こ と を 後 押 し す る  

【 治 療 や 療 養 生 活 を 見 通 し な が ら 、 母 親 の 力 の 育 成 や 自 分 ら し さ

を 保 つ こ と を 後 押 し す る 】 は ３ つ の サ ブ テ ー マ か ら 生 成 さ れ た 。 す

な わ ち ＜ 病 状 と 成 長 を 見 据 え て 子 ど も の 力 を 伸 ば し な が ら 母 親 が 自

分 ら し く 過 ご す 時 間 を 持 つ こ と を 支 え る ＞ ＜ 治 療 の 見 通 し が 立 た

な い 子 ど も の 傍 ら で 、 子 ど も の 生 活 を 振 り 返 り 意 味 づ け る こ と を 支

援 す る ＞ ＜ 医 療 的 ケ ア や 介 護 か ら く る 困 難 さ に 理 解 を 示 し つ つ 、 母

親 の 育 児 力 を つ け て い く ＞ で あ っ た 。  

 

１ ） ＜ 病 状 と 成 長 を 見 据 え て 子 ど も の 力 を 伸 ば し な が ら 母 親 が

自 分 ら し く 過 ご す 時 間 を 持 つ こ と を 支 え る ＞  

小 児 看 護 C N S は 、1 人 1 人 異 な る 子 ど も の 病 状 と 成 長 を 捉 え な が
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ら 将 来 を 見 据 え 、 子 ど も の 力 が 伸 び る よ う に 支 援 し な が ら 、 子 ど も

か ら 離 れ た 話 題 を 母 親 に 投 げ か け て 、 封 印 し て い た り 、 念 願 し て い

た 事 に 専 心 す る 時 間 を 過 ご せ る よ う に 支 援 し て い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、Ｃ 氏 と F 氏 に 見 ら れ た 。代 表 ケ ー ス C 氏 に つ

い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 出 生 後 1 年 で 退 院 し て 3 歳 ま で お 母 さ ん が 全 て を 、2 4 時 間 さ れ

て い た ケ ー ス の お 母 さ ん 。‘ 能 面 様 ’‘ ナ ー ス の 顔 ’ で 。」「 お 母 さ ん

が こ の 子 の こ と を し て い る 時 間 が 今 を 生 き て い る 、 一 緒 に 生 き て い

る 様 に も 見 え 、 ケ ア を 減 ら す こ と が お 母 さ ん に と っ て よ い こ と か 、

凄 く 葛 藤 し た 。」「 私 の 声 は 聴 か れ て い な い だ ろ う な 。」「『 信 頼 関 係 、

人 間 関 係 を つ く ら な き ゃ 』、一 言 か ら 色 々 な こ と を 読 み 取 る 、背 景 を

色 々 な 方 向 か ら 探 る 。」「 お 母 さ ん が お 母 さ ん じ ゃ な く て い い 瞬 間 す

ご く 大 事 。」  

C 氏 は「 お 母 さ ん 、『 す ご い 、絵 、う ま い で す ね 』っ て 言 っ た 時 か

ら 」、「 お 母 さ ん は『 あ っ 、ほ ん と は 絵 描 き に な り た く て 』、薄 皮 が 剥

が れ る 様 な 感 じ で 少 し ず つ 変 わ っ て い っ て 」「『 経 管 栄 養 の イ ラ ス ト

描 い て も ら え ま す か ？ 』と 声 を か け る と 、『 ず っ と や り た か っ た 』と

話 す お 母 さ ん は 全 然 別 人 。」「 私 た ち の 関 係 性 の 中 で ほ っ と す る 話 題

は 子 ど も や ケ ア か ら 離 れ た と こ ろ 。 そ う ゆ う 時 間 、 大 事 。」「 他 の ス

タ ッ フ に も 言 っ て 、 ナ ー ス が 押 し 寄 せ た 。」「 お 母 さ ん は 『 褒 め ら れ

る っ て 嬉 し い で す ね 』」  

C 氏 は 「 外 傷 で ス ト マ が 必 要 と な っ た 子 ど も が ‘ 成 長 し て 自 分 の

か ら だ と し て 受 け 入 れ て い く た め に お 母 さ ん が 少 し ず つ 離 れ て い く

こ と も 大 事 ’ と い ず れ お 伝 え し た い 。 お 母 さ ん を ち ょ っ と は な し て

あ げ た い 。」、「‘ 子 ど も が ス ト マ （ ケ ア ） を 立 位 で 、 ト イ レ で 、 で き

る よ う に な っ て 退 院 す る ’目 標 は 、’自 転 車 に 乗 る こ と‘ よ り 凄 い 難

し い こ と 」「 カ ン フ ァ レ ン ス で ス タ ッ フ に『 ’お 母 さ ん は 悪 く な い‘ と

ず っ と 伝 え て い こ う 』」 と 話 し た 。「 そ の 子 の 中 に 親 を 含 む の で は な

く 、 子 ど も の で き る 力 を も う 少 し 支 え て 母 親 を 楽 に す る 、 少 し ’ は

な す ケ ア ’を し よ う 。」「（ 1、2 か 月 経 っ た 頃（ お 母 さ ん は ）『 じ ゃ あ 、

お 姉 ち ゃ ん の 方 を み て あ げ る た め に 。 今 日 は 早 く 帰 り ま す 』 っ て 。」 

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

C 氏 は 、 先 天 性 又 は 後 天 性 に 障 害 を も つ 一 人 ひ と り 異 な る 子 ど も

の 病 状 と 成 長 を 見 据 え 、 子 ど も と 母 親 （ 家 族 ） の 生 活 に 医 療 的 ケ ア

が 組 み 込 ま れ て い く こ と を 見 通 し て い た 。 C 氏 は 母 親 が 一 人 の 人 と

し て 居 る こ と が で き る 時 間 を つ く る こ と が 大 事 と い う 信 念 を も っ て
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い た 。 子 ど も の 生 活 に 合 わ せ て ケ ア を 担 い な が ら 生 き て い る 母 親 か

ら ケ ア を 減 ら し て い く こ と が 本 当 に 善 い か 熟 慮 し て い た 。 医 療 的 ケ

ア を 必 要 と し て い る 身 体 を 子 ど も が 自 分 自 身 と し て 受 け 入 れ て い く

為 に も 、 子 ど も の で き る 力 を 少 し ず つ 伸 ば す 支 援 を し て い た 。 母 親

と の 関 係 構 築 に 努 め て 、 母 親 の 子 育 て 観 や 医 療 的 ケ ア の あ る 生 活 の

捉 え 方 を 聴 い て 、 子 ど も と 家 族 が お か れ て い る 状 況 や 背 景 を 様 々 な

方 向 か ら 理 解 し て い た 。 母 親 と の 和 ら ぐ 話 題 は 母 親 が 得 意 な 事 や や

り た い 事 で あ る と 気 づ き 、 ス タ ッ フ と 一 緒 に そ の 話 題 を す る 機 会 を

つ く り 敬 意 を 示 し て 母 親 ら し く 過 ご す 時 間 を 後 押 し し て い た 。 母 親

は 、 念 願 し て い た 事 を 実 現 す る 時 間 を 過 ご す よ う に な っ た 。  

 

２ ） ＜ 治 療 の 見 通 し が 立 た な い 子 ど も の 傍 ら で 、 母 親 が 子 ど も

の 生 活 を 振 り 返 り 意 味 づ け る こ と を 支 援 す る ＞  

小 児 看 護 C N S は 、 有 効 と さ れ る 治 療 を 待 つ 子 ど も が 生 活 を 送 る

場 に 身 を 置 い て 、 そ の 子 ど も ら し い こ と が で き た 経 験 を リ フ レ ク シ

ョ ン し な が ら 、 母 親 の 気 持 ち を ケ ア す る こ と で あ っ た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、 F 氏 、 J 氏 に 見 ら れ た 。 代 表 ケ ー ス F 氏 に つ

い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「‘ 先 の 見 通 し ’が つ か な い 子 ど も た ち 、移 植 待 ち の 心 疾 患 で 、外

出 は し ば ら く し て い な か っ た け れ ど も 」「 訪 問 学 級 の 本 校 の 特 別 支 援

学 校 の 文 化 祭 が あ っ て 、 先 生 が 誘 っ て く れ て 、 本 人 も 行 く 気 満 々 で

『 行 く 』っ て い う 、お 母 さ ん も『 す ご く 、行 き た い 』っ て い う 。」「 そ

の 朝 の 判 断 、 た ま に 言 う 『 頭 痛 い 』 以 外 は 特 に 症 状 は な く 、 本 人 は

『 行 き た い 』」「 医 師 を 呼 ん で 診 察 し て も ら わ な い け ど 、私 は‘ い い ’

と 思 っ た 。一 緒 に 行 く 認 定 看 護 師 2 人 は 私 の 判 断 を 信 頼 し て く れ た 。」

「 心 配 し な が ら 、 お 母 さ ん と 看 護 師 と 一 緒 に 行 っ た け ど 、 い つ も 全

然 食 べ ら れ な い の に 、こ ん な 大 き な ド ー ナ ツ を す ご い‘ ガ ブ ッ ’と 、

あ の 顔 が 忘 れ ら れ な い 。」「 何 度 も リ フ レ ク シ ョ ン し た 」「 病 院 に 帰 っ

た ら 熱 が 出 て い て 点 滴 に な っ ち ゃ っ た 。」「 そ の 後 春 に 亡 く な っ た 。」 

「（ 外 出 に ） 行 っ た こ と が 命 を 縮 め た か ？ 」「 そ の 子 や お 母 さ ん に

そ う い う 思 い 、 楽 し い 思 い は 、 し て も ら え た 。 そ の 後 、 亡 く な っ て

5 年 ぐ ら い 経 つ 。」「 お 母 さ ん 、そ の 後 も 何 回 も 会 う ん だ け れ ど 、『 本

っ 当 に 楽 し い こ と が た く さ ん あ っ た の で 、ま た 病 院 に 来 た い 。』っ て

言 う 。」「 お 母 さ ん の 居 場 所 と 気 持 ち を 救 う 。 目 的 は お 母 さ ん が で き

る だ け 安 定 し て 、（ 本 人 の ケ ア が ） 在 宅 で 続 け ら れ る こ と 。」  
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≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

F 氏 は 、 見 通 し が つ か な い 治 療 を 待 機 中 で 一 時 外 出 許 可 が あ る 入

院 中 の 子 ど も の 行 事 参 加 当 日 の 朝 の 体 調 を 、 複 数 の 看 護 師 の 見 た て

と 合 致 す る こ と を 確 認 し て 査 定 し て い た 。そ の 子 の 外 出 に 同 行 し て 、

楽 し い 経 験 が で き る 中 で 体 調 の 変 化 が 現 れ な い か を 気 に か け て 子 ど

も の 過 ご し て い る 様 子 を 見 守 っ て い た 。 普 段 は 食 事 を 摂 取 で き な か

っ た 子 ど も が 病 棟 で は 見 ら れ な い 表 情 で 好 物 を 食 べ て い た 姿 を 捉 え

た 。 そ の 子 ら し い 時 間 を 過 ご す こ と が で き た 印 象 的 な 情 景 と し て ス

タ ッ フ と 母 親 と 共 有 し た 。 そ の 後 に 子 ど も が 発 熱 し て 状 態 改 善 が み

ら れ な い 経 過 の 中 で 母 親 と の 関 係 構 築 を 重 ね て い た 。 永 眠 の 転 帰 と

な っ た 子 ど も の 、 医 学 的 な 因 果 関 係 が 明 ら か で な く て も 行 事 参 加 が

命 を 縮 め た の か 、日 常 の 中 で 何 度 も 何 度 も リ フ レ ク シ ョ ン し て い た 。

母 親 は 子 ど も が 食 べ る こ と が で き た 表 情 の 記 憶 に 気 持 ち が 救 わ れ て

い る こ と 、 思 い 出 の あ る 生 活 を し た 病 院 が 居 場 所 で あ る と 何 度 も 表

現 し て い た 。  

 

３ )  医 療 的 ケ ア や 介 護 か ら く る 困 難 さ に 理 解 を 示 し つ つ 、 母 親

の 育 児 力 を つ け て い く  

小 児 看 護 C N S は 、 根 治 術 予 定 が 難 し い 経 過 の 子 ど も の 治 療 の 見

通 し と 虐 待 予 防 の 視 点 を 持 ち 合 わ せ 、 排 便 の 世 話 に 耐 え ら れ な い 母

親 と 子 ど も の 頑 張 り を 認 め て 理 解 を 示 し 、 子 ど も を 育 て る 力 を 支 え

て い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、D 氏 に 見 ら れ た 。代 表 ケ ー ス D 氏 に つ い て 以

下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 先 天 性 疾 患 で 生 後 す ぐ 小 腸 切 除 、 短 腸 症 候 群 、 中 心 静 脈 栄 養 管

理 は 在 宅 を 見 越 し た 段 階 で 在 宅 用 の ポ ン プ に 切 り 替 わ り 、 操 作 や 対

応 も 、 子 ど も 本 人 に 教 え て い な く て も 自 然 に 看 護 師 が や る の を 見 て

覚 え て い た 。 経 口 摂 取 は 進 ん で い な か っ た の で 食 育 か ら 始 め な い と

難 し い 状 況 、 最 終 的 な 退 院 指 導 の 頃 、 母 の 出 産 、 不 幸 で 延 期 、 担 当

医 の 産 休 等 で 、 両 親 の 面 会 も 遠 の き 、 退 院 の 話 を 持 ち 出 す と 両 親 が

尻 込 み 、 逃 げ 腰 に な っ て 、 小 児 病 棟 で お 家 に 帰 る 調 整 、 主 治 医 の 交

代 も あ り 小 学 校 入 学 に 間 に 合 わ な か っ た が 6 歳 で 退 院 し た 、ケ ー ス 。」 

「 追 い 込 ま れ て し ま っ た 母 親 と 改 め て 話 し た 」「 お 母 さ ん さ ん と 話

を し た 上 で ア セ ス メ ン ト 、 ピ ン ポ イ ン ト に 聞 か な い よ う に 、 頑 張 っ

て こ ら れ た っ て い う と こ ろ か ら 話 を す る 。 病 状 が 重 症 化 し か ね な い

気 に な る 親 子 。」「（ 母 親 が ）こ の 子 を 家 庭 で 育 て て い く 中 で の 一 番 の

困 り ご と 、‘ オ ム ツ の 排 泄 ’ を 減 ら す こ と 、‘ 中 心 静 脈 栄 養 は ど う す
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る か ？ ’、学 校 に 行 き 始 め た ら 少 し ず つ 食 べ る 量 も 増 え て き て い た 。」

「 母 親 と 子 ど も が 頑 張 っ た と こ ろ は 認 め て 、‘ は け 口 ’が あ っ た 方 が

い い 、『 お 母 さ ん の 味 方 に な っ て あ げ て ほ し い 』と 看 護 師 に か か わ り

方 を 伝 え た 。「『 栄 養 剤 を 使 い な が ら 高 カ ロ リ ー 輸 液 か ら 離 脱 し て 大

丈 夫 か ？ 』 母 親 と 話 し 、 食 べ る こ と を 両 親 か ら 言 わ れ る 子 ど も の プ

レ ッ シ ャ ー に 配 慮 し た 。」「 S T （ S p e e c h  L a n g u a g e  H e a r i n g  

T h e r a p i s t； 言 語 聴 覚 士 )に も 継 続 し て も ら い 、 身 体 的 虐 待 は な く 数

年 経 過 し て 、 定 期 的 な 受 診 は 来 て い た 。」「 9 歳 の 時 、 身 長 等 の 成 長

発 達 の た め に 少 し で も 消 化 吸 収 を よ く す る S T E P （ S e r i a l  

Tr a n s v e r s e  E n t e r o p l a s t y  P r o c e d u r e；腸 管 延 長 術 ）の 経 過 順 調 、お

母 さ ん と の 関 係 は 少 し よ く な っ て い た 。」  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

 D 氏 は 、先 天 性 消 化 器 疾 患 で 生 後 す ぐ に 手 術 を 受 け て か ら 、両 親 の

受 け 入 れ に 時 間 を 要 し て 就 学 後 に 退 院 し た 子 ど も の 母 親 の 困 り ご と

は オ ム ツ へ の 排 泄 で あ る と 捉 え て い た 。 定 期 的 な 受 診 時 の タ イ ミ ン

グ を 活 か し て 、 子 ど も の 重 症 化 と 虐 待 予 防 の 軸 を 持 ち 合 わ せ 、 母 親

が 子 ど も を 育 て て い く 力 を つ け る 支 援 に 重 点 を お い て い た 。 排 泄 物

の 臭 い に 耐 え ら れ な い 気 持 ち が 強 ま り 追 い 込 ま れ た 母 親 と の 会 話 で

は 子 ど も の 頑 張 り を 認 め て 理 解 を 示 し 、 言 葉 を 慎 重 に 選 び な が ら 子

ど も が 悪 い 訳 で は な い こ と を 伝 え て い た 。 母 親 の 感 情 の 高 ま り を 適

切 に 保 つ 力 を 高 め る た め に は け 口 が 必 要 と 考 え て 、 消 化 吸 収 を よ く

す る 手 術 ま で に 、 子 ど も が 栄 養 剤 を 摂 取 し な が ら 高 カ ロ リ ー 輸 液 か

ら 離 脱 で き る 可 能 性 も 考 慮 に い れ て い た 。 食 事 摂 取 量 の 増 加 を 把 握

し て 、 両 親 か ら 経 口 摂 取 を 増 や す よ う に 言 わ れ る 子 ど も の プ レ ッ シ

ャ ー が 増 さ な い よ う に 支 援 し て い た 。 ス タ ッ フ に 教 育 的 に 働 き か け

て 、 母 親 と 子 ど も の 頑 張 り に 理 解 を 示 す チ ー ム の 支 援 に つ な げ 、 母

子 関 係 は よ く な り 、 身 体 的 虐 待 は 発 生 せ ず に 経 過 し た 。  

 

７ ． 治 療 を 見 通 し て 、 子 ど も と 家 族 の 意 向 を 確 か め な が ら 、 子 ど

も の 生 活 を 守 る 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク に つ な げ る  

【 治 療 を 見 通 し て 、 子 ど も と 家 族 の 意 向 を 確 か め な が ら 、 子 ど も

の 生 活 を 守 る 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク に つ な げ る 】 は ３ つ の サ ブ テ ー マ か

ら 生 成 さ れ た 。 す な わ ち ＜ 治 療 の 見 通 し を 立 て 在 宅 生 活 が 成 り 立 つ

手 段 の 検 索 と 家 族 の 意 思 決 定 支 援 を 続 け な が ら 地 域 の 支 援 体 制 を 組

み 立 て る ＞ ＜ 一 緒 に 暮 ら し た い 子 ど も と 親 の 希 望 を 軸 に 親 子 の 世 界

の 安 全 確 認 を し な が ら 子 ど も の 命 を 守 る 地 域 体 制 を 整 え る ＞ ＜ 組 織

的 な 活 動 を 通 し て 専 門 性 の 高 い 看 護 師 の 仲 間 づ く り の 仕 組 み を 築 く

＞ で あ っ た 。  
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１ ） ＜ 治 療 の 見 通 し を 立 て 在 宅 生 活 が 成 り 立 つ 手 段 の 検 索 と 家

族 の 意 思 決 定 支 援 を 続 け な が ら 地 域 の 支 援 体 制 を 組 み 立 て る

＞  

 小 児 看 護 C N S は 、 複 雑 な 治 療 経 過 の 中 で 病 状 が 安 定 し た タ イ ミ

ン グ を 掴 ん で 、 子 ど も と 家 族 が 一 緒 に 生 活 す る 究 極 の 目 標 を 叶 え る

た め に 、病 態・成 長 発 達・症 状 の ア セ ス メ ン ト 、必 要 な 治 療 と 検 査 、

そ の 結 果 か ら 現 状 を 確 認 し て 見 通 し と 目 標 を も ち 、 家 族 の 意 思 決 定

を 支 援 し な が ら 地 域 の 支 援 者 の 連 携 を 調 整 し て 準 備 を し て い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、 A 氏 、 B 氏 、 E 氏 に 見 ら れ た 。 代 表 ケ ー ス A

氏 に つ い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 病 状 の 複 雑 性 が あ り 、個 別 性 の 強 い 在 宅 移 行 支 援 が 必 要 な 長 期 入

院 の 方 が 行 う 治 療 は も う な い 、 子 ど も の 病 状 が 安 定 し て 帰 れ る と き

の た め に 、 退 院 で き る 状 態 に な る 時 に お 家 で 生 活 で き る 周 り の 状 況

が 整 っ て い る よ う に し た い 。」「 究 極 の 目 標 を い か に か な え る か 」  

「 お 母 さ ん や 家 族 が こ の 子 と 一 緒 に 、生 活 で き る 、家 族 が 引 き 受 け

ら れ る こ と 」「 常 に ル ー ト 検 索 し て 」  

「 情 報 不 足 で 、『 先 が 見 え な い ね 』 っ て 時 は 医 師 に 、 治 療 方 針 、 ど

の く ら い か か る か を 確 認 し て 、 病 態 、 成 長 発 達 、 症 状 を ア セ ス メ ン

ト し な が ら 必 要 な 治 療 と 検 査 、そ の 結 果 か ら 見 え る よ う に し な が ら 、

現 状 に 合 せ て 確 認 し な が ら 、 そ の 先 の た め に ど の よ う に し た ら い い

か 、 見 通 し と 目 標 を も つ 。」  

「 お 母 さ ん の 『 先 々 お 仕 事 を 復 帰 し た い 』、 家 族 の 『 引 っ 越 し を し

た い 』 等 の 家 族 の 生 き 方 や 生 活 に 関 す る 希 望 や 展 望 を キ ャ ッ チ し て

意 思 決 定 に も ず っ と 関 わ る 。」「 そ の 意 思 決 定 の 内 容 を 子 ど も と 家 族

の 希 望 す る 生 活 を か な え る た め の 、 支 援 す る 多 く の 人 々 が 連 携 す る

子 ど も と 家 族 が 中 心 の プ ラ ン に つ な げ る 。」「 例 え ば 、 医 師 が 次 職 場

へ の 異 動 前 ま で に 主 治 医 と し て 責 任 感 を も っ て 「 退 院 す る 」 と い う

プ ラ ン を 想 定 し た と き に は 、 医 師 へ 、 院 外 か ら も 参 加 す る 支 援 職 種

で 構 成 す る カ ン フ ァ レ ン ス の 日 と 退 院 日 は『 こ っ ち が 決 め れ な い よ 』

と 、 予 め 念 を 押 し て 、 子 ど も と 家 族 中 心 の 認 識 を 前 提 に 調 整 す る 。  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

A 氏 は 、 病 状 に 複 雑 性 が あ る 治 療 経 過 の 中 で 、 子 ど も と 家 族 が 家

庭 で 生 活 で き る 環 境 を 整 え る 看 護 師 の 役 割 は 大 き い と い う 信 念 を も

っ て い た 。 病 態 、 症 状 、 成 長 発 達 、 必 要 な 治 療 と 検 査 と そ の 結 果 を

も と に 現 状 に 照 ら し た 方 針 を 医 師 に 確 認 し て 、 個 別 性 の 強 い 在 宅 移

行 支 援 の あ り 方 と 進 め 方 の 先 々 を 常 に 考 え 続 け て 、 見 通 し を 持 ち な
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が ら 準 備 し て い た 。 子 ど も と 家 族 の 生 活 を い か に か な え る か 、 家 族

が 家 で 引 き 受 け ら れ る よ う に な る た め に ど の 位 の 時 間 が 必 要 か を 考

慮 し て 、 子 ど も の 成 長 発 達 に 応 じ た 生 活 の 支 援 体 制 を 組 み 立 て て い

た 。 家 族 の 生 活 や 生 き 方 に 関 す る 意 向 や 展 望 を 捉 え て 、 家 族 の 意 思

決 定 も 支 援 し て い た 。 家 族 が 希 望 す る 生 活 を 叶 え る た め に 支 援 す る

人 々 の 連 携 を 調 整 し て 、 子 ど も と 家 族 が 中 心 の ケ ア の 提 供 に つ な げ

て い た 。 病 院 内 の 予 定 が 先 行 し な い よ う に 地 域 連 携 カ ン フ ァ レ ン ス

を 開 催 し て 、 家 族 中 心 の 多 面 的 な 支 援 体 制 を 確 か な も の と し て 、 子

ど も と 家 族 の 希 望 を 尊 重 す る 暮 ら し の 実 現 に つ な げ て い た 。  

 

２ ） ＜ 一 緒 に 暮 ら し た い 子 ど も と 親 の 希 望 を 軸 に 親 子 の 世 界 の

安 全 確 認 を し な が ら 子 ど も の 命 を 守 る 地 域 体 制 を 整 え る ＞  

小 児 看 護 C N S は 、 施 設 で 長 年 生 活 し た 子 ど も と 両 親 が 一 緒 に 生

活 し た い 意 向 に 揺 ら ぎ が な い か を 繰 り 返 し 確 認 し て 中 心 に 置 き 、 親

と の 関 係 に よ り 子 ど も に 害 が 及 ば な い こ と を 実 証 し 、 児 童 相 談 所 か

ら の 承 認 を 得 て 子 ど も の 虐 待 を 予 防 す る 地 域 の 体 制 を つ く っ て い た 。 

こ の サ ブ テ ー マ は 、 L 氏 、 D 氏 に 見 ら れ た 。 代 表 ケ ー ス L 氏 に つ

い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

「 両 親 が 行 政 に 掛 け 合 う が 同 居 で き ず 、 児 童 福 祉 法 と 虐 待 防 止 法

に 基 づ い て 施 設 に 8、 9 年 位 い た 小 6 に な っ た 子 ど も の ケ ー ス 。 子

ど も は 気 切 が あ り 自 分 で 自 己 喀 痰 可 能 、 寝 る 時 に 人 工 呼 吸 器 が 必 要

で 、 発 達 障 害 が あ り 、 走 る 、 し ゃ べ る 、 食 べ る 、 書 く 、 簡 単 な 計 算

が で き る 。退 所 案 件 と し て 挙 が っ た 。」「 皆 が 思 っ て い た 暗 黙 の 限 界 、

子 ど も ら し く 生 き て い く た め の 限 界 を 伝 え 、 こ の 子 の 将 来 を 見 据 え

た 。 違 う 教 育 で 伸 び る 可 能 性 、 こ の 子 を 育 て る 仲 間 が い な い こ と を

チ ー ム カ ン フ ァ レ ン ス で 意 見 を 出 し 合 っ た 。」「 こ の 子 を 社 会 の 中 で

今 と 別 の 守 り 方 を す る た め に 、 施 設 支 援 計 画 立 案 役 割 の ケ ー ス ワ ー

カ ー と パ イ プ を つ な い で 行 政 の 意 見 を も ら っ た 。」「 話 し 合 い に 同 席

し て 、 行 政 の 条 件 の 確 認 を 重 ね 、 関 わ る 人 々 の 意 見 を 統 合 、 整 理 し

て 吸 い 上 げ る カ ン フ ァ レ ン ス を 何 回 も し た 。」  

「『 そ の 子 の 命 を 守 る 』と い う ゴ ー ル を 合 せ 、両 親 の『 自 分 の わ が

子 を 育 て て い き た い 』と 、子 ど も 自 身 の『 両 親 と 生 活 し て い き た い 』

と い う 軸 作 り に 時 間 を か け て 、そ の 軸 に 何 度 も 戻 っ た 。」「‘ 法 的 許 容

範 囲 ’ を 行 政 と 掛 け 合 っ た 。」「 家 族 の 再 構 築 、 お 互 い の 関 係 性 を 感

情 レ ベ ル か ら 慣 れ て も ら い 、 Ｌ 氏 は 家 族 と 腹 を 割 っ た よ う な 関 係 づ

く り を し た 。」「 自 分 達 の 生 活 の 中 に ‘ 第 三 者 ’ が 入 る 大 変 さ を 実 感

し て も ら う 、 仕 事 の 拠 点 、 子 ど も の 学 校 と 送 り 迎 え 、 児 童 相 談 所 が
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出 す 条 件 に 見 合 う 土 地 、 家 、 探 し て と お 願 い し て 家 族 に 決 め て も ら

っ た 。」「 行 政 の 条 件 を ク リ ア す る よ う に 、 両 親 、 こ の 子 自 身 も セ ル

フ ケ ア 能 力 も 認 知 発 達 も 変 化 、お 互 い 成 長 し て 力 を 出 し 合 え る 関 係 、

入 所 当 時 は 両 親 1 0 : 0 が 、今 は 5 : 5 や 7 : 3 で 、子 ど も が で き る 部 分 の

力 を 両 親 が 借 り な が ら 足 り な い 部 分 を 助 け 合 っ て い け ば い い こ と を

伝 え た 。」「 成 長 が 緩 や か な こ の 子 が 親 子 の 濃 厚 な 関 わ り が で き る 個

室 で 親 子 2 人 の 世 界 の 安 全 確 認 、 子 ど も に 害 が 及 ば な い 実 証 、 第 3

者 の 目 （ 学 校 、 一 般 の 環 境 、 父 親 の 友 達 ） の 中 に 入 り 、 安 心 材 料 を

増 や し て 、 声 を い っ ぱ い 集 め た 。」  

「‘ 吸 引 ’も‘ カ ニ ュ ー レ 交 換 ’も で き る こ と を 目 に す る 中 、祖 父

母 宅 に 滞 在 体 験 、 伯 母 、 姪 甥 も 一 緒 に 遊 ぶ 等 、 全 て が シ ビ ア な 行 政

調 査 の 退 所 O K の 判 断 の 後 押 し に な っ た 、 1 年 の 月 日 が か か っ た 。」 

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

L 氏 は 、 法 律 に 基 づ い た 措 置 に よ り 施 設 で 生 活 し て 小 学 校 高 学 年

に な る 呼 吸 器 が 必 要 な 子 ど も が 、 社 会 の 中 で 、 よ り よ い 成 長 発 達 を

し て い く 環 境 へ の 移 行 を 支 援 す る 役 割 を 使 命 と し て い た 。 L 氏 は 関

わ る 人 々 と の カ ン フ ァ レ ン ス で 意 見 を 吸 い 上 げ て 、『 子 ど も の 命 を 守

る 』 合 意 を 何 度 も 重 ね て い た 。 両 親 の 「 わ が 子 を 育 て て い き た い 」、

子 ど も の 「 両 親 と 生 活 し て い き た い 」 希 望 の 両 軸 が ぶ れ て い な い か

を 第 三 者 の 立 ち 位 置 で 何 度 も 確 認 し 、 家 族 の 再 構 築 を ゴ ー ル に 位 置

づ け て い た 。 児 童 福 祉 法 と 児 童 虐 待 防 止 法 に 基 づ く 行 政 の シ ビ ア な

条 件 を ク リ ア で き る か 、児 童 相 談 所 の 条 件 に 合 う 両 親 の 仕 事 の 拠 点 、

一 緒 に 生 活 す る た め に 引 っ 越 し を す る 両 親 の 意 思 決 定 、 カ ニ ュ ー レ

交 換 や 吸 引 を 子 ど も が で き る セ ル フ ケ ア 、親 子 2 人 の 空 間 で の 安 全

確 認 、親 子 や 親 戚 内 で 力 を 出 し 合 え る 関 係 の 変 化 を 1 年 か け て 調 整

し て 、 第 三 者 を 通 し て 認 識 で き る よ う に し て い た 。 両 親 と 暮 ら す 子

ど も の 命 を 地 域 で 守 る 体 制 が 実 現 し た 。  

 

３ ） ＜ 組 織 的 な 活 動 を 通 し て 専 門 性 の 高 い 看 護 師 の 仲 間 づ く り

の 仕 組 み を 築 く ＞  

小 児 看 護 C N S は 、 同 じ 疾 患 群 の 子 ど も が 日 本 国 内 で 平 等 に ケ ア

を 受 け ら れ る よ う に 学 会 運 営 の 中 で 専 門 医 と 看 護 師 と 協 働 し て 組 織

的 に 動 き 、 学 会 が 認 定 す る 看 護 師 の ス ペ シ ャ リ ス ト の 育 成 活 動 を 通

し て ネ ッ ト ワ ー ク を 広 げ て ケ ア を 確 立 し て い た 。  

こ の サ ブ テ ー マ は 、 F 氏 、 N 氏 に 見 ら れ た 。代 表 ケ ー ス N 氏 に つ

い て 以 下 で 説 明 を す る 。  

 

 



60 

 

〔 代 表 デ ー タ 〕  

自 己 完 結 で は な く ケ ア を 広 め て 確 立 、 自 分 の 職 場 だ け で は な く 同

じ 疾 患 群 の 子 ど も の 看 護 を し て い る 他 施 設 に も 広 ま っ て 、 ど こ に い

る 患 者 さ ん も 平 等 に 、ケ ア を 受 け ら れ る っ て い う と こ ろ 本 来 の 理 想 。

医 師 と 看 護 師 で 学 会 認 定 の ス ペ シ ャ リ ス ト の 育 成 の た め の ネ ッ ト ワ

ー ク づ く り を 行 っ た 。  

同 じ 疾 患 群 の 子 ど も の 看 護 を し て い る 施 設 に ケ ア を 広 め て 、 確 立

す る こ と 。「 一 緒 に や ろ う 」そ の 活 動 を 大 学 院 出 て か ら は で き る よ う

に な り 、 組 織 的 に 動 く 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 作 り 仲 間 を 増 や し 、 ケ ア に

つ い て い ろ い ろ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 、 技 に 磨 き を か け て い く 、 管 理 的

な 側 面 、 仲 間 を 集 め る 技 を 覚 え た の も 一 つ の 技 術 、 い ろ ん な 病 院 に

声 を 掛 け て 、 一 緒 に や ろ う 、 研 修 会 が 成 功 し て ス キ ル ア ッ プ し た 研

修 生 を 見 て 仲 間 が 増 え た と 感 じ て い る 。  

 

≪ 代 表 デ ー タ の 解 釈 ≫  

N 氏 は 、 ア レ ル ギ ー 疾 患 の 患 者 に 必 要 な ケ ア を 日 本 国 内 に 広 め て

確 立 す る こ と を 目 指 し て い た 。 大 学 院 を 修 了 し て か ら 、 看 護 実 践 の

専 門 性 の 高 ま り と 併 せ 、 組 織 的 に 動 い て 仲 間 を 増 や す 動 き が で き る

よ う に な っ た こ と を 自 覚 し て い た 。 ア レ ル ギ ー 疾 患 の 治 療 を 専 門 と

す る 医 師 と 看 護 師 が 学 会 運 営 の 中 で 組 織 的 に 動 き 、 所 属 す る 施 設 を

越 え た ネ ッ ト ワ ー ク を 作 り 、 ス キ ル ア ッ プ の 活 動 、 ケ ア の デ ィ ス カ

ッ シ ョ ン を し な が ら 、 医 師 と 看 護 師 で ア レ ル ギ ー 疾 患 に お け る 専 門

性 の 高 い ケ ア を 広 め て 確 立 す る 計 画 に 参 画 し て い た 。 ア レ ル ギ ー 疾

患 の あ る 子 ど も の 看 護 を し て い る 施 設 に ケ ア を 広 め て 確 立 す る た め

に 、 学 会 が 認 定 す る 看 護 師 の ス ペ シ ャ リ ス ト 育 成 の た め の ネ ッ ト ワ

ー ク づ く り と 研 修 会 の 企 画 、 運 営 に 尽 力 し て 貢 献 し て い た 。 ア レ ル

ギ ー 疾 患 の あ る 子 ど も の 看 護 の 技 に 磨 き を か け た 仲 間 が 増 え 、 ど こ

に い て も 子 ど も と 家 族 が 平 等 に ケ ア を 受 け ら れ る よ う な 理 想 に 向 け

て 変 化 す る 動 向 が み ら れ て い た 。  
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第 5 章  考 察  

 

医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 に 対 し て 小 児 看 護 C N S が

行 う ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実 践 （ 以 下 、 融 合 的 ケ ア と 記 す ） に つ

い て 、 ７ つ の テ ー マ 【 多 様 な エ ビ デ ン ス を 活 用 し て ケ ア の 必 要 性 を

弁 別 し 、子 ど も を 護 る 】【 状 況 を 全 体 的 に 捉 え な が ら 、医 療 的 ケ ア を

行 う 子 ど も の 主 体 性 の 発 揮 と 可 能 性 を 開 く 】【 子 ど も の 特 性 や 発 達 段

階 、治 療 と 生 活 の 兼 ね 合 い を 考 慮 し な が ら 、最 適 な 療 養 生 活 に 導 く 】

【 治 療 や 療 養 方 法 を 説 明 し 、 子 ど も ・ 家 族 ・ 医 療 者 の 意 向 を 調 整 し

て 、状 況 を 改 善 す る 】【 治 療 の 効 能 を 手 が か り に 、子 ど も の 意 向 を 読

み 取 り な が ら そ の 子 に 合 っ た 独 自 の ケ ア を 創 る 】【 治 療 や 療 養 生 活 を

見 通 し な が ら 、 母 親 の 力 の 育 成 や 自 分 ら し さ を 保 つ こ と を 後 押 し す

る 】【 治 療 を 見 通 し て 、子 ど も と 家 族 の 意 向 を 確 か め な が ら 、子 ど も

の 生 活 を 守 る 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク に つ な げ る 】 と 23 の サ ブ テ ー マ が

み ら れ た 。  

本 研 究 結 果 と 荒 川 ・ 井 上（ 2 0 1 5）の 看 護 ケ ア 発 展 に 向 け た ケ ア と

キ ュ ア を 融 合 し た 看 護 実 践 の 内 的 構 造 の 研 究 結 果 と 比 較 す る と 、 小

児 看 護 C N S が 行 う 融 合 的 ケ ア と 先 行 研 究 に 共 通 性 と 差 異 性 が あ る

こ と が 示 唆 さ れ た 。  

専 門 看 護 師 の 実 践 は 、多 様 な エ ビ デ ン ス を 活 用 し て 、状 況 を 全 体 的

に 捉 え な が ら 対 象 に 合 わ せ た 生 活 と 結 び つ い た 治 療 を 創 り 出 す と い

う 共 通 性 が あ り （ 表 3）、 小 児 看 護 C N S が 行 う 融 合 的 ケ ア に は 、 対

象 の 成 長 発 達 の 考 慮 、 対 象 の 家 族 の 意 向 を 取 り 入 れ た 調 整 、 特 に 子

ど も の 母 親 へ の 支 援 と 子 ど も の 生 活 を 守 る 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク に つ な

げ る こ と に お い て 差 異 性 が あ る と 考 え ら れ る （ 表 ４ ）。  

本 章 で は 、小 児 看 護 C N S に よ る 融 合 的 ケ ア の 特 徴 、ケ ア リ ン グ 、

組 織 の 中 で 連 携 し て 変 化 を も た ら す 小 児 看 護 C N S の 活 動 、 意 義 と

展 望 の 視 点 か ら 考 察 す る 。  

 

 

本研究	 荒川・井上（2015）の先行研究

テーマ
【多様なエビデンスを活用してケアの必要性を弁別し、
子どもを護る】

カテゴリー
【患者に合わせた治療を創り出す】
【治療と生活を結びつける】

テーマ
【状況を全体的に捉えながら、医療的ケアを行う子ども
の主体性の発揮と可能性を開く】

カテゴリー
【患者に合わせた治療を創り出す】
【治療と生活を結びつける】

テーマ
【治療の効能を手がかりに、子どもの意向を読み取りな
がらその子に合った独自のケアを創る】

カテゴリー
【患者に合わせた治療を創り出す】

表3．先行研究と共通性のある小児看護専門看護師が行う融合的ケアのテーマ
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Ⅰ ． 小 児 看 護 C N S に よ る 融 合 的 ケ ア の 特 徴   

1． 全 体 的 、 総 合 的 、 俯 瞰 的 な 捉 え に 根 差 す  

小 児 看 護 C N S に よ る 融 合 的 ケ ア の 特 徴 と し て 、全 体 的 、総 合 的 、

俯 瞰 的 に 捉 え バ ラ ン ス を 考 慮 し て ケ ア を 実 施 し て い る こ と が 顕 れ た 。 

こ の 特 徴 は 端 的 に 、 テ ー マ 【 状 況 を 全 体 的 に 捉 え な が ら 、 医 療 的

ケ ア を 行 う 子 ど も の 主 体 性 の 発 揮 と 可 能 性 を 開 く 】と し て 、全 体 的

に 捉 え る ケ ア が 語 ら れ た 。 さ ら に テ ー マ 【 子 ど も の 特 性 や 発 達 段

階 、治 療 と 生 活 の 兼 ね 合 い を 考 慮 し な が ら 、最 適 な 療 養 生 活 に 導 く 】

や テ ー マ 【 治 療 や 療 養 方 法 を 説 明 し 、 子 ど も ・ 家 族 ・ 医 療 者 の 意 向

を 調 整 し て 、状 況 を 改 善 す る 】に 、全 体 状 況 を 捉 え つ つ バ ラ ン ス を

考 慮 し て ケ ア を 提 供 す る こ と が 語 ら れ た 。  

具 体 的 に は 、 サ ブ テ ー マ ＜ 子 ど も の 力 、治 療 、リ ハ ビ リ の 進 捗

状 況 等 を 全 体 的 に 査 定 し て 、主 体 的 に 医 療 的 ケ ア が で き る 可 能 性

を 開 く ＞ 、＜ 子 ど も の 症 状 、身 体 機 能 、セ ル フ ケ ア 等 を 総 合 的 に

読 み 取 り な が ら 、 子 ど も の Q OL (幸 せ )を 第 一 に し た ゴ ー ル に シ

フ ト し て 学 校 生 活 を 楽 し む 力 を つ け る ＞ 等 で あ る 。  

B e n n e r は 、 達 人 看 護 師 は 特 定 の 患 者 や 家 族 に 関 す る 推 移 を 見 通

す ホ リ ス テ ィ ッ ク （ 全 体 的 ） で す ば や い 意 思 決 定 、 実 践 的 推 論

（ r e a s o n i n g - i n - t r a n s i t i o n）（ B e n n e r ,2001／ 2005）を 行 っ て い る こ

と を 明 ら か に し て い る 。 井 部 ら は 、 日 本 の 専 門 看 護 師 の 思 考 と 実 践

の 臨 床 推 論 モ デ ル と し て「 俯 瞰 的 視 点 」「 専 門 的 な 臨 床 判 断 と 実 践 力

の 融 合 」「 実 践 の リ フ レ ク シ ョ ン 」「 患 者 と の 治 療 的 パ ー ト ナ ー シ ッ

プ の 形 成 」「 実 践 の 方 向 性 を 決 め る エ ビ デ ン ス と 研 究 結 果 を 状 況 に 投

入 」「 多 様 な 健 康・疾 病 マ ネ ジ メ ン ト 」の 6 つ の 実 践 能 力 を 抽 出 し て

い る（ 井 部 ，大 生 ， 2015）。本 研 究 の 結 果 か ら 、小 児 看 護 C N S は 子

ど も の 特 性 、成 長 発 達 、病 気・治 療 の 状 況 、入 院 中 の 生 活 状 況 、学

校 生 活 、 家 族 と の 生 活 の 状 況 か ら 、 子 ど も の 力 ・ 家 族 の 力 を 俯 瞰 的

に 捉 え て い た 。 小 児 看 護 C N S の 思 考 は 、 子 ど も と 家 族 の 誕 生 か ら

表4．先行研究と差異性のある小児看護専門看護師が行う融合的ケアのテーマ

テーマ
【子どもの特性や発達段階、治療と生活の兼ね合いを考慮して、最適な療養生活に導く】

テーマ
【治療や療養方法を説明し、子ども・家族・医療者の意向を調整して、状況を改善する】

テーマ
【治療や療養生活を見通しながら、母親の力の育成や自分らしさを保つことを後押しする】

テーマ
【治療を見通して、子どもと家族の意向を確かめながら、子どもの生活を守る地域ネットワーク
につなげる】
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将 来 、生 涯 を 視 野 に 入 れ た 熟 考 と 内 省（ リ フ レ ク シ ョ ン ）を 伴 う プ

ロ セ ス 、時 間 的 な プ ロ セ ス を 経 て い る こ と を 重 視 し て い る 。そ し て 、

子 ど も と 家 族 が 直 面 し て い る 複 雑 性 の あ る 状 況 の 中 で 、子 ど も と 家

族 を ホ リ ス テ ィ ッ ク に 捉 え 、今 の 治 療 の 先 に あ る も の を 見 通 す こ

と に 関 心 が 寄 せ ら れ て お り 、 ど の よ う に 医 療 的 ケ ア を 受 け な が ら 、

ど の よ う に 生 き る こ と が 子 ど も に と っ て 幸 せ か に つ い て 、 常 に 思 考

さ れ て い る 。こ の よ う な 思 考 に 基 づ く 小 児 看 護 C N S の 実 践 は 、子 ど

も の 病 状 の 悪 化 や 寿 命 が 尽 き る こ と も 見 通 し 、 そ の う え で 、 そ の 子

ら し く 豊 か に 暮 ら す 子 ど も と 家 族 を 中 心 と し た ケ ア と キ ュ ア の 融 合

と い う 、 よ り 良 い 融 合 的 ケ ア が 必 要 不 可 欠 で あ る こ と を 示 し て い る

と 考 え る 。   

 

２ ． 多 様 な エ ビ デ ン ス を 活 用 し た ケ ア の 実 施  

小 児 看 護 C N S に よ る 融 合 的 ケ ア の 特 徴 と し て 、 多 様 な エ ビ デ ン

ス を 自 己 の ケ ア に 活 用 す る と と も に 、 他 の 専 門 職 へ の 説 明 に も 活 用

し て い る こ と が 顕 れ た 。   

多 様 な エ ビ デ ン ス の 活 用 は 複 数 の テ ー マ 、サ ブ テ ー マ で み ら れ た 。

こ の 特 徴 は 端 的 に 、 テ ー マ 【 多 様 な エ ビ デ ン ス を 活 用 し て ケ ア の 必

要 性 を 弁 別 し 、 子 ど も を 護 る 】 に 、 そ し て テ ー マ 【 状 況 を 全 体 的 に

捉 え な が ら 、 医 療 的 ケ ア を 行 う 子 ど も の 主 体 性 の 発 揮 と 可 能 性 を 開

く 】 で は 、 状 況 を 全 体 的 に 捉 え る た め に 多 様 な エ ビ デ ン ス を 活 用 し

て 必 要 な 査 定 を 実 施 し て い る こ と 、 テ ー マ 【 治 療 の 効 能 を 手 が か り

に 、 子 ど も の 意 向 を 読 み 取 り な が ら そ の 子 に 合 っ た 独 自 の ケ ア を 創

る 】 こ と と し て 語 ら れ た 。  

具 体 的 に は 、 医 学 的 診 断 と 発 達 特 性 か ら 査 定 し て い る こ と 、 子 ど

も の 意 欲 を 読 み 取 り 、 医 師 の 見 立 て と 生 理 学 的 指 標 を 確 認 し 、 エ ビ

デ ン ス を 活 用 し て 査 定 し て い る こ と 、 施 設 外 の 専 門 職 者 に エ ビ デ ン

ス を 活 用 し て 説 明 を 行 っ て い る こ と 等 で あ る 。  

小 児 看 護 C N S は 医 師 の 診 断 や 見 立 て 、治 療 ガ イ ド ラ イ ン 、先 行 研

究 を 評 価 し 、 何 が 活 用 で き る エ ビ デ ン ス と な る の か を 確 認 し た 上 で

実 践 に 活 用 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 小 児 看 護 C N S は 実 践

の 指 針 と な る 理 論 の 活 用 や 最 新 の エ ビ デ ン ス を 適 用 す る こ と を 大 学

院 教 育 の 中 で 修 得 し て お り 、 エ ビ デ ン ス に 基 づ く 実 践 (E v i d e n c e -

B a s e d  P r a c t i c e；E B P )は 、高 度 実 践 登 録 看 護 師（ A d v a n c e d  P r a c t i c e  

R e g i s t e r e d  N u r s e ,  以 下 、A P R N）の 実 践 の コ ア と し て 位 置 づ け ら れ

て い る （ Tr a c y， O’sGrady， 2019／ 202 0）。 小 児 看 護 C N S は 融 合 的

ケ ア の 実 施 に あ た り 、 A P R N の 実 践 の コ ア で あ る 多 様 な エ ビ デ ン ス

に 依 拠 し て 実 践 す る だ け で な く 、 さ ら に 状 況 や そ の 子 ど も や 家 族 の

希 望 を 叶 え る ケ ア 創 り 出 す こ と も 行 っ て い た 。 子 ど も と 家 族 へ の よ
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り 良 い ケ ア を 創 り 出 す た め に 、 カ ン フ ァ レ ン ス で の 意 見 交 換 や 医 師

と の 対 話 を 通 し て エ ビ デ ン ス を 見 出 し 、 可 視 化 し て ケ ア に 活 用 し て

い た 。 小 児 看 護 C N S は 、‘ こ の 子 ’ の 適 切 な 体 温 を 深 部 体 温 の 値 で

評 価 し た り 、 体 重 の 推 移 か ら 体 力 消 耗 や 消 化 を 査 定 し た り 、 医 療 的

ケ ア の 実 施 や ケ ア の タ イ ミ ン グ を 見 極 め る 時 間 を 検 証 す る こ と に よ

り 、 今 、 必 要 な 看 護 の エ ビ デ ン ス と な る 事 柄 を 抽 出 し て い た 。  

本 研 究 か ら 明 ら か に な っ た 小 児 看 護 C N S の エ ビ デ ン ス を 活 用 し 、

評 価 す る 高 度 な 看 護 実 践 を 蓄 積 し て い く こ と は 、 看 護 師 ・ 看 護 学 生

及 び 大 学 院 生 、 多 職 種 、 そ し て 子 ど も と 家 族 が 協 働 し て 子 ど も の 看

護 の 知 を 蓄 積 し 、 形 式 知 の 結 合 化 を も た ら す 発 展 の 糸 口 に な り 、 意

義 が あ る と 考 え る 。  

 

３ ．「 無 害 の 原 則 」 を 重 視 し た 倫 理 的 実 践  

小 児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア の 特 徴 と し て 、 不 必 要 な ケ ア を 回 避

す る 等 、「 無 害 の 原 則 」 を 重 視 し て 実 施 し て い る こ と が 顕 れ た 。  

こ の 特 徴 は 端 的 に 、 テ ー マ 【 多 様 な エ ビ デ ン ス を 活 用 し て ケ ア の

必 要 性 を 弁 別 し 、子 ど も を 護 る 】、テ ー マ【 治 療 の 効 能 を 手 が か り に 、

子 ど も の 意 向 を 読 み 取 り な が ら そ の 子 に 合 っ た 独 自 の ケ ア を 創 る 】

と し て 、 安 全 な ケ ア を 提 供 す る こ と が 語 ら れ た 。  

小 児 看 護 CN S は 必 要 な ケ ア と 不 必 要 な ケ ア を 弁 別 し 、 安 全 な

ケ ア を 提 供 す る こ と 、不 必 要 な ケ ア や 治 療 か ら も た ら さ れ る 否 定

的 な 影 響 を 最 小 限 に す る こ と を 目 指 し て い た 。子 ど も の 権 利 を 擁

護 し な が ら 、 子 ど も に 害 を 与 え な い 、 子 ど も へ の 害 を 回 避 す る 、

そ の 子 ど も に 応 じ た 支 援 を 提 供 す る こ と は 、 看 護 の 責 務 で あ る 。

看 護 倫 理 の 視 点 か ら 、「 な ぜ 」そ の 看 護 を す る の か を 言 語 化 し な が

ら 、子 ど も の 意 思 や 人 生 を 捉 え 、ど の よ う に 関 わ っ て い く か

考 え る こ と が 重 要 で あ る （ 仁 宮 ， 河 俣 ， 市 原 ， 2 020）。  

小 児 看 護 C N S は 子 ど も の 倫 理 的 課 題 に つ い て 整 理 し 、 倫 理 的

思 考 に 止 ま ら ず 倫 理 的 実 践 を 展 開 す る こ と 、す な わ ち 倫 理 調 整 を

し て い く こ と が 期 待 さ れ て い る 。本 研 究 か ら 小 児 看 護 C N S は 様 々

な 発 達 段 階 に あ る 、 多 様 な 病 態 の 子 ど も を 対 象 に 、子 ど も へ の 害

を 回 避 す る こ と を 特 に 重 視 し て 融 合 的 な ケ ア を 実 践 し て い る こ

と が 明 ら か に な っ た 。 子 ど も は 、 重 症 心 身 障 害 児 、 超 重 症 児 、 準

重 症 児 、意 思 表 示 が 僅 か に し か で き な い 等 、多 様 で 個 別 性 が あ り 、

子 ど も の 意 思 表 示 や 気 持 ち の 表 出 を 捉 え て 尊 重 す る 実 践 は 、卓 越

性 が 求 め ら れ る 。特 に 重 症 児 の 意 思 確 認 の 判 断 基 準 は な い こ と か ら 、

看 護 師 、 医 師 、 医 療 従 事 者 に よ り 判 断 が 異 な る 現 状 が あ り 、 慎 重 に

調 整 す る こ と も 求 め ら れ て い る （ 仁 宮 ， 河 俣 ， 市 原 ， 2 020）。  

小 児 医 療 の 進 歩 に 伴 い 、 新 た な 治 療 を 受 け て 命 を 繋 い で い る 子 ど
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も は 、 医 療 機 関 、 施 設 の み な ら ず 在 宅 で 家 族 と 共 に 生 活 し て い る 。

日 本 の 子 育 て の 文 化 を 基 盤 に 、 こ れ か ら の 日 本 に お け る 子 ど も の 成

長 発 達 と 、 病 状 、 療 養 生 活 、 子 ど も と そ の 家 族 の 支 援 を 、 関 連 す る

専 門 職 種 と の 意 見 交 換 、 実 績 を も と に 、 倫 理 的 な 融 合 的 ケ ア の 実 践

知 を 発 展 さ せ て い く 必 要 が あ る 。  

 

４ ． 子 ど も を 護 り 、 子 ど も の 生 き る 力 の 発 揮 を 支 え る  

小 児 看 護 CN S に よ る 融 合 的 ケ ア の 特 徴 と し て 、「 子 ど も を 護 る 」

こ と 、さ ら に 、「 子 ど も の 生 き る 力 」が 発 揮 で き る よ う に 支 援 す る

こ と が 顕 わ れ た 。  

こ の 特 徴 は 端 的 に 、 テ ー マ 【 多 様 な エ ビ デ ン ス を 活 用 し て ケ ア の

必 要 性 を 弁 別 し 、子 ど も を 護 る 】、子 ど も の 生 き る 力 が 最 大 限 に 発 揮

で き る よ う に 、 テ ー マ 【 状 況 を 全 体 的 に 捉 え な が ら 、 医 療 的 ケ ア を

行 う 子 ど も の 主 体 性 の 発 揮 と 可 能 性 を 開 く 】 と し て 語 ら れ た 。 子 ど

も を 護 る た め に 、 子 ど も の 意 向 を 確 認 し つ つ ケ ア を 実 施 し て い る こ

と が 、 テ ー マ 【 治 療 の 効 能 を 手 が か り に 、 子 ど も の 意 向 を 読 み 取 り

な が ら そ の 子 に 合 っ た 独 自 の ケ ア を 創 る 】、テ ー マ【 治 療 を 見 通 し て 、

子 ど も と 家 族 の 意 向 を 確 か め な が ら 、 子 ど も の 生 活 を 守 る 地 域 ネ ッ

ト ワ ー ク に つ な げ る 】 と し て 語 ら れ た 。  

小 児 看 護 に お い て 子 ど も の 権 利 を 護 り 、日 々 成 長 発 達 す る 子 ど

も が 到 達 で き る 最 高 の 健 康 を 維 持 す る た め に 看 護 職 の 専 門 性 を

発 揮 し て 支 援 す る こ と は 重 要 な 役 割 で あ る （ 山 本 ， 20 0 9）。  

本 研 究 に お い て 、 小 児 看 護 CN S の 実 践 は 決 定 し よ う と し て い

る 治 療 や 療 養 法 が 、 子 ど も に と っ て 害 を 与 え な い か を 見 極 め て 、

慎 重 に 対 応 し 、子 ど も を 中 心 に 関 係 す る 人 々 が 納 得 し て 変 更 す る

こ と が で き る よ う に 導 い て い た 。 小 児 看 護 CN S は 子 ど も 中 心 の

ケ ア の 軸 を 持 ち 、子 ど も の 命 を 護 り 、子 ど も の 権 利 を 保 障 す る

た め の 支 援 を 継 続 し て い る 。例 え ば 、全 て の 子 ど も の 身 体 に 負

担 が か か ら な い 生 活 が で き る こ と を 第 一 義 的 に 位 置 付 け て 子

ど も を 護 る ケ ア へ と 導 き 、乳 幼 児 や 障 害 の あ る 子 ど も の 未 熟 さ

を 十 分 配 慮 し て 権 利 を 擁 護 し て い た 。  

子 ど も は 、社 会 に 参 加 す る 機 会 を 求 め て お り 、例 え ば 、き ょ

う だ い や 友 達 と 一 緒 に 地 域 で 学 び 、そ の よ う な 選 択 肢 が あ る 社

会 を 望 ん で い る （ 国 立 成 育 医 療 研 究 セ ン タ ー も み じ の 家 ，

2021）。子 ど も の 施 設 で の 療 養 生 活 に と ど ま ら ず 、家 族 と の 生

活 、さ ら に 移 行 支 援 を 視 野 に 入 れ 、保 育 園 や 学 校 に 通 う こ と を

想 定 し て 、地 域 の ネ ッ ト ワ ー ク の 中 で も 、子 ど も が 護 ら れ る よ

う に 目 を 配 る 必 要 が あ る 。  

文 部 科 学 省 か ら 平 成 2 9・ 30・ 3 1 年 度 改 定 学 習 指 導 要 領 に 示
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さ れ た「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」を 通 し て 育 ま れ る「 生 き

る 力 」は 、命 が 護 ら れ た 中 で 、社 会 の 一 員 と し て 発 揮 さ れ る も の

で あ る 。 子 ど も が 主 体 と な り 、 子 ど も の 力 を 育 む 環 境 を つ く る

こ と が 重 要 で あ る 。今 日 の 社 会 に お い て 、子 ど も の 意 見 を 聴 い て

尊 重 す る こ と は 、 子 ど も の 視 点 に 気 づ き 、変 革 を 進 め る き っ か け

と な る 。 さ ら に 、 子 ど も 中 心 の 、 子 ど も の 生 き る 力 を 育 む 支 援 に

関 す る 実 践 知 を 発 展 さ せ て 子 ど も へ の 支 援 を 体 制 化 し て い く こ

と が 重 要 で あ る 。  

 

５ ． 医 療 的 ケ ア を 生 活 の 中 に 組 み 込 み 学 校 生 活 に 繋 げ る  

小 児 看 護 C N S に よ る 融 合 的 ケ ア の 特 徴 と し て 、 医 療 的 ケ ア を 生

活 の 中 に 組 み 込 む よ う に 、 ま た 学 校 生 活 に つ な げ る 取 り 組 み と し て

顕 れ た 。  

こ の 特 徴 は 端 的 に 、 テ ー マ 【 状 況 を 全 体 的 に 捉 え な が ら 、 医 療 的

ケ ア を 行 う 子 ど も の 主 体 性 の 発 揮 と 可 能 性 を 開 く 】、テ ー マ【 子 ど も

の 特 性 や 発 達 段 階 、 治 療 と 生 活 の 兼 ね 合 い を 考 慮 し な が ら 、 最 適 な

療 養 生 活 に 導 く 】、テ ー マ【 治 療 の 効 能 を 手 が か り に 、子 ど も の 意 向

を 読 み 取 り な が ら そ の 子 に 合 っ た 独 自 の ケ ア を 創 る 】 と し て 語 ら れ

た 。  

具 体 的 に は 、 サ ブ テ ー マ ＜ 子 ど も の 症 状 、 身 体 機 能 、 セ ル フ ケ ア

等 を 総 合 的 に 読 み 取 り な が ら 、 子 ど も の Ｑ Ｏ Ｌ (幸 せ )を 第 一 に し た

ゴ ー ル に シ フ ト し て 学 校 生 活 を 楽 し む 力 を つ け る ＞ 、 ＜ 教 員 が 納 得

す る エ ビ デ ン ス 入 り の 「 そ の 子 の マ ニ ュ ア ル 」 を 作 成 し 呼 吸 器 は か

ら だ の 一 部 と 理 解 を 得 て 学 習 活 動 の 幅 を 広 げ る ＞ 、 ＜ 子 ど も の 健 康

と 生 活 の 質 を 最 高 に 保 つ ケ ア を 検 証 し 家 族 と 一 緒 に 生 活 時 間 と 組 み

合 わ せ る ＞ 、 ＜ 「 こ の 子 の ケ ア の 形 」 を つ く り 呼 吸 器 が 必 要 な 子 ど

も と 家 族 の 暮 ら し が 成 り 立 つ よ う に 導 く ＞ 等 で あ る 。  

本 研 究 の 結 果 か ら 、小 児 看 護 C N S は 子 ど も の 意 向 、気 持 ち の 表 出

を 捉 え て 、 学 校 や 施 設 に 通 い た い 、 学 習 し た い 、 行 事 に 参 加 し た い

子 ど も の ニ ー ズ を 家 族 （ 母 親 ） の 意 向 と 併 せ て 確 認 し て 、 医 療 的 ケ

ア を 生 活 に 組 み 込 み 、 家 族 と 暮 ら す 生 活 、 安 全 な 通 所 、 通 学 を 実 現

す る 実 践 を し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 医 師 は 、 医 学 に 基 づ い

て 主 要 症 候 に つ い て 原 因 と 病 態 生 理 を 理 解 し て 、 鑑 別 診 断 を 検 討 し

て 診 断 推 論 を 組 み 立 て る（ 厚 生 労 働 省 ，2 0 2 2）。看 護 学 に 基 づ い て 行

う 臨 床 推 論 は 、「 特 定 の 患 者 や 家 族 に つ い て 推 移 を 見 通 す こ と

（ r e a s o n i n g - i n - t r a n s i t i o n）」「 常 に 変 化 す る 終 わ り の な い 臨 床 状 況

に お け る 実 践 的 推 論 」（ B e n n e r， H o o p e r， S t a n n a r d， 2011／ 2012，

p.19）で あ り 、看 護 師 の 倫 理 的 推 論 は 、「 そ の 状 況 の 中 で 何 を し な け

れ ば な ら な い か 」（ Tr a c y，O’sGrady， 2019／ 2020， p .17）の 次 元 を
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含 む 。 優 れ た 臨 床 判 断 に は 「 経 験 的 学 習 、 内 省 、 患 者 ・ 家 族 と の 会

話 の 継 続 」（ B e n n e r， H o o p e r， S t a n n a r d， 2011／ 2021， p.3 1）が 求

め ら れ る 。小 児 看 護 C N S の 臨 床 判 断 は 、子 ど も と 家 族 の 生 活 状 況 を

積 極 的 に 見 て 、 聴 い て 、 対 話 し て 、 子 ど も 、 家 族 、 医 師 、 ス タ ッ フ

と 、 子 ど も と 家 族 中 心 の バ ラ ン ス よ く 成 り 立 つ 生 活 を 検 証 し て 創 り

出 す プ ロ セ ス を 経 て い た 。  

現 在 、 学 校 の 教 職 員 は 子 ど も の 日 々 の 学 習 ・ 教 育 の 平 等 や 保 証 、

医 療 的 ケ ア ニ ー ズ の 多 様 性 へ の 対 応 の 困 難 さ や 不 安 を 抱 え て い る こ

と が 指 摘 さ れ て い る（ 畠 山 ,韓 仁 ,増 満 ，他 ，2022）。ま た 家 庭 に お い

て は 、子 ど も の 療 養 上 の 世 話 を 主 に 担 う の は 母 親 で あ る こ と が 多 く 、

子 ど も の 健 康 状 態 が 母 親 と 子 ど も の 社 会 生 活 に 影 響 す る（ 久 保 ,宍 戸 ,    

坂 口 , 他 ， 2020）。 こ の よ う な 現 状 の 中 で 、 小 児 看 護 C N S は 子 ど も

自 身 が 、 療 養 上 の 不 安 な こ と を 解 消 す る た め に 一 緒 に 練 習 す る 、 子

ど も が 難 し い こ と は 先 生 や 周 囲 の 人 に S O S を 出 し て 事 前 に 理 解 し

て も ら い 、 子 ど も の 主 体 性 を 育 む 方 法 、 母 親 ・ 家 族 の 認 め を 得 る 方

法 を 用 い て い た 。  

さ ら に 、本 研 究 か ら 、小 児 看 護 C N S は 子 ど も と 家 族 の 生 活 が 成 り

立 つ よ う に 家 族 の 意 思 決 定 の 支 援 、 子 育 て 支 援 、 教 員 へ の コ ン サ ル

テ ー シ ョ ン を 含 む 実 践 を し て い る こ と 明 ら か に な っ た 。 呼 吸 器 が 子

ど も の 身 体 の 一 部 で あ る こ と や 機 器 の ア ラ ー ム の 意 味 を 学 校 の 先 生

が 理 解 で き る 説 明 の 工 夫 、 不 要 な 制 限 を な く す こ と の 提 案 は 、 学 校

の 教 員 に 受 け 入 れ ら れ 、 子 ど も の 学 習 活 動 が 広 が り 、 学 校 の 集 団 生

活 で 楽 し い 時 間 を 過 ご す こ と が で き る と い う ア ウ ト カ ム を 生 み 出 し

た 。 臨 床 判 断 の モ デ ル に は 、 看 護 師 と し て 何 に 気 づ き 、 解 釈 し

て 、行 動 に 起 こ し て 対 応 し た ア ウ ト カ ム を 得 て 、ま た さ ら に 行

動 に リ フ レ ク シ ョ ン す る サ イ ク ル が あ る （ Tanner， 2 006）。 熟

練 し た 看 護 師 は 、複 数 の 推 論 や 選 択 肢 を も ち 、自 ら の 臨 床 判 断 を

常 に モ ニ タ リ ン グ し 、チ ー ム に 働 き か け る（ 藤 内 ,  宮 腰 ，2005）。 

家 庭 や 学 校 で の 最 も 適 し た ケ ア の 創 造 に 寄 与 す る 小 児 看 護 C N S

の 思 考 、 多 職 種 と の 連 携 に お け る 実 践 の 成 果 は 、 子 ど も の 生 活 の 質

を 高 め て い た 。 そ し て 、 子 ど も の 生 活 の 場 が 医 療 機 関 か ら 家 庭 、 学

校 に 移 行 す る 中 で 、 子 ど も を 中 心 に 、 母 親 自 身 や 家 族 に と っ て も 安

定 し た 時 間 を 創 り 出 し 、 支 援 す る 教 職 員 の 不 安 を 払 拭 し て 、 本 来 の

学 習・教 育 に 力 を 配 分 で き る 体 制 に 貢 献 し て い た 。小 児 看 護 C N S の

実 践 は 、 子 ど も を 育 て る 母 親 の 健 康 状 態 、 福 祉 ・ 教 育 サ ー ビ ス に 対

す る 満 足 度 （ 木 村 ， 月 野 木 ， 遠 藤 ， 他 ， 2019） が 、 よ り よ い 状 態 と

な る よ う な 支 援 に 寄 与 す る 可 能 性 を 開 く と 考 え る 。  

小 児 看 護 C N S の 実 践 の 記 述 の 文 脈 を よ く 考 え な が ら 読 み 解 く こ

と は 「 有 能 な 実 践 レ ベ ル か ら 専 門 的 な 実 践 レ ベ ル へ と 看 護 師 が 向 上
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で き る よ う に な る 」（ B e n n e r, K y r i a k i d i s , S t a n n a r d，2011／ 2012，p.7）

指 針 と な り 、 看 護 師 の 現 任 教 育 、 専 門 看 護 師 の 研 鑽 に 活 用 で き る と

考 え る 。    

小 児 看 護 C N S は 家 庭 や 学 校 で 幸 せ に 生 活 す る た め に ‘ 終 わ り の

な い ’ 療 養 上 の 世 話 を ニ ー ズ に も つ 子 ど も 中 心 の 臨 床 推 論 、 倫 理 的

推 論 と 優 れ た 臨 床 判 断 の 技 能 を 巧 み に 活 用 し て い る と 考 え ら れ る た

め 、今 後 、研 究 を 通 し て 小 児 看 護 C N S の 実 践 知 を 明 ら か に し て 蓄 積

し て い く こ と が 重 要 で あ る 。  

 

６ ． 治 療 や 療 養 法 の 子 ど も ・ 家 族 ・ 医 療 チ ー ム へ の 説 明 と 異 な る  

意 見 の 調 整  

小 児 看 護 C N S に よ る 融 合 的 ケ ア の 特 徴 と し て 、 治 療 や 療 養 方 法

を 子 ど も 、 家 族 、 医 療 チ ー ム の 仲 間 に 説 明 し 、 異 な る 意 見 や 意 向 を

調 整 し て い る こ と が 顕 れ た 。  

こ の 特 徴 は 端 的 に 、 テ ー マ 【 治 療 や 療 養 方 法 を 説 明 し 、 子 ど も ・

家 族・医 療 者 の 意 向 を 調 整 し て 、状 況 を 改 善 す る 】と し て 語 ら れ た 。  

具 体 的 に は 、 サ ブ テ ー マ ＜ 母 親 が 求 め る 治 療 の 意 味 を 医 師 と 看 護

師 に 説 明 し て 事 態 が 好 転 す る よ う に 調 整 し 、 母 親 が 医 師 に 話 せ る 状

況 を 整 え る ＞ 、 ＜ 予 後 を 見 通 し て 両 親 と 対 話 を 重 ね 必 要 な ケ ア を 取

り 入 れ て 子 ど も の 生 活 の 質 を 高 め る ＞ 、 ＜ 家 族 の 意 向 を 紐 解 き 、 子

ど も の 病 状 を 見 極 め て 家 族 の 選 択 に 子 ど も の 意 向 を 取 り 入 れ た 早 期

治 療 を 組 み 込 む ＞ 等 で あ る 。  

家 族 と 医 療 者 間 、 各 専 門 職 間 、 医 療 者 の 間 に お い て も 、 優 先 順 位

に 違 い が あ る こ と は し ば し ば み ら れ る 。 親 が 重 要 だ と 考 え て い る こ

と に 耳 を 傾 け な が ら 、 子 ど も に と っ て 何 が 最 善 か を 考 え 、 家 族 と チ

ー ム を 調 整 し 、 バ ラ ン ス の 取 れ た 協 力 関 係 を 確 立 す る 必 要 が あ る

（ Wi l l i a m s， Wa l l er， C h e n o w e t h， e t . a l， 2021)。小 児 看 護 C N S の

実 践 は 、 決 定 す る 治 療 、 療 養 方 法 が 子 ど も に と っ て 害 を 与 え な い か

を 見 極 め て 、 慎 重 に 対 応 し 、 子 ど も を 中 心 に 関 係 す る 人 々 が 納 得 し

て 当 初 の 判 断 を 変 更 す る こ と へ と 導 い て い た 。 小 児 看 護 C N S は 言

語 で は 十 分 表 現 す る こ と が で き な い 子 ど も に お い て 、 生 活 の 中 で 行

わ れ て い る 治 療 ・ 療 養 、 ケ ア の 様 子 、 子 ど も と 親 の 双 方 の 感 覚 や 意

向 を 尊 重 し て 、 子 ど も の 利 益 や 願 い を 叶 え 、 親 の 理 解 と 意 思 決 定 を

支 援 す る 重 要 な 役 割 を 担 っ て い た 。  

米 国 に お い て も 、 治 療 選 択 に 関 す る 医 学 的 知 識 と 医 療 シ ス テ ム に

関 す る 知 識 を も つ ケ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 、 患 者 に 最 も 適 切 な 治 療

法 と ケ ア を 見 極 め 特 定 し 、 交 渉 す る ス キ ル は 患 者 の 転 帰 に 良 い 違 い

を も た ら し て い る （ I z u m i， B a r f i e l d， B a s i n， e t . a l， 20 18）。  

日 本 の 専 門 看 護 師 も ま た 専 門 的 知 識 に 基 づ い た 説 明 や 調 整 す る 能
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力 が 実 践 で 駆 使 さ れ て い る こ と が 報 告 さ れ て い る（ 荒 川 ，井 上 ，2015；

井 部 ， 大 生 ， 2015）。 本 研 究 の 結 果 で は 、 小 児 看 護 C N S は 医 師 と 家

族 が 異 な る 意 向 を も っ て い た 場 合 に 、 医 師 と 家 族 に 双 方 の 考 え を 理

解 で き る よ う に 通 訳 し 、 調 整 し た り 、 母 親 が 自 分 の 思 っ て い る こ と

を 医 師 に 話 す こ と が で き る よ う に 励 ま し た り し て い た 。 ま た 、 検 査

や 手 術 日 の 変 更 を 提 言 し た り 、 家 族 へ の イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン

ト を 提 案 す る 小 児 看 護 C N S の ス キ ル が 、 結 果 と し て 子 ど も へ の 最

善 の 治 療 の 実 施 に 貢 献 し て い た 。  

今 後 、 小 児 看 護 C N S の 治 療 や 療 養 法 に つ い て 異 な る 意 見 の 調 整

に お け る 説 明 す る 力 、 交 渉 す る 力 、 協 働 す る 力 に つ い て 研 究 と し て

明 ら か に し て い く こ と は 必 要 で あ り 意 義 が あ る 。  

 

７ ． 協 力 体 制 を 形 成 し て オ ー ダ ー メ イ ド の ケ ア を 創 造 す る  

小 児 看 護 C N S に よ る 融 合 的 ケ ア の 特 徴 と し て 、全 体 的 、総 合 的 、

俯 瞰 的 に 捉 え て 、 協 力 体 制 の 中 で 、 そ の 子 に 適 し た オ ー ダ ー メ イ ド

の ケ ア を 創 造 す る こ と が 顕 れ た 。  

こ の 特 徴 は 端 的 に 、 テ ー マ 【 治 療 の 効 能 を 手 が か り に 、 子 ど も の

意 向 を 読 み 取 り な が ら そ の 子 に 合 っ た 独 自 の ケ ア を 創 る 】 と し て 語

ら れ た 。  

具 体 的 に は 、 サ ブ テ ー マ ＜ 教 員 が 納 得 す る エ ビ デ ン ス 入 り 「 そ の

子 の マ ニ ュ ア ル 」 を 作 成 し 、 呼 吸 器 は か ら だ の 一 部 と 理 解 を 得 て 学

習 活 動 の 幅 を 広 げ る ＞ 、 ＜ 複 数 の 人 で 行 う 「 こ の 子 の ケ ア の 形 」 を

つ く り 呼 吸 器 が 必 要 な 子 ど も と 家 族 の 暮 ら し が 成 り 立 つ よ う に 導 く

＞ 、「 そ の 子 の マ ニ ュ ア ル 」「 こ の 子 の ケ ア の 形 」 と し て 語 ら れ た 。 

真 の 専 門 家 は 、刻 々 と 変 化 す る 現 場 に お い て 、「 今 、こ こ で 何 が 重

要 か 」を 知 り 、即 興 の 力 で「 よ り よ く 」を 進 め る 、「 今 あ る も の か ら 、

さ ら に 、 よ り よ く 」 を 探 し 、 フ ロ ネ ー シ ス を 創 造 す る 力 を も つ と 言

わ れ て い る （ 塚 本 ， 2008）。 こ れ は 、 子 ど も や 家 族 の 状 況 に 注 視 し 、

エ ビ デ ン ス も 参 考 に し て 、 定 型 的 な ケ ア か ら 個 別 の ケ ア 、 オ ー ダ ー

メ イ ド の ケ ア を 創 造 し て い く こ と で も あ る と 考 え る 。 同 時 に 、 関 係

者 に 詳 細 な 説 明 を 行 う こ と に よ り 、 協 働 し て 作 成 し た オ ー ダ ー メ イ

ド の ケ ア が チ ー ム や 家 族 に 伝 わ り ， 実 施 さ れ る 。 こ の よ う な ケ ア は

チ ー ム や 家 族 の エ ン パ ワ ー に も つ な が る と 言 わ れ て い る （ 中 村 ， 水

野 ， 奥 ， 他 ， 2023）。  

 小 児 看 護 C N S は 入 院 中 の 子 ど も の 療 養 生 活 や 学 習 へ の 要 望 に 関

す る 表 現 や 発 言 を 注 視 し て 、 家 族 （ 母 親 ） の 意 向 を 確 認 し な が ら 定

型 的 な ケ ア か ら 個 別 の ケ ア 、 オ ー ダ ー メ イ ド の ケ ア を 生 み 出 し 提 供

し て い た 。  

医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も は 、在 宅 で の 生 活 に 移 行 し た 後 も 、
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病 状 の 変 化 や 子 ど も の 成 長 発 達 に 伴 い 、 子 ど も の 生 活 、 家 族 の 生 活

は 変 化 し て い る 。 そ の た め 医 師 の 処 方 、 治 療 に 関 連 す る 反 応 、 薬 剤

の 効 果 が 微 妙 に 変 化 し 続 け る も の で あ る 。 慢 性 疾 患 や 障 害 を も ち 訪

問 看 護 を 受 け な が ら 生 活 し て い る 子 ど も の 家 族 に と っ て の 生 活 は

「 家 族 な り の ペ ー ス が で き た 」 と い う 状 況 に お い て も 「 常 に 変 化 」

し て い る （ 平 林 ， 2 007）。 小 児 看 護 C N S は 個 別 性 と 病 状 や 治 療 の 変

化 を 踏 ま え て オ ー ダ ー メ イ ド の ケ ア を 提 供 す る こ と 、 ケ ア を 創 造 し

て い く 役 割 を 担 っ て い る 。  

例 え ば 、 本 研 究 で は 小 児 看 護 C N S は 呼 吸 器 が 子 ど も の 身 体 の 一

部 で あ る こ と や 機 器 の ア ラ ー ム の 意 味 を 教 員 が 理 解 で き る よ う 看 護

学 に 基 づ い て 説 明 を 工 夫 し て 提 案 し 、 不 要 な 制 限 を な く す こ と を 目

指 し た 。 こ の 提 案 が 学 校 の 先 生 に 受 け 入 れ ら れ て 、 子 ど も は 目 標 を

立 て て 学 校 生 活 や 学 習 に 取 り 組 む こ と が 可 能 と な り 、 楽 し い 時 間 を

過 ご す こ と が で き る よ う に な っ た 。 ま た 、 子 ど も が 必 要 に 応 じ て 先

生 や 周 囲 の 人 に S O S を 出 す よ う に 、 子 ど も の 主 体 性 を 育 む 支 援 も

行 っ て い た 。 一 人 ひ と り の 命 と 生 活 が 、「 そ の 子 の マ ニ ュ ア ル 」 を

作 成 し 、 多 職 種 と も 共 有 し て 実 践 で き る 体 制 を 整 え て い た 。  

こ の よ う に 小 児 看 護 C N S は 身 体 に 根 差 し た 知 性 と し て の 実 践 知

を 基 盤 と し て 多 職 種 と 連 携 し 、 オ ー ダ ー メ イ ド の 医 療 や リ ハ ビ リ 等

と の 融 合 的 ケ ア を 提 供 し て い る こ と か ら 、 子 ど も と 家 族 へ の 支 援 が

充 実 す る こ と が 期 待 で き る と 考 え る 。  

 

８ ． 子 ど も だ け で な く 、 母 親 ・ 家 族 の 力 も 育 む  

小 児 看 護 C N S に よ る 融 合 的 ケ ア の 特 徴 と し て 、 子 ど も は も ち ろ

ん の こ と 、 母 親 の 育 児 力 や 家 族 の 力 を 育 ん で い る こ と が 顕 れ た 。  

こ の 特 徴 は 端 的 に 、 テ ー マ 【 治 療 や 療 養 生 活 を 見 通 し な が ら 、 母

親 の 力 の 育 成 や 自 分 ら し さ を 保 つ こ と を 後 押 し す る 】 を 中 心 と し て

語 ら れ た 。  

具 体 的 に は 、 サ ブ テ ー マ ＜ 治 療 の 見 通 し が 立 た な い 子 ど も の 傍 ら

で 、 子 ど も の 生 活 を 振 り 返 り 意 味 づ け る こ と を 支 援 す る ＞ 、 ＜ 医 療

的 ケ ア や 介 護 か ら く る 困 難 さ に 理 解 を 示 し つ つ 、 母 親 の 育 児 力 を つ

け て い く ＞ 、 ＜ 家 族 の 最 小 限 の パ ワ ー で 子 ど も の 健 康 と 生 活 の 質 を

最 高 に 保 つ ケ ア を 検 証 し 家 族 と 一 緒 に 生 活 時 間 と 組 み 合 わ せ る ＞ 等

で あ る 。 こ れ ら の こ と か ら 、家 族 を 視 野 に 入 れ た ケ ア を 実 施 し な が

ら 、 家 族 に 配 慮 し た ケ ア を 実 施 し て い る こ と が わ か る 。  

小 児 看 護 に お い て は 、 子 ど も と 家 族 、 特 に 子 ど も と 母 親 と は 一 つ

の ユ ニ ッ ト と し て 捉 え 、 看 護 の 対 象 と し て 位 置 付 け て い る 。 子 ど も

の 治 療 や 療 養 に 応 じ て 、 さ ら に 医 療 ・ 福 祉 ・ 行 政 の 場 等 の 多 様 な 場

で 、 子 ど も と 家 族 中 心 と す る 支 援 を 実 施 す る 必 要 性 も 指 摘 さ れ て い
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る 。 家 族 の 生 活 を 支 え る 子 ど も と 家 族 中 心 の ケ ア は 医 療 者 と の 良 好

な 関 係 の 構 築 、子 ど も と 家 族 の Q O L の 向 上 、医 療 者 の 実 践 力 の 向 上

へ と つ な が っ て い る こ と も 指 摘 さ れ て い る （ 浅 井 ,2013）。  

本 研 究 で は 、 小 児 看 護 C N S は 子 ど も へ の 直 接 ケ ア と と も に 母 親

の 抵 抗 や 負 担 を 軽 減 す る 支 援 を 行 い つ つ 、困 難 な 治 療 を 進 め て い た 。

ま た 、家 族 に レ ス パ イ ト 入 院 を 勧 め 、そ の 間 に 子 ど も の 代 弁 を し て 、

母 親 に と っ て も 納 得 の い く 治 療 や 社 会 資 源 の 導 入 を 行 っ て い た 。 小

児 看 護 C N S は 子 ど も の 病 状 や 移 行 期 、社 会 資 源 を 見 据 え て 、家 族 の

子 育 て 観 を 尊 重 し な が ら 家 族 の 力 を 育 て 発 揮 で き る よ う に 支 援 を し

て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

M a e d a，To m o m a t s u， I i k u r a， e t  a l . ( 2 0 2 3 )は 、気 管 切 開 術 を 受 け

て 人 工 呼 吸 器 呼 吸 器 を 装 着 し て 在 宅 医 療 を 受 け る 日 本 の 子 ど も の 運

動 能 力 向 上 に 伴 う 家 族 （ 主 に 母 親 ） の 介 護 負 担 増 加 と 、 そ の 時 期 を

通 過 す る と 子 ど も は 医 療 機 器 か ら 離 脱 す る 可 能 性 が 高 い こ と を 示 し

て い る 。 子 ど も の 運 動 機 能 や 社 会 性 の 向 上 を 促 す 活 動 を 広 げ る 支 援

と と も に 、 母 親 ・ 家 族 が 補 う ケ ア が 過 剰 な 負 担 に な ら な い よ う な 地

域 資 源 の 活 用 や 個 別 の 支 援 の ニ ー ズ が あ る と い え る 。  

小 児 看 護 C N S の 教 育 課 程 で は 、「 子 ど も や そ の 家 族 の 生 活 環 境 や

人 間 関 係 を 包 括 的 に 捉 え 、 子 ど も と 家 族 の 生 活 維 持 ・ セ ル フ ケ ア 能

力 を 判 断 で き る 」「 子 ど も や そ の 家 族 が 必 要 と し て い る 看 護 を 、ケ ア

と キ ュ ア を 統 合 し た 高 度 な 技 術 を 用 い て 実 践・評 価 で き る 」「 子 ど も

や そ の 家 族 が 適 切 か つ 最 良 な ケ ア を 受 け る こ と が で き る よ う 、 他 の

専 門 職 と 連 携 ・ 調 整 を 図 り 、 ケ ア の 推 進 者 と な る こ と が で き る 」 こ

と を 教 育 目 標 と し て い る （ 日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 ， 2 0 2 3 a）。  

本 研 究 の 結 果 か ら 小 児 看 護 C N S は そ の 家 族（ 親 ）の 子 ど も と し

て 、そ の 子 ど も ら し く 成 長 、生 活 で き る こ と 、一 人 の 人 と し て 主

体 的 に 生 活 を 楽 し む こ と が で き る よ う に と い う 志 向 性 を も っ て 、

母 親 の 育 児 力 、 家 族 の 力 を 育 む 融 合 的 ケ ア を 実 施 し て い た 。 す な

わ ち 、本 研 究 結 果 か ら 、小 児 看 護 C N S は 子 ど も だ け で な く 家 族 の 力

を 育 み 、 家 族 と し て の 力 、 育 児 力 や セ ル フ ケ ア 力 の 育 成 を 支 援 す る

能 力 を 修 得 し 、 そ の 力 を 発 揮 し て い る こ と が 確 認 さ れ た と 考 え る 。  

小 児 看 護 CNS の 融 合 的 ケ ア は 、地 域 で 成 長 発 達 し 続 け る そ の 子

ど も と 家 族 の 力 を 育 む と も に 、子 ど も の セ ル フ ケ ア を 補 完 す る 家

族 が 望 む 家 族 ら し い 生 活 の 実 現 に 配 慮 す る も の と し て さ ら に 発

展 す る こ と が 求 め ら れ る と 考 え る 。  

 

９ ． 母 親 ・ 家 族 が 自 分 た ち の 時 間 や 生 活 を 持 て る よ う に 支 援 す る  

小 児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア の 特 徴 と し て 、母 親・家 族 も 自 分 た ち

の 時 間 や 生 活 が 持 て る よ う に 支 援 す る こ と が 顕 れ た 。  
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こ の 特 徴 は 端 的 に 、 テ ー マ 【 治 療 や 療 養 生 活 を 見 通 し な が ら 、 母

親 の 力 の 育 成 や 自 分 ら し さ を 保 つ こ と を 後 押 し す る 】 と し て 語 ら れ

た 。  

具 体 的 に は サ ブ テ ー マ ＜ 病 状 と 成 長 を 見 据 え て 子 ど も の 力 を 伸 ば

し な が ら 母 親 が 自 分 ら し く 過 ご す 時 間 を 持 つ こ と を 支 え る ＞ と し て

語 ら れ た 。 本 研 究 結 果 か ら 小 児 看 護 C N S は 家 族 を 視 野 に 入 れ た ケ

ア 、 家 族 に 配 慮 し た ケ ア を 実 施 し て い る こ と が 、 明 ら か に な っ た 。  

先 行 研 究 か ら 、 家 族 の 対 処 理 論 の 観 点 か ら 、 病 者 ・ 病 児 を 抱 え る

家 族 は 問 題 解 決 的 な 対 処 方 略 ば か り で な く 、 ノ ー マ リ ゼ ー シ ョ ン 方

略 を 取 る こ と も 有 用 で あ る と 言 及 さ れ て い る （ 野 嶋 ， 中 野 ， 宮 井 ，

1994； 村 田 ， 草 場 ， 小 野 ， 他 ,1999）。 家 族 が 家 族 ら し い 生 活 や 自 分

た ち の 時 間 を 持 つ こ と は 必 要 な こ と で あ る 。 子 ど も の 日 常 の 世 話 、

育 児 を 主 に 担 う 親（ 母 親 ）、家 族 の 心 身 へ の 負 担 は 大 き く 、子 ど も の

原 疾 患 の 重 篤 さ や 特 性 を 考 慮 す る と 、 看 護 と し て 「 病 気 の 子 ど も の

世 話 を し な が ら 家 族 ら し く 生 活 す る こ と を 支 え る 」（ 前 田 ，2012；河

俣 ， 片 田 ， 三 宅 ， 他 ， 2016； 中 野 ， 鍬 田 ， 松 本 ， 他 ， 2 016； 宮 下 ，

楢 木 野 ，2017；染 谷 ，中 野 ，2020）こ と の 必 要 性 が 指 摘 さ れ て い る 。  

 本 研 究 の 結 果 か ら 小 児 看 護 C N S は 医 療 的 ケ ア か ら 離 れ て 、母 親 、

家 族 も 自 分 た ち が 自 分 ら し く い れ る 時 間 や 子 ど も の き ょ う だ い の 親

（ 母 親 ） と し て の 時 間 、 安 心 し て 子 ど も か ら 少 し で も 離 れ る 時 間 、

少 し ず つ 離 れ る 時 間 を 持 て る よ う に 支 援 し て い る こ と が 明 ら か に な

っ た 。 こ の よ う な 実 践 知 を さ ら に 蓄 積 し て 、 そ の 効 果 を 明 ら か に す

る こ と は 、 子 ど も を 中 心 と し て 母 親 と 家 族 へ の 支 援 を す る 看 護 職 お

よ び ケ ア の 提 供 を 協 働 す る 専 門 職 に お い て 意 義 が あ る と 考 え る 。  

 

1 0 .  地 域 へ 視 点 を 拡 げ て 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に 取 り 組 む  

小 児 看 護 C N S に よ る 融 合 的 ケ ア の 特 徴 と し て 、 病 院 内 で の 視 点

か ら 地 域 へ と 視 点 を 拡 げ て 、 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク を 作 ろ う と す る こ と

が 顕 わ れ た 。  

こ の 特 徴 は 端 的 に 、 テ ー マ ７ 【 治 療 を 見 通 し て 、 子 ど も と 家 族 の

意 向 を 確 か め な が ら 、 子 ど も の 生 活 を 守 る 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク に つ な

げ る 】 と し て 語 ら れ た 。  

具 体 的 に は 、 サ ブ テ ー マ ＜ 治 療 の 見 通 し を 立 て 在 宅 生 活 が 成 り 立

つ 手 段 の 検 索 と 家 族 の 意 思 決 定 支 援 を 続 け な が ら 地 域 の 支 援 体 制 を

組 み 立 て る ＞ 、 ＜ 一 緒 に 暮 ら し た い 子 ど も と 親 の 希 望 を 軸 に 親 子 の

世 界 の 安 全 確 認 を し な が ら 子 ど も の 命 を 守 る 地 域 体 制 を 整 え る ＞ 、

＜ 組 織 的 な 活 動 を 通 し て 専 門 性 の 高 い 看 護 師 の 仲 間 づ く り の 仕 組 み

を 築 く ＞ 等 で あ る 。  

先 行 研 究 で は 、「 多 職 種 カ ン フ ァ レ ン ス を 通 し て 子 ど も と 家 族 に 最
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善 な 地 域 連 携 計 画 を 進 め る 」、大 学 の 研 究 組 織 と 連 携 し て「 組 織 に ケ

ア ツ ー ル を 根 付 か せ て い く 」小 児 看 護 C N S の 実 践（ 有 田 ，2009；濱

田 ， 有 田 ， 笹 木 ， 他 ， 2009； 内 ， 三 宅 ， 三 宅 ， 2009； 染 谷 ， 中 野 ，

2020） が 明 ら か に な っ て い た 。  

本 研 究 の 結 果 か ら 、 子 ど も の 治 療 の 先 を 見 通 し て 、 子 ど も の 命 を

護 る こ と を 第 一 に 、 子 ど も と 家 族 の 生 活 が 成 り 立 つ よ う に 、 家 族 の

意 思 決 定 を 支 援 し て 地 域 の 体 制 づ く り を 推 進 す る 小 児 看 護 C N S の

実 践 が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 個 別 の ケ ー ス に お け る 情 報 収 集 力 、

分 析 力 、 看 護 実 践 の 展 開 力 と 併 せ て 、 個 人 が 所 属 す る 組 織 内 で の 共

有 に と ど ま ら ず に 、 人 脈 を 構 築 し な が ら 、 学 会 等 の 組 織 的 活 動 に つ

な げ て 看 護 の 質 を 高 め る 取 り 組 み を し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。

小 児 看 護 C N S が 課 題 を 明 確 に し て 、 よ り よ い シ ス テ ム や 変 化 を も

た ら す た め に リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し て い る と 考 え る 。  

先 行 研 究 に お い て 専 門 看 護 師 の【 今 ま で に な い 看 護 の 役 割 を 担 う 】

実 践 が 明 ら か に な っ て い る （ 荒 川 ， 井 上 ， 2015）。 小 児 看 護 C N S は

高 度 実 践 看 護 を 行 う 上 で 必 要 な 能 力 を 身 に つ け る た め の 自 己 教 育 に

自 律 し て 取 り 組 ん で い る（ 中 村 ，水 野 ，奥 ，他 ， 2 022）。本 研 究 か ら

小 児 看 護 C N S は 「 専 門 医 と 協 働 し た 組 織 的 な 活 動 を 通 し て 専 門 性

の 高 い ケ ア を 実 践 で き る 看 護 師 の 仲 間 づ く り の 仕 組 み を 築 く 」 こ と

を 語 り 、ケ ア の 発 展 に 取 り 組 ん で い る こ と が 明 ら か に な っ た 。今 回 、

小 児 看 護 C N S の 実 践 範 囲 の 広 が り が 明 ら か に な っ た と 考 え る 。  

日 本 に お け る 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 流 行 に よ る 影 響 に お い

て 医 療 機 関 の 受 診 控 え 、 シ ョ ー ト ス テ イ や 訓 練 の 休 止 等 、 子 ど も と

家 族 の サ ポ ー ト 体 制 の 脆 弱 化 が み ら れ た （ 山 田 ， 西 本 ， 安 原 ， 他 ，

2022）。高 度 な 看 護 実 践 を 展 開 す る 看 護 師 に よ る 電 話 や 動 画 に よ る 遠

隔 医 療 に よ り 医 学 的 に 複 雑 性 の あ る 子 ど も と 家 族 中 心 の ケ ア の ニ ー

ズ に 対 処 す る こ と が 可 能 で あ る（ C a d y,  E r i c k o n , L u n o s , e t  a l，2015)。

現 在 、 日 本 全 国 ど こ か ら で も 、 子 ど も が 必 要 な 医 療 を 受 け ら れ 、 か

か り つ け の 病 院 以 外 で も 情 報 共 有 が 可 能 と な る よ う に 「 医 療 的 ケ ア

児 等 医 療 情 報 共 有 シ ス テ ム （ M E I S)」 が 子 ど も 家 庭 庁 で 検 討 さ れ て

い る（ 厚 生 労 働 省 ， 2023）。今 後 、デ ー タ ベ ー ス に 基 づ い て 、子 ど も

と 家 族 の 豊 か で 安 心 し た 生 活 に 寄 与 す る 融 合 的 ケ ア の 充 実 が 求 め ら

れ て い る と 考 え る 。  

 

Ⅱ ． ケ ア リ ン グ に 根 差 し た 小 児 看 護 C N S に よ る 融 合 的 ケ ア    

B e n n e r と Wr u b e l の 「 気 づ か い （ c a r i n g）」 と は 「 思 考 と 感 情 と

行 為 を 区 別 せ ず 、 人 間 の 知 の 働 き と 存 在 を 一 体 的 に 表 現 す る 言 葉 」

「 巻 き 込 ま れ 関 与 し て い る こ と（ i n v o l v e m e n t）」（ B e n n e r，Wr u b e l ,  

198 9/ 199 9， p .1） と い う 考 え 方 を 参 考 に し て 、 本 研 究 か ら 明 ら か に
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な っ た 事 柄 を 考 察 す る 。  

本 研 究 結 果 か ら 明 ら か に な っ た テ ー マ 、サ ブ テ ー マ で は 、小 児 看

護 C N S の 子 ど も に 関 わ る 全 て の ケ ア を 担 っ て い る 母 親 へ 関 心 を 寄

せ た 気 づ か い 、学 校 の 授 業 や 給 食 の 時 間 、地 域 で の 理 学 療 法 中 に 呼

吸 器 を 着 け て い る 子 ど も の 身 体 機 能 と 希 望 に 対 す る 気 づ か い が 語

ら れ て い た 。 ま た 、 小 児 看 護 C N S か ら ケ ア に よ っ て 子 ど も の 安 楽

を 叶 え る こ と 、母 親（ 両 親 ）を 気 づ か い な が ら 関 わ っ て い る こ と が

顕 れ て い た 。小 児 看 護 C N S は 子 ど も の 身 体 を 考 慮 し 、看 護 の 質 を 担

保 し て い る と 解 釈 す る こ と が で き る 。 小 児 看 護 C N S は 子 ど も と 家

族 に 関 心 を も つ 力 を 高 め て 繋 が り 、ス タ ッ フ と 協 働 す る 関 係 を 築 く

実 践 知 を 獲 得 し て い る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

小 児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア は 、 治 療 中 で ケ ア を 必 要 と す る ニ ー

ズ を 表 現 で き な い 成 長 発 達 段 階 に あ る 子 ど も を 気 づ か い つ つ 、治 療

中 の 子 ど も に 関 わ る こ と が で き な い 母 親 の 心 理 的 ハ ー ド ル を 下 げ

る こ と で 、子 ど も を 主 役 と し た 生 活 の 中 に 母 親 も 関 わ る こ と が で き

る よ う に 導 く 役 割 を 発 揮 し て い る と 考 え ら れ る 。  

ま た 、 小 児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア は 、 看 護 の 対 象 に 関 す る 主 観

的 情 報 と 客 観 的 情 報 を 把 握 し つ つ 、 小 児 看 護 C N S の 身 体 に 根 差 し

た「 気 づ か い 」、専 門 職 と し て の 思 考 に よ り 総 合 的 に 判 断 し て い く プ

ロ セ ス で あ る と 解 釈 す る 。 小 児 看 護 C N S の 実 践 の ケ ア と キ ュ ア の

融 合 に お い て 、‘ ル ー ト 検 索 ’と 比 喩 し て 語 ら れ て い た こ と は 、彼 女

た ち の 思 考 の 特 徴 で あ る と 考 え る 。 す な わ ち 、 役 割 を 発 揮 す る た め

の 知 識 量 が 単 に 豊 富 で あ る と い う こ と で は な く 、 実 践 を 通 し て 得 る

情 報 と 子 ど も の 成 長 発 達 し な が ら 生 活 す る 時 間 軸 に 沿 っ て 思 考 を 拡

大 し な が ら 実 践 を 展 開 し て い る と 考 え る 。  

小 児 看 護 C N S の ケ ア と キ ュ ア を 融 合 す る あ り 方 に お い て 、‘ 幸 せ

を 第 一 に し た ゴ ー ル ’ は 、 子 ど も を 中 心 と し た 最 善 を 第 一 に 考 慮 し

た ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 高 度 実 践 看 護 で あ る こ と は ゆ る ぎ な い 。

そ の 上 で 、 絶 え 間 な く 子 ど も と 家 族 か ら 得 ら れ る 情 報 を ア セ ス メ ン

ト し て 、 多 職 種 と 連 携 し な が ら 、 よ り よ い 形 を 探 求 し な が ら 支 援 を

展 開 す る 小 児 看 護 C N S の 知 識 と ス キ ル は 広 が り と 深 ま り を 伴 い 発

展 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 小 児 看 護 C N S の 実 践 知 と し て 思 考

と 実 践 が 一 体 と な っ て い る と 考 え ら れ る 。  

小 児 看 護 C N S の 高 度 な 看 護 実 践 の 記 述 を 読 む 、聴 く こ と は 、子 ど

も と 家 族 へ の ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実 践 経 験 の あ る 看 護 師 、 未 経

験 の 看 護 師 、看 護 学 生 、大 学 院 生 も 小 児 看 護 の 実 践 の 専 門 性 を 学 び 、

子 ど も と 家 族 へ の 高 度 な 看 護 実 践 を 身 に 着 け て い く 糸 口 に な る と 考

え る 。子 ど も と 家 族 が そ の 人 ら し い 生 活 が で き る 支 援 と 権 利 を 擁 護

す る ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 小 児 看 護 の 実 践 知 と し て 確 立 し 、看 護
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の 質 の 向 上 を 目 指 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

 

Ⅲ ． 組 織 の 中 で 連 携 し て 変 化 を も た ら す 小 児 看 護 C N S の 活 動  

 小 児 看 護 C N S は「 高 度 実 践 看 護 師 が 備 え る べ き 実 践 能 力 を 高 め 、

看 護 活 動 を 創 意 工 夫 し て 変 革 で き 、 社 会 組 織 的 に 発 展 さ せ う る よ う

な 能 力 」（ 大 学 院 高 度 実 践 看 護 師 教 育 課 程 （ 修 士 課 程 ）（ 日 本 看 護 系

大 学 協 議 会 ， 2023c） を 有 し 駆 使 し て い た 。  

本 研 究 に お い て 、 子 ど も が 治 療 を 受 け 、 家 族 と と も に 生 活 す る 支

援 に お い て 、小 児 看 護 C N S は 組 織 、地 域 の 中 で 多 職 種 と 連 携 、協 働

す る か た ち で 、 複 雑 で 解 決 困 難 な 状 況 に 変 化 を も た ら し て い る こ と

が 語 ら れ た 。 成 長 発 達 し 続 け る 子 ど も の 病 状 や 医 療 的 ケ ア を 伴 い な

が ら 生 活 す る 将 来 が 見 通 し き れ な い 状 況 は 、 そ の 時 々 の 一 回 性 に 満

ち て い る 状 況 で あ り 、 別 の 機 会 に 同 様 の 最 善 の 状 況 に 到 達 す る ア ル

コ リ ズ ム 的 な 対 応 は 困 難 で あ る と 考 え ら れ る 。  

ま た 、本 研 究 の 結 果 か ら 、小 児 看 護 C N S は 教 員 か ら の 相 談 に 応 じ

る か た ち で 「 そ の 子 の マ ニ ュ ア ル 」 を 作 成 し た り 、 子 ど も が 平 等 に

ケ ア を 受 け ら れ る よ う に 医 師 と 看 護 師 が 協 同 し た 組 織 的 な 活 動 を 通

し て 専 門 性 の 高 い ケ ア を 実 践 で き る 看 護 師 の 仲 間 づ く り の 仕 組 み を

築 い て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。専 門 職 と し て の 小 児 看 護 C N S の

思 考 と 実 践 、 多 職 種 と の 連 携 の 成 果 が 子 ど も の 生 活 の 質 を 高 め る 変

化 を も た ら す も の と な っ て い る と 考 え る 。 子 ど も を 中 心 に 俯 瞰 し て

現 象 を 捉 え 、 創 意 工 夫 し な が ら 、 現 状 に 沿 い 見 通 し を も ち 展 開 し て

い る 小 児 看 護 C N S の 実 践 か ら 、 最 良 の ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実

践 の 要 素 を 指 標 と し て 看 護 の 質 を 高 め る 高 度 な 実 践 を 標 準 化 す る 示

唆 が 得 ら れ た の で は な い か と 考 え る 。  

小 児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア は 、そ の 現 象 を 思 考 し て 、責 任 を も っ

て 一 度 、 少 し 崩 す か か わ り を す る こ と で 、 従 来 の あ り 方 か ら 一 度 不

安 定 と な る こ と を 支 援 し 続 け て 母 親 が 納 得 で き る ケ ア の 方 法 の 変 更

の み な ら ず 、 母 親 の 信 念 の 変 化 を 起 こ し 、 子 ど も と 母 親 の 安 定 へ と

導 い て い た も の で あ る と 考 え る 。 本 研 究 か ら 明 ら か に な っ た 複 雑 で

解 決 困 難 と 捉 え ら れ る 現 象 を 熟 慮 し た 上 で 、 変 化 を も た ら す 小 児 看

護 C N S の 実 践 は 、子 ど も を 中 心 と し た 責 任 を も っ た 関 わ り に よ り 、

必 ず 生 じ る 不 安 定 さ の 時 期 も 支 援 を し 続 け て 、 ケ ア と キ ュ ア を 融 合

し た 変 革 と 組 織 的 な 発 展 に 寄 与 し て い る と 考 え る 。  

小 児 看 護 の 対 象 の 子 ど も と 家 族 の 現 象 は 、 成 長 発 達 と 病 状 、 療 養

上 の 側 面 か ら 絶 え ず 変 化 し 続 け て 、 動 的 で 、 可 変 的 で 柔 軟 な も の で

あ る 。先 行 研 究 か ら 小 児 看 護 C N S の【 看 護 師 の 力 を 見 極 め な が ら 子

ど も と 親 へ の ケ ア を 補 完 す る 】 実 践 と し て 「 プ ラ イ マ リ ー ナ ー ス 、

ス タ ッ フ 、 訪 問 看 護 師 の 相 談 窓 口 と な り 、 子 ど も と 親 に と っ て 最 善
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の ケ ア を 提 供 で き る よ う に 導 く と と も に 、補 う 役 割 を 担 う こ と 」（ 太

田 ， 2009； 安 田 ， 山 内 ， 山 田 ， 他 ， 2 012； 河 俣 ， 片 田 ， 三 宅 ， 他 ，

2016； 龜 山 ， 木 下 ， 2019； 染 谷 ， 中 野 ， 2020） が 明 ら か に な っ て い

る 。  

本 研 究 の 結 果 か ら 、 小 児 看 護 C N S は 子 ど も と 家 族 を 支 援 す る 看 護

職 と 多 職 種 と の 連 携 の 中 で 、 ケ ア と キ ュ ア の 融 合 と い う 、 よ り よ い

融 合 的 ケ ア を 実 践 し て い る 。 組 織 の 中 で 多 職 種 と 連 携 す る 中 で 、 不

安 定 さ が あ る 状 況 に お い て 融 合 的 ケ ア を 実 践 す る 小 児 看 護 C N S が

ど の よ う に 思 考 し て 実 践 し て い る か に つ い て 、 さ ら に 研 究 と し て 明

ら か に す る こ と は 、今 後 の 小 児 看 護 C N S の 教 育 課 程 に お け る 学 修 、

小 児 看 護 C N S の ス キ ル ア ッ プ の た め に 必 要 な 内 容 、 多 職 種 と の 連

携 の 在 り 方 へ の 示 唆 が 得 ら れ る と 考 え る 。  

 

Ⅳ ． ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 小 児 看 護 C N S の 高 度 看 護 実 践 の 意 義

と 展 望  

高 度 実 践 看 護 師 の 携 わ る チ ー ム 医 療 推 進 の ア ウ ト カ ム に お い て は

医 療 職 種 の 人 手 不 足 の 解 消 も 期 待 さ れ て い る（ 大 釜 ，20 1 3）。し か し 、

本 研 究 か ら 明 ら か に な っ た 小 児 看 護 C N S の 実 践 は 人 手 と し て の 一

人 の 看 護 師 の 役 割 に 収 ま ら ず 、 子 ど も の 治 療 方 針 や 体 調 を 整 え 、 状

況 に 応 じ た 子 ど も の セ ル フ ケ ア を 育 み 、子 ど も の 世 話（ 育 児 と 介 護 ）

を 担 う 母 親 の 心 理 的 身 体 的 負 担 を 軽 減 し 、 一 人 の 人 と し て の 時 間 の

確 保 に も 寄 与 す る 高 度 実 践 看 護 で あ っ た と 考 え る 。 母 親 の 育 児 す る

力 も 育 み 、 子 ど も と 家 族 双 方 の 心 身 の 健 康 と Q O L 向 上 を 意 図 す る

小 児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア は 看 護 の 知 と し て 意 義 深 い と 考 え る 。  

本 研 究 か ら 明 ら か に な っ た 小 児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア は 、 子 ど

も が 母 親 の 胎 内 で 誕 生 し て い る 胎 児 期 か ら 成 人 期 へ の 移 行 期 ま で 幅

広 い 発 達 段 階 の 子 ど も と そ の 家 族 の よ り よ い 健 康 と よ り よ い 生 活 の

可 能 性 を 広 げ る 発 達 へ の 支 援 に 責 任 を も っ て 関 わ る こ と が 特 徴 的 で

あ る 。 成 長 発 達 し 続 け て い る 子 ど も の 小 児 神 経 疾 患 ・ 筋 疾 患 に お い

て は 身 体 機 能 が 発 達 す る 小 児 期 を 経 て 、 病 態 の 変 化 、 症 状 が 悪 化 す

る こ と も 多 く 、 変 化 に 応 じ た 介 護 や 治 療 法 が 求 め ら れ る 特 徴 が あ る

（ 三 牧 ，201 8）。小 児 看 護 CNS は 中 長 期 的 な 身 体 機 能 低 下 の リ ス ク や

寿 命 を 考 慮 し て 、 子 ど も の 気 持 ち を 確 認 し て 、 医 師 や 多 職 種 と 家 族

の 理 解 と 納 得 を 得 た 必 要 な 治 療 を 調 整 す る 実 践 知 を 持 ち 合 わ せ て い

る こ と が 本 研 究 結 果 か ら 顕 れ た 。  

子 ど も と 家 族 を 中 心 に 位 置 づ け た 意 味 の 中 の 世 界 で 育 ま れ た 小 児

看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア は 、治 療 法 を よ り 適 切 に 導 き 、子 ど も の 生 活

の 質 を 豊 か に し て 、 母 親 （ 両 親 ） が 子 ど も と 一 緒 に 生 活 す る 力 を 引

き 出 し て 、支 え て い た 。小 児 看 護 C N S は 子 ど も と 家 族 が 直 面 し て い
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る 複 雑 性 の あ る 状 況 の 中 で 、 ど の よ う に ケ ア と キ ュ ア を 融 合 す る こ

と に よ り 、 子 ど も と 家 族 が 生 活 を 送 る こ と が で き る の か を 思 考 し て

い た 。  

本 研 究 か ら 子 ど も と 家 族 が 地 域 の ネ ッ ト ワ ー ク の 中 で 一 緒 に 生 活

す る こ と を 究 極 の 目 標 に 見 据 え 、 複 数 の 人 が で き る 「 こ の 子 の ケ ア

の か た ち 」を 創 り 出 し 、「 不 要 な ケ ア を 取 り 除 く 」無 害 の 原 則 を 重 視

し た 小 児 看 護 CNS の 倫 理 的 実 践 が 明 ら か に な っ た こ と は 意 義 深 い 。  

子 ど も と 家 族 が 希 望 す る 目 標 に 到 達 す る こ と に 関 与 し て 、 自 ら の

実 践 を 内 省 し な が ら 多 職 種 と 連 携 し て 、 地 域 に お け る 子 ど も と 家 族

の 生 活 が 実 現 す る よ う に 導 い て い た 。す な わ ち 、小 児 看 護 C N S が 実

践 す る 融 合 的 ケ ア は 、 病 状 の 悪 化 や 寿 命 の 到 来 も 包 括 し な が ら 、 よ

り よ く よ り 豊 か に 暮 ら す 子 ど も と 家 族 の ウ エ ル ビ ー イ ン グ に 寄 与 す

る も の で あ る と 考 え る 。  

小 児 看 護 C N Sの 融 合 的 ケ ア は 、 診 療 報 酬 を 算 定 す る こ と も 可 能

な 検 査 や 治 療 、 処 置 を 伴 う レ ス パ イ ト 入 院 に つ い て 、 子 ど も の 立

場 、 視 点 か ら 思 考 し て 、 子 ど も の 権 利 を 守 る こ と 、 擁 護 す る こ と を

家 族 と と も に 実 現 す る も の で あ っ た 。 レ ス パ イ ト 入 院 は 在 宅 で 行 っ

て い る ケ ア を 続 け る こ と に よ り 子 ど も の 体 調 が 悪 化 す る 恐 れ が あ る

こ と に 気 づ き 、 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 の 状 態 の 変 化

に 対 応 し た ケ ア を 見 つ け る 機 会 と な る （ 酒 井 ， 2017） 。 レ ス パ イ ト

ケ ア は 家 族 に と っ て 特 別 な 時 間 で あ り 、 親 の 夫 婦 関 係 だ け で な く 、

子 ど も と そ の き ょ う だ い （ 兄 弟 姉 妹 ） に と っ て も メ リ ッ ト が あ る

(K i m， J u l i a， 2018 )。  

こ の よ う な 看 護 は 、 子 ど も の 権 利 を 保 障 す る 子 ど も と 家 族 へ の 看

護 の 質 向 上 を 考 え て い く 上 で 、 子 ど も 中 心 の 具 体 的 で 貴 重 な 経 験 知

を 提 供 す る こ と に 貢 献 で き 、 意 義 が あ る 。 真 の 専 門 家 の 経 験 知 に 根

ざ し そ こ か ら 離 れ な い 知 が 、 新 し い 経 験 に ひ ら か れ 自 ら 深 化 し て い

く （ 塚 本 ， 2008）。  

本 研 究 の 結 果 か ら 、 こ れ ま で に 標 準 化 や 定 型 化 さ れ た 看 護 で は 子

ど も と 家 族 の 生 活 の 質 を 保 つ こ と が で き な い 、 子 ど も の 権 利 擁 護 が

困 難 な 現 象 に 対 し て 、 小 児 看 護 C N Sが ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 最

善 の 看 護 を 実 践 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た と 考 え る 。  

日 本 の 専 門 看 護 師 教 育 課 程 の 共 通 科 目 と し て コ ー チ ン グ は 位 置 付

け ら れ て い な い が 、 小 児 看 護 C N Sは 看 護 理 論 や 看 護 モ デ ル 、 小 児

看 護 に 重 要 な 概 念 を 基 盤 に し て 説 明 力 や 調 整 力 を 発 展 、 統 合 し な が

ら 実 践 を 展 開 し て い る と 推 測 さ れ る 。 コ ー チ ン グ の ス キ ル は 、 子 ど

も と 家 族 の 力 の 発 揮 や ケ ア シ ス テ ム 全 体 の 改 善 に 有 用 で あ る 。 小 児

看 護 C N Sの 認 定 後 の ス キ ル ア ッ プ や ス ー パ ー ビ ジ ョ ン の 機 会 、 研

究 を 通 し た 新 た な 知 を 見 出 し て い く こ と も 重 要 で あ る と 考 え る 。  



 

78 

 

子 ど も の 「 生 き る 力 」 を 育 む 支 援 は 、 地 域 の 実 情 に 応 じ て 医 療 、

教 育 、 保 健 、 福 祉 等 の 専 門 職 の 連 携 体 制 を 構 築 す る 必 要 が あ る 。 子

ど も 中 心 の 、 子 ど も の 生 き る 力 を 育 む 支 援 に お い て 、 医 療 的 ケ ア 児

等 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 研 修 を 受 け た 人 々 （ 厚 生 労 働 省 ， 2017） と 専

門 性 を 発 揮 で き る 連 携 に お け る 知 を 可 視 化 し て 蓄 積 す る こ と は 、 支

援 体 制 構 築 に お い て 意 義 が あ る と 考 え る 。  

本 研 究 で 明 ら か に な っ た 小 児 看 護 C N Sが 行 う ケ ア と キ ュ ア を 融

合 し た 実 践 に お け る 融 合 的 ケ ア の 知 は 、 小 児 看 護 を 実 践 す る 看 護

師 、 小 児 看 護 C N Sの 実 践 の 知 と な り 、 子 ど も と 家 族 の 支 援 が 充 実

す る こ と 、 多 職 種 と 連 携 し て 実 現 す る 、 よ り よ い オ ー ダ ー メ イ ド の

医 療 に お け る 看 護 師 の 能 力 を 高 め る こ と に 貢 献 す る こ と が 期 待 で き

る と 考 え る 。  

 

Ⅴ ． 看 護 へ の 示 唆  

１ ． 看 護 実 践 へ の 示 唆  

研 究 か ら 小 児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア に お け る 新 た な 知 と し て 、

７ の テ ー マ が 浮 か び 上 が り 、23 の サ ブ テ ー マ の 看 護 実 践 が 記 述 さ れ

た 。 本 研 究 で 明 ら か に な っ た 小 児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア に は 全 体

的 、総 合 的 、俯 瞰 的 な 捉 え に 根 ざ し 、多 様 な エ ビ デ ン ス を 活 用 し て 、

「 無 害 の 原 則 」 を 重 視 し た 倫 理 的 実 践 に よ り 子 ど も を 護 り 、 子 ど も

の 生 き る 力 の 発 揮 を 支 え る と い う 特 徴 が み ら れ た 。 こ れ ら の 小 児 看

護 C N S の 実 践 知 は 、 様 々 な 成 長 発 達 段 階 や 複 雑 な 病 態 に あ る 子 ど

も の 命 を 護 り 、 子 ど も の 権 利 を 保 障 す る 小 児 看 護 の 質 の 向 上 に 寄 与

す る こ と が 期 待 で き る と 考 え る 。  

小 児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア に は 治 療 や 療 養 法 の 子 ど も・家 族・医

療 チ ー ム へ の 説 明 と 異 な る 意 見 の 調 整 、 多 職 種 と 協 力 体 制 を 形 成 し

て 医 療 的 ケ ア を 生 活 の 中 に 組 み 込 み 、 学 校 生 活 に 繋 げ 、 子 ど も だ け

で な く 、 母 親 ・ 家 族 の 力 も 育 み 、 母 親 ・ 家 族 が 自 分 た ち の 時 間 や 生

活 を 持 て る よ う に 支 援 す る 、 オ ー ダ ー メ イ ド の ケ ア の 創 造 、 地 域 へ

視 点 を 拡 げ て 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に 取 り 組 む 、 と い う 特 徴 も み

ら れ た 。小 児 看 護 C N S が ス タ ッ フ や 多 職 種 と 協 働 す る こ と に よ り 、

子 ど も と 家 族 が 生 活 す る 地 域 の ネ ッ ト ワ ー ク の 中 で 子 ど も の 幸 せ を

第 一 に 考 慮 す る こ と を 導 く 力 と な り 、 家 族 の 子 育 て 観 を 尊 重 し た 子

ど も と 家 族 中 心 の 融 合 的 ケ ア が 創 造 さ れ て 、 子 ど も と 家 族 へ の 支 援

の 充 実 に 貢 献 で き る と 考 え る 。  

 

２ ． 看 護 教 育 へ の 示 唆  

本 研 究 か ら 明 ら か に な っ た 小 児 看 護 C NS の 融 合 的 ケ ア は 多 様 な エ

ビ デ ン ス を カ ン フ ァ レ ン ス で の 共 有 や 説 明 に も 活 用 し て い た 。ま た 、
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子 ど も へ の 支 援 だ け で な く 、 母 親 ・ 家 族 の 力 も 育 み 、 医 療 的 ケ ア か

ら 離 れ て 、自 分 ら し く い れ る 時 間 や 子 ど も の き ょ う だ い の 親（ 母 親 ）

と し て の 時 間 を 持 て る よ う に 支 援 し て い た 。 小 児 看 護 を 学 ぶ 基 礎 教

育 課 程 の 看 護 学 生 、 看 護 師 、 専 門 看 護 師 教 育 課 程 の 大 学 院 生 が 、 責

任 の あ る 関 わ り の 視 点 に 立 ち 、 子 ど も を 護 り 、 子 ど も と 家 族 を 支 援

す る 実 践 力 を 高 め る た め の 実 践 知 を 提 供 す る 可 能 性 が 開 か れ た 。  

小 児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア の 記 述 は 、 認 定 を 受 け た 専 門 看 護 師

の 研 鑽 や リ フ レ ク シ ョ ン に お け る 示 唆 も 含 ん で い る と 考 え る 。 小 児

看 護 CNS の 実 践 の 内 容 を 伝 授 し て 共 有 す る 機 会 は 、 子 ど も が 社 会 で

家 族 と と も に よ り 幸 せ に 生 活 す る た め の 融 合 的 ケ ア の さ ら な る 創 造

の 可 能 性 を 開 く も の と 考 え る 。  

 

３ ． 看 護 研 究 へ の 示 唆  

本 研 究 に お い て 小 児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア が 記 述 さ れ た こ と で 、

子 ど も と 家 族 の 声 、 関 心 事 、 文 化 に 根 差 し た 習 慣 、 子 育 て 観 や 個 々

の 価 値 を 尊 重 し た 融 合 的 ケ ア を 創 造 す る 必 要 性 に つ い て の 示 唆 が 得

ら れ た 。  

看 護 師 の 現 任 教 育 に 活 用 で き る 教 育 プ ロ グ ラ ム や 、 子 ど も と 家 族

の た め の ケ ア モ デ ル を 開 発 す る 研 究 に 発 展 す る 可 能 性 が 開 け た 。 今

後 、 よ り よ い 融 合 的 ケ ア の 実 現 の た め の 変 革 と 社 会 組 織 的 な 発 展 に

貢 献 し て い る 小 児 看 護 C N S、 高 度 実 践 看 護 師 教 育 に 携 わ る 研 究 者 ・

教 育 者 、 子 ど も と 家 族 と の 研 究 成 果 の 共 有 、 研 究 活 動 を 通 し て 、 子

ど も と 家 族 中 心 の 視 点 で 融 合 的 ケ ア を 創 造 す る 力 と な る と 考 え る 。  

子 ど も の 幸 せ と 子 ど も と 家 族 へ の 看 護 の 質 の 向 上 を も た ら す よ う

な 研 究 成 果 に つ な げ て い き た い 。  

 

Ⅵ ． 本 研 究 の 限 界  

 １ ． 研 究 協 力 者  

 現 象 を よ り 深 く 理 解 す る た め に 研 究 協 力 を 依 頼 す る 候 補 者 の 基 準

を 設 け 、 ① 公 表 し て い る 看 護 実 践 が ケ ア と キ ュ ア の 融 合 に 関 す る 内

容 を 含 む 者 、 基 準 ② ケ ア と キ ュ ア の 融 合 に 関 す る 看 護 実 践 の 経 験 に

つ い て 本 研 究 の 目 的 に お い て 語 る こ と に 関 心 を も つ 者 の い ず れ か に

該 当 す る 小 児 看 護 C N S を 対 象 と し た 。し か し 、ネ ッ ト ワ ー ク サ ン プ

リ ン グ の た め 、 デ ー タ の 偏 り の 可 能 性 が あ る 。  

 

２ ． デ ー タ 収 集 方 法  

 研 究 者 の イ ン タ ビ ュ ー 技 術 と フ ィ ー ル ド テ ク ス ト を 構 築 す る 技 術

の 向 上 を 図 る た め に ２ 人 の 小 児 看 護 C NS に プ レ テ ス ト を 行 い 、 イ ン

タ ビ ュ ー ガ イ ド の 内 容 、 面 接 の 展 開 方 法 、 分 析 に つ い て 個 別 に 指 導
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を 受 け た 。 研 究 者 は イ ン タ ビ ュ ア ー と し て 研 究 協 力 者 の 世 界 の 直 接

性 の 中 に 想 像 力 を 用 い て 住 み 込 み 、 心 を 傾 け て 推 し 量 り 、 発 言 を 聴

き 続 け る こ と を 重 視 し て ナ ラ テ ィ ブ デ ー タ を 引 き 出 す こ と に 努 め た 。

そ の 結 果 、 各 協 力 者 の 中 で 日 常 の 実 践 で 当 た り 前 に な っ て い る レ ベ

ル の 実 践 に つ い て 豊 か な 語 り を 得 る こ と が で き た 。 し か し 、 研 究 者

が 小 児 看 護 C N S で 同 志 で あ る こ と に 伴 う 共 感 や 相 互 作 用 が 生 じ た

こ と に よ り 、 十 分 な 語 り を 引 き 出 せ な か っ た 可 能 性 が あ る 。  

  

３ ． デ ー タ 分 析 方 法  

 16 人 の 研 究 協 力 者 の 1 回 目 の イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ か ら 小 児 看 護

CNS の ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実 践 を 読 み 込 み 、 記 述 し て 分 析 を 始

め 、 2 回 目 の イ ン タ ビ ュ ー 時 の 自 然 な 会 話 の 中 で 研 究 者 の 理 解 を 伝

え て 確 認 を し た 内 容 を 含 め た デ ー タ を 得 た 。 研 究 者 は 、 デ ー タ に 密

接 し 続 け 、 比 較 検 討 し て 、 想 像 力 を 用 い て 状 況 に 住 み 込 む 解 釈 学 的

循 環 を す る 中 で 解 釈 妥 当 性 の 確 保 に 歪 み が あ る 可 能 性 が あ る 時 に は

指 導 を 受 け て 解 釈 妥 当 性 の 確 保 に 努 め た 。  

デ ー タ 分 析 に 4 年 余 り を 要 し 、 そ の 期 間 に 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

感 染 症 の 世 界 的 な 蔓 延 、 日 本 に お け る 医 療 的 ケ ア 児 に 関 す る 法 律 の

施 行 、こ ど も 家 庭 庁 の 創 設 等 、子 ど も と 家 族 を 取 り 巻 く 環 境 や 生 活 、

社 会 の 仕 組 み や 制 度 等 に 様 々 な 変 化 が 生 じ た 。 研 究 は 、 読 者 が そ の

結 果 を 理 解 や 実 践 に 役 立 て る こ と で 相 対 的 な 妥 当 性 を 得 る こ と が で

き る こ と を 念 頭 に デ ー タ 分 析 を 進 め た 。 し か し 、 本 研 究 で 得 ら れ た

小 児 看 護 C N S の 語 り に お け る 実 践 の 時 間 性 と デ ー タ の 解 釈 、 公 表

ま で の タ イ ム ラ グ が 大 き い た め 相 対 的 妥 当 性 を 得 る こ と に 歪 み が 生

じ て い る こ と は 否 め な い 。  
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第 6 章  結 論  

 

本 研 究 で は 、 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 に 対 し て 、 小

児 看 護 C N S が 行 う ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 実 践 と は ど の よ う な も

の で あ る か を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  

小 児 看 護 C N S16 人 を 研 究 協 力 者 と し て 、 最 小 限 に 構 成 し た イ ン

タ ビ ュ ー ガ イ ド を 用 い て イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た 。 B e n n e r と Wr u b e l

（ 1989／ 1 999） の 解 釈 理 論 に よ る B e n n e r (1994／ 2006 )の 解 釈 的 現

象 学 の ア プ ロ ー チ を 参 考 に 分 析 を 行 っ た 。 結 果 と し て 次 の よ う な 知

見 が 得 ら れ た 。  

 

１ ． 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 へ の ケ ア と キ ュ ア を 融 合

し た 小 児 看 護 C N S の 実 践 に は 、 ７ つ の テ ー マ が み ら れ た 。  

【 多 様 な エ ビ デ ン ス を 活 用 し て ケ ア の 必 要 性 を 弁 別 し 、 子 ど も を

護 る 】は 、小 児 看 護 C N S が 、子 ど も の 病 状・体 力 の 消 耗・体 重 増

加 の ペ ー ス 等 の か ら だ の 声 を 用 い て 評 価 を 行 い 、 不 要 な ケ ア を 取

り 除 い た り 必 要 な 治 療 を 医 師 と 交 渉 し て 早 期 に 組 み 込 ん だ り す る

こ と に よ り 、 子 ど も の 身 体 に 負 担 を か け な い 治 療 ・ ケ ア の プ ラ ン

に 繋 げ る こ と で あ っ た 。【 状 況 を 全 体 的 に 捉 え な が ら 、医 療 的 ケ ア

を 行 う 子 ど も の 主 体 性 の 発 揮 と 可 能 性 を 開 く 】は 、小 児 看 護 C N S

が 、 子 ど も の 身 体 機 能 、 生 活 状 況 、 治 療 の 進 捗 等 の 全 て を 見 渡 し

て 、 弾 力 的 に 目 標 を 変 更 し な が ら 、 子 ど も が 主 体 的 に 医 療 的 ケ ア

に 取 り 組 ん だ り 生 活 を 楽 し む 力 を 獲 得 で き る よ う に 後 押 し す る こ

と で あ っ た 。【 子 ど も の 特 性 や 発 達 段 階 、治 療 と 生 活 の 兼 ね 合 い を

考 慮 し な が ら 、最 適 な 療 養 生 活 に 導 く 】は 、小 児 看 護 C N S が 、診

断 や 治 療 、 発 達 特 性 等 の 様 々 な 側 面 を 考 慮 し て 、 療 養 法 と 生 活 リ

ズ ム の バ ラ ン ス を 取 り な が ら 、 家 族 と の 2 4 時 間 の 生 活 に 合 う 最

善 の ケ ア を 、タ イ ミ ン グ を 見 な が ら 実 施 す る こ と で あ っ た 。【 治 療

や 療 養 方 法 を 説 明 し 、 子 ど も ・ 家 族 ・ 医 療 者 の 意 向 を 調 整 し て 、

状 況 を 改 善 す る 】は 、小 児 看 護 C N S が 、子 ど も の 意 欲 や 意 向 を 捉

え 、医 学 的 判 断 や 医 療 機 器 の 指 標 に 基 づ き 安 全 な 方 策 を 見 出 し て 、

他 職 種 の 協 力 を 得 て 必 要 な ケ ア を 選 択 し た り 、 新 た な ケ ア を 見 出

し て 、善 い 報 告 に 向 か わ せ る こ と で あ っ た 。【 治 療 の 効 能 を 手 が か

り に 、 子 ど も の 意 向 を 読 み 取 り な が ら そ の 子 に 合 っ た 独 自 の ケ ア

を 創 る 】は 、小 児 看 護 C N S が 、子 ど も の 生 活 に 反 映 す る 治 療 の 効

果 を 拠 り 所 に 、 関 係 者 の 意 向 を 読 み 取 り 、 そ の 子 の 「 ケ ア の 形 」

「 マ ニ ュ ア ル 」 等 を 作 成 し 、 特 定 の ケ ア 、 個 別 ケ ア を 関 係 者 と 協

力 し て 実 施 す る こ と で あ っ た 。【 治 療 や 療 養 生 活 を 見 通 し な が ら 、

母 親 の 力 の 育 成 や 自 分 ら し さ を 保 つ こ と を 後 押 し す る 】 は 、 小 児
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看 護 C N S が 、 子 ど も の 治 療 状 況 か ら 今 後 の 治 療 や 療 養 内 容 を 推

測 し 、 母 親 の 捉 え 方 や 向 き 合 え な い 気 持 ち を 受 け と め な が ら 一 緒

に 考 え て 、 母 親 の 育 児 す る 力 を 育 て 、 自 分 ら し い 時 間 を 過 ご す こ

と が で き る よ う に 支 援 す る こ と で あ っ た 。【 治 療 を 見 通 し て 、子 ど

も と 家 族 の 意 向 を 確 か め な が ら 、 子 ど も の 生 活 を 守 る 地 域 ネ ッ ト

ワ ー ク に つ な げ る 】は 、小 児 看 護 C N S が 、治 療 の 経 過 と 先 々 に 何

が 起 こ る か を 推 測 し 、 子 ど も の 命 を 守 り 成 長 発 達 に 応 じ て 家 族 と

の 生 活 が 地 域 に 広 が る よ う に 、 家 族 と 話 し 合 い 意 思 決 定 を 支 え て

段 取 り な が ら 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク に つ な げ る こ と で あ っ た 。  

 

２ ． 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 子 ど も と 家 族 へ の ケ ア と キ ュ ア を 融 合

し た 小 児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア に は 、 ① 全 体 的 、 総 合 的 、 俯 瞰

的 な 捉 え に 根 差 す 、 ② 多 様 な エ ビ デ ン ス を 活 用 し た ケ ア の 実 施 、

③ 「 無 害 の 原 則 」 を 重 視 し た 倫 理 的 実 践 、 ④ 子 ど も を 護 り 、 子 ど

も の 生 き る 力 の 発 揮 を 支 え る 、 ⑤ 医 療 的 ケ ア を 生 活 の 中 に 組 み 込

み 学 校 生 活 に 繋 げ る 、 ⑥ 治 療 や 療 養 法 の 子 ど も ・ 家 族 ・ 医 療 チ ー

ム へ の 説 明 と 異 な る 意 見 の 調 整 、 ⑦ 協 力 体 制 を 形 成 し て オ ー ダ ー

メ イ ド の ケ ア を 創 造 す る 、 ⑧ 子 ど も だ け で な く 、 母 親 ・ 家 族 の 力

も 育 む 、 ⑨ 母 親 ・ 家 族 が 自 分 た ち の 時 間 や 生 活 を 持 て る よ う に 支

援 す る 、 ⑩ 地 域 へ 視 点 を 拡 げ て 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に 取 り 組

む 、 と い う 特 徴 が 顕 わ れ た 。  

 

３ ． 小 児 看 護 C N S の 活 動 に は 、 組 織 の 中 で 多 職 種 と 連 携 し て 複 雑

で 解 決 困 難 な 状 況 に 変 化 を も た ら し て い る こ と が 顕 れ て い た 。 小

児 看 護 C N S は 、 子 ど も を 中 心 と し た 責 任 を も っ た 関 わ り に よ

り 、 不 安 定 さ が あ る 時 期 も 子 ど も ・ 家 族 を 支 援 し 続 け て い た 。 小

児 看 護 C N S は 、 よ り よ い 融 合 的 ケ ア の 実 現 の た め の 変 革 と 社 会

組 織 的 な 発 展 に 寄 与 し て い る と 考 え ら れ た 。  

 

４ . 小 児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア の 実 践 は 、 治 療 法 を よ り 適 切 に 導

き 、 子 ど も の 生 活 の 質 を 豊 か に し て 、 子 ど も と 家 族 が 一 緒 に 生 活

す る 力 を 引 き 出 し て 支 え 、 地 域 に お け る 生 活 を 実 現 し て い た 。 小

児 看 護 C N S の 融 合 的 ケ ア の 知 は 、 多 職 種 と 連 携 し て 実 現 す る よ

り よ い オ ー ダ ー メ イ ド の 医 療 、 子 ど も と 家 族 へ の 充 実 し た 支 援 、

看 護 師 の 能 力 向 上 へ の 貢 献 が 期 待 で き る と 考 え る 。  
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h t t p : / / i r y o u - c a r e . j p / w p d b / w p - c o n t e n t / u p l o a d s / 2 0 2 3 / 0 4 / 0 2 _ . p d f ，（ 検

索 日 ： 2 0 2 4 年 1 月 2 2 日 ）．  

森 口 清 美 ， 大 見  サ キ エ （ 2017）． 長 期 入 院 を 経 験 し た 慢 性 疾 患 が あ

る 子 ど も へ の 復 学 支 援 に 関 す る 文 献 検 討 ， 岐 阜 聖 徳 学 園 大 学 看 護

学 研 究 誌 ， 2， 45-5 5．  

村 田 敦 子 ，平 田 弘 美 ，古 株 ひ ろ み（ 2018）．重 症 心 身 障 害 児 の 食 に 対

す る 母 親 の 思 い と そ の 支 援 に 関 す る 文 献 検 討 ， 人 間 看 護 学 研 究 ，

16， 19-25.  

村 田 久 行（ 1998）.ケ ア の 思 想 と 対 人 援 助：終 末 期 医 療 と 福 祉 の 現 場

か ら  改 訂 増 補 版 ,東 京 ： 川 島 書 店 .  

村 田 恵 子 ，小 野 智 美 ，草 場 ヒ フ ミ 他（ 19 99）．慢 性 的 な 健 康 障 害 を も

つ 子 ど も を 養 育 す る 家 族 の 対 処 と 関 連 因 子 ： 家 族 対 処 パ タ ー ン と

病 児 の 健 康 状 態 ・ 家 族 特 性 と の 関 連 ， 神 戸 大 学 医 学 部 保 健 学 科 紀

要 ， 15， 1- 11．  

中 島 淑 恵 ，菅 原 淳 ，山 本 育 子 ，他（ 2014） .身 体 機 能 障 害 を も つ 入 院

患 児 へ の 音 楽 活 動 が リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 与 え る 効 果 ， 福 島 県 立

医 科 大 学 看 護 学 部 紀 要 ， 16， 37-46.  

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2017/10/24/1397727_001.pdf，（検索日：2023
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2017/10/24/1397727_001.pdf，（検索日：2023
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10600000-Daijinkanboukouseikagakuka/0000153339.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10600000-Daijinkanboukouseikagakuka/0000153339.pdf
https://www.meti.go.jp/press/2022/03/20230327002/20230327002-1.pdf
https://www.meti.go.jp/press/2022/03/20230327002/20230327002-1.pdf
http://iryou-care.jp/wpdb/wp-content/uploads/2023/04/02_.pdf，（検
http://iryou-care.jp/wpdb/wp-content/uploads/2023/04/02_.pdf，（検
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中 村 伸 枝 ， 水 野 芳 子 ， 奥 朋 子 ， 他 （ 2 022）． 10 年 以 上 の 活 動 経 験 を

も つ 専 門 看 護 師 の 認 定 か ら 5 年 目 ま で の 活 動 の 広 が り と 自 己 教

育 -文 化 の 視 点 か ら の 一 考 察 -， 文 化 看 護 学 会 誌 ， 14（ 1）， 11-20.  

中 村 伸 枝 ，水 野 芳 子 ，奥 朋 子 ，他（ 2023）．  10 年 以 上 の 活 動 経 験 を

も つ 専 門 看 護 師 の 認 定 後 5 年 目 以 降 の 活 動 の 変 化 と 認 識 す る 専

門 看 護 師 の 役 割 ， 日 本 CNS 看 護 学 会 誌 ， 10， 1-8．  

中 野 綾 美 ，鍬 田 晃 子 ，松 本 祐 佳 里 ，他（ 2016）．入 院 中 の 子 ど も の 家

族 に 対 す る 専 門 看 護 師 に よ る 家 族 看 護 介 入 の 様 相 ， 高 知 女 子 大 学

看 護 学 会 誌 ， 42（ 1）， 87-96．  

中 下 富 子 ，金 泉 志 保 美 ，永 田 悦 子 ，他（ 2006） .医 療 的 ケ ア を 要 す る

在 宅 療 養 児 の 家 族 に 対 す る 支 援 方 法 ，群 馬 パ ー ス 大 学 紀 要 ，3，23-

29．  

日 本 学 術 会 議  健 康 ・ 生 活 科 学 委 員 会  看 護 学 分 科 会 （ 2008） .提 言

看 護 職 の 役 割 拡 大 が 安 全 と 安 心 の 医 療 を 支 え る ． 平 成 2 0 年 8 月  

28 日 .  

h t t p : / / w w w. s c j . g o . j p / j a / i n f o / k o h y o / p d f / k o h y o - 2 0 - t 6 2 - 1 4 . p d f , （ 検 索

日 ： 2023 年 8 月 6 日 ） . 

日 本 学 術 会 議  健 康 ・ 生 活 科 学 委 員 会  看 護 学 分 科 会 (2 011).  提 言  

高 度 実 践 看 護 師 制 度 の 確 立 に 向 け て  ― グ ロ ー バ ル ス タ ン ダ ー ド

か ら の 提 言 ― .平 成 23 年 （ 2011 年 ） 8 月 6 日 . 

h t t p : / / w w w. s c j . g o . j p / j a / i n f o / k o h y o / p d f / k o h y o - 2 1 - t 1 3 5 - 2 . p d f , （ 検 索

日 ： 2023 年 8 月 6 日 ） . 

日 本 学 術 会 議  健 康・生 活 科 学 委 員 会  看 護 学 分 科 会（ 2 0 14）.提 言  

ケ ア の 時 代 を 先 導 す る 若 手 看 護 学 研 究 者 の 育 成 .平 成 2 6 年 （ 2014

年 ） 7 月 4 日 . 

h t t p : / / w w w. s c j . g o . j p / j a / i n f o / k o h y o / p d f / k o h y o - 2 2 - t 1 9 3 - 7 . p d f , （ 検 索

日 ： 2023 年 8 月 6 日 ） . 

日 本 訪 問 看 護 財 団（ 2020）．学 校 に お け る 医 療 的 ケ ア 実 施 対 応 マ ニ ュ

ア ル 【 看 護 師 用 】  文 部 科 学 省  令 和 元 年 度  学 校 に お け る 医 療

的 ケ ア 実 施 体 制 構 築 事 業  令 和 ２ 年 3 月 ．  

h t t p s : / / w w w. j v n f . o r. j p / h o m e / w p -

c o n t e n t / u p l o a d s / 2 0 2 0 / 0 7 / c a r e m a n u a l 1 - 1 . p d f，（ 検 索 日 ： 2023 年 8 月

5 日 ） . 

日 本 看 護 科 学 学 会 看 護 学 学 術 用 語 健 康 委 員 会 第 9・10 委 員 会（ 2011）.

看 護 学 を 構 成 す る 重 要 な 用 語 集 .  

h t t p : / / j a n s . u m i n . a c . j p / i i n k a i / y o u g o / p d f / t e r m s . p d f ,（ 検 索 日： 2 023 年

7 月 20 日 ） .  

 

 

https://www.jvnf.or.jp/home/wp-content/uploads/2020/07/caremanual1-1.pdf
https://www.jvnf.or.jp/home/wp-content/uploads/2020/07/caremanual1-1.pdf
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日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 （ 2023a）．“ 高 度 実 践 看 護 師 と は ”， 高 度 実 践

看 護 師 情 報 （ C N S／ N P）”． 2023 年 ．  

h t t p s : / / w w w. j a n p u . o r . j p / a c t i v i t i e s / c o m m i t t e e / c n s n p / , （ 検 索 日：2023

年 7 月 27 日 ）．  

日 本 看 護 系 大 学 協 議 会 （ 2023b）． 高 度 実 践 看 護 師 教 育 機 関 及 び 課 程  

認 定 単 位 一 覧 ，  

h t t p s : / / w w w. j a n p u . o r . j p / i m g / a c t i v i t i e s / c o m m i t t e e / c n s n p / a p n _ c r e d i t . p

d f,（ 検 索 日 ： 2023 年 7 月 27 日 ）．  

日 本 看 護 系 大 学 協 議 会（ 2023c）.202 3 年 度 版  高 度 実 践 看 護 師 教 育

課 程 基 準 高 度 実 践 看 護 師 教 育 課 程 審 査 要 項 ，  

h t t p s : / / w w w. j a n p u . o r . j p / d o w n l o a d / p d f / c n s . p d f ,（ 検 索 日 ： 202 3 年 7

月 27 日 ） .  

日 本 看 護 協 会 （ 200 4）： 日 本 看 護 協 会 （ 2005） .盲 ・ 聾 ・ 養 護 学 校 に

お け る 医 療 的 ケ ア 実 施 マ ニ ュ ア ル ， 発 行 物 ，  

h t t p s : / / w w w. n u r s e . o r . j p / n u r s i n g / h o m e / p u b l i c a t i o n / p d f / g u i d e l i n e /  

m o u r o u y o u . p d f ,（ 検 索 日 ： 2023 年 7 月 27 日 ） . 

日 本 看 護 協 会（ 2024）．“ 分 野 別 都 道 府 県 別 登 録 者 検 索 ” . 20 24 年

1 月 ．  

h t t p s : / / n i n t e i . n u r s e . o r. j p / c e r t i f i c a t i o n / G e n e r a l / G C P P 0 1 L S / G C P P 0 1 L

S . a s p x，（ 検 索 日 ： 2 024 年 1 月 22 日 ）．  

日 本 小 児 看 護 学 会（ 2008）.特 別 支 援 学 校 看 護 師 の た め の ガ イ ド ラ イ

ン . 

h t t p s : / / j s c h n . o r. j p / f i l e s / 2 0 1 0 1 0 2 0 _ t o k u b e t s u s h i e n _ g u i d e l i n e . p d f ，  

（ 検 索 日 ： 2024 年 1 月 25 日 ） . 

仁 宮 真 紀 , 河 俣 あ ゆ み , 市 原 真 穂（ 20 20）．小 児 看 護 専 門 看 護 師 と 考

え る 重 症 心 身 障 害 児 (者 )の 「 生 き て い く 」 を 支 え る 看 護 倫 理 ， 日

本 重 症 心 身 障 害 学 会 誌 ， 45（ 1）， 123 -128．  

西 垣 香 織 ，黒 木 春 郎 ，江 川 文 誠 ，他（ 2010） .重 症 心 身 障 害 児 を 対 象

と し レ ス パ イ ト イ ト ケ ア の 利 用 ／ 提 供 に 関 連 す る 要 因 ， 外 来 小 児

科 ， 13（ 2）， 98-10 8．  

西 原 静 香 ，野 秋 絢 美 ，桑 田 弘 美 ，他（ 2016） .医 療 的 ケ ア を 必 要 と す

る 子 ど も の 親 へ の 退 院 支 援 .滋 賀 医 科 大 学 看 護 学 ジ ャ ー ナ ル ， 14

（ 1）， 36-40．  

西 村 ユ ミ ，太 田 喜 久 子 ，数 間 恵 子 ，他（ 2017）．こ れ か ら の 社 会 に お

け る ケ ア サ イ エ ン ス の 構 築 を め ざ し て ，学 術 の 動 向 ，22（ 5），58-

70．  

西 野 郁 子 ，石 川 紀 子 ，堂 前 有 香（ 2013）.医 療 的 ケ ア を 必 要 と す る 乳

幼 児 期 の 子 ど も と 母 親 が 感 じ る 生 活 上 の 困 難 と サ ポ ー ト ニ ー ズ ，

千 葉 県 立 保 健 医 療 大 学 紀 要 ， 4（ 1）， 27-31．  

https://www.janpu.or.jp/img/activities/committee/cnsnp/apn_credit.pdf
https://www.janpu.or.jp/img/activities/committee/cnsnp/apn_credit.pdf
https://www.janpu.or.jp/download/pdf/cns.pdf
https://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP01LS/GCPP01LS.aspx
https://nintei.nurse.or.jp/certification/General/GCPP01LS/GCPP01LS.aspx
https://jschn.or.jp/files/20101020_tokubetsushien_guideline.pdf
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野 嶋 佐 由 美（ 2012）.看 護 の 知 の 構 築 に 向 け て の 方 略 ，日 本 看 護 科 学

学 会 誌 ， 32（ 2）， 7 2-76．  

野 嶋 佐 由 美 , 中 野 綾 美 , 宮 井 千 恵（ 19 94）．慢 性 疾 患 患 児 を 抱 え た 家

族 の シ ス テ ム の 力 と 家 族 対 処 の 分 析 ， 14（ 1）， 28-37．  

及 川 郁 子 （ 2008） .  研 究 成 果 を 実 践 に 根 付 か せ る た め の 専 門 看 護 師

を 活 用 し た 臨 床  研 究 連 携 シ ス テ ム の 構 築 ～ 気 管 切 開 を 受 け た 子

ど も と 家 族 の 退 院 調 整 ケ ア を 通 し て ～ .平 成 17 年 度 ～ 平 成 19 年

度 科 学 研 究 費 補 助 金 基 盤 研 究（ A）研 究 成 果 報 告 書 .平 成 2 0 年 3 月 . 

及 川 郁 子 （ 2012） .小 児 看 護 CNS の 10 年 を 振 り 返 っ て ， 小 児 看 護 ，

35(13)， 1692 -1697．  

大 生 定 義（ 201 5） .C O M M E N T，井 部 俊 子 ，大 生 定 義 監 修  専 門 看 護

師 の 臨 床 推 論 研 究 会 編 集 ．専 門 看 護 師 の 思 考 と 実 践（ 第 １ 版 ），30，

東 京 ： 医 学 書 院 .  

大 釜 信 政 ，中 筋 直 哉（ 2018）．本 邦 に お け る 高 度 実 践 看 護 師 の 裁 量 権

拡 大 に 関 す る 文 献 検 討 ， ヒ ュ ー マ ン ケ ア 研 究 学 会 誌 ， 4（ 2）， 37-

45．  

大 泉 江 里 ，雨 宮 由 紀 枝（ 2022）．人 工 呼 吸 器 を 使 う 超 重 症 児 SMAⅠ 型

児 の 在 宅 入 浴 習 慣 調 査  毎 日 の 入 浴 を 支 え る も の は 何 か 、 当 事 者

研 究 の 視 点 か ら ， 日 本 重 症 心 身 障 害 学 会 誌 ， 47（ 3）， 4 29-438．  

大 久 保 明 子 ，北 村 千 草 ，山 田 真 衣 ，他（ 2016） .医 療 的 ケ ア が 必 要 な

在 宅 療 養 児 を 育 て る 母 親 が 体 験 し た 困 り ご と へ の 対 応 の 構 造 ， 日

本 小 児 看 護 学 会 誌 ， 25（ 1）， 8-14．  

太 田 喜 久 子 （ 2009） .平 成 20 年 度 厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 金 厚 生 労

働 科 学 特 別 研 究 事 業  医 師 と 看 護 師 と の 役 割 分 担 と 連 携 の 推 進 に

関 す る 研 究  平 成 2 0 年 度 総 括 研 究 報 告 書 .平 成 21（ 2009）年 3 月 . 

酒 井 結 美（ 2 017）．重 症 心 身 障 が い 児 の 定 期 的 レ ス パ イ ト 入 院 中 行 う

在 宅 ケ ア の 調 整 に む け た 看 護 師 の か か わ り ，日 本 小 児 看 護 学 会 誌 ，

26， 65-71．  

坂 野 未 来 ,福 田 知 世 , 稲 垣 美 幸 , 他 （ 2 016）． タ ー ミ ナ ル 期 の 意 思 決

定 か ら 在 宅 療 養 へ の 移 行 準 備 に お け る 看 護 師 の 役 割  タ ー ミ ナ ル

期 を 在 宅 で 過 ご す こ と を 選 択 し た 末 期 腎 不 全 患 者 2 例 を 通 し て ，

日 本 小 児 腎 不 全 学 会 雑 誌 ， 36， 117-1 20.  

沢 口 恵（ 201 3）.在 宅 生 活 を し て い る 重 症 心 身 障 害 児 の 母 親 に よ る 体

調 に 関 す る 判 断 の 構 造 化 ，日 本 重 症 心 身 障 害 学 会 誌 ，38（ 3），507-

514．  

沢 口 恵 ，山 路 野 百 合 ，太 田 え り か ，他（ 2019）．訪 問 看 護 を 利 用 し て

い る 小 児 の 利 用 者 数 と 医 療 的 ケ ア の 実 態 ， 日 本 在 宅 ケ ア 学 会 誌 ，

23（ 1）， 47 -53．  
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清 水 大 輔 ，荒 木 俊 介 ，宗 内 淳 ，他（ 2020）．イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 実 現

に 向 け た 医 療 的 ケ ア を 要 す る 先 天 性 心 疾 患 児 の 就 園 状 況 ， 日 本 小

児 科 学 会 雑 誌 ， 124（ 7）， 1127-1133.  

清 水 史 恵（ 2 011）.通 常 学 級 に お い て 医 療 的 ケ ア を 要 す る 子 ど も を ケ

ア す る 看 護 師 が 認 識 し て い る 教 諭 と の 協 働 ，日 本 小 児 看 護 学 会 誌 ，

20（ 1）， 55 -61．  

清 水 史 恵（ 2 015）.地 域 の 小 学 校 で 学 ぶ 医 療 的 ケ ア を 要 す る 子 ど も の

親 か ら み た 看 護 師 の 役 割 ， 日 本 小 児 看 護 学 会 誌 ， 24（ 1）， 9-16．  

染 谷 奈 々 子 ，中 野 綾 美（ 2020）．我 が 国 の 小 児 看 護 CNS の 実 践 に 関 す

る 文 献 検 討 ， 高 知 女 子 大 学 看 護 学 会 誌 ， 46（ 1）， 105 -1 15．  

S t a l l i n g a , H . , D i j k s t r a b , P. , N a p e l , H . , e t  a l . ( 2 0 1 8 ) .  P e r c e i v e d  u s e f u l n e s s  
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ⅰ 

イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド  

 

1．  プ ロ フ ィ ー ル に つ い て  

小 児 看 護 専 門 看 護 師 と の 面 談 の 始 め の 挨 拶 の 後 の 自 然 な 対 話 の 中

で 、「 現 在 の 所 属 」、「 職 位 」、「 専 門 看 護 師 の 初 回 認 定 年 度 」、「 看 護 師

経 験 年 数 」 を 尋 ね る 。  

 

2．  ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 高 度 実 践 看 護 に つ い て  

イ ン タ ビ ュ ー で 話 し て ほ し い こ と と し て 「 医 療 的 ケ ア を 必 要 と す

る 子 ど も と 家 族 へ の ケ ア と キ ュ ア を 融 合 さ せ た 高 度 実 践 看 護 に つ い

て 、 一 番 印 象 に 残 っ て い る こ と を で き る だ け 具 体 的 に 話 し て く だ さ

い 」 と 依 頼 す る 。  

 

 小 児 看 護 専 門 看 護 師 が 自 分 で 自 由 に 語 り 、 そ の 中 の ト ー ン は 小 児

看 護 専 門 看 護 師 自 身 が 作 っ て い く よ う に す る 。 研 究 者 は 語 り を さ え

ぎ ら ず に 、 語 ら れ る 内 容 と 語 ら れ 方 に 関 心 を む け て 聴 く 。  

話 の 区 切 り が つ い た ら 、語 り の 中 で 気 に な っ た こ と な ど 問 い か け る 。 

 

3． 共 通 性 探 求 の た め の 5 つ の 道 標 （ Be nn er， 1 99 4/2 00 6， p .98） に

つ い て  

小 児 看 護 専 門 看 護 師 が 語 る 内 容 に ５ つ の 道 標 、「 身 体 性 」、「 関 心 事 」、

「 共 通 す る 意 味 」、「 状 況 」、「 時 間 性 」 が 含 ま れ て い る か を 意 識 し な

が ら 自 然 な 対 話 を 続 け る 。  

5 つ の 道 標 の 内 容 が 語 り に 含 ま れ る よ う に 留 意 し て 対 話 の 流 れ を

止 め な い よ う な 最 小 限 の 問 い を 行 う 。  

 

最 後 に 「 あ な た が 考 え る ‘ ケ ア と キ ュ ア を 融 合 し た 小 児 看 護 専 門

看 護 師 の 高 度 実 践 看 護 と は ど の よ う な も の だ と 思 い ま す か 。」と 尋 ね

る 。  

 

 ま た 及 び 上 記 5 つ の 道 標 に 関 連 し て 、「 修 士 課 程 修 了 後 の 小 児 看

護 専 門 看 護 師 と し て の 研 鑽 に つ い て （ 修 士 課 程 修 了 後 の 進 学 含 む ）」

及 び「 38 単 位 課 程 履 修 の 有 無 」に つ い て 自 然 な 対 話 で 語 ら れ な か っ

た 場 合 は 教 え て い た だ く 。  
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研究依頼書（参加者用） 

平成 年 月 日 

国立大学法人○○ ○○病院看護部 

看護師長・小児看護専門看護師 □□□□□ 様 

 

研究協力へのお願い 

 

拝啓、○○の候、○○○○〇様におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 私は、現在、東京工科大学医療保健学部看護学科で教員をしながら高知県立大学大学院看護学研究科博

士後期課程で子どもと家族へのケアとキュアを融合した高度実践看護に関する研究をしている染谷奈々

子と申します。 

昨今、医療的ケアが必要な子どもが増加しており、体調の変化や多様性のある成長・発達に応じたケア

とキュアを融合した高度実践看護と看護の質の向上が叫ばれています。 

高度実践看護師は「個人、家族、及び集団に対して、ケアとキュアの融合による高度な看護学の知識、

技術を駆使して、対象の治療･療養過程の全般を管理･実践する」ことができ（日本学術会議健康・生活科

学委員会 看護学分科会，2011）、小児看護専門看護師は、現在 184名（日本看護協会，2017）です。し

かし、日本の小児看護専門看護師のキュアとケアを融合した高度な看護実践に関する先行研究はまだ少

なく、人々や小児看護専門看護師の間で何か気づかれているが、まだはっきりとは見てとれない現象、ま

たは意識や言語化がされていない高度な看護実践の知があると考えられます。 

 そこで、今回、私は研究課題「医療的ケアを必要とする子どもと家族へのケアとキュアを融合した小

児看護専門看護師の高度実践看護に関する研究」に取り組むことに致しました。詳細につきましては、

「〔別紙〕研究協力のご依頼に関する説明書」と「研究計画書概要」をご参照いただき、ご検討いただけ

ますようお願い致します。 

本研究の趣旨をご理解の上、ご協力を賜りますよう宜しくお願い致します。 

 

 なお、本研究は高知県立大学研究倫理委員会の承認を得て、行っております。 

ご不明な点は、いつでも下記連絡先までお問合せください。 

敬具 

 

研究者：高知県立大学看護学研究科博士後期課程  

染谷 奈々子（東京工科大学医療保健学部看護学科 助教） 

連絡先：〒144‐8535東京都大田区西蒲田5-23－2  

東京工科大学医療保健学部看護学科〇号室 

携帯Tel：〇〇〇‐〇〇〇〇‐〇〇○○ 

E-mail：〇〇〇@〇.〇.〇.jp 

 

指導教員：中野 綾美（高知県立大学看護学研究科教授） 

研究室Tel： ○○〇‐〇〇〇‐〇〇〇〇 

mailto:〇〇〇@〇.〇.〇.jp
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〔別紙〕 研究協力のご依頼に関する説明書 

研究課題：医療的ケアを必要とする子どもと家族へのケアとキュアを融合した小児看護専門看護師の高度実践看護

に関する研究 

研究者 ：高知県立大学看護学研究科博士後期課程 染谷奈々子 

 

《小児看護専門看護師様にお願いしたい内容》 

１． 同意の手続き 

 本研究の目的、方法、倫理的配慮について研究者から文書、「研究協力へのお願い」、「〔別紙〕研究協力のご依頼に関

する説明書」、「研究計画書概要」、「切手付き同意書返信用封筒」、「切手付き同意取り消し書返信用封筒」を用いた十

分な説明を受けて、研究協力についてのご検討をお願いします。所属する施設から研究協力の承認を得る必要性の有

無について研究者が尋ねますので要望をおきかせください。自由な意思で研究協力に同意をいただける場合は、「同意

書」2枚（研究参加者用と研究者控え）にご署名をお願いします。 

所属する施設からの承諾が必要な場合は、施設長または看護部門長に文書「研究協力へのお願い（施設用）」、「〔別

紙〕研究協力のご依頼に関する説明書（施設用）」、「研究計画書概要」、「切手付き承諾書返信用封筒」、「切手付き承諾

取り消し書返信用封筒」を用いた説明を研究者が行います。施設長または看護部長から承諾が得られない折には、本

研究へのご協力の同意を小児看護専門看護師様から賜ることができないことをご了承ください。この際、研究者と小

児看護専門看護師の関係は変わらないこと、ケアの評価には一切関係ないことのご理解をお願いいたします。 

施設長または看護部門長から自由な意思で「承諾書（施設用と研究者控え）」への署名が得られ、「承諾書（研究者控

え）」を研究者が受け取った時点で承諾が成立します。その後、小児看護専門看護師の自由な意思で研究協力に同意を

していただける場合に、「同意書（研究参加者用と研究者控え）」2枚に署名をお願いします。「同意書（研究者控え）」

を研究者が受け取った時点で、同意が得られたこととします。 

 

２．同意書の保管 

 ご協力の意思表示をいただいた場合の「同意書（研究参加者用）」は「研究協力へのお願い」「〔別紙〕研究協力のご

依頼に関する説明書」、「研究計画書概要」、「切手付き同意取り消し書返信用封筒」と共に、研究期間（平成32年3月

31日）が終了するまで保管をお願いします。 

 

3．インタビューへのご協力 

  １）日時・場所・時間の設定 

 研究協力をしてくださる小児看護専門看護師の方のご希望にそうように設定をさせていただきます。日時のご都合

を遠慮なくおしゃっていただきたいと思います。 

場所はプライバシーが確保できる大学または公共施設の個室を予定しています。もし、御所属の施設内の個室がよ

ろしい場合には、施設へ相談して、施設のご都合とご予定を優先して検討させていただく予定です。インタビュー時

間は約60～90分を予定しています。 

２）インタビュー当日 

「医療的ケアを必要とする子どもと家族へのケアとキュアを融合させた高度実践看護について、一番印象に残って

いること」についてできるだけ具体的にお話していただきたいと思います。話したくないことは話す必要はありませ 
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ん。お話いただく内容は、研究参加者、施設、ケアをキュアの融合に関する高度実践看護に関する事例のプライバシ

ーが含まれるため、倫理的配慮を伴うインタビューの実施にご協力をお願いします。データの正確性確保のため、ご

同意をいただいて録音をさせていただきたくお願いします。しかし、プライバシーの確保は優先されますので、イン

タビュー途中で録音を中止することができます。 

  ３）インタビュー回数 

本研究におけるインタビューは原則として1参加者について1～2回を想定しています。また、データの分析後の確

認をご依頼させていただく予定です。また、補足の質問や追加のインタビューが必要な場合には追加実施のご依頼を

させていただきます。 

 

4．結果の公表について 

本研究は士後期課程の学位論文として個人、施設が特定されることのないようにまとめ、高知県立大学大学院看護

学研究科博士論文公聴会、学術学会、専門誌等への発表、投稿を行います。 

 

《お約束する内容》 

１．研究協力の自由 

研究への協力をご検討いただき、研究協力をするかどうかは任意であり、自由意思が保障されます。研究への協力

に同意されない場合でも、何の不利益もないことを約束します。 

 

2．同意の取り消しの自由 

一度、研究協力に同意をされた後も、取り消すことが可能です。この場合も研究参加者および施設は不利益を一切

被ることはないことを約束します。 

研究参加を取り消す意思のある研究参加者は「同意取り消し書（研究参加者用、研究者控え）」2枚に署名をして研

究者宛に送付をお願いします。「同意取り消し書（研究者控え）」を研究者が受け取った時点で、同意取り消しが成立

します。研究者は、研究者欄に署名した「同意取り消し書」（研究参加者用）を返送いたします。 

取り消し手続きの期日は分析終了予定の平成31年12月31日迄とさせていただきます。 

 

3．プライバシーおよび個人情報の保護 

・ インタビューはプライバシーを確保し、インタビュー内容は所属する施設など他者に報告は致しません。 

・ インタビューで得られたデータは本研究以外に使用しないことを約束します。 

・ インタビュー途中であっても面接及び録音を中止することができます。 

・ データをまとめる段階で、個人の特定につながる恐れのあるものは意味を変えないように修正するか削除しま

す。 

・ 得られたデータは個人や組織が特定できないように番号をつけ、固有名詞はアルファベットで記載します。 

・ 研究論文に個人が特定されるような情報は記載いたしません。 

・ 施設から承諾を得た場合にも、研究参加者の研究協力の諾否は施設へも知らせません。 

・ データ分析の際には、指導教員がデータに目を通しますが、その際も個人や組織が特定できないように配慮し

ます。 
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・ 研究期間中に同意の取り消しが成立した場合、インタビューデータは一切使用しません。速やかに録音内容を

消去し、個人が特定される記録物は、研究者が責任を持って破棄します。 

・ 研究終了後は、録音内容や記録物などの個人が特定されるものは、研究者が責任を持って電子データはファイ

ルを削除し、紙媒体はシュレッダーまたは溶解にかけて処分することを約束いたします。 

4．予想される不利益への対策 

・ 研究に関して疑問が生じた時点でいつでも研究者と連絡が取れる体制を整えます。 

・ 面接の日時や場所は、ご希望やご都合を十分に配慮し、面接時間の短縮や中断、延期が可能です。 

・ インタビュー時間は 60～90 分以内を目標とします。ご希望を聞き、心身の負担の少ない時間を優先いたしま

す。 

・ 研究への協力や語った内容が、研究参加者のケアの評価には一切つながることはありません。 

・ インタビュー時の体調不良時の対応について、休める場所や方法、何か必要な準備や対応があれば、あらかじ

めご相談させていただきたいと思います。 

・ 面接中に体調不良などが生じた場合は、インタビューを中止いたします。 

・ インタビューの中で、話したくない内容については話す必要はありません。 

 

5．予想される利益や看護への貢献 

小児看護専門看護師としての日頃の看護実践をリフレクションすることとなり、実践における価値の認識や新しい

気づきにつながる可能性もあります。 

話しいただいた内容を解釈して記述することで小児看護専門看護師のケアとキュアを融合した高度実践看護を明ら

かにして、高度実践看護師教育、高度実践看護師の実践力及び看護の質の向上に貢献し、子どもと家族が人生を豊か

に生きることへの寄与となる礎にしていきます。 

 

6．問い合わせについて  

本研究について疑問や不明な点などがございましたら、いつでも下記の連絡先までご遠慮なくご連絡ください。ご

連絡をいただきましたら可及的速やかに対応をいたします。 

 

研究の主旨をご理解の上、ご協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

 

研究者：高知県立大学看護学研究科博士後期課程 染谷 奈々子（東京工科大学医療保健学部看護学科 助教） 

連絡先：〒144‐8535東京都大田区西蒲田5-23－2 東京工科大学医療保健学部看護学科〇号室 

携帯Tel: 〇〇〇‐〇〇〇〇‐〇〇○○ E-mail: 〇〇〇@〇.〇.〇.jp 

 

指導教員：中野 綾美（高知県立大学看護学研究科教授）研究室Tel： ○○〇‐〇〇〇‐〇〇〇〇 

 

 ご協力の意思表示をいただいた場合、「同意書（研究参加者用）」は「研究協力へのお願い」「〔別紙〕研究協力のご

依頼に関する説明書（《小児看護専門看護師貴方様にお願いしたい内容》《お約束する内容》）」「研究計画書概要」「切

手付き同意取り消し書返信用封筒」と合わせて研究が終了する平成32年3月31日まで保管をしてください。 

mailto:〇〇〇@〇.〇.〇.jp
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研究計画書概要 

 

研究課題：医療的ケアを必要とする子どもと家族へのケアとキュアを融合した小児看護専門看護師の 

高度実践看護に関する研究 

研究者 ：高知県立大学看護学研究科博士後期課程 染谷 奈々子 

指導教員：高知県立大学大学院看護学研究科教授 中野 綾美 

 

1．研究目的 

本研究の目的は、医療的ケアを必要とする子どもと家族に対して、小児看護専門看護師が行うケアとキ

ュアを融合した高度実践看護とは、どのような看護であるかを解釈学的現象学の見地から明らかにする

ことである。 

 

2．用語の定義   

 1）ケアとキュアの融合 

「小児看護専門看護師が子どもと家族または集団に対してケアの知とキュアの知を統合した責任のあ

る深いかかわりを実践することにより、より質の高いケア（看護）が実現すること。」 

 

2）医療的ケア 

「生命を維持し日常生活を送るために、吸入、吸引、自己注射、自己導尿、経管栄養法、中心静脈栄養

法、中心静脈点滴の管理、酸素療法、人工呼吸器療法、自己調節鎮痛法などの技術を伴う行為」 

 

3．研究の意義 

昨今、医療的ケアが必要な子どもが増加しており、全ての子どもが地域で安心して健やかに育ち、豊か

に暮らす生活できる未来の必要性が叫ばれている。高度実践看護師は「個人、家族、及び集団に対して、

ケアとキュアの融合による高度な看護学の知識、技術を駆使して、対象の治療･療養過程の全般を管理･実

践する」ことができる（日本学術会議健康・生活科学委員会 看護学分科会，2011）。わが国の専門看護師

は、看護学の視点でキュアとケアを合させて治療過程を推進する系統的な教育課程を修了している。

Bennerは「身体にねざした知性」をもつという人間観のもと、看護のエクセレンスを記述した。しかし、

わが国の小児看護専門看護師のキュアとケアを融合した高度実践看護に関する先行研究はまだ少なく、

小児看護専門看護師の人々の間で何か気づかれているが、まだはっきりとは見てとれない現象、または意

識や言語化がされていない高度実践看護の知があると考えられる。 

本研究から得られる小児看護専門看護師の高度実践看護に関する知は、子どもの権利を保障する看護

の質の向上を考えていく上での貴重な知見となる。また、高度実践看護師教育の質の向上、高度実践看護

師の実践力の向上及び看護の質の向上に寄与し、医療的ケアを必要とする全ての子どもと家族が、人生を

豊かに生きることに貢献する。 

 

4．研究期間 

研究期間は平成30年3月～平成32年3月である。 
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5．研究参加者 

 1）研究参加者の選定条件 

公益社団法人日本看護協会の専門看護師の認定を受けた小児看護専門看護師で、基準①公表している

看護実践がケアとキュアの融合に関する内容を含む者、基準②ケアとキュアの融合に関する看護実践の

経験について本研究の目的において語ることに関心をもつ者、のいずれかに該当する小児看護専門看護

師を対象にネットワークサンプリングを行う。尚、研究参加者の選定条件において専門看護師の初回認定

の年度や認定を受けてからの期間、修士課程を修了した教育課程が 26 単位と 38 単位のいずれかである

かは問わない。また、医療的ケアを必要とする子どもと家族へのケアとキュアを融合した高度実践看護に

おける文化的な基盤をなす意味における共通性を探求する観点から、子どもと家族の多様性を認める。本

研究で小児看護専門看護師が語る事例の子どもに共通する基準として医療的ケアを必要としていること

のみとし、子どもの命の誕生からの期間や病気は限定せず、障害の程度も問わない。 

ネットワークサンプリングは倫理的配慮を伴い実施する。サンプリングの基準①に該当する小児看護

専門看護師へは、個人ネットワークと公益社団法人日本看護協会のホームページ、論文や著作物に公表さ

れている連絡先に関する情報用いてアクセスする。メールや郵送法を活用して、当該の小児看護専門看護

師から了解の得られた方法で、研究の主旨に関する情報を提供し、その後、自由意思に基づく研究協力に

関する意向を尊重して確認の上、了解が得られた場合、直接対面しての「研究依頼書（参加者用）」、「同

意書（研究参加者用）」、「同意取り消し書（研究参加者用）」、「切手付き同意取り消し書郵送用封筒」を用

いた十分な説明と依頼をする機会を設定する。 

サンプリングの基準②に該当する小児看護専門看護師へのアクセスは、小児看護専門看護師が集まる

事例検討会等の機会に直接対面して、「研究依頼書（参加者用）」、「同意書（研究参加者用）」、「同意取り

消し書（研究参加者用）」、「切手付き同意取り消し書郵送用封筒」を用いた十分な説明と依頼をする機会

を設定する。 

研究協力の意向を示す全ての小児看護専門看護師に、所属する施設から承認を得る要望の有無につい

て確認する。その要望がある場合には、研究者は、施設の管理者へ「研究依頼書（施設用）」、「承諾書（施

設用）」、「承諾取り消し書（施設用）」、「切手付き承諾取り消し書郵送用封筒」を用いて十分に説明を行う。

本研究の参加を考える個々人の状況における必要な手続きについて確認し、参加者個々人の要望に合わ

せた手続きを行う。 

本研究への参加を内諾した小児看護専門看護師が所属する施設に、連絡先が公表されていない小児看

護専門看護師がおり、施設長または看護部門長から研究協力者の候補者となる小児看護専門看護師の推

薦を受けた場合には、施設長または看護部門長から当該小児看護専門看護師に渡していただくための「研

究依頼書（参加者推薦者用）」及び研究者の名刺を準備してお渡しする。これらを当該小児看護専門看護

師へ手渡ししていただくか否かについては施設長または看護部門長の自由意思が尊重されること、当該

小児看護専門看護師が研究者にアクセスするか否かについては小児看護専門看護師の自由意思が尊重さ

れることを説明して依頼する。 

研究者が研究依頼の説明を行う機会を設けるために必要な連絡先の交換については、小児看護専門看

護師の自由意思を保障することを「研究依頼書（参加者推薦者用）」の依頼文に明記する。小児看護専門

看護師が研究についての説明をきく意向をもつ場合には、「研究依頼書（参加者推薦者用）」にある研究者 
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の連絡先にアクセスしていただく。 

施設としての本研究への協力についての承諾は、小児看護専門看護師個人が本研究へ参加するかどう

かの最終的な同意の諾否や、施設への報告は自由意思が尊重されることを含めて承諾が得られる場合に

「承諾書書（施設用・研究者控え）」に署名をいただく。研究者が「承諾書（研究者控え）」を受け取った

時点で、施設からの承認が成立することとする。 

いずれの場合も、最終的に小児看護専門看護師による「同意書（参加者用）」への署名の後、研究者の

受け取りをもって同意の成立とする。 

2）目標研究参加者人数 約20名 

 

6．データ収集と分析方法 

研究デザインは質的記述的研究である。Benner 他（1994/2006）の解釈的現象学、Benner とWrubel

（1989/1999）のケアリングの考え方を前提とする。 

データ収集方法は最小に構成されたインタビューガイドを用いた約 60 分～90 分の個別インタビュー

である。小児看護専門看護師に、医療的ケアを必要とする子どもと家族へのケアとキュアの融合と考えら

れる現象について語っていただく。インタビューの基本方針は研究参加者に自分自身の言葉で自由に、で

きるだけ話し続けてもらい、研究者は語りをさえぎらずに語られる内容と語られ方に関心をむけて対話

することである。同意を得て録音したインタビュー内容は匿名化した逐語録にしてデータとする。分析は

Bennerの解釈的現象学の方法を参考にする（Benner他/相良，1994/2006；松葉他，2014）。 

 

7．研究依頼予定施設等 

 日本全国に所在する小児看護専門看護師が研究参加者の候補者である。研究参加の意向がある小児看

護専門看護師の要望に応じて、所属する組織の承諾を得る場合は、小児看護専門看護師が所属する施設へ

依頼を行う。 

 

8．倫理的配慮 

1）研究協力の自由意思を尊重するための配慮 

小児看護専門看護師に「研究依頼書（研究参加者用）」、「研究計画書概要」、「同意書（研究参加者用・

研究者控え）」を用いて説明し、研究協力について検討をいただく。研究への協力は任意であり、自由意

思による同意が得られる場合「同意書（研究参加者用・研究者控え）」に署名をしていただく。研究への

協力に同意しない場合でも、小児看護専門看護師の活動等には一切の影響はないことを約束する。研究協

力の承諾や同意の諾否による施設および研究参加者は一切の不利益を被ることはない。 

本研究の研究への参加者を検討する全ての小児看護専門看護師に、施設からの承諾の必要性について

確認し、要望がある場合は必要な手続きを行う 

（1） 小児看護専門看護師が所属する施設から承認を得る要望がない場合 

 小児看護専門看護師のみへの依頼と紙面を用いた説明の上、小児看護専門看護師のみの自由意思によ

り同意する場合は、「同意書（研究参加者用と研究者控え）」２枚に署名をし、研究者が「同意書（研究者

控え）」を受け取った時点で同意が成立する。 
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（2） 小児看護専門看護師が所属する施設から承諾を得る要望がある場合  

研究者が「研究依頼書（施設用）」、「研究計画書概要」、「承諾書（施設用・研究者控え）」、「承諾取り消

し書（施設用・研究者控え）」を用いて小児看護専門看護師が所属する施設の管理者へ説明する。本研究

への参加を内諾する小児看護専門看護師の本研究への参加について、施設の管理者から自由意思による

承諾が得られない場合は、本研究へのご協力の同意を小児看護専門看護師から得る手続きはできないこ

と、研究者と小児看護専門看護師の関係は変わらないこと、ケアの評価には一切関係ないことを「「研究

協力のお願い（施設用と研究参加者用）」に明記し、説明する。その際、施設の倫理審査委員会や研究協

力に関する規定がある場合は、その手順に従って手続きを行う。施設の管理者が、本研究協力について承

諾する場合は「承認書（施設用・研究者控え）」２枚に署名をし、研究者が「承諾書（研究者控え）」を受

け取った時点で承諾が成立する。その後、小児看護専門看護師から自由意思による同意を得る手続きを行

う。尚、小児看護専門看護師の自由意思による同意の有無及び同意の撤回については、小児看護専門看護

師の意思を尊重する。研究者から施設へ、小児看護専門看護師の自由意思による同意の有無や同意の撤回

に関する連絡はしない。 

２）研究協力の撤回が自由にできること 

小児看護専門看護師は、研究への協力を同意した後でも、「同意取り消し書」で同意の撤回が可能であ

る。同意を撤回されても、小児看護専門看護師が不利益を被ることはありません。同意を撤回された方の

データは使用しない。同意の撤回の期限は、分析が終了する予定の平成31年12月31日である。 

3）プライバシーの保護 

本研究におけるインタビューにおいて語られる内容には、研究参加者、ケアをキュアの融合に関する高

度実践看護に関する事例のプライバシーが含まれるため得られたデータは厳密に匿名性を確保する。ま

た、インタビュー途中であっても、プライバシーの保護を優先して、参加者と相談して面接及び録音を中

止することも想定する。 

インタビューの実施はプライバシーが確保できる大学や公共施設の個室を選択し、インタビュー内容

は施設や他者に報告することはない。 

本研究の過程で得られたデータは個人や組織が特定できないように番号をつけ、固有名詞はアルファ

ベットで記載する。データと「同意書（研究者控え）」、「承認書（研究者控え）」はそれぞれ別の場所で施

錠できる場所に保管し、研究者が責任をもって管理する。 

データをまとめる段階で、個人の特定につながる恐れのあるものは削除する。データ分析の際に指導教

員がデータに目を通すことがあるが、その際も個人や組織が特定できないように配慮する。研究指導者以

外がデータを見ることはない。また、得られたデータは本研究以外の目的で使用することは一切ない。 

博士論文及び本研究の公表時及び学術学会、学術誌、専門誌へ発表時には個人や施設が特定されるよう

な情報は記載しないことを遵守する。 

録音内容や記録物、「承諾書」、「承諾撤回書」、「同意書」、「同意撤回書」などの個人が特定されるもの

及び分析に必要な電子データあるいは紙媒体でのデータは、研究結果の公表について報告された日から

10 年を経過した日まで研究者が鍵のかかる場所で保管する。これらの期日以降は、研究者が責任を持っ

て電子データはファイルを削除し、紙媒体はシュレッダーまたは溶解にかけて処分する。 
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4）参加者の心身の負担、不利益や危険性への配慮 

参加者がインタビューで話した内容がケアの評価につながることは一切ないことを保障する。インタ

ビューで話す内容は小児看護専門看護師としての仕事やプライバシーにかかわる内容のため精神的動揺

や不快感が喚起される可能性があると考える。また、インタビューは身体的な疲労を感じることがあると

考えられる。不利益回避のために、研究参加者の様子を観察、確認し、インタビューを中断または延期す

る等、細心の配慮をする。負担軽減の為にインタビュー時間は「研究依頼書（研究参加者用）」に記載し

た約60分～90分を超えないこと、研究参加者は答えたくない内容は答えなくて良いことを約束する。イ

ンタビューの場所、時間等の設定は研究参加者と相談しながら、要望に沿うように調整する。しかし、イ

ンタビューの中断または延期では補われない参加者の負担や不都合などが万一生じた場合等は、速やか

にインタビューを中止して、心身のケアについてどのようにするのが最善かを相談して対応する。 

研究協力に対する不明や疑問点が生じた場合や研究協力を撤回したい場合など、いつでも研究者と連

絡が取れるように研究者の連絡先を「研究依頼書（施設用及び参加者用）」、「承諾書」、「同意書」、「同意

取り消し書」、「承諾取り消し書」に明記し、対応する。 

尚、インタビューの実施に伴う交通費や郵送費は研究者が支出し、参加者の負担はない。 

5）参加者が受ける利益や看護の貢献 

日頃の小児看護専門看護師としての看護実践をリフレクションすることとなり、実践における価値の

認識や新しい気づきにつながる可能性がある。本研究成果は高度実践看護師教育の質の向上、高度実践

看護師の実践力の向上及び看護の質の向上に寄与し、医療的ケアを必要とする子どもと家族が豊かに生

きることに貢献する。 

 6）研究結果の公表の仕方 

研究結果は、高知県立大学大学院博士後期課程の学位論文としてまとめ、高知県立大学大学院看護学研

究科博士論文公聴会での公表を行う。また、学術集会、研究会、学術誌、専門誌等で発表する際は個人、

施設が特定できないように処理を行う。 

7）研究の資金源や利益相反について  

本研究の資金源はなく、研究者の個人負担である。 

本研究において利益相反はない。  

8）問い合わせについて  

疑問や不明な点などは、下記の研究者連絡先へ、いつでも連絡が可能である。 

 

＜研究者連絡先＞  

研究者：高知県立大学看護学研究科博士後期課程 染谷奈々子（東京工科大学医療保健学部看護学科助教） 

連絡先：〒144‐8535東京都大田区西蒲田5-23－2 東京工科大学医療保健学部看護学科〇号室 

携帯Tel：〇〇〇‐〇〇〇〇‐〇〇○○ E-mail：〇〇〇@〇.〇.〇.jp 

 

指導教員：中野 綾美（高知県立大学看護学研究科教授）研究室Tel： ○○〇‐〇〇〇‐〇〇〇〇 

 

以上 

mailto:〇〇〇@〇.〇.〇.jp
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同意書 

                              （研究参加者用） 

 

私は、この度、「医療的ケアを必要とする子どもと家族へのケアとキュ

アを融合した小児看護専門看護師の高度実践看護に関する研究」の研究

に関する目的、意義、研究方法、守秘義務、研究協力への任意性、協力

中断の自由、心身負担への配慮、研究結果の公表の仕方、ならびに看護

上の貢献に関する説明を受け、研究の主旨を理解しましたので研究に協

力いたします。 

 

                  平成   年   月   日 

 

研究協力者   

 

 

署名             

 

 

研究依頼者 

 

 

署名             

 

 

 

 

研究者：高知県立大学看護学研究科博士後期課程  

染谷 奈々子（東京工科大学医療保健学部看護学科 助教） 

連絡先：〒144‐8535東京都大田区西蒲田 5-23－2  

東京工科大学医療保健学部看護学科〇号室 

携帯 Tel：〇〇〇‐〇〇〇〇‐〇〇○○ 

E-mail：〇〇〇＠〇.〇.〇.jp 

 

指導教員：中野 綾美（高知県立大学看護学研究科教授） 

研究室 Tel： ○○〇‐〇〇〇‐〇〇〇〇 

 

 

この「同意書」と別紙の「研究協力へのお願い」、「〔別紙〕研究協力のご依頼に関す

る説明書」、「研究計画書概要」は、研究期間（平成 32年 3 月 31 日）が終了するま

で大切に保管し、終了後は破棄していただきますよう、お願い致します。 

 



Ｈ29年度版（様式４） 

ⅻ 

 

同意書 

                              （研究者控え） 

 

私は、この度、「医療的ケアを必要とする子どもと家族へのケアとキュ

アを融合した小児看護専門看護師の高度実践看護に関する研究」の研究

に関する目的、意義、研究方法、守秘義務、研究協力への任意性、協力

中断の自由、心身負担への配慮、研究結果の公表の仕方、ならびに看護

上の貢献に関する説明を受け、研究の主旨を理解しましたので研究に協

力いたします。 

 

                  平成   年   月   日 

 

研究協力者   

 

 

署名             

 

 

研究依頼者 

 

 

署名             

 

 

 

 

研究者：高知県立大学看護学研究科博士後期課程  

染谷 奈々子（東京工科大学医療保健学部看護学科 助教） 

連絡先：〒144‐8535東京都大田区西蒲田 5-23－2  

東京工科大学医療保健学部看護学科〇号室 

携帯 Tel：〇〇〇‐〇〇〇〇‐〇〇○○ 

E-mail：〇〇〇＠〇.〇.〇.jp 

 

指導教員：中野 綾美（高知県立大学看護学研究科教授） 

研究室 Tel： ○○〇‐〇〇〇‐〇〇〇〇 

 

 

この「同意書」と別紙の「研究協力へのお願い」、「〔別紙〕研究協力のご依頼に関す

る説明書」、「研究計画書概要」は、研究期間（平成 32年 3 月 31 日）が終了するま

で大切に保管し、終了後は破棄していただきますよう、お願い致します。 
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  同意取り消し書 

                             (研究参加者用) 

 

高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程 

染谷 奈々子 宛 

 

 

私は自由意思に基づいて、「医療的ケアを必要とする子どもと家族への

ケアとキュアを融合した小児看護専門看護師の高度実践看護に関する研

究」の研究への協力に同意しましたが、その同意を撤回します。 

 

 

平成   年   月   日 

 

 

               署名（研究協力者）            

 

                 本文書を受領したという確認のため、研究依

頼者が署名し、貴方に返送致しますので、下

記に返送先を記載して下さいますよう、お願

い致します。 

 

 

               ご住所                  

 

 

署名（研究依頼者）            

 

 

研究者：高知県立大学看護学研究科博士後期課程  

染谷 奈々子（東京工科大学医療保健学部看護学科 助教） 

連絡先：〒144‐8535東京都大田区西蒲田 5-23－2  

東京工科大学医療保健学部看護学科〇号室 

携帯 Tel：〇〇〇‐〇〇〇〇‐〇〇○○ 

E-mail：〇〇〇＠〇.〇.〇.jp 

 

指導教員：中野 綾美（高知県立大学看護学研究科教授） 

研究室 Tel： ○○〇‐〇〇〇‐〇〇〇〇 
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  同意取り消し書 

                               (研究者控え) 

 

高知県立大学大学院 看護学研究科博士後期課程 

染谷 奈々子 宛 

 

 

私は自由意思に基づいて、医療的ケアを必要とする子どもと家族への

ケアとキュアを融合した小児看護専門看護師の高度実践看護に関する研

究」の研究への協力に同意しましたが、その同意を撤回します。 

 

 

平成   年   月   日 

 

               署名                  

 

 

 

 

研究者：高知県立大学看護学研究科博士後期課程  

染谷 奈々子（東京工科大学医療保健学部看護学科 助教） 

連絡先：〒144‐8535東京都大田区西蒲田 5-23－2  

東京工科大学医療保健学部看護学科〇号室 

携帯 Tel：〇〇〇‐〇〇〇〇‐〇〇○○ 

E-mail：〇〇〇＠〇.〇.〇.jp 

 

指導教員：中野 綾美（高知県立大学看護学研究科教授） 

研究室 Tel： ○○〇‐〇〇〇‐〇〇〇〇 
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平成29年／／月2/日

承 認 書

高知県立大学長 野嶋

下記の研究課題について、 高知県立大学研究倫理委員会規程及び研究倫理審
査に関する取り扱いについての迅速審査オ）に基づき、高知県立大学看護研究
倫理審査委員会の審査結果を承認いたします。

************************************************************ 

高知県立大学看護研究倫理審査委几会
i涵

委員長 藤田l左禾

申請者 ＿染谷奈々子 様

研究課題 医療的ケアを必要とする子どもと家族へのケアとキュアを融合した
小児看護専門看護師の高度実践看護に関する研究

承認番号•―看研倫17-61

高知県立大学看護研究倫理審査委員会において、 上記の研究計画における倫
理を審査した結果、 審査基準の全てを満たしていると判断しましたので、 看護
研究倫理委員会規程8条6項により、 本研究計画を実施することを承認いたし
ます。
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